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Ⅰ. 『十住心論』と『秘蔵宝鑰』の比較対照表     （  1） 

















































『秘蔵宝鑰』『空海コレクション』 第１巻､筑摩書房､2004年､pp.13-257  
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  〇『卽身成佛義』『聲字實相義』『吽字義』各一巻 [即声吽三部書] 
  〇『辯顕密二教論』二巻             [顕密対弁] 
  〇『般若心經祕鍵』一巻 
  〇『祕藏寶鑰』三巻               [十住心思想の教判：九顕一密] 
を選別し､これに真言宗所依の論書１である『菩提心論』を加えて｢十巻章｣と称し２､真言行者必修
の教理書として研究が積み重ねられてきた歴史が存する｡この七書十巻のうち､ 




























































































































































































































































































































１２Ex. ロラン・バルト『物語の構造分析』､花輪光訳､みすず書房､1979 年､pp.83-89 
１３バルト､同上､p.87 







１９『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.418 







                    








































































     図 1：説法の基本構図 













     図 2：文字の補助による伝達の構図 




  〇法会で諷誦された表白･願文等の原稿(『性霊集』巻六から巻九に収録される) 
  〇受者が明確な口伝の記録(例: 實慧の『檜尾口訣』３) 
























     図 3：著作を経由した伝達の構図 
































































































  *物事を表示する徴 signes というものは､それを発言する誰かが居なければ､－とにもかく
にも発信する要素といった存在がなければ－､この世に有り得ないのだ｡一連の徴 signesが
存在する為には､(因果律のシステムによって)､どうしても一人の｢作者 auteur｣､或いはその言













 フーコーが｢作者 auteur｣｢言葉を発する権限を有するもの instance｣と言い表した存在･機能
は､その後の物語理論(ナラトロジー:narratology)の概念規定で､論者によって 
  ｢言語自体･物語機能１３｣(Käte Hamburger) :人格ではない発話機能 
  ｢話者 narrateur１４｣(Gérard Genette) :人格としての一人称の語り手 


















































































































   図 6：虚構の問答を含んだ『宝鑰』の入れ子の構図 




































元に位相の次元の間隔が存在する｡テクスト内の表現主体 B が複数の登場人物 C の発言を統御
することで､ようやく問答に一定の方向性が導き出される(表現主体 B の統制が無い場合は､複数の
登場人物 C の言説は単なるおしゃべりの羅列に終わってしまう)｡つまり､二教･三教の対弁論では､仏
教の優位性を主張するテクスト外著者 A の分身として､テクスト内に措定される表現主体 B が



















ここで、再び図 5 の一部を抜粋して掲げる｡ 
図 5-2：テクスト外の著者とテクスト内の表現主体 
           
本論考では『秘蔵宝鑰』で展開される様々な言表活動を細かく分析してゆくから､図中の B
部分:｢統御機能としての表現主体｣は､更に分化した概念で分類されることになる｡それは､実際
に言葉を発して教説を語る複数の｢語り手｣(図中では便宜的に a～d の 4 個の語り手を表示している)､
つまり能説の説者の存在を『宝鑰』の中に見出す作業である｡この説者は各々が発言する言表の
種類によって判別される｡例えば､『宝鑰』冒頭の 





















































  図 7：テクスト『宝鑰』全体と下部分類の構成図 
  
図の左側は文章を韻文と散文に分けた場合の分類､右側は言表のタイプによってまとめた場合
韻文 散文（長行） 詩･頌 叙述 問答 引用 注釈
序詩 叙述(地の文) 序詩 経典 割注

















     図 8：『宝鑰』を構成する様々な説者の分類図 












  *心王心數 主伴無盡 互相渉入 帝珠錠光 重重難思 各具五智３８｡(心王心數 主伴無盡なり 










  *具如十住心論｡恐繁不述４０｡(具つぶさには『十住心論』の如し｡繁を恐れて述べず｡) 
  *具如十住心論説４１｡(具つぶさには『十住心論』に説くが如し｡) 
や､第四住心十四問答中の 



















































































  *氣似天霄､靉靅雲布６３｡(氣き天霄６４てんしょうに似て､靉靅６５あいひとして雲のごとく布しく｡) 
という類似の表現が見出される｡一方翻訳経典でも 
*日光掩蔽 地上清涼 靉靆垂布６６｡ －『妙法蓮華経』 





































 *察莊鵬之牀｡見淮犬之迹７４｡(莊鵬そうほうの牀ゆかを察み､淮犬の迹あとを見る｡) －『三教指帰』 





































































































































































































悠悠悠悠太悠悠 内外縑緗千萬軸 杳杳杳杳太杳杳 道云道云百種道 書死諷死本何為  
不知不知吾不知 思思思思聖無心 牛頭甞草悲病者 断菑機車愍迷方 三界狂人不知狂  
四生盲者不識盲 生生生生暗生始 死死死死冥死終１２０ 






















頌曰 歸命金剛内外壽 離言･垢過･等空･因 作遷慢如真乗寂 制體籏光蓮唄仁  
日幢華眼鼓勃駄 金寶法業歌舞人    揑鑄剋業威儀等 丈夫無礙過刹塵  
我今蒙詔撰十住(②外部の｢著者｣空海に近いテクスト内の｢我｣)  
頓越三妄入心真 褰霧見光無盡寶 自他受用日弥新 軷祖求伽梵 幾郵到本床  





第一異生羝羊心  凡夫狂酔 不悟吾非 但念婬食 如彼羝羊 
第二愚童持齋心  由外因縁 忽思節食 施心萌動 如穀遇縁 
第三嬰童無畏心  外道生天 暫得蘇息 如彼嬰兒 犢子随母 
第四唯薀無我心  唯解法有 我人皆遮 羊車三蔵 悉攝此句 
第五拔業因種心  修身十二 無明拔種 業生已除 無言得果 
第六他縁大乗心  無縁起悲 大悲初發 幻影觀心 唯識遮境 
第七覺心不生心  八不絶戯 一念觀空 心原空寂 無相安樂 
第八如實一道心  一如本淨 境智倶融 知此心性 号曰遮那  
第九極無自性心  水無自性 遇風即波 法界非極 蒙警忽進 






























頌曰四韻 凡夫盲善悪 不信有因果 但見眼前利 何知地獄火 無羞造十悪 空論有神我  
封著愛三界 誰脱煩惱鎖１２９ 
[⑤自問自答] 
   問｡依何経建立此義｡  答｡大日経也｡ 










































頌曰三韻 愚童少解貪瞋毒 欻爾思惟持齋美 種子内熏發善心 牙疱相續尚英軌  
五常十善漸修習 粟散輪王仰其旨１４１ 
[⑤自問自答] 
   問此住心亦依何経説｡  答｡大日経也｡ 














































色界有十八｡此有四別四禪各別故｡  初禪有三｡梵衆梵輔大梵是｡ 






































頌曰四韻 外道發心願天樂 虔誠持戒覔歸依 不知大覺圓滿者 豈悟梵天龍尊非  
六行修觀生無色 身心五熱徒自嘰 断常空有願勝住 若遇世尊覺我違１５３ 
[⑤自問自答] 
   今此住心亦依何経論解説｡  答｡大日経菩提心論｡ 








（{  }内は引用で省略された部分｡） 
又云｡[⑧経典の教主(世尊)] 
復次殊勝行随彼所説中殊勝住求解脱恵生｡謂常無常空｡随順如是説｡秘密主非彼知解






















































































  第三：五濁悪世と戒定慧具足の人 
[⑥問者(憂国公子)] 







































































































































































































頌曰七韻 建立与無淨 雖深未断煩 空談内外我 輪轉生死燓 大聖開羊乗 修觀得涅槃 
五停四念處 六十三生觀 二百五十戒 持之離八難 人空無漏火 滅智身心彈  
儻遇如来警 廻心菩薩寛１８６ 
[⑤自問自答] 
   問此心亦依何経論建立耶｡  答大日経菩提心論｡ 











































頌曰四韻 縁覺鹿車無言説 部行麟角類不同 因縁十二深觀念 修習百劫具神通  
拔業煩惱及種子 灰身滅智如虚空 湛然久酔臥三昧 蒙警廻心一如宮１９６ 
[⑤自問自答] 
   問此住心亦依何経論説耶｡  答大日経菩提心論｡ 










聲聞所説真言一一句安布｡{再引用｡原典は｢救世者真言 若聲聞所説 一一句安布｣の語順} 是中
辟支佛復有少差別｡謂三昧分異淨除於業生２００｡ 
龍猛菩薩菩提心論云｡ 















若墮聲聞地 及辟支佛地 是名菩薩死 則失一切利 若墮於地獄  
不生如是畏 若墮二乗地 即為大怖畏 墮於地獄中 畢竟得至佛  
若墮二乗地 畢竟遮佛道 佛自於経中 解説如是事 如人貪壽者  

























頌曰七韻  心海湛然無波浪 識風鼓動為去來 凡夫眩著幻男女 外道狂執蜃樓臺 
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不知自心為天獄 豈悟唯心除禍灾 六度萬行三劫習 五十二位一心開 
煩惱所知已断淨 菩提涅槃是吾財 四三點徳今具足 不覺外求太悠哉  
言忘慮絶遍法界 沈萍一子尤可哀２０７ 
[⑤自問自答] 
   問此住心亦依何経論建立｡  答大日経菩提心論等｡ 
























































頌曰五韻  因縁生法本無性 空假中道都不生 波浪滅生但是水 一心本自湛然澄  














































































頌曰四韻  前劫菩薩作戯論 此心正覺亦非真 無為無相一道淨 非有非無不二陳  
心境絶泯常寂土 語言道断遮那賓 身心也滅大虚等 随類影現變化仁２３４ 
[④非人称的な説者／⑤自問] 























































頌曰六韻  風水龍王一法界 真如生滅歸此岑 輪花能出體大等 器衆正覺極甚深  
縁起十玄互主伴 呑流五教海印音 重重無礙喩帝網 隱隱圓融錠光心  
















































































頌曰六韻  九種住心無自性 轉深轉妙皆是因 真言密教法身説 秘密金剛最勝真  
五相五智法界體 四曼四印此心陳 刹塵渤駄吾心佛 海滴金蓮亦我身  










速疾力三昧{於是世尊復告執金剛菩薩言｡我昔坐道場 降伏於四魔 以大勤勇聲 除衆生怖畏 是時梵天等 心
喜共稱説 由此諸世間 号名大勤勇} 説自證法界體性三昧{この句は『大日経』には無い}言｡＜我覺本不
生｡出過語言道｡諸過得解脱｡遠離於因縁｡知空等虚空２６５｡如實相智生｡已離一切暗｡第一實


































准毗盧舎那経疏｡釋阿 字具有五義｡一者阿 字(短聲)是菩提心｡二阿 字(引















































































※｢爲求成就故 乃至登佛位 恒持不暫捨 於此教法中 一字不應向 未灌頂者説 本尊諸教
法 除本受法師 設諸同行人 亦不得爲説 縱已得成就 纔説便散失 現招諸殃禍 中夭墮地



































化して把捉した｡具体的には､第三節で提示した図 8 の全 14 種類の説者(語り手)を指す｡ 
























  ※空海の教えに帰順する弟子(真言僧) 





































      図 9：『宝鑰』に関連する表現主体(説者)と構成する様々な説者の分類図 



































１『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417   
２『空海コレクション』1､筑摩書房､2004 年､p.15  
３大正 No. 2465   
４ “tous les grands maître de l’humanité ont été de grands maîtres de l’oral.” Jorge Luis Borges. “Le 








５『吾輩は猫である』『夏目漱石全集』第一巻､岩波書店､1956 年 p.5   










９ Michel Foucault. “L’Archéologie du savoir” in Œuvres II, Gallimard, 2015, p.97｡筆者の訳文 
１０ “Qui parle? Qui, dans l’ensemble de tous les individus parlants, est fondé à tenir de cette sorte de 
langage?”, Foucault ibid. p.52｡筆者(引用者)の訳文 












２１『宝鑰』定本巻三 pp.169-174､弘全一 pp.466-471   




ル』 和泉涼一･青柳悦子訳､水声社､1985 年､pp.88-100 
２５問答を基調とする経典では『ミリンダ王の問い』(Milinda Pañha)が著名であるが､二人の対話者を全
くの虚構の人物と考えることは難しい 
２６慧皎撰『高僧傳』に伝が立てられる(大正 50･364 中-365 上) 
２７僧祐撰『弘明集』巻六所録(大正 52･35 上-37 中) 
２８道宣撰『廣弘明集』巻四所録(大正 52･113 中-117 下) 
２９同上､巻八所録(大正 52･136 中-143 下) 
３０同上､巻二十二所録(大正 52･256 上-257 上) 
３１法琳撰『辯正論』(大正 52･490 中-550 下)｡空海が将来している 
３２『宝鑰』定本巻三 p.130､弘全一 p.432   




３３同上､定本巻三 p.113､弘全一 p.417   
３４同上､定本巻三 p.115､弘全一 p.419   
３５同上､定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
３６同上､定本巻三 p.121､弘全一 p.424  
３７同上､定本巻三 p.160､弘全一 p.459  
３８『吽字義』定本巻三 p.64､弘全一 p.545  
３９『宝鑰』定本巻三 p.115､弘全一 p.419   
４０同上､定本巻三 p.124､弘全一 p.427   
４１同上､定本巻三 p.126､弘全一 p.429   
４２同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440   
４３『十住心論』序､定本巻二 pp.3-4､弘全一 pp.125-126   
４４『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
４５同上､定本巻三 p.115､弘全一 p.419  
４６同上､定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
４７『般若心経秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554 
４８『吽字義』定本巻三 p.65､弘全一 p.546  










５４Cf.「當歸三塗從冥入冥」慧覺訳『賢愚経』(大正 4・405 下)｡『賢愚経』は十四問答で引用される 
５５『十住心論』定本巻二 p.9､弘全一 p.130   
５６｢蓋扶桑山有玉雞､玉雞鳴則金雞鳴｡金雞鳴則石雞鳴､石雞鳴則天下之雞悉鳴､潮水應之矣｡｣   






吾久祈請待見慈氏｡聖靈警祐大願斯遂｡宜可入此同見佛興｡｣(大正 51･930 下-931 上)となっている  
５８「摩訶迦葉在鷄足山待彌勒出」慧遠述『大乘義章』(大正 44・464 下)  
５９『金剛頂経開題』定本巻四 p.67､弘全一 p.690   
６０参照「待雞者｡即待彌勒出世三會曉也｡論師[清辨]自執絶空入窟期慈尊者｡未知不二妙道故也｡故云臨廟
等以顯其不極也」曇寂撰『金剛頂大教王經私記』(大正 61・120 上）  
６１『潘太常集』詩､『漢魏六朝百三名家集』巻三所録 pp.1472-1473 
６２空海は『聾瞽指歸』の序文に｢臨江汎海｡慨無木郭之才｡(江に臨み海に汎ぶに､木郭の才無きを慨なげく)｣(定




６６鳩摩羅什訳『妙法蓮華經』大正 9・19 下  
６７『大日経』祕密漫荼羅品第十一､大正 18・34 中  
６８鳩摩羅什訳『妙法蓮華經』大正 9・14 中－下  
６９『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417   
７０同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426  
７１同上､定本巻三 pp.174-175､弘全一 pp.471-472 
  











水｣にも引かれる｡定本巻六 p.20､弘全三 p.16 
７４『三教指帰』定本巻七 p.61､弘全三 p.338   
７５同上､定本巻七 p.56､弘全三 p.335   
７６『弁顕密二教論』定本巻三 p.93､弘全一 p.491   
７７『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 pp.471｡『菩提心論』三摩地段､大正 32・574 下からの引用  
７８『即身義』定本巻三 p.18､弘全一 p.507   
７９同上､定本巻三 p.17､弘全一 p.506   
８０『声字義』定本巻三 p.38､弘全一 p.524   




た｡｣井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』塙書房､2011 年､p.2  
８４『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.432  
８５同上､定本巻三 p.120､弘全一 p.424  
８６同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
８７同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
８８同様の発言は『三教指帰』序でも｢聖者駈人｡教網三種｡所謂｡釋李孔也｡雖浅深有隔｡并皆聖説｡(聖者の
人を駈るに､教網こうもう三種あり｡所謂､釋･李･孔なり｡浅深隔たること有ると雖も､并びに皆聖説なり｡)｣と語られ




洹｡符子云｡老氏之師名釋迦文｡」(法琳撰『破邪論』大正 52・476 下－477 上)､同文は道宣撰『廣弘明集』巻










弘必由人｣（道宣撰『廣弘明集』巻第二十三､大正 52・265 中）と記される  









開題』定本巻四 p.97､弘全一 p.715  
 




９６『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
９７同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435｡和光同塵については第七章第三節で詳説する 
９８同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.443 
９９同上､定本巻三 p.144､弘全一 p.444 
１００窺基撰『因明入正理論疏』大正 44・91 中 
１０１義淨撰『大唐西域求法高僧傳』大正 51・9 中－下 
１０２『宝鑰』定本巻三 p.119､弘全一 pp.422-423｡『大日経』大正 18・2 上からの引用 
１０３例えば『大日経』大正 18・２下 
１０４『宝鑰』定本巻三 p.158､弘全一 p.457｡『大日経』大正 18・1 下からの引用 
１０５同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462｡『真実摂経』大正 18・207 下からの引用 
１０６同上､定本巻三 p.149､弘全一 p.449  
１０７同上､定本巻三 p.148､弘全一 p.448  
１０８『弁顕密二教論』定本巻三 p.93､弘全一 p.491   
１０９『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 p.452(第六住心)｡同じく定本巻三 p.160､弘全一 p.459(第八住心)｡同
じく定本巻三 p.167､弘全一 p.465(第九住心)  
１１０同上､定本巻三 p.156､弘全一 p.455(第七住心)  
１１１同上､定本巻三 p.159､弘全一 p.458(第八住心)  
１１２同上､定本巻三 p.163､弘全一 p.461(第九住心)  
１１３同上､定本巻三 p.152､弘全一 p.452(第六住心)｡定本巻三 p.156､弘全一 p.455(第七住心)｡定本巻三
p.160､弘全一 p.459(第八住心)｡定本巻三 p.167､弘全一 p.465(第九住心)  
１１４同上､定本巻三 p.171､弘全一 p.469  
１１５同上､定本巻三 p.168､弘全一 p.466｡『大日経』大正 18・3 中からの引用 
１１６同上､定本巻三 p.168､弘全一 p.466  
１１７金剛智譯『金剛峯樓閣一切瑜伽瑜祇經』大正 18・253 下－254 上 
１１８『弁顕密二教論』定本巻三 pp.103-105､弘全一 pp.500-502  
１１９『十住心論』定本巻二 pp.316-3185､弘全一 pp.405-408  
１２０『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417  
１２１同上､定本巻三 pp.113-115､弘全一 pp.418-419  
１２２同上､定本巻三 p.115､弘全一 p.419  
１２３同上､定本巻三 pp.115-116､弘全一 pp.419-420  
１２４同上､定本巻三 pp.116-117､弘全一 p.420  
１２５同上､定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
１２６同上､定本巻三 pp.117-118､弘全一 p.421  
１２７同上､定本巻三 p.118､弘全一 pp.421-422  
１２８同上､定本巻三 pp.118-119､弘全一 p.422  
１２９同上､定本巻三 p.119､弘全一 p.422  
１３０同上､定本巻三 p.119､弘全一 pp.422-423｡『大日経』住心品（大正 18・2 上）からの引用 
１３１同上､定本巻三 p.119､弘全一 p.423｡『菩提心論』（大正 32・573 上）からの引用 
１３２｢仌｣字は氷･冰の義｡｢以冰代仌､乃別製凝字｡經典凡凝字皆冰之變也｡从水仌｣(『説文解字注』) 
１３３同上､定本巻三 p.120､弘全一 pp.423-424 






『十住心論』巻二に引用される（定本巻二 p.67､弘全三 p.183）  
１３６『宝鑰』定本巻三 pp.120-121､弘全一 p.424 
１３７参照､良賁撰『凡聖界地章』大正大学綜合佛教研究所研究叢書､2006 年､校訂 pp.7-9､31-32 
１３８同上､定本巻三 p.121､弘全一 p.424 
１３９同上､定本巻三 p.121､弘全一 p.424｡不空譯『仁王護國般若波羅蜜多經』菩薩行品（大正 8・837 中）
からの引用 
 




１４０同上､定本巻三 p.121､弘全一 pp.424-425  
１４１同上､定本巻三 pp.121-122､弘全一 p.425  
１４２同上､定本巻三 p.122､弘全一 p.425｡『大日経』住心品（大正 18・2 中）からの引用 
１４３同上､定本巻三 pp.122-123､弘全一 pp.425-426 
１４４同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426 
１４５同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426｡『大日経』住心品（大正 18・2 中）からの引用 
１４６『十住心論』巻三､定本巻二 p.145､弘全一 p.252｡『大日経』住心品（大正 18・2 中）からの引用 
１４７『宝鑰』定本巻三 pp.123-124､弘全一 pp.426-427 
１４８同上､定本巻三 p.124､弘全一 p.427 
１４９『十住心論』巻三､定本巻二 pp.119-142､弘全一 pp.229-249 に説かれる  
１５０『宝鑰』定本巻三 p.125､弘全一 p.428 
１５１同上､定本巻三 pp.125-126､弘全一 p.428 
１５２同上､定本巻三 p.126､弘全一 pp.428-429 
１５３同上､定本巻三 p.126､弘全一 p.429  
１５４同上､定本巻三 pp.126-127､弘全一 pp.429-430｡『大日経』住心品（大正 18・2 中）からの引用  
１５５同上､定本巻三 p.127､弘全一 p.430｡『大日経』住心品（大正 18・2 中－下）からの引用  
１５６同上､定本巻三 p.127､弘全一 p.430｡『大日経』具縁品（大正 18・9 下）からの引用  
１５７同上､定本巻三 p.127､弘全一 p.430｡『大日経』具縁品（大正 18・9 下）からの引用  
１５８同上､定本巻三 pp.127-128､弘全一 p.430｡『菩提心論』（大正 32・573 上）からの引用 
１５９この表現については第二部第六章を参照のこと 
１６０『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
１６１同上､定本巻三 pp.129-130､弘全一 pp.431-432  
１６２同上､定本巻三 p.130､弘全一 p.432  
１６３同上､定本巻三 pp.130-131､弘全一 pp.432-433  
１６４同上､定本巻三 pp.131-132､弘全一 p.433  
１６５同上､定本巻三 pp.131-132､弘全一 pp.433-434  
１６６同上､定本巻三 pp.132-133､弘全一 p.434  
１６７同上､定本巻三 p.133､弘全一 pp.434-435  
１６８同上､定本巻三 pp.133-134､弘全一 p.435  
１６９同上､定本巻三 p.134､弘全一 pp.435-436  
１７０同上､定本巻三 pp.134-135､弘全一 p.436  
１７１同上､定本巻三 pp.135-136､弘全一 pp.436-437  
１７２同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
１７３同上､定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438  
１７４同上､定本巻三 pp.136-137､弘全一 p.438  
１７５同上､定本巻三 p.137､弘全一 pp.438-439  
１７６同上､定本巻三 pp.137-138､弘全一 p.439  
１７７同上､定本巻三 pp.138-139､弘全一 pp.439-440  
１７８同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
１７９同上､定本巻三 pp.139-140､弘全一 pp.440-441  
１８０同上､定本巻三 pp.140-141､弘全一 pp.441-442  
１８１同上､定本巻三 pp.141-142､弘全一 p.442  
１８２同上､定本巻三 p.142､弘全一 p.443  
１８３慧覺譯『賢愚因縁経』出家功徳尸利苾提品（大正 4・376 中）からの引用   
１８４『宝鑰』定本巻三 pp.142-143､弘全一 p.443  
１８５同上､定本巻三 p.143､弘全一 pp.443-444  
１８６同上､定本巻三 p.144､弘全一 pp.444-445  
１８７同上､定本巻三 p.144､弘全一 p.445｡『大日経』住心品（大正 18・3 上－中）からの引用  
１８８同上､定本巻三 p.144､弘全一 p.445｡『大日経』具縁品（大正 18・9 下）からの引用  
１８９同上､定本巻三 p.144､弘全一 p.445｡『大日経』具縁品（大正 18・10 上）からの引用  
１９０同上､定本巻三 p.145､弘全一 pp.445-446  
１９１『十住心論』巻五､定本巻二 p.173､弘全一 p.278  
 




１９２『大日経』住心品（大正 18・3 中）からの引用  
１９３『大日経』具縁品（大正 18・10 上）からの引用 
１９４『宝鑰』定本巻三 pp.145-147､弘全一 pp.446-447｡般若･牟尼室利譯『守護國界主陀羅尼経』入如来
不思議甚深事業品（大正 19・547 上－中）からの引用  
１９５『十住心論』巻五､定本巻二 pp.174-175､弘全一 pp.278-280  
１９６同上､定本巻三 p.147､弘全一 pp.447-448  
１９７同上､定本巻三 pp.147-148､弘全一 p.448  
１９８『大日経』具縁品（大正 18・9 下）からの引用  
１９９同上､具縁品（大正 18・9 下）からの引用  
２００『宝鑰』定本巻三 p.148､弘全一 p.448｡『大日経』具縁品（大正 18・10 上）からの引用  
２０１同上､定本巻三 pp.148-149､弘全一 pp.448-449｡『菩提心論』（大正 32・573 上）からの引用 




<若墮聲聞地 及辟支佛地 是名菩薩死 亦名一切失 雖墮於地獄 不應生怖畏 若墮於二乘 
菩薩應大畏 雖墮於地獄 不永遮佛道 若墮於二乘 畢竟遮佛道 佛説愛命者 斬首則大畏 
如是欲作佛 二乘應大畏>」（龍樹造･鳩摩羅什譯『十住毘婆沙論』大正 26・93 上）  
２０４『宝鑰』定本巻三 p.149､弘全一 p.449｡龍樹造･鳩摩羅什譯『十住毘婆沙論』易行品第九(大正 26・
41 上)からの引用 
２０５同上､定本巻三 pp.150-151､弘全一 pp.450-451 
２０６『十住心論』巻六､定本巻二 pp.189-190､弘全一 pp.291-292  
２０７『宝鑰』定本巻三 pp.151-152､弘全一 p.451 
２０８同上､定本巻三 p.152､弘全一 pp.451-452｡『大日経』住心品（大正 18・3 中）からの引用  
２０９『十住心論』巻六､定本巻二 p.190､弘全一 p.292  
２１０『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 p.452｡『菩提心論』（大正 32・573 上－中）からの引用 
２１１『十住心論』巻六､定本巻二 pp.237-238､弘全一 p.336  
２１２『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 p.452｡『釈摩訶衍論』（大正 32・637 下）からの引用 
２１３同上､定本巻三 p.152､弘全一 p.452 
２１４同上､定本巻三 pp.153-154､弘全一 pp.452-453 





２１７『宝鑰』定本巻三 pp.154-155､弘全一 pp.453-454｡『大日経疏』(大正 39・603 上－中)からの引用 
２１８同上､定本巻三 p.155､弘全一 p.454 
２１９同上､定本巻三 p.155､弘全一 p.454 
２２０『大日経』（大正 18・3 中）からの引用 
２２１『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455｡『菩提心論』（大正 32・573 中）からの引用 
２２２同上､定本巻三 p.156､弘全一 p.455｡『釈摩訶衍論』（大正 32・637 下）からの引用 
２２３同上､定本巻三 pp.156-157､弘全一 pp.455-456 
２２４『十住心論』巻八､定本巻二 pp.261-262､弘全一 pp.356-357  
２２５『宝鑰』定本巻三 pp.157-158､弘全一 pp.456-457｡『大日経』住心品（大正 18・1 下）からの引用 






非不生非不滅 亦不生滅非不生滅 亦非不生滅 非非不生滅>｡已得解脱空非空是等悉捨滅諸戲論言語
道斷｡深入佛法心通無礙不動不退｡名無生忍｡是助佛道初門｣(大正 25・97 中－下)､ 
 





相者生滅住異｡無爲相者不生不滅不住不異｡是爲入佛法之初門｣(大正 25・289 上) 
等の記述を指す｡この二文は『弁顕密二教論』で引用されている(定本巻三 pp.87-88､弘全一 p.485) 
２２８『宝鑰』定本巻三 p.159､弘全一 p.458 
２２９『大日経』住心品（大正 18・3 中）からの引用  






土｡離身無土離土無身｡其名土者一法二義」(智顗説･智顗略『維摩經略疏』大正 38・565 上） 
*｢住處者常寂光土也｡常即常徳｡寂即樂徳｡光即淨我｡是爲四徳祕密之藏｡是其住處｡以不住法住祕藏中」
（智顗説『妙法蓮華經文句』大正 34・125 上） 
２３２自性法身から仮現した應化身としての毘盧遮那を指す｡参照「釋迦牟尼名毘盧遮那遍一切處｡其佛住
處名常寂光」(曇無蜜多譯『佛説觀普賢菩薩行法經』大正 9・392 下) 
２３３『宝鑰』定本巻三 p.160､弘全一 p.459  
２３４同上､定本巻三 p.160､弘全一 p.459 
２３５同上､定本巻三 p.160､弘全一 p.459｡『釈摩訶衍論』(大正 32・637 下)からの引用 
２３６同上､定本巻三 p.161､弘全一 pp.459-460 
２３７同上､定本巻三 pp.161-162､弘全一 p.460-461 
２３８同上､定本巻三 pp.162-163､弘全一 p.461 
２３９『十住心論』巻九､定本巻二 pp.275-277､弘全一 pp.369-370  
２４０『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.461｡『大日経』住心品（大正 18・3 中）からの引用 









２４５『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.461  
２４６同上､定本巻三 p.163､弘全一 pp.461-462  
２４７同上､定本巻三 pp.163-164､弘全一 p.462 
２４８同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462｡『大日経』住心品（大正 18・3 中）からの引用 
２４９不空訳『金剛頂一切如來真実摂大乗現証大教王経』三巻(大正 0865) 
２５０『宝鑰』定本巻三 pp.164-165､弘全一 pp.462-463｡『真実摂経』(大正 18・207 下)からの引用 





察自心三摩地｡>｣『十住心論』巻九､定本巻二 p.280､弘全一 pp.373-374 




２５６『宝鑰』定本巻三 p.165､弘全一 pp.463-464｡『守護国経』(大正 19・570 下)からの引用 
２５７『大日経』住心品（大正 18・1 下）の句 
２５８｢住於寂滅平等究竟眞實｣の句は､『十住心論』巻九の金剛頂経梗概の文｢住一切如來心寂滅無相平等
究竟眞實｣ (定本巻二 p.280､弘全一 p.373) に類する 




２５９『宝鑰』定本巻三 p.166､弘全一 p.464｡『菩提心論』(大正 32・573 中)からの引用 
２６０同上､定本巻三 pp.166-167､弘全一 pp.464-465｡『釈摩訶衍論』(大正 32・622 上)からの引用 
２６１同上､定本巻三 p.167､弘全一 p.465｡『釈摩訶衍論』(大正 32・637 下)からの引用 
２６２同上､定本巻三 pp.167-168､弘全一 pp.465-466 
２６３『大日経』住心品(大正 18・3 中)からの引用､真言初入の菩薩の功徳を讃嘆する 
２６４『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.466 
２６５六大体大の意義を示す法界体性三昧の文｡『即身義』定本巻三 p.19､弘全一 p.508 に引用される 
２６６『大日経』具縁品(大正 18・9 中)からの引用 
２６７金剛智譯『金剛頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』(大正 18・331 上)｡原文は｢結三摩地印｡入法界體性
三昧｡修習五字旋陀羅尼｡<諸法本不生 自性離言説 清淨無垢染 因業等虚空 旋復諦思惟 字字悟眞實 初
後雖差別 所證皆歸一 不捨是三昧 兼住無縁悲 普願諸有情 如我無有異｡>｣で､下波線部は『即身義』に証
文として引用される(定本巻三 p.20､弘全一 p.509) 
２６８『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.466 
２６９Cf.｢子曰､書不盡言､言不盡意｣(『易經』繫辭上･第十二) 
２７０『宝鑰』定本巻三 p.169､弘全一 pp.466-467｡『菩提心論』(大正 32・573 下)からの引用 
２７１同上､定本巻三 pp.169-170､弘全一 pp.467-468｡『菩提心論』(大正 32・573 下－574 上)からの引用 
２７２同上､定本巻三 p.170､弘全一 p.468｡『菩提心論』(大正 32・574 上)からの引用 
２７３玄奘譯『大般若波羅蜜多經』巻第四百八十舎利子品(大正 7・437 中） 






２７６『大日経疏』大正 39・706 上｡『宝鑰』定本巻三 p.171､弘全一 p.468｡『菩提心論』(大正 32・574
上－中)からの引用 
２７７この問題については､清水明澄「『大日経』の注釈書の書誌学的研究」『密教文化』第 219 号､2007
年 pp.29-31､及び同じく清水明澄｢唐土における『大日経』注釈書の成立過程｣『密教文化』第 221 号､2008
年 pp.60-61 を参照のこと｡円珍･安然はこの阿字五転の記述が『大日経義釈』のみに採録されていることを以
て､『大日経疏』より再治本の『義釈』の方が優れると主張する(清水 2008 年 p.60) 
２７８『大日経義釈』巻八（續天台宗全書版 pp.401-402） 
２７９『三摩地法』(大正 18・328 中)の入智の因明を説く頌､｢眞言曰<唵一麼折囉滿馱二怛囉二合吒> 八
葉白蓮一肘開 炳現阿字素光色 禪智倶入金剛縛 召入如來寂靜智｡｣ 
２８０『宝鑰』定本巻三 pp.171-172､弘全一 p.469｡『菩提心論』(大正 32・574 中)からの引用 
２８１同上､定本巻三 p.172､弘全一 pp.469-470｡『菩提心論』(大正 32・574 中)からの引用 
２８２同上､定本巻三 pp.172-173､弘全一 p.470｡『菩提心論』(大正 32・574 中)からの引用 
２８３『大日経』成就悉地品(大正 18・22 上)の引用 
２８４『宝鑰』定本巻三 p.173､弘全一 p.470｡『菩提心論』(大正 32・574 中－下)からの引用 
２８５同上､定本巻三 p.173､弘全一 pp.470-471｡『菩提心論』(大正 32・574 下)からの引用 
２８６『大日経』悉地出現品(大正 18・19 中)の引用 
２８７『真実摂経』(大正 18・207 下)の取意 
２８８『宝鑰』定本巻三 pp.173-174､弘全一 p.471｡『菩提心論』(大正 32・574 下)からの引用 
２８９『大日経』真言行学処品(大正 18・45 中－下)､饒益衆生を説く偈頌の引用 
２９０『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.471｡『菩提心論』(大正 32・574 下)からの引用 
２９１同上､定本巻三 p.174､弘全一 pp.471-472 
２９２不空訳『金剛頂経一字頂輪王瑜伽一切時處念誦成佛儀軌』(大正 0957)に基づく 
２９３『宝鑰』定本巻三 pp.174-175､弘全一 p.472 
２９４『一字頂輪王時處儀軌』(大正 18・321 上) 
２９５『宝鑰』定本巻三 p.175､弘全一 pp.472-473 
２９６不空訳『金剛頂經瑜伽十八會指歸』(大正 0869)｡なお､｢等｣に『大日経』などの胎蔵法を言い含める､
或いは『十八會指歸』類書の『心要』(大正 0871)･『出生義』(大正 0872)を指す｡ 
２９７『宝鑰』定本巻三 pp.175-176､弘全一 p.473 
２９８同上､定本巻三 p.176､弘全一 p.473 
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第二章  『秘蔵宝鑰』の顔の見える読者について 














    
皇　位 事　　　跡
大同元 806 平城天皇 空海帰朝






















































































右大臣  従二位･藤原内麻呂うちまろ(756－812:藤原北家) 
大納言  正三位勲二等･藤原園人そのひと(756－819:藤原北家｡後に従二位･右大臣、贈正一位・左大臣) 




中納言  正三位･藤原葛野麻呂かどのまろ(755－818:藤原北家｡遣唐大使) 
参議   従三位･藤原縄主ただぬし(760－817:藤原式家｡藤原薬子の夫､後に中納言･贈従二位) 
従三位･菅野すがのの眞道まみち(741－817:桓武天皇の側近､『続日本紀』編纂に携る) 
正四位下･藤原緒嗣をつぐ(773－843:藤原式家｡平城帝代に観察使制度[嵯峨朝で廃止]を導入｡ 















  [嵯峨天皇代]藤原三守･良岑安世･藤原貞嗣･直世王･藤原道雄･佐伯永継･朝野鹿取 





右大臣  正二位･藤原冬嗣ふゆつぐ(775－826:藤原北家､東宮時代からの嵯峨天皇の腹心､後に左大臣兼 
左近衛大将｡贈正一位太政大臣) 
大納言  正二位･藤原緒嗣をつぐ(773－843:藤原式家) 
中納言  従三位･文屋綿麻呂ふんやのわたまろ(765－823) 
     従三位･良岑安世よしみねのやすよ(785－830:桓武天皇の皇子､官位は正三位･大納言､贈従二位｡ 
藤原冬嗣の同母弟) 
      従三位･藤原貞嗣さだつぐ(759－824:藤原南家) 
     従三位･藤原三守みもり/ただもり(785－840:藤原南家､嵯峨天皇の側近｡妻は嵯峨天皇の皇后橘 
嘉智子の姉､後に従二位右大臣･贈従一位) 


















左大臣  正二位･藤原冬嗣ふゆつぐ(775－826) 
右大臣  従二位･藤原緒嗣をつぐ(773－843) 
中納言  正三位･良岑安世よしみねのやすよ(785－830) 
従三位･清原夏野きよはらのなつよ(782－837)       



























































は其の身に止まる｣と｡信まことなるかな)   
と｢典論論文｣を引用した言葉が記されており､文章経国の理念が前面に押し出されている｡又､
嵯峨天皇御製が全体の四分の一弱を占め､帝の主導の詩文集であることが明確に示される｡ 
  『文華秀麗集』三巻 


















勅撰三集の中でも､｢君臣唱和｣の性格が最も色濃い２２｡収録された全 143 首中 
天皇の御製    34 首 
御製を原詩にしてこれに和す｢奉和｣ 47 首 
天皇の命に由り賦す｢応製｣  13 首 
の合計 94 首を数え､天皇を中心とした篇数が全体の三分の二を占めている｡天皇を囲繞する側
近文人たちで構成される｢嵯峨詩壇２３｣の所産､という当集の性格を如実に示す数字であろう｡ 
  『経国集』二十巻(現存は六巻のみ) 
淳和天皇代､天長四年(824)編纂の漢詩文集｡元は作者 178 人､収録作品は賦 17 篇･詩 917 首･序
51 文･対策 38 文からなる壮大な構成であった｡現存する部分は､作者 96 人､収録作品は賦 17 篇･
































     表: 勅撰集の代表的詩人一覧 
      
















凌雲集 文華秀麗集 経国集* 合計
91 143 227 461
石上　宅嗣 0 0 2 2
淡海　三船 0 0 5 5
平城　天皇 2 0 4 6
嵯峨　天皇 22 34 40 96
淳和　天皇 5 8 4 17
藤原　冬嗣 3 6 1 10
仲雄王 2 13 3 18
賀陽　豊年 13 0 6 19
良岑　安世 2 4 8 14
上毛野　穎人 1 1 2 4
小野　岑守 13 8 9 30
菅原　清公 4 7 7 18
小野　永見 2 0 0 2
淡海　福良満 3 0 2 5
仲科　吉雄 1 1 2 4
滋野　貞主 2 6 26 34
桑原　腹赤 2 10 1 13
巨瀬　識人 1 20 4 25
朝野　鹿取 0 6 0 6
勇山　文継 0 1 1 2
有智子公主 0 0 8 8
滋野　善水 0 0 4 4
惟良　春道 0 0 8 8
藤原　三成 0 0 2 2
釈　空海 0 0 8 8
南淵　永河 0 0 4 4
小野　篁 0 0 2 2
合　　計 78 125 163 366
比　率（％） 85.7% 87.4% 71.8% 79.4%
*対策26篇を除く
人　　名






















位　階 人　　名 年齢 文章道での経歴 公卿への昇進 備考
上毛野　穎人 55 文章生





小野　岑守 43 文章生 弘仁十三(822)参議 『凌雲集』編者
仲雄王 不詳 文章生 『文華秀麗集』編者
橘　常主 34 対策 弘仁十三(822)参議
甘南備　高直 46 文章生
藤原　是雄 不詳 秀才？
南淵　弘貞 44 文章生 天長二(825)参議
『経国集』『令義解』編
者
和気　真綱 38 文章生 承和七(840)参議
和気　仲世 37 文章生
藤原　愛発 34 文章生 天長三(826)参議
多治比　清貞 不詳 文章生
勇山　文継 48 紀伝博士 三勅撰集編者












は六位以下 巨瀬　識人 不詳 文章生･秀才
外従五位下ま

















































  *江頭亭子人事睽 欹枕唯聞古戍雞 雲氣濕衣知近岫 泉聲驚寢覺鄰溪 天邊孤月乘流疾 
山裏飢猿到曉啼 物候雖言陽和未 汀洲春草欲萋萋４０｡(江頭の亭子人事に睽そむき 枕を欹そばだて
て唯聞くは古戍こじゅの雞かけのみ 雲氣衣を濕らせては岫みねに近きことを知り 泉聲寢ねぶりを驚かしては溪
たにに鄰ちかきことを覺ゆ 天邊の孤月流ながれに乘りて疾はやく 山裏の飢猿きえん曉に到りて啼なく 物候ぶっ
こう陽和ようわ未だしと言ふと雖も 汀洲の春草萋萋せいせいならむとす｡) 
と掲げられるは､陶淵明風の隠逸４１の気風が窺われる｡また､譲位後の心境を詠んだ『経国集』の 
  *世有不羈一老翁 生來無意羨王公 入門忘卻貧與賤 醉臥芳林花柳風４２｡(世に不羈ふきの一老













  *翫神仙之靈藥 忘塵俗之世情４５｡ 
の句が見出される｡世俗から孤絶した所の枯淡の境界は､多分に観念的な憧憬の投影であると思
われるが､この閑寂の称揚は､老荘仙境から容易に仏道禅観への帰依にスライドする｡例えば 
*晚到江村高枕臥 夢中遙聽半夜鐘 山寺不知何處在 旅館之東第一峯４６｡(｢山寺鐘｣) 










*遠傅南岳教 夏久老天台 杖鍚凌溟海 躡虛歷蓬萊 朝家無英俊 法侶隱賢才 形體風塵隔 
威儀律範開５２｡(遠く南岳の教へを傅へ 夏久しく天台に老ゆ 鍚を杖つきて溟海を凌ぎ 虛を躡ふみて蓬萊を













































  *天秋夜靜月光來 半捲珠簾滿輪開 舉手欲攀誰能得 披襟抱影豈重懷 雲暗空中清輝少 
風來吹拂看更皎 形如秦鏡出山頭 色似楚練疑天曉 群陰共盈三五時 四海同朋一月輝 皎
潔秋悲班女扇 玲瓏夜鑒阮公帷 洞庭葉落秋已晚 虜塞征夫久忘歸 賤妾此時高樓上 銜情
一對不勝悲 三更露重絡緯鳴 五夜風吹砧杵聲 明月年年不改色 看人歳歳白髮生 寒聲淅
瀝竹窓虛 晚影蕭條柳門疎 不從姮娥竊藥遁 空閨對月恨離居７０｡(天秋てんしゅう夜靜かに月光來
り 半ば珠簾しゅれんを捲まけば滿輪まんりん開く 手を舉げて攀よぢむと欲するも誰か能く得む 襟くびを披ひらき
て影を抱かむも豈に懷ふところに重ねむや 雲暗く空中に清輝せいき少く 風來りて吹き拂ひ看みすみす更に皎あき
らかなり 形は秦鏡しんきょうの如く山頭やまのはを出で 色は楚練それんに似て天の曉あくるかと疑ふ 群陰ぐんいん
共に盈みつ三五の時 四海同ともに朋ともなり一月の輝ひかり 皎潔こうけつなり秋を悲しぶ班女はんぢょが扇あふぎ 
玲瓏れいろうなり夜を鑒てらす阮公げんこうが帷とばり 洞庭どうていの葉落ちて秋已すでに晚くれ 虜塞りょさいの征
夫せいふ久しく歸りを忘れぬ 賤妾せんしょう此の時高樓こうろうの上 情おもひを銜ふくみて一たび對むかへば悲か
なしびに勝たへず 三更さんこうの露重し絡緯らくいの鳴ね 五夜ごやの風吹く砧杵ちんしょの聲 明月めいげつ年年ねん




























































































































  *高山風易起 深海水難量 空際無人察 法身獨能詳 鳧鶴誰非理 螘龜詎叵暲 葉公珎假借 
秦鏡照真相 鵶目唯看腐 狗心耽穢香９９｡(高山に風起たち易く 深海に水量り難し 空際は人ひと察す
ること無し 法身のみ獨り能く詳つまびらかなり 鳧鶴ふかく[短足の鳧と長足の鶴]誰か理に非ざる 螘龜ぎぎ[蟻
亀､難見の喩(荘子)]詎なんぞ暲あらはし叵がたからむ 葉公しょうこうは假借けしゃくを珎ちん[葉公､龍を好む(荘子)]と


















 *洛陽城東桃李花 飛來飛去落誰家 洛陽女兒好顏色 行逢１００落花長歎息 今年花落顏色改 
明年花開復誰在 已見松柏摧爲薪 更聞桑田變成海 古人無復洛城東 今人還對落花風 年
年歳歳花相似 歳歳年年人不同 寄言全盛紅顏子 應憐半死白頭翁 此翁白頭真可憐 伊昔
紅顏美少年１０１｡(洛陽城東桃李の花 飛び来たり飛び去って誰たが家にか落つ 洛陽の女兒顏色を好み 行ゆ
くゆく落花に逢いて長歎息す 今年こんねん花落ちて顏色改まり 明年みょうねん花開いて復また誰か在る 已に見
る松柏の摧くだかれて薪たきぎと爲るを 更に聞く桑田そうでんの変じて海と成るを 古人こじん復た洛城の東に
無く 今人こんじん還また対す落花の風 年年歳歳ねんねんさいさい花はな相あひ似たり 歳歳年年さいさいねんねん人ひと同
じからず 言げんを寄す全盛の紅顔子こうがんし 應まさに憐れむべし半死の白頭翁はくとうおう 此の翁おう白頭真ま

















 *鴻鷰更来去 紅桃落昔芳 花容偸年賊 鶴髪不禎祥 古人今不見 今人那得長１０８｡(鴻鷰こうえ 
ん更かはるがはる来り去り 紅桃こうとう昔の芳かをりを落をとす 花容かよう年としの賊ぬすびとに偸ぬすまれ 鶴髪かくは


























*閒僧久住雲中嶺 遙想深山春尚寒 松栢料知甚靜默 烟霞不解幾年飡 禪關近日消息斷 
京邑如今花柳寬 菩薩莫嫌此輕贈 為救施者世閒難１１２｡(閒僧久しく住す雲中の嶺 遙かに想ふ深山
の春尚ほ寒きを 松栢料り知りて甚だ靜默なり 烟霞幾ばくの年を飡するかを解らず 禪關近くして日ごとに




  *方袍苦行雲山裏 風雪無情春夜寒 五綴持錫觀妙法 六年蘿衣啜蔬飡 日與月與丹誠盡 
覆瓫今見尭日寬 諸佛威護一子愛 何須惆悵人間難１１３｡(方袍ほうほう苦行す雲山の裏うち 風雪情なさ








  *道俗相分經數年 今秋晤語亦良緣 香茶酌罷日云暮 稽首傷離望雲烟１１４｡(道俗相分れて數年を



















大同四年 4/20 勅｢諸国疲弊･百姓困窮･公費財源不足｡｣夏長雨｡秋日照｡旱と疾病で人民疲弊｡ 
弘仁元年 春夏､東海以西で大飢饉｡畿内の名神に奉幣｡(この年は豊作) 
弘仁二年 5/20 勅｢前年の疾病･旱害から人民回復せず｡｣ 
弘仁三年 夏秋､疾病･日照り｡全国名神･伊勢神宮に奉幣｡ 
弘仁四年 5/25 勅｢災害が無いのに飢饉が収まらない｡｣(この年は豊作) 



























































 *南池葉暗惟初密 聖主追涼過小臣 此地從來天臨處 林花再得遇陽春 蕪蹊更耨先時跡 
舊搆還成昔日新 海岳鴻恩何以報 願當粉骨化灰塵１２８｡(南池なんちの葉は暗く惟ただ初めて密なり 
聖主[嵯峨帝]涼りょうを追いて小臣に過よるに 此の地從來天臨てんりんの處にして 林花再び陽春に遇あふを得






54 55 56 57
萬多親王 仁明天皇 文徳天皇 清和天皇 陽成天皇
52 58 59 60















  *此院由來人事少 況乎水竹每成閑 送春薔棘珊瑚色 迎夏巖苔玳瑁斑 避景追風長松下 












  *嵯峨之院埃塵外 乍到幽情興偏催 鳥囀遙聞緣堦壑 花香近得抱窗梅 攢松嶺上風爲雨 







































































































































































































































































































  *弱歳辭漢闕 含愁入胡關 天涯千萬里 一去更無還 沙漠壞蟬鬢 風霜殘玉顔 唯餘長安月 
照送幾重山１８９｡ 
に和した､『文華秀麗集』の｢奉和王昭君｣には 
 *虜地何遼遠 關山不忍行 魂情還漢闕 形影向胡場 怨逐邊風起 愁因塞路長 願為孤飛雁 
歲歲一南翔１９０｡(虜地りょち何ぞ遼遠なる 關山かんざん行くに忍びず 魂情こんじょう漢闕かんけつに還かへり 







  *我有一兒子 塵煩不可侵 天縱成道器 童齒拔禪心 新負心經帙 初諳梵字音 野縫青葛
衲 □□綠羅襟 杖鍚岩苔上 提瓶澗水潯 苦行何處所 雪嶺白雲深１９１｡(我に一ひとりの兒子有り 
塵煩侵す可からず 天に縱したがひて道器を成す 童齒より禪心を拔きんず 新たに心に經の帙ちつを負ひ 初め
て梵字の音を諳そらんず 野に青葛の衲を縫ひ 綠羅の襟を□□す 杖鍚しゃくじょう岩苔の上 提瓶ていびょう澗

















































  *何為必其然乎２０２ (何為なんすれぞ必ず其れ然らんや｡) 





























































































































































































  *雲嶺禪扃人蹤絶 昔將今日再攀登 幽奇巖嶂吐泉水 老大杉松離舊藤 梵宇本無塵滓事 
法筵唯有薜蘿僧 忽銷煩想夏還冷 欲去淹留暫不能２１８｡ 
に和して､ 
 *一人問道登梵釋 梵釋肅然太幽閑 入定老僧不出戶 隨緣童子未下山 法堂寂寂煙霞外 
禪室寥寥松竹間 永劫津梁今自得 囂塵何處更相關２１９ (一人いちにん[嵯峨帝]道を問ひて梵釋に登りた
まふ 梵釋肅然しょうぜんにして太はなはだ幽閑なり 入定の老僧戶を出でず 隨緣の童子どうじ未だ山を下らず 




*河陽風土饒春色 一縣千家無不花 吹入江中如濯錦 亂飛機上奪文沙２２０｡(河陽かようの風土春色
しゅんしょく饒ゆたけく 一縣いっけん千家せんか花あらざる無し 江中に吹き入りて錦を濯あらふ２２１が如く 機上き
じょうに亂れ飛びて文沙ぶんさ[彩のある薄絹]を奪ふ｡) 
も嵯峨帝御製の｢河陽十詠｣四首２２２ 
  *｢河陽花｣：三春二月河陽縣 河陽從來富於花 花落能紅復能白 山嵐頻下萬條斜 
  *｢江上船｣：一道長江通千里 漫漫流水漾行船 風帆遠没虛無裡 疑是仙査欲上天 
*｢江邊草｣：春日江邊何所好 靑靑唯見王孫章 風光就暖芳氣新 如此年年觀者老 




























































































































  I 左兵衛督藤相公宛２５１ 弘仁七年(816)十月十四日前後２５２ 
  II 東宮大夫相公宛２５３ 弘仁九年(818)十二月十日２５４ 






























































  a 宮中真言院における御修法(後七日御修法)の勅許 承和元年(834)十二月十九日付２６４ 
  b 東寺真言宗僧五十口から三綱を選任する勅許 承和元年(834)十二月二十四日付 
  c 東寺に僧供料を置き修講すべき勅許  承和二年(835)正月六日付 
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  d 真言宗年分度者の勅許(三業度人の制)  承和二年(835)正月二十三日付２６５ 
e 金剛峯寺が定額寺に認定される   承和二年(835)二月三十日２６６付 
f 真言宗年分度者の試業並びに得度の日処を定むべき勅許 
承和二年(835)八月二十日付 




  *右被從二位行大納言兼皇太子傅藤原朝臣三守宣稱２６９｡(a) 
  *從二位行大納言兼皇太子傅藤原朝臣三守宣｡奉勅２７０｡ (b) 
















































































































 *春風吹物暖 朝夕蕩庭梅 花點紅羅帳 香縈玉鏡臺 榆關消息斷 蘭戶歲年催 未度征人意 
空勞錦字廻２９３｡(春風はるかぜ物を吹きて暖あたかけく 朝夕あさゆふ庭梅を蕩ゆるがす 花は點つく紅羅こうら[紅
の薄絹]の帳とばり 香かは縈まつはる[絡む]玉鏡ぎょくきょうの臺うてな 榆關ゆかん[国境の山海関]消息せうそこ斷たえ 蘭


























































  *檀印一點玉沙上 尊容倏忽手下生 四八靈相省工巧 八十妙好廢丹青 風來吹拂終填滅 
誠見應身不久停 唯有如如理法體 坦然無壞亦無成３１１｡(檀印[白檀の仏像]一點玉沙ぎょくさの上 尊容
倏忽しゅくこつ[忽然]として手より下生す 四八靈相[三十二相]工巧たくみを省き 八十妙好丹青たんせいを廢す 風




  *班秩邊城久 夕來夢帝畿 衿霑異縣淚 衣緩故鄉闈 弦望年頻改 弓鞍力稍非 綿綿千累路 
帛素寄雙飛３１２。(班秩[官位]はんちつ邊城久しく 夕來ゆふべより帝畿[王畿･都]ていきを夢みる 衿くび[襟]は霑ぬる異




























































































  *三千千法界 一十三生死 空色將有無 俄頃復忽矣 影花假艷嬌 風火期滅已 寵辱驚難息 
是非紛易似 聖人獨出鑒 獨臥白雲裡 忍鎧詎為穿 慧刀豈因砥 五明探真密 七覺洎神理 
護戒鵝得性 依慈鴿知時 垂蘿宜綴衲 盤木便憑几 野院醉茗茶 溪香飽蘭茝 昔余深結義 
自爾十餘紀 真諦憐俗物 緇衣交素履 彌天許道安 四海慙鑿齒 幸遇滄浪清 濯纓欣貴仕 
榮華尚貪進 盈滿未能止 恩貸雖曲私 凡庸虛忝揆 勵鉛求一割 策駘思千里 日往月還來 
慎終願如始 歸休樂閑寂 在躁忘囂滓 披帙遊玄妙 彈琴翫山水 寄言陵藪客 大隱隱朝市 
偏將瓊琚報 投之以桃李３２９。(三千千法界 一十三生死３３０ 空色と有無と 俄頃がけい[暫時]にして復た忽３３１
こつたり 影花えいか艷嬌ようきょうを假り 風火ふうか滅已を期す 寵辱ちょうじょく[榮寵と恥辱]驚きて３３２息やむこ
と難し 是非紛ふんとして似まぎれ易し 聖人[空海]獨り出鑒しゅつかんし 獨り臥す白雲の裡 忍鎧にんがい詎い
づくんぞ穿うがつことを為さむ 慧刀えとう豈あに砥とに因らむや 五明ごみょう真密を探り 七覺しちかく神理に
洎およぶ 戒を護りて鵝かりの性３３３を得しがごとく 慈に依りて鴿３３４はとの時を知りしがごとし 垂蘿すいらは
衲なふを綴る３３５に宜よろしく 盤木[曲った劣材]は几きに憑よるに便りあり 野院[山中の院]茗茶めいちゃに醉い 溪
香けいこう蘭茝３３６らんしに飽く 昔余[岑守]深く義を結び 爾それ自より十餘紀[十余年]なり 真諦しんたい[空海]俗物
[岑守]を憐あはれび 緇衣しい[空海]素履そりに交はる 彌天びてん[満天]道安[釈道安]を許し 四海しかい鑿齒さくし[名文
家の習鑿歯]に慙はづ 幸ひに滄浪そうろうの清すめるに遇ひ 纓えいを濯あらひて３３７貴仕を欣よろこぶ 榮華尚なほ
し進むことを貪り 盈滿えいまん未だ止むこと能はず 恩貸おんたい[施恵]曲私すと雖も 凡庸虛むなしく揆つかさ
[政務]を忝かたじけなくす 鉛を勵はげまして一割３３８を求め 駘のろうま[岑守の謙称]に策むちうちて千里を思ふ 日
往き月還また來きたる 終をはりを慎しむこと始めの如く３３９せむことを願ふ 歸休して閑寂かんじゃくを樂しび 
躁に在りて囂滓ごうし３４０を忘る 帙ちつを披ひらきて玄妙に遊び 琴を彈きて山水を翫もてあそぶ 言を寄す陵藪
りくそうの客かくに 大隱は朝市に隱る３４１と 偏ひとへに瓊琚けいきょ[宝玉]の報を將もて 之に投ずるに桃李とうり
を以て３４２す｡) 






















































寺鐘｣に対して貞主が応和した｢奉和河陽十詠 一首 山寺鐘｣を挙げる｡ 







  *孤峯仰與白雲同 到曉深寒滿院風 雁影吹來古塔上 泉聲纔定近溪中 侵窓老樹雖鳴葉 
閉戶妙燈猶護蟲 百籟相和山更靜 禪心彌觀世間空３５１。(孤峯仰げば白雲と同じ 曉あかつきに到れば
深寒しんかん院に滿つる風 雁影がんえい吹き來る古塔の上 泉聲纔わづかに定まる近溪の中 窓を侵す老樹､葉




  *法座楞伽説 禪房仙掌琴 貝葉傳梵啓 鐘聲入谷沈 徳水洗塵意 天花落俗襟 如來不生滅 
照薰修□心３５３。(法座楞伽の説 禪房仙掌せんしょう３５４の琴 貝葉ばいよう梵を傳へて啓ひらき 鐘聲谷に入りて






 *闍梨下自南山幽 敕許令看上苑秋 御路蕭疏楊柳影 遵行直到白沙洲 迴膽肅殺無紛濁 
眼沸清泉一細流 小嶺登攀頻見驚 暗林沸入欲驚鳩 三明顯照龍池閣 二道薰迎秋蕙樓 法
侶相隨嘉樹下 不殊昔與大比丘３５６。(闍梨[空海]南山[高野山]の幽自より下れる 敕許して上苑[神泉苑]の秋を
看ぜ令む 御路蕭にして楊柳の影疏まばらなり 行くに遵したがひて直ちに白沙の洲に到る 迴り膽みれば肅殺
しゅくさつ３５７として紛濁ふんだく無く 眼まなこには沸く清泉の一の細流 小嶺登り攀ぢて頻りに驚かれる 暗林
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  *彳亍神泉觀物候 心神怳惚不能歸 高臺神構非人力 池鏡泓澄含日暉 鶴響聞天馴御菀 
































































































































































































２この表現は後藤昭雄『平安朝漢文学論考』桜楓社､1981 年､p.62 の記述に基づく  
３藤原克己『菅原道真と平安朝漢文学』東京大学出版会､2001 年､p.121   
４井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』塙書房､2011 年､pp.22-23  
５参照､森田悌『王朝政治』講談社学術文庫､講談社､2004 年､p.40  
６参照､井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』pp.24-25  
７井上辰雄､同上 pp.52-53  
８井上辰雄､同上 pp.52-53  
９井上辰雄､同上 p.175  
１０森田悌『王朝政治』pp.86-87  
１１空前の漢詩文の隆盛は､反面和歌などの和様が停滞する､所謂「唐風謳歌の時代」｢国風暗黒時代｣と形
容される｡参照､金原理｢国風暗黒時代文学の位相: 空海と勅撰集｣『日本文学』1979 年 28 巻 6 号 pp. 1-
10  
１２後藤昭雄『平安朝漢文学論考』pp.8-9  
１３『日本後紀』『新訂増補國史大系』吉川弘文館､1975 年､p.114  
１４｢載道｣は儒教的な人倫の道を文章で表現することを第一とする態度を言う｡参照､渡邊義浩『｢古典中
國｣における文學と儒教』汲古書院､2015 年､pp.12-13､94-96  
１５藤原克己『菅原道真と平安朝漢文学』p.50  
１６波戸岡旭編『標註日本漢詩文選』緒言､笠間書店､1980 年､(iv)  
１７後藤昭雄『平安朝漢文学論考』p.8  
１８後藤昭雄､同上 pp.24-25  
１９後藤昭雄､同上 pp.17-18  
２０後藤昭雄､同上 p.20  
２１井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』pp.269-270  
２２後藤昭雄『平安朝漢文学論考』pp.27-28  
２３後藤､同上 p.28  
２４藤原克己『菅原道真と平安朝漢文学』p.53  
２５後藤昭雄『平安朝漢文学論考』p.37 参照  
２６藤原克己『菅原道真と平安朝漢文学』p.54  
２７『拾遺雑集』弘全三 pp.615-616 所録の七首と『性霊集』巻一所録の｢入山興｣   
２８三浦章夫編『弘法大師傳記集覧』増補再版、密教文化研究所、1985 年 p.31  
２９渡辺照宏・宮坂宥勝『沙門空海』､ちくま学芸文庫、筑摩書房、1993 年 p.44  
３０藤原克己『菅原道真と平安朝漢文学』p.193 
  




３１藤原克己､同上 p.337  
３２藤原克己､同上 p.194  
３３古藤真平｢嵯峨朝時代の文章生出身官人｣『日本古代の｢漢｣と｢和｣』勉誠出版､2015 年､p.89  
３４古藤真平､同上 p.91 を基に作成  
３５西本昌弘｢嵯峨朝における重陽宴・内宴と『文鏡秘府論』｣『日本古代の｢漢｣と｢和｣』勉誠出版､
2015 年､pp.81-82  
３６『文鏡秘府論』天巻､定本巻六 pp.4-5､弘全三 pp.11-12   
３７『禮記』学記の｢善待問者如撞鐘､叩之以小者則小鳴､叩之以大者則大鳴｣に基づく  
３８滝川幸司『天皇と文壇』､和泉書院､2007 年 pp.36-39  






五巻 p.140  




４８『日本後紀』巻二十四 p.132  
４９『文華秀麗集』｢過梵釋寺｣『標註日本漢詩文選』p.59  
５０『御請来目録』定本巻一 p.35､弘全一 p.98  





５５弘仁二年五月『日本後紀』巻二十一 p.101   
５６井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』p.43   
５７『性霊集』巻九､定本巻八 p.164､弘全三 pp.519-520  
５８『文華秀麗集』｢哭賓和尚｣『標註日本漢詩文選』p.60  
５９『文華秀麗集』｢哭賓和尚｣『標註日本漢詩文選』p.60  
６０参照､田中徳定『孝思想の受容と古代中世文学』新典社､2007 年､pp.433-436  
６１『文華秀麗集』梵門  
６２井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』p.43   
６３胎蔵：弘仁三年十二月十四日高雄灌頂､｢光定般若｣弘全三 p.621｡金剛界：弘仁四年三月六日｢光定寶波｣
弘全三 p.627   
６４Lake Poets: William Wordsworth(1770-1850)､Samuel Taylor Coleridge(1772-1834)らを指す  











７４『文選』李善註全 2 巻､香港､商務印書館香港分館､1936 年の上巻 p.677 
７５小島憲之校注『文華秀麗集』『日本古典文學大系』69､岩波書店､1964 年､p.486 補注 137 の指摘  
 
 





























９７『宝鑰』定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
９８『二教論』定本巻三 p.76､弘全一 p.475  
９９｢遊山慕仙詩｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.8､弘全三 p.400  
１００別本に｢坐見｣と作る  
１０１｢代悲白頭翁｣『全唐詩』巻八十二所録  
１０２｢書劉希夷集獻納表｣『性霊集』巻四､定本巻八 pp.55-56､弘全三 p.437  
１０３滝川幸司『天皇と文壇 pp.252-253   
１０４『凌雲集』｢神泉苑花宴賦落花篇｣には｢過半青春何所催 和風數重百花開 菲歇盡無由駐 爰唱文雄
賞宴來 見取花光林表出 造化寧假丹青筆 紅英落處鶯亂鳴 紫蕚散時蝶群驚 借問濃香何獨飛 飛來滿
坐堪襲衣 春園遙望佳人在 亂雜繁花相映輝｣と謳われる  
１０５李宇玲｢落花の春－嵯峨天皇と花宴｣『日本古代の｢漢｣と｢和｣』勉誠出版､2015 年､p.180   
１０６李宇玲､同上 p.180  
１０７『徒然草』百三十七段   
１０８｢遊山慕仙詩｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.9､弘全三 p.401  








出版､2015 年､pp.104-105   
１１７井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』p.45  
１１８井実充史｢嵯峨朝の君臣唱和｣p.105   
１１９井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』p.46  
１２０井上辰雄､同上 p.46  
 
 






『性霊集』巻一､定本巻八 p.14､ 弘全三 p.405  
１２２井実充史｢嵯峨朝の君臣唱和｣p.108   
１２３井実充史､同上 p.108  
１２４『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 pp.432-433  
１２５井上辰雄『平安初期の文人官僚』p.6  
１２６井上辰雄､同上 p.6  
１２７弘仁四年『類聚國史』巻三十一天皇行幸､『國史大系』第五巻 pp.172-173  
１２８｢駕幸南池 後日簡大將軍｣『凌雲集』『標註日本漢詩文選』pp.38-39  
１２９弘仁五年『類聚國史』巻三十一天皇行幸､『國史大系』第五巻 p.173  
１３０｢夏日左大將軍藤原朝臣閑院納涼 探引得閑字｣『文華秀麗集』『標註日本漢詩文選』p.66  
１３１弘仁七年『類聚國史』巻三十一天皇行幸､『國史大系』第五巻 p.173  
１３２｢春日侍嵯峨山院 採得廻字｣『文華秀麗集』『日本古典文學大系』本 p.199  
１３３｢奉賀天長皇帝即位表｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.67､弘全三 p.446  
１３４『老子』蜂屋邦夫訳注､岩波文庫､岩波書店､2012 年､p.201  

























































１６９般若訳『守護国界主陀羅尼経』護国品の所説(大正 19･872 上)の取意 









１７７『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 pp.432-433   
１７８井上辰雄『平安初期の文人官僚』p.33   
１７９天長九年『類聚國史』巻百七十七佛道､『國史大系』第六巻 p.209   
１８０藤原葛野麻呂･秋篠安人･藤原三守･橘常主･興原敏久らが詔を受け編纂  
１８１天長七年『類聚國史』巻百四十七文部下律令格式､『國史大系』第六巻 p.99   














１９３｢贈良相公詩一首｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.15､弘全三 p.406  
１９４同上､定本巻八 p.15､弘全三 p.406  
１９５『文選』序の｢金相玉振｣を踏まえる 
１９６｢入山興｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.16､弘全三 p.407  
１９７｢山中有何樂｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.17､弘全三 p.408  
１９８｢徒懐玉一首｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.18､弘全三 p.409  










２０２『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.434    
２０３同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.439    







霊集』巻八､定本巻八 p.130､弘全三 p.492    
２０７『法華経』譬喩品の三界火宅の比喩(大正 9・14 中－下)    





見全牛也』｡｣『荘子』内篇 pp.96-98  
２１１｢大虚寥廓｣の表現については､第二部第七章第二節で詳論する  
２１２井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』p.201  





２１７『公卿補任』弘仁二年条｡井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』p.146 参照  
２１８嵯峨天皇御製『文華秀麗集』｢過梵釋寺｣『日本古典文學大系』本 p.258 
２１９藤原冬嗣『文華秀麗集』｢扈従梵釋寺 應製｣『日本古典文學大系』本 p.261 










２２７井上辰雄､同上 p.166  





















２３４『高野雑筆集』上､定本巻七 pp.107-108､弘全三 p.583 
２３５『弘法大師傳記集覧』pp.460-461  
２３６『続日本後紀』承和七年七月庚辰条 
２３７武内孝善『空海伝の研究』吉川弘文館､2015 年､p.41 注 62 参照  
２３８皇太弟大伴親王[後の淳和帝]にも近侍するという経歴をここで築く  
２３９井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』pp.172-173  





２４５天長七年『類聚國史』巻百四十七文部下律令格式､『國史大系』第六巻 p.99  
２４６『傳教大師全集』巻一 pp.524-525  
２４７『傳教大師全集』巻一 pp.640-641  
２４８三守と天台の四賢臣の指摘は武内孝善『空海伝の研究』p.531 の教授に依る  
２４９武内孝善､同上 p.532  
２５０武内孝善､同上 pp.20-35  
２５１『高野雑筆集』上､定本巻七 p.111､弘全三 p.587  
２５２武内孝善『空海伝の研究』p.23  
２５３『高野雑筆集』下､定本巻七 pp.128-129､弘全三 pp.605-606  
２５４武内孝善『空海伝の研究』p.25  
２５５『高野雑筆集』下､定本巻七 pp.114-115､弘全三 pp.589-590  
２５６武内孝善『空海伝の研究』p.33  
２５７｢東宮大夫相公宛｣『高野雑筆集』下､定本巻七 pp.128-129､弘全三 pp.605-606  
２５８武内孝善『空海伝の研究』pp.26-27  
２５９『弘法大師傳全集』第一巻 p.219  
２６０武内孝善『空海伝の研究』p.531  
２６１｢綜藝種智院式并序｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.186､弘全三 p.535  
２６２武内孝善｢綜藝種智院攷｣『空海伝の研究』pp.316-347  
２６３武内孝善､同上 p.338  
２６４上奏が十九日､官符の勅許が二十九日付  
２６５二十二日付の官符も存在するが､こちらは後世の偽作と考えられる｡武内､同上 pp.549-553 参照  
２６６この日付は武内､同上 p.527 の記述をそのまま転記する  
２６７石田尚豊『空海の帰結－現象学的史学－』中央公論美術出版､2004 年､p.55  
２６８武内孝善『空海伝の研究』pp.527-529  
２６９「官符等編年雑集｣弘全五 p.443  
２７０同上､弘全五 p.443  
２７１同上､弘全五 p.447  
２７２武内孝善『空海伝の研究』pp.528-529  










２８３『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 pp.432-433 
 




２８４同上､定本巻三 p.134､弘全一 pp.435 










２９２｢鶊鳴梅院暖 花落舞春風 歴亂飄鋪地 徘徊颺滿空 狂香燻枕席 散影度房櫳 欲驗傷離苦 應




２９６藤原克己､同上 p.198  
２９７井上辰雄『平安初期の文人官僚』p.278 参照  




３０２後藤昭雄､同上 p.56  
３０３『日本後紀』弘仁六年正月庚子条 p.130  
３０４井上辰雄『嵯峨天皇と文人官僚』pp.245-246、253-256 参照  








部･文筆部)p.462 に依り訂正  
３１２『文華秀麗集』｢在邊贈友 離合｣『日本古典文學大系』本 p.223 
３１３後藤昭雄『平安朝漢文学論考』pp.67-70  









空海漢詩文研究序説｣『密教文化』巻 211 号､2003 年､p.3 を参照のこと 
３２１『文華秀麗集』『日本古典文學大系』本 pp.222-223 頭注及び p.475 補注 33 参照 
３２２『性霊集序』定本巻八 p.4､弘全三 p.387 
３２３『拾遺雑集』｢在唐日示劔南惟上離合詩｣､定本巻八 p.221､弘全三 p.614  
３２４弘全三 p.614 に諸師の解釈が載せられている  
３２５参照､中谷 pp.1-26  
３２６｢贈野陸州歌 并序｣『性霊集』巻一､定本巻八 pp.12-13､弘全三 pp.403-404 
３２７前漢の王褒｢四子講德論｣に｢大廈之材､非一丘之木｣の語句有り(『文選』巻五十一収録) 
 














珠｣(大正 4・319 上)に基づく 
３３４『大智度論』の｢又復釋迦文佛本作一鴿在雪山中｡時大雨雪｡有一人失道窮厄辛苦｡飢寒并至命在須臾｡
鴿見此人即飛求火｡爲其聚薪然之｡又復以身投火施此飢人｡｣(大正 25・143 下)に基づく 
３３５空海自身の｢山中有何樂｣に｢懸蘿細草堪覆(懸蘿けんら細草體を覆うに堪へたり)｣という表現が見出され










３４３詩の概要については藤原克己『菅原道真と平安朝漢文学』pp.82-84 を参考にした  




















３５８｢秋日觀神泉菀｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.11､弘全三 p.403 
３５９『尚書』益稷に｢笙鏞以間､鳥獸蹌蹌｣､『尚書』堯典に｢於予擊石拊石､百獸率舞｣とあるに基づく 
３６０『性霊集序』定本巻八 p.5､弘全三 p.387  
３６１秘蔵の法門を摂持する為のとざすもの(関鑰･鍵鑰)という解釈は､夙に宥快によって提出されている｡
宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻上一 p.6 
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第三章  『秘蔵宝鑰』で語られるものと隠されるもの  
































  *問依何経建立此義｡ 答大日経也３｡ －『宝鑰』第一住心 
  *問此住心亦依何経説｡ 答大日経也４｡－『宝鑰』第二住心 




























































































































































  *奉天恩詔述秘義４１｡(天の恩詔を奉りて秘義を述ぶ)（『十住心論』） 
  *我今蒙詔撰十住４２｡(我､今詔みことのりを蒙って十住を撰す) （『宝鑰』） 
と明示されるから､一応疑いの無い事実４３と認定しても良かろう｡所謂､天長の六本宗書４４の真言
宗分としての位置付けである｡他宗の綱要書は 
  〇Ａ.華嚴宗一乘開心論  六巻  華厳宗･普機撰 
  〇Ｂ.天台法華宗義集  一巻  比叡山延暦寺･義眞撰 
  〇Ｃ.大乘三論大義鈔  四巻  西大寺沙門玄叡集 
  〇Ｄ.大乘法相研神章  五巻  元興寺護命撰 

















































































  〇『十住心論』は組織的な著作であると同時に一種の編著の性質を備える 
 また､伝統宗学の範疇で言えば､『宝鑰』を九顕一密の浅略門に､『十住心論』を九顕十密の深
秘門に配当する分類法が古来用いられてきた｡下の図５９はその概略を示す｡ 
          
 長谷宝秀師は興教大師覚鑁の『釈摩訶衍論指事』に述べられた｢十住心論大意｣四義６０と道範・
宥快らの説を下図のようにまとめている６１｡ 





































































































































*歸命 婀尾羅呴欠  [五大]の最極大秘法界體[体大･大曼荼羅]と 












*金剛内外の壽じゅ[  地大]と 離言[ 水大]垢過[ 火大]等空[  空大]因[  風大]と [五大五字]  
作[ ]遷[ ]慢[  ]如[ ]]真[  ]乗[  ]の寂[仏]と６６ [法曼荼羅] 
制體[塔:大日]籏[宝幢]光[如意宝珠:開敷華]蓮[蓮華:無量寿]貝[法螺貝:天鼓雷音]の仁[仏] [三昧耶曼荼羅] 
日[大日]幢[宝幢]華[開敷華]眼[蓮華眼:無量寿]鼓[天鼓雷音]の勃駄[仏]と  [胎蔵五仏:大曼荼羅] 
金[金剛波羅蜜]寶[金剛宝波羅蜜]法[金剛法波羅蜜]業[業波羅蜜]歌[金剛歌]舞[金剛舞]の人と [金剛界諸尊]  









*六大無礙常瑜伽(體) 四種曼荼各不離(相) 三密加持速疾顯(用) 重重帝網名即身(無礙) 法然
具足薩般若(法佛成佛) 心數心王過刹塵(無數)  各具五智無際智(輪圓) 圓鏡力故実覺智(成佛)６９ 
と共通の語彙表現を数多く具有している点である｡それらを列挙すれば､ 









































































































〇｢九種の心藥｣と｢金剛一宮｣  ｢樂｣と｢不樂｣    ｢得｣と｢不得｣ 














  〇｢地獄｣と｢天堂｣  ｢佛性｣と｢闡提｣  ｢煩惱｣と｢菩提｣  ｢生死｣と｢涅槃｣ 
｢辺邪｣と｢中正｣  ｢空有｣と｢偏圓｣  ｢二乗｣と｢一乗｣ 
等の相反する対概念が､密教的な横平等の｢祕祕中深祕｣の三密瑜伽行を通して統合され､全ては
大毘盧遮那の境界に円融されると述べられる｡真言の深奥･字義を体証することで到達できる､
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 〇器界･五輪･九山･八海･四大洲：『凡聖界地章』から  [｢比較対照表｣pp.5－7 参照] 
























































































































































































  〇不正治と正治の国王  [｢比較対照表｣pp.18－20 参照] 
  〇四種輪王と転輪聖王  [｢比較対照表｣pp.21－23 参照] 
に関する長大な文が配置される｡ 
 『宝鑰』で触れられるのは､その極く一部に過ぎない｡要点のみを示せば 
   
となる｡『十住心論』第一住心で､凡夫の十悪とその果報の三悪趣を詳細に説明しているために､
この第二住心では修善の報果として国王の記述を中心にしていると考えられる｡そうであるに







































































  *[不正信者] 其國當有種種災禍｡喪失國位｡一切人衆皆無善心｡多有他方怨賊侵掠｡國内人民
受諸苦惱｡無量百千灾恠悪事１４３｡ 
  *[轉輪聖王]威徳勇猛能破敵 地水虚空無障住 宮殿樓閣均釋天 四種兵勢力具足 淨行居
士皆共愛 甘香美食自然有 國界日増不損減 施作不曾用兵仗 以法治化天下安 内外無









  ※五常と五戒が｢名異義融｣であるという儒仏融合思想が説かれる 
  ※五常十善の修習が｢断悪修善･脱苦得樂｣の基礎と定義される 
が､その一方で､『十住心論』で詳論される 





















































































































































































































































































  〇声聞三昧と地位：『大疏』『凡聖界地章』(『俱舎論』)から[｢比較対照表｣p.38 参照] 
〇二十部の異執･五位七十五法：『俱舎論』から [｢比較対照表｣pp.38－39] 
〇資糧位：『俱舎論』『順正理論』から   [｢比較対照表｣p.39] 















































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
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  ◇行則安徐護虫･坐則低頭數息･行雲廻雪･塚間閉目･聚落分衞･樹葉遮雨･糞掃防風 





































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考















































大非闕無方便不具｡但自盡苦證得寂滅｡ 173 大非闕無方便不具｡但自盡苦證得寂滅｡ 145







釋云｡謂十二因縁者｡守護國経云｡ 174 釋云｡謂十二因縁者｡守護國経云｡ 145























































〇縁覚乗･独覚地：『凡聖界地章』『瑜伽師地論』から [｢比較対照表｣pp.44－45 参照] 
〇麟角･部行：『瑜伽論釈』『法華経』から      [｢比較対照表｣p.45] 
〇独覚の廻心：『対法論』『阿毘達磨雑集論述記』から [｢比較対照表｣pp.45－46 参照] 
次に､『宝鑰』『十住心論』ともに二乗(声聞縁覚)に関する『菩提心論』の同じ文１９７[｢比較対照表｣
p.46]を引用する｡そして､二乗に関する『十住毘婆沙論』からの偈頌が引用される｡ 














































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
頁数 頁数
喩曰｡此乘有二種意｡一淺略二祕密｡淺略意如前已説｡ 186 －









内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考






























第六 第七 第八 第九 第十
法相 三論 天台 華厳 真言
定　本 31 38 51 72 97





















































































  *心海湛然無波浪 識風鼓動為去来 凡夫眩著幻男女 外道狂執蜃樓臺 不知自心為天獄 
豈悟唯心除禍灾 六度萬行三劫習 五十二位一心開 煩惱所知已断淨 菩提涅槃是吾財 











































  〇湛然･天･菩提涅槃･財･四三點徳･法界･言忘慮絶 
というさとりの世界の絶対的プラスの表現が対置され､｢迷い｣から｢解脱｣へと転向するのは 












































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
所
依






  〇資糧位：『凡聖界地章』２２０ (『成唯識論』『述記』)から  [｢比較対照表｣pp.47－48 参照] 
〇十住 ：『凡聖界地章』(『華厳経』『大乗義章』)から  [｢比較対照表｣p.48] 
〇十行 ：『凡聖界地章』(『華厳経』『大乗義章』)から  [｢比較対照表｣pp.48－49] 
〇十廻向：『凡聖界地章』(『華厳経』『大乗義章』)から  [｢比較対照表｣p.49] 
〇加行位：『凡聖界地章』(『成唯識論』『述記』)から  [｢比較対照表｣pp.49－50] 
  〇通達位：『凡聖界地章』(『成唯識論』『述記』)から  [｢比較対照表｣p.50] 
〇修習位＝十地：『凡聖界地章』(『華厳経』『仁王経』『成唯識論』)から[｢比較対照表｣pp.50－54] 
〇究竟位：『凡聖界地章』(『華厳経』『瓔珞経』『成唯識論』)から[｢比較対照表｣pp.54－55] 
〇所観の五重唯識：『大乘法苑義林章』から   [｢比較対照表｣pp.55－56] 
〇能観の五種唯識：『大乘法苑義林章』から   [｢比較対照表｣p.56] 
〇二諦･四種教体：『大乘法苑義林章』から   [｢比較対照表｣p.56] 























































































































































































  〇二諦：『大乗玄論』から    [｢比較対照表｣pp.58－59 参照] 
〇釈名：『大乗玄論』から    [｢比較対照表｣p.59] 
〇立名：『大乗玄論』から    [｢比較対照表｣pp.59－60] 
〇諦体：『大乗玄論』から    [｢比較対照表｣p.60] 
〇中道･三論要旨：『大乗玄論』『三論玄義』から [｢比較対照表｣p.60] 

























































浅深 此覺心不生心亦有二種義｡一淺略二深祕｡　淺略如前説｡深祕義者｡下所説真言祕密義是也｡ 256 －
所謂覺心不生住心法門是文殊師利菩薩三摩地門｡　大日経云｡時文殊入佛加持神力三昧｡説自證真言曰 256 －
257 － 大日経



































































故善無畏三藏云｡文殊師利者｡是大日如來智慧｡不離大日如來別有慧云云｡ 260 － 大疏





















































































































































































































  〇｢自心に菩提と一切智とを尋求｣するという｢如実知自心｣ 
であり､それが成立する理由は 






   
 天台法門を第八住心に置き､華厳を第九住心に置く教判の全てが､ここに凝縮して表明される｡ 
即ち､ 
  〇｢如実知自心｣は法身真如一道無為の真理(一道無為心)であり 
  〇『大日経』はこれを｢初法明道｣､『大智度論』３２６は｢入佛道初門３２７｣と呼ぶ 
  〇法身真如一道無為は顕教では｢究竟理智法身３２８｣ではあるが､真言密教では｢初門｣に当る 
  〇｢初門｣に対置される真の仏道とは｢金剛界宮大曼荼羅の佛｣の境界を指す 
  〇従って､仏道初門の第八住心｢如実知自心｣は､目標とすべき究竟真実のさとりではない 
  〇これは大日如来と龍樹(龍猛)菩薩が共に明言する判定３２９で､疑問の余地はない 
と議論が展開される｡そして､最後の｢所謂空性離於根境｡無相無境界｡越諸戯論３３０｣云々の経文引
用では､『大日経』原文から 
  ◎｢極無自性心生ず｣(第九住心の所依の語句) 








  〇観不可思議境(十法界三千世間)：『摩訶止観』から [｢比較対照表｣pp.64－65 参照] 
  〇四種三昧：『摩訶止観』から     [｢比較対照表｣p.65] 




























内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
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内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考





















   
 『妙法蓮華経』の梵名の第一字が｢薩 字｣であることを述べ､『法華経』の体を｢ ｣の一字真
言であると規定する｡経に説かれる一切の句･字を､｢薩 字｣が摂し尽す｡換言すれば､『法華経』
を構成する全ての字･句に｢薩 字｣が遍く行き渡っている｡それは『周易』の｢爻こう｣が､長い横
棒「─ ＝ 陽」と真ん中が途切れた二つの短い横棒｢-- ＝ 陰｣を以て､易の卦(八卦は  乾けん､  
















































  ◎善智識(灌頂阿闍梨)に親近する 
  ◎正法の『妙法蓮華経』を聴聞する 
  ◎｢本尊･真言･印を観念｣する｢瑜伽観智｣＝三密行を修する 
  ◎禅定を行う 

















































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考

































































































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考




































































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考

















  *諦觀諸法性 皆由於自心 煩惱隨煩惱 蘊界諸處等 皆如幻與焔 如乾闥婆城 亦如旋火輪 
又如空谷響 如是諦觀已 不見於身心 住寂滅平等 究竟眞實智 即觀於空中 諸佛如胡麻 
遍滿虚空界 想身證十地 住於如實際 空中諸如來 彈指而警覺 告言善男子 汝之所證處 
是一道清淨 金剛喩三昧 及薩般若等 尚未能證知 勿以此爲足 應滿足普賢 方成最正覺 






















 〇五教･十玄：浄厳『金師子章雲間類解』から   [｢比較対照表｣p.69 参照] 
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〇一行一切行･心観･性融：澄観の『新華厳疏』から  [｢比較対照表｣pp.69－70] 


































































































◎｢ 字→四字( )和合の 字｣が､諸仏･真如の所依となる深奥極秘の流出構造 
が導き出されてくる｡空海自身の説明を下に引く｡ 
*今依此説｡一切如来不共真如妙體恒沙功徳皆從此吽 字出生３９４｡(今､此の説に依らば､一切如来の







































































































  ◎三種世間＝世間心＝心生滅門＝因熏習鏡＝｢三自門の法｣は華厳の第九住心 







は､阿 ・塢 ・麼 三字が和合して生成された大日三身を象徴する種子である｡即ち､阿 に菩
提心･無二･法果･自在等の諸義ある中で､仏身に就けば｢法身｣を示す｡塢 字は報身､麼 字は化
頁数 頁数








































































































































































特長付けに終始する｡詳細は｢比較対照表｣の pp.74-75 に記載するが､要点のみを指摘すれば､ 







  ◎華厳：三種世間＝真如生滅二門の仏＝種因海仏＝盧舎那佛 …[華厳の教主盧舎那佛]  
  ◎真言：不二摩訶衍の法＝性徳圓滿海仏＝毘盧遮那佛    …[密教の教主大日如来] 
となり､当然､真言の究竟･華厳の未極という位置づけの結論が導き出されるのである｡ 
 かくして『十住心論』深秘釈は､空海の二住心判定の言を以て終了する｡ 



























































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
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※[深秘釈]第九住心の教体である一の 字から､四字( )和合の 字真言が導かれる 




※[深秘釈]諸佛と一切仏法が全て ･ ･ 等の一字の真言に摂し尽されると説き､これを真
言密教の本質とする(『宝鑰』には説かれない) 

































  *九種住心無自性 轉深轉妙皆是因 真言密教法身説 秘密金剛最勝真 五相五智法界體 



































 ◎竪差別の心續生＝十住心思想  [九顕一密] 





































































原文の｢於是世尊復告執金剛菩薩言｡我昔坐道場　 降伏於四魔 　以大勤勇聲 　除衆生怖畏 　是時梵天等 　心喜共稱
説 　由此諸世間 　号名大勤勇｣の句が省略される
内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考



































































































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考




















































































































































































則是三昧耶身也｡ 313 － 空海釈

















































































































































































































































































































































































 ここでの判定に依れば､『大日経』の所説[｢比較対照表｣pp.80－81 参照]を｢本｣｢深秘｣として､ 




















































































































































































































  ◎何が『十住心論』で語られ､それが『宝鑰』に継承されているか否か 
  ◎何が『宝鑰』でのみ語られているのか 




































※諸仏と一切仏法が全て ･ ･ 等の一字真言に摂し尽される総持構造が説かれない 
※真言＝法界に周遍する法仏平等の身口意三密＝声字実相＝曼荼羅の深秘が説かれない 




























































  〇大日如来が三無盡荘厳蔵を示現する(曼荼羅を開顕する) 







































































































































































































１｢凡夫一向行悪行不修微少善｣『宝鑰』定本巻三 p.175､弘全一 p.472  
２｢真言乗教超於諸乗究竟真實｣同上､定本巻三 p.176､弘全一 p.473  
３『宝鑰』定本巻三 p.119､弘全一 p.422  
４同上､定本巻三 p.122､弘全一 p.425 
５同上､定本巻三 p.126､弘全一 p.429  
６『十住心論』巻十､定本巻二 p.325､弘全一 p.413  
７勝又俊教『密教の日本的展開』春秋社､p.181  
８『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.20､弘全二 p.160 
９同上､定本巻五 p.20､弘全二 p.160 
１０同上､定本巻五 pp.20-21､弘全二 p.161 
１１同上､定本巻五 p.21､弘全二 p.161 
１２同上､定本巻五 p.21､弘全二 p.161 
１３苫米地誠一｢『平城天皇灌頂文』をめぐって｣①『大正大学大学院研究論集』11､1987 年､pp.244-245
及び｢『平城天皇灌頂文』をめぐって｣②『大正大学綜合仏教研究所年報』9､1987 年､pp.158-159  
１４藤井淳『空海の思想的展開の研究』トランスビュー、2008 年､p.133  
１５『性霊集』巻八､定本巻八 pp.139-141､弘全三 pp.499-501 
１６同上､定本巻八 p.140､弘全三 p.500 
１７藤井淳『空海の思想的展開の研究』p.413  
１８『三昧耶戒序』定本巻五 pp.3-4､弘全二 pp.132-133 
１９住心名そのものではないが､第四住心の｢聲聞｣､第五住心の｢縁覺｣という段階も指定されており､十住
心思想の十段階はきちんと構築されている 
２０『三昧耶戒序』定本巻五 p.6､弘全二 pp.134－135 
２１同上､定本巻五 p.6､弘全二 p.135 
２２同上､定本巻五 p.6､弘全二 p.135 
２３同上､定本巻五 p.6､弘全二 p.135 
２４同上､定本巻五 pp.6-7､弘全二 p.135 
２５同上､定本巻五 p.7､弘全二 pp.135-136 
２６Cf.『宝鑰』定本巻二 p.118､弘全一 pp.421-422 
２７Cf.『宝鑰』定本巻二 pp.120-121､弘全一 p.424 
２８Cf.『宝鑰』定本巻二 pp.125､弘全一 p.428 
２９Cf.『宝鑰』定本巻二 p.129､弘全一 p.431 
３０Cf.『宝鑰』定本巻二 pp.150-151､153､弘全一 pp.450-451､453 
３１Cf.『宝鑰』定本巻二 p.160､弘全一 p.459 
３２Cf.『宝鑰』定本巻二 pp.163-164､弘全一 p.462 
３３勝又俊教『密教の日本的展開』pp.186-187 




３７『宝鑰』定本巻三 p.121､弘全一 p.425  
３８同上､定本巻三 p.124､弘全一 p.427 
３９同上､定本巻三 p.126､弘全一 pp.428-429 
４０同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
４１『十住心論』序､定本巻二 p.3､弘全一 p.125   




４５大正 74･281 中   
４６護命撰『大乘法相研神章』大正 71･1 上   




４７書き下しは藤井『空海の思想的展開の研究』p.403 を参考にした    
４８勝又俊教『密教の日本的展開』pp.189－190   
４９長谷宝秀『秘蔵寶鑰玄談』(『十巻章玄談』下)p.2｡宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻上一 p.1 の記述に基づく 
５０小田慈舟『十巻章講説』下巻､p.766   





５４加藤純隆・加藤精一訳『空海｢秘蔵宝鑰｣』角川文庫､2013 年への加藤精一の解説､p.274   
５５加藤精一､同上 pp.274-275   
５６小田慈舟『十巻章講説』下巻､pp.784-785   
５７勝又俊教『<佛典講座 32>秘蔵宝鑰･般若心経秘鍵』pp.20-22   
５８参照｢觀夫｡惟夫｡原夫｡若夫｡竊以｡竊聞｡聞夫｡惟昔｡昔者｡蓋夫｡自昔｡惟｡ 右竝發端置辭[中略]開廓大綱､
敍況事理｣『文鏡秘府論』北巻｢句端｣､定本巻六 p.215､弘全三 p.177   
５９『空海コレクション１』p.37 を参考に作成   
６０『興教大師全集』上､pp.99-100   
６１長谷宝秀『秘蔵寶鑰玄談』pp.20-22   




６５『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 pp.417-418   
６６「作遷慢如眞乘寂」は帰命の対象である所の四種曼荼羅のうち法曼荼羅を明かす。作  ･遷 ･慢 ･如
･眞 ･乗 の六字は、悉曇で子音範疇を形成する体文三十五字のうち、五類声［1 喉声･2 顎声･3 舌声･
4 歯声･5 唇声］計二十五字の各類最初の一字を指示し(＝1 喉声の第一 ･2 顎声の第一 ･3 舌声の第一 ･4 歯
声の第一 ･5 唇声の第一 )､これに遍口声十文字の第一文字 を併せたもので､この六字を以て体文三十五
字及び悉曇の全ての字を表現する。則ち、この六文字で代表される所の仏身(寂)とは、法曼荼羅身である｡
勝又『講座宝鑰』註釈 pp.81､83 参照 
６７『大日経』具縁品･大正 18・9 中   
６８この頌は『即身義』での六大解釈の所依である｡「謂く､六大とは五大及び識となり｡『大日経』に謂
う所の<我覺本不生 出過語言道 諸過得解脱 遠離於因縁 知空等虚空>是れ其の義なり｡彼の種子真言に
曰く  ｡爲いはく  阿字諸法本不生の義とは即ち是れ地大なり｡嚩  字離言説とは之
れ水大と謂ふ｡清淨無垢塵とは是れ則ち囉 字火大なり｡因業不可得とは訶 字門風大なり｡等虚空とは欠
字の字相即ち空大なり｡我覺とは識大なり｡因位には識と名づけ､果位には智と謂ふ｡智即ち覺なるが故
に」『即身成佛義』定本巻三 pp.19-20､弘全一 p.508   
６９『即身義』定本巻三 p.19､弘全一 pp.507-508   
７０同上､定本巻三 p.23､弘全一 p.511   
７１同上､定本巻三 p.24､弘全一 pp.512-513   
７２同上､定本巻三 p.25､弘全一 p.513   
７３同上､定本巻三 p.23､弘全一 p.512   
７４同上､定本巻三 p.22､弘全一 p.509   
７５同上､定本巻三 p.23､弘全一 p.511   
７６同上､定本巻三 p.26､弘全一 p.514   
７７同上､定本巻三 p.29､弘全一 p.517   
７８同上､定本巻三 p.28､弘全一 p.517   
７９｢一素咀纜二毘奈耶三阿毘達磨四般若波羅蜜多五陀羅尼門｡ 此五種藏教化有情｡隨所應度而爲説之｣
『大乘理趣六波羅蜜多経』大正 8・868 中－下  




陀跋陀羅訳『大方等如來藏経』大正 16・458 中  










微笑｡作開敷蓮花勢｡觀欲不染｣大正 8・784 下を踏まえる 
８８第九住心､華厳法界圓融無礙の境地を指す 
８９第十住心､密教の秘密荘厳心の開顕を指す 










空譯『都部陀羅尼目』大正 18・898 下） 

















真言密教を喩える   





經引之爲喩｣法琳撰『辯正論』大正 52・502 中  
１０４牛醐は牛乳から精製した醍醐 sarpimaṇḍa｡醍醐を極上究極の価値になぞらえ､真に価値ある最上無
比の味として真言密教がこれに比定される｡第二部第六章で言及する   
１０５『十住心論』定本巻二 pp.6-7､弘全一 pp.128-129   




す)｣『声字義』『定本全集』定本巻三 p.35､弘全一 p.521  
１０８癡愚なる凡夫が諸々の悪業に依り､三悪趣に堕し､様々な形相形態を取って輪廻する故に異生と称
する(｢種種果身相萬種而生故名異生｣)と説く 





きないことを言う｡参照｢我爲拔濟沈淪生死一切有情無量無邊身心大苦｣(玄奘訳『大般若経』大正 6・1071 上)   
１１０父母から生を受けてこの世に生まれてきた所生の私(｢我身｣)も､この生を終えて死に去った後に､一
体何処へ行くのか(｢所去｣)を悟っていない､の意   
１１１漠漠は広闊･果てしなく広々としている様､転じて取り留めがなく曖昧な様   
１１２未来に向かって遥かに臨んでも､漠然朦朧としてその死の行き着く場所､終局を尋ねることができ
ない､の意｡｢顧過去冥冥不見其首 臨未來漠漠不尋其尾｣は､顧･臨､過去･未來､冥冥･漠漠､不見･不尋､其
首･其尾と全て厳密に対応した対句表現を形成する   




１１６第一章第三節で典拠を示している   
１１７第二部第七節で詳説する   
１１８『大日経』住心品､大正 18・2 上－中   
１１９『大日経疏』大正 39・592 下   





大正 18・3 上－中   
１２１『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423    
１２２『大日経疏』の用語､大正 39・601 下及び 653 上－中 























１３１法琳撰『辯正論』大正 52・493 中  




玉燭｣(『爾雅』釋天)｡Cf.｢秉玉燭以調時｣『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.227､弘全三 p.188  
 











子世､路有雁行､道不拾遺､耒耜餘糧､宿於畝首｣『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.237､弘全三 pp.197-198 
１３７参照､｢謂令世間諸有情類無諸災難斷惡修善｣玄奘訳『大般若経』大正 7・994 下  







親愛心而供養之｡是第六成果｣（< >内が省略｡下線部の漢字が若干異なる｡）『大日経』大正 18・2 中  
１４１こうした聖俗の緊張関係の事例は､漢土に於いて廬山の慧遠『沙門不敬王者論』(404)以降しばしば
論争の主題となっている｡参考､小林正美『六朝佛教思想の研究』第二章Ⅱ｢『沙門不敬王者論』の思想｣､
創文社､1993 年､pp.64-113  
１４２渡邊義浩『儒教と中国』講談社､2010 年､p.41  
１４３『十住心論』定本巻二 pp.76-77､弘全一 p.192｡『金光明経』大正 16・429 下－430 上の取意  
１４４同上､定本巻二 p.95､弘全一 p.208  















甞めざれば益無し)」｢答叡山澄法師求理趣釈経書｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.205､弘全三 p.551  
１５２宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻上八 p.111  
１５３『大智度論』大正 25・103 上｡この一文は『声字実相義』の｢内外風氣纔發必響名曰聲也｡響必由聲｡

















１５９『宝鑰』定本巻三 pp.123-124､弘全一 pp.426-427  
１６０同上､定本巻三 p.125､弘全一 p.428  
１６１外道も又｢三寶･三學｣という仏教に共通する名辞を用いて教えを説く､の意  
１６２吠陀は Veda ヴェーダの音写､韋陀･圍陀とも記す  









雖相好光明福徳成就名稱無量度人無限亦歸磨滅｣『大智度論』大正 25・747 中   




１７０『宝鑰』定本巻三 p.127､弘全一 p.430｡『大日経』具縁品第二､大正 18・9 下の文 
１７１同上､定本巻三 pp.127-128､弘全一 p.430｡『菩提心論』大正 32・573 上の文 
１７２Cf.｢如來如實知實義｡所以號大覺(如來は實の如く實義を知りたまふ｡所以に大覺と號す)｣『吽字義』定本
巻三 p.54､弘全一 p.536 
１７３ ｢  lokālokakaraya  sarvadeva-
nāga-yakṣa-gandharvā-asura-garuḍa-kinnara-mahoragādi  hṛdayāṃ  nyakaṣaya  vicitra-gati
 svahā ｣『大日経』普通真言蔵品第四･大正 18・15 下 
１７４『大日経』住心品･大正 18・1 中 
１７５『大日経』密印品･大正 18・30 上 








宅｣『妙法蓮華経』大正 9・12 下－13 上 
１８１焚身灰智､小乗の到達する究極の無余涅槃の表現｡参照､｢小乘明灰身滅智得無餘涅槃｣(吉藏撰『二諦
義』大正 45・114 中)､Cf.｢今聲聞人灰身滅智以為究竟果｡(今聲聞の人は灰身滅智を以て究竟の果と為す)｣『吽字








１８４『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.432  
１８５『大日経』普通真言蔵品･大正 18・15 下  
１８６『大日経疏』大正 39・685 下  
１８７Cf.｢法佛者常住三世淨妙法身｡法界體性智大毗盧舎那明自受用佛是也(法佛とは常住三世浄妙法身･法界
體性智大毗盧舎那自受用佛是れなり)｣『秘密曼荼羅教付法伝』定本巻一 p.66､弘全一 p.2 
１８８Cf.｢真實語為経方便説為諱｡織成法界曼荼羅錦繍綾羅｡莊嚴遍一切處定恵身(真實語を経と為し､方便の 
 







本巻三 p.149､弘全一 p.449 
１９０｢拔業煩惱株杌｡無明種子生十二因縁｣『大日経』住心品･大正 18・3 中  











１９６『宝鑰』定本巻三 p.148､弘全一 pp.449 
１９７『菩提心論』大正 32・573 上 
１９８大正 26・41 上 
１９９大正 26・93 上 
２００『大日経』普通真言蔵品､大正 18・15 下 
２０１縁覚独覚の修行者は､言葉を撥無した完黙の裡に行果を得るとされる｡｢祕密主縁覺觀察因果｡住無
言説法｡不轉無言説｡於一切法證極滅語言三昧｡是名縁覺三昧道｣『大日経』大正 18・9 下 




































(初地:第 41 位歓喜地以上)に於て分別起の煩悩･所知の二障を断じ､更に第四修習位(初地以上等覚第 51 位まで
含む)で遂に所知障の種子をも断じて､第五究竟位で仏果を得るとする  
２１７四徳･三點｡四徳は常楽我浄の涅槃の四徳､三點は法身･般若･解脱の三(法身は寂静の理･二空真如の理､
般若は能証菩提の智､解脱は業縛を脱して自在を得ること)   
２１８言忘慮絶は癈詮談旨＝言語道断の境界と同じ､第五位究竟位の勝義勝義諦を指す   

















２２８遮は進行を妨げる･蔽う･さえぎる､遮断･遮蔽の義   
２２９大日如来自内証の法教である真言秘密蔵そのもの､より具体的には自心本有の浄菩提心･自心仏を
指す   
２３０『大日経』では｢彌勒菩薩｡住發生普遍大慈三昧｣大正 18・14 上   
２３１｢以如來加持故｡從佛菩提自證之徳｡現八葉中胎藏身｣『大日経疏』大正 39・610 中｡Cf.｢蓮花部曼荼
羅中央八葉中有八佛｡加中臺尊則九佛｡(蓮花部の曼荼羅の中央八葉の中に八佛有り､中臺の尊を加ふるときは則
ち九佛なり)｣『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.162､弘全一 p.762   
２３２Cf.｢由觀自在菩薩加持｡得離垢淸淨｡等同聖者｡(観自在菩薩の加持に由って､離垢清浄を得て､聖者に等同
なり)｣『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 p.173､弘全一 p.773   
２３３Cf.｢三等之理彼此無異｡五智之覺人我同得｡不起于座金剛即是我心｡不經三劫法身即是我身｡(三等の理、
彼此異なること無く､五智の覺､人我同じく得たり｡座を起たずして金剛即ち是れ我が心なり､三劫を経ずして法身即
ち是れ我が身なり)｣『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 pp.3-4､弘全一 p.634   
２３４『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.453 
２３５一切諸法は縁起生であり､全てが無自性であり空であると真理を諦する観法｡Cf.｢大乗空觀之猛火
燒人法執著之塵垢無有遺餘｡(大乗空觀の猛火は､人法執著の塵垢を燒いて遺餘有ること無し」『吽字義』定本巻
三 pp.57-58､弘全一 p.539   
２３６巨壑･一水は大海｡千品は万物の意で､一の大海に注ぐ千の河川を言い含める    
２３７假有は実有の対義語で､この現象世界の一切の存在は全て因縁所生でそれ自体が固有の実体性を持
たない[無自性空]仮の存在であることを言う｡則ち､常住不滅の実在ではないが､確かに認識の対象として
現象界に顕現する存在の様相をここでは｢假有｣とする    
２３８假有の一切諸法＝森羅万象が現象世界に顕現して群がり連なるイメージを喚起する    
２３９絶空は絶待の空(假有と対概念になる)､意味的には空に執着する空執を断絶した境地､絶離の空理､偏




































觀論疏』大正 42・21 中  
２５３｢于時｣は諸法の無自性空であることを観ずるに無所得中道を以てし､有無･生滅などの一切の対立
の戯論を離れるのに八不の正観に住して､仏のさとりである実相を得た時を指す  


























































２７８『大日経』大正 18・3 中 
２７９『大日経疏』大正 39・603 上－中 
２８０『宝鑰』定本巻三 p.155､弘全一 p.454 
２８１｢阿字本不生｣の｢本不生｣という概念語は､八不の中の｢不生｣に相当するが､この本不生の一語を以
て､八不の｢不生不滅不斷不常不一不異不去不來｣という全体を言い含めることを｢兼｣で言い表す 
２８２参照､｢教用謂顯正破邪｡教體即八不中道｣吉藏撰『中觀論疏』大正 42・34 中 
２８３吉藏撰『二諦義』(大正蔵 No.1854：大正 45・77 中－115 上)｡また『大乗玄論』巻一にも二諦に就いて
説かれる(No.1853:大正 45・15 上－25 上)｡｢方言｣は『大乗玄論』二諦義の中に中道を明かす時､最初に八不
について中道を論じ、後には二諦に依って中道を述べる、そこで三種の方言を用いて釈することを指す｡
『大乗玄論』巻三では仏性に就いて説かれる(大正 45・35 中－46 上) 
２８４Cf.｢文殊利劒絶諸戯(文殊の利劒は諸戯を絶つ)｣『般若心経秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554 
２８５心亭は旅亭の駅舎｡Cf.｢三界如客舍 一心是本居(三界は客舍の如し 一心は是れ本居なり)｣『般若心経





せよ)｣『弁顯密二教論』定本巻三 pp.89-90､弘全一 p.487 
２８７藤井淳『空海の思想的展開の研究』pp.72-77 参照  
２８８『大日経疏』大正 39・647 下  
２８９同上､大正 39・612 中 
２９０『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.160､弘全一 p.761 に説かれる 
２９１この連関は『十住心論』巻八深秘釈､定本巻二 pp.270-271､弘全一 p.365 に説かれる 
２９２『十住心論』定本巻二 p.271､弘全一 p.365 
２９３参照､勝又俊教『密教の日本的展開』pp.200-202 
２９４｢是諸經之王 聞已諦思惟｣『妙法蓮華経』大正 9・32 上 
２９５Ex.｢爲大衆説 甘露淨法 其法一味 解脱涅槃 以一妙音 演暢斯義 常爲大乘 而作因縁 我觀一切 普
皆平等 無有彼此 愛憎之心 我無貪著 亦無限礙 恒爲一切 平等説法[中略]佛以此喩 方便開示 種種言辭 
 




演説一法 於佛智慧 如海一渧 我雨法雨 充滿世間 一味之法 隨力修行 如彼叢林 藥草諸樹 隨其大小 漸




及聞諸佛所説經法｡并見彼諸比丘比丘尼優婆塞優婆夷諸修行得道者」『妙法蓮華経』大正 9・2 中  
２９７蓮華三昧は､泥土の中に在っても蓮華が染汚されず清浄なることを持するが如く､人間の本性の自
性清浄なることを観ずる三昧(勝又『講座宝鑰』註釈 p.267 注 4)｡｢爾時世尊｡四衆圍遶｡供養恭敬尊重讃歎｡爲
諸菩薩説大乘經｡名無量義教菩薩法佛所護念｡佛説此經已｡結加趺坐｡入於無量義處三昧｡身心不動｣『妙法



























從下發來｡一一菩薩｡皆是大衆唱導之首｣『妙法蓮華経』大正 9・39 下－40 上 
３０３唱導の師となる四菩薩(上行･無辺行･浄行･安立行)が一つの場処に住して､仏と対話することを言う｡
｢[四導師]觀釋迦牟尼佛｡而問訊言｡世尊｡少病少惱安樂行不｡所應度者受教易不｡不令世尊生疲勞耶｡爾時四
大菩薩｡而説偈言｡<世尊安樂 少病少惱 教化衆生 得無疲惓 又諸衆生 受化易不 不令世尊 生疲勞耶>」


















其瓔珞｡分作二分｡一分奉釋迦牟尼佛｡一分奉多寶佛塔｡｣『妙法蓮華経』大正 9・57 中－下  
３０６智慧第一の舎利弗が､それまで師釈尊から教え説かれてきた二乗の法教とはかけ離れた､甚深にし
て微妙なる会三帰一の法華の教えを新たに耳にして､驚愕し､師釈尊が悪摩に化してその心を悩乱するの
ではないかと疑ったことを言う(勝又『講座宝鑰』註釈 p.267 注 12)｡｢世尊｡我[舍利弗]從昔來終日竟夜毎自剋
責｡而今從佛聞所未聞未曾有法[中略]<佛於大衆中 説我當作佛 聞如是法音 疑悔悉已除 初聞佛所説 心中
大驚疑 將非魔作佛 惱亂我心耶[中略]佛以種種縁 譬喩巧言説 其心安如海 我聞疑網斷[中略]世尊説實道 





世尊前 是事難思議 云何而可信 佛得道甚近 所成就甚多 願爲除衆疑 如實分別説 譬如少壯人 年始二十













































































497｡[*実際には窺基撰『大乘法苑義林章』大正 45・372 中の文を基にする] 
３２９『大日経』と『大智度論』の所説を指す 




３３２『宝鑰』定本巻三 p.160､弘全一 p.459 
３３３『十住心論』巻八､定本巻二 pp.270-271､弘全一 pp.364-365 
３３４同上､定本巻二 p.271､弘全一 p.365 
３３５同上､定本巻二 p.271､弘全一 p.365｡『大日経疏』大正 39・681 中を引く 
３３６『十住心論』定本巻二 pp.271-272､弘全一 pp.365-366 
３３７『大日経疏』大正 39・681 中 
３３８藤井淳『空海の思想的展開の研究』pp.475-476  








定本巻三 p.9､弘全一 p.560  
  





雜染五濁世界｡則爲觀自在菩薩｡｣『理趣釈』大正 19・612 上   
３４２｢是因是心望前顯教極果｣『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.460  
３４３『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
３４４Cf.｢大海資衆流以致深｡蘇迷越衆山以成高(大海は衆流に資って以て深きことを致し､蘇迷は衆山に越えて




脱衆生願名大心要誓｡必度一切衆生斷諸結使｡成阿耨多羅三藐三菩提」『大智度論』大正 25・100 下  
３４７Cf.｢廣大如法界｡究竟如虚空｡虚空究竟｡無窮盡故｡我願究竟｡亦無有盡｡法界廣大無邊際故｡我願廣大

















無盡珍 我託祕藏本有義(衆生盲瞑にして心佛に迷い 自ら無盡の珍有ることを識らず 我祕藏本有の義に託
し｡)｣ 『金勝王経秘密伽陀』定本巻四 p.241､弘全一 p.826 及び｢自心曼荼 有佛無佛 性相常住(自心の曼



















観ずるにある(勝又『講座宝鑰』註釈 p.288 註 4)｡Cf.｢海者即諸像重重無盡際限難源｡窮一竟無有窮｡隨一宛然
齊現｡是故云海也｡印者衆像非前後｡同時品類萬差｡即入無礙一多兩現｡彼此無違｡相状不同｡異而非異｡故云
印也｡定者類多差別唯一不殊｡萬像競興廓然無作｡故名爲定也｣法藏撰『華嚴遊心法界記』大正 45・646 下 
３５７圓融は全ての事物が完全に融け合って障りのないこと｡一切諸法が一即一切･一切即一であって圓 
 

































經百十故也｣法藏述『華嚴經探玄記』大正 35・490 中 
３６５初發心時便成正覺と同じ義を示す｡参照､｢此初發心菩薩即是佛故｡悉與三世諸如來等｡亦與三世佛境
界等｡悉與三世佛正法等｡得如來一身無量身三世諸佛平等智慧｡所化衆生皆悉同等｣佛馱跋陀羅譯『六十華
嚴経』大正 9・452 下 
３６６十信の位の終心に佛果を證得することを意味する｡参照､｢三生究竟堅固種｡而爲因｡十信道圓普徳
顯｣法藏述『華嚴經探玄記』大正 35・107 中 
３６７十身は菩薩が修行に依って悟得した境地を十方面から説いたもの､菩薩身･願身･化身･加持身･相好












子｡汝住菩薩不可思議自在解脱｡｣實叉難陀訳『八十華厳経』大正 10・437 下 
３７０等空之心は等虚空無辺広大なる心｡参照「第三劫等虚空心無邊智慧｡一切二乘不能思議」『大日経疏』
大正 39・612 上 
３７１秘密荘厳心､則ち真言密教の法門を指す   
３７２『宝鑰』定本巻三 pp.161-162､弘全一 pp.460-461  
 









３７５『宝鑰』定本巻三 pp.163-164､弘全一 p.462  
３７６華厳法門では縁起の諸法の無礙圓融なることを､十玄門(範疇)を立てて説く｡華厳の玄旨を顕すから










王心數 主伴無盡 互相渉入 帝珠錠光 重重難思 各具五智 多而不異 不異而多 故名一如 一非一
一 無門爲一 如非如常 同同相似(心王心数 主伴無盡なり 互相に渉入して 帝珠錠光のごとく 重重難思にして 
各五智を具す 多にして不異なり 不異にして多なり 故に一如と名づくれども 一は一に非ずして一なり 無数
を一と為す 如は如に非ずして常なり 同同相似せり)｣『吽字義』定本巻三 p.64､弘全一 p.545 
３７８華厳宗の五教の教判､小･始･終･頓･圓の五教を指す   
３７９修行段階＝因位に於る萬行を華に譬え、此れを以て佛果を荘厳する瞑想（定）。因位では花厳三昧、





經隨疏演義鈔』大正 36・637 下－638 上   
３８０五相成身観､五段階の観想を経て即身成仏を実現する実践行を言う 
３８１『三昧耶戒序』定本巻五 p.7､弘全二 pp.135-136 
３８２『宝鑰』定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
３８３『大日経疏』大正 39・612 中 
３８４不空訳『金剛頂一切如來眞實攝大乘現證大教王經』No.865､大正 18・207 上－下  
３８５『菩提心論』に｢住於寂滅平等究竟眞實之智｣の句が見られる(大正 32・573 中) 
３８６不空訳『金剛頂一切如來眞實攝大乘現證大教王經』No.874､大正 18・313 中－下  
３８７金剛智訳『金剛頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』No. 876､大正 18・328 下  
３８８『十住心論』定本巻二 p.280､弘全一 p.374  
３８９第三部第十一章でも議論する  
３９０『吽字義』定本巻三 p.53､弘全一 p.535 
３９１『大日経』大正 18・10 中  
３９２｢一吽字相義分二｡一解字相｡二釋字義｡初解字相者又分四｡四字分離故｡金剛頂経釋此一字具四字義｡
一賀 字義｡二阿 字義｡三汙 字義｡四麼 字義｡(一の吽字を相と義の二に分つ｡一には字相を解し､二には字義
を釋す｡初めに字相を解すとは､又四に分つ｡四字分離の故に｡『金剛頂経理趣釈』に此の一字を釋するに四字の義を具
す｡一には賀 字の義､二には阿 字の義､三には汙 字の義､四には麼 字の義なり)｣『吽字義』定本巻三 p.53､
弘全一 p.535 
３９３『理趣釈』大正 19・609 下  
３９４『十住心論』定本巻二 p.297､弘全一 p.389  
３９５同上､定本巻二 p.297､弘全一 p.389  
３９６同上､定本巻二 p.297､弘全一 p.389  
３９７同上､定本巻二 p.297､弘全一 p.389  
３９８同上､定本巻二 pp.297-298､弘全一 p.389  
３９９『即身義』定本巻三 p.22､弘全一 p.510 
 




４００藤井淳『空海の思想的展開の研究』p.542   
４０１『十住心論』定本巻二 p.299､弘全一 pp.390-391  
４０２『釈摩訶衍論』大正 32･622 上 
４０３『守護国界主陀羅尼経』大正 19･565 下 
４０４同上､大正 19･570 下 
４０５同上､大正 19･570 下 
４０６同上､大正 19･565 下 
４０７『守護国界主陀羅尼経』自体に真言が説かれていない  
４０８参照､藤井淳『空海の思想的展開の研究』pp.513-518  
４０９参照､藤井淳､同上 p.564  



























巻五 p.96､弘全二 p.185／｢乾坤経籍箱 萬象含一點 六塵閲縑緗(乾坤は経籍の箱なり 萬象を一點に含み 六
塵を縑緗に閲す)｣｢遊山慕仙詩｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.10､弘全三 p.402  
４２０神は本朝の地祇ではなく､神変の略｡｢現神｣は神変を現ずる意 
４２１萬徳自性で、衆生の自心に仏のさとりのあらゆる徳智＝仏性万徳の荘厳が本来的に具わっているこ
とを言い表し､羯磨曼荼羅に対応する(勝又『講座宝鑰』註釈 p.307 註 11） 
４２２輪圓は萬徳を圓満に具足する義､輪圓具足で曼荼羅の訳語となる｡参照､｢四 明真言曼荼羅
具足輪圓行果｡(四の  は真言曼荼羅具足輪圓の行果を明かし)｣『般若心経秘鍵』定本巻三 pp.10-11､弘
全一 p.5／｢大日如來恒沙塵數之徳具足無缺｡故曰曼荼羅｡曼荼羅者無比味無過上輪圓備*足義也(大日如来､
恒沙塵数の徳具足して欠けたること無し｡故に曼荼羅と曰ふ｡曼荼羅とは､無比味､無過上味､輪圓備足の義なり)[*弘全
には｢満｣と作る]｣『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.21､弘全二 p.161 
４２３荘嚴仁は秘密荘厳を体現した人､即ち佛を意味する 
４２４『十住心論』定本巻二 p.307､弘全一 p.397  
４２５『大日経』住心品､大正 18・1 下 
４２６同上､大正 18・2 上 
４２７｢一向志求一切智智｣『大日経疏』大正 39・611 下 
４２８『大日経』具縁品､大正 18・9 中 
 




４２９金剛智譯『金剛頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』大正 18・331 上 
４３０『大日経』具縁品､大正 18・9 中 
４３１｢謂六大者五大及識｡大日經所謂｡<我覺本不生｡出過語言道｡諸過得解脱｡遠離於因縁｡知空等虚空>是
其義也｡彼種子眞言曰<  >｡阿 字諸法本不生義者即是地大｡縛 字離言説謂之水大｡
清淨無垢塵者是則囉  字火大也｡因業不可得者訶 字門風大也｡等虚空者欠 字字相即空大也｡我覺者識
大｡(謂く､六大とは五大及び識となり｡『大日経』に謂ふ所の<我覺本不生 出過語言道 諸過得解脱 遠離於因縁 知空
等虚空>是れ其の義なり｡彼の種子眞言に曰く<  >｡爲いはく  阿字諸法本不生の義とは即ち














を除外した｢    ｣の十二字を指すとする｡又別には『大日経』秘密曼荼羅品に説
く「十二句真言王」＝  とする説もある(  は中尊大日如来､  は西方無量寿




























一字心密言曰<  鑁>｡爾時金剛界如來｡復告金剛手言｡若有善男子善女人｡受持此深密瑜伽金剛一切如來大 
 













題』定本巻四 p.87､弘全一 p.708  
４４０『宝鑰』定本巻三 pp.168-169､弘全一 p.466  
４４１但し､『菩提心論』を空海が大変高く評価していたことも紛れの無い事実である｡参照､｢此論者龍樹
大聖所造千部論中密藏肝心論也｡(此の論『菩提心論』は､龍樹大聖所造の千部の論の中の密藏肝心の論なり)｣『二教
論』定本巻三 p.94､弘全一 p.491  
４４２『宝鑰』定本巻三 pp.169-174､弘全一 pp.466-471｡『菩提心論』大正 32・573 下－18・574 下 
４４３詳細な分析は､本論第十二章第三節で行う 
４４４例えば､不空訳『金剛頂瑜伽三十七尊出生義』大正 18・297 下－299 上に典型的に説かれる 
４４５金剛智訳『金剛頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』大正 18・326 下－331 中 
４４６不空訳『成就妙法蓮華經王瑜伽觀智儀軌』大正 19･594 上－602 上 
４４７『声字義』定本巻三 pp.37-38､弘全一 p.523  
４４８同上､定本巻三 p.35､弘全一 p.521  





４５２一闡提は梵 Icchantika の音写｡成佛の可能性を全く持たない者を指し､無佛性･寂種とも訳される  
４５３無間は阿鼻地獄､｢無間人｣は五無間罪を犯して阿鼻地獄に堕すことが必至の極悪人を指す  
４５４『一字頂輪王時處儀軌』大正 18・321 上 













４６１『十住心論』定本巻二 p.308､弘全一 p.398  




４６４『声字義』定本巻三 p.40､弘全一 p.525  
４６５真言＝漫怛羅という文例も存在する｡｢真言者梵曰漫怛羅｡即是真語如語不妄不異之義｡龍樹釋論謂
之祕密號｡舊譯云呪」『大日経開題(衆生狂迷)』定本巻四 p.21､弘全一 p.649  
４６６『大日経』具縁品､大正 18・10 上－中  
４６７因行證入は修行からさとりへの四段階＝因[発心  ]行[修行  ]証[菩提  ]入[涅槃  ]であり､これに究
竟果 を加えて 字五転とする 
 









大正 39・725 中－下 
４７０『大日経』住心品､大正 18・1 上 
４７１『大日経』秘密曼荼羅品､大正 18・31 中  
４７２『大日経』具縁品､大正 18・12 下 
４７３同上､大正 18・12 下 
４７４『大日経』普通真言蔵品､大正 18・14 下 
４７５同上､大正 18・14 上 
４７６同上､大正 18・14 上 






疏要文記』弘全一 p.600  
４７９Cf.｢復次眞言行者｡以初三昧耶故｡得同如來祕密身口意平等之身｡以第二三昧耶故｡得同如來加持法
界宮尊特之身｡以第三三昧耶故｡令此身土皆如金剛｡與無量持金剛衆而自圍繞｣『大日経疏』大正 39・675 下 
４８０『大日経』住心品､大正 18・1 上－中   
４８１『弁顕密二教論』定本巻三 pp.103-105､弘全一 pp.500-502  
４８２底本の定本全集には｢也｣と作るも､弘全版及び『二教論』定本版の採用する｢印｣を正とするべきで
あろう   







文*』定本巻五 pp.15-16､弘全二 p.156[*但しこの第一文には偽作の疑い有り]  
４８５『十住心論』定本巻二 p.318､弘全一 p.407    
４８６同上､定本巻二 p.319､弘全一 p.407    
４８７Ex.｢此諸法法性｡若佛出世｡若不出世｡常住不異｣『八十華厳経』大正 10・199 中    
４８８Ex.｢諸佛法爾｡若佛出世若不出世｡一切衆生如來之藏常住不變｣佛陀跋陀羅訳『如來藏経』大正
16・457 下   
４８９『十住心論』定本巻二 p.319､弘全一 p.407    
４９０『大日経』具縁品､大正 18・10 上   
４９１『十住心論』定本巻二 p.320､弘全一 p.409   
４９２『大日経疏』大正 39・650 下   
４９３『大日経』具縁品､大正 18・10 上   
４９４同上､大正 18・9 下   
４９５『声字義』定本巻三 pp.37-38､弘全一 pp.523-524  






経疏』大正 39・654 上  
 





自在牟尼 圓滿普周遍 悉遍諸世界 一切智慧者 大日尊告言 善哉摩訶薩 大徳金剛手 吾當一切説 
微密最希有 諸佛之祕要[中略]内心之大我[中略]八葉從意生 蓮華極嚴麗 圓滿月輪中 無垢猶淨鏡[中略]常
恒於内外 普周遍加持｣『大日経』大正 18・40 下／｢毘盧遮那無盡莊嚴身周遍法界｡十方三世一切如來｡亦
復如是｡一一無盡莊嚴身周遍法界｣『大日経疏』大正 39・619 下   












理致是れ一なり)｣『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 p.4､弘全一 p.634 
５０２参照､｢一一句句一一字字皆是諸尊法曼荼羅身(一一の句句､一一の字字､皆これ諸尊の法曼荼羅身なり)」
『梵網経開題』定本巻四 pp.226-227､弘全一 p.816／｢ 者[中略]如來世尊爲諸衆生雨最上乗乘大法雨義｡
所謂一切契經及世間呪術經書是也[中略]四種法寶四種法身只在此一字中 (  鑁とは[中略]又如来世尊､諸の衆
生の爲に最上乗の大法雨を雨ふらす義なり｡所謂一切の契經､及び世間呪術の経契是れなり｡[中略]初四種の法寶･四






の秘号なり)｣『法華経開題(殑河女人)』定本巻四 p.185､弘全一 pp.794-795 
５０４『六十華厳』巻五十七､大正 9・765 下－766 上｡『八十華厳』巻七十六､大正 10・418 上－中   
５０５『摩訶般若波羅蜜経』巻五､大正 8・256  
５０６慧嚴訳『大般涅槃経』文字品第十三､大正 12・653 下－655 中  
５０７『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五 p.101､弘全二 pp.719-720   
５０８阿字の百二十義｡『守護国界主陀羅尼経』大正 19･532 中－533 中   
５０９『十住心論』定本巻二 p.324､弘全一 p.413   




と有るには非ず｣大正 39・651 下の記述に基づく｡この文は『吽字義』に引かれる｡定本巻三 p.56､弘全一
p.538  






望み絶ゆ)｣『大日経開題(大毗盧遮那)』定本巻四 p.31､弘全一 p.658 
５１４持国天(東)･増長天(南)･広目天(西)･多聞天(北)の四天王  
５１５『十住心論』定本巻二 pp.6-7､弘全一 pp.128-129   









５１８『宝鑰』定本巻三 p.176､弘全一 p.473 
５１９｢如來説法必藉文字｣『声字義』定本巻三 p.35､弘全一 p.521 
５２０｢四種曼荼各不離｣『即身義』定本巻三 p.18､弘全一 p.507 








ざるをば妄語と名づく｡)｣同上､定本巻三 p.40､弘全一 p.526 
５２４法身説法を言葉と真理の問題に限定するスタンスは､例えば藤井淳『空海の思想的展開の研究』
pp.376-377 等に見られ､現代でも未だに用いられる所である 
５２５『大日経』大正 18・49 中 
５２６『請来目録』定本巻一 p.31､弘全一 p.526 
５２７『仁王経開題』定本巻四 p.147､弘全一 p.752 
５２８『楚辞』九章･悲回風に｢路眇眇之黙黙(路は眇眇として黙黙たり)｣とあるを典拠とする 
５２９『一切経開題』定本巻四 pp.272､275｡弘全一 pp.852､850 
５３０｢我於諸經中説｡若有人見十二縁者即是見法｡見法者即是見佛｡佛者即是佛性｡何以故｡一切諸佛以此
爲性｣『大般涅槃経』大正 18・768 下 
５３１｢説法者無法可説｡是名説法｣｢如來説法説法者｡無法可説是名説法｣『金剛般若波羅蜜経』大正 8・751
下及び 756 上 
５３２『妙法蓮華経』大正 9・5 下 











５４３和久希､同上 p.155 より読み下しを引く 
５４４『荘子』雑篇､ちくま学芸文庫､p.224 
５４５中島隆博『残響の中国哲学』pp.31-35 
５４６｢笠大夫奉為先妣奉造大曼荼羅願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.112､弘全三 p.479 








て別異することを得ず]｣『宝鑰』定本巻三 p.138､弘全一 p.439)の原則に通じるものがある 
５５２｢答叡山澄法師求理趣釈経書｣『性霊集』巻十､定本巻八 pp.203-205､弘全三 pp.550-552 
５５３『大日経疏』大正 39・767 上 
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〇龜上龍上(河圖･洛書)   〇觀時變･察化成  〇金玉笙簧 
〇郁乎煥乎   〇自然之文   〇文章爲紀綱之要 





















〇自然     〇煥乎    〇游夏  




  〇共二儀生([原道篇]では與天地並生･兩儀)  〇自然起([原道篇]では自然之道) 
  〇日月   〇天地   〇天籟･地籟([原道篇]では林籟結響) 


























































       
賦･文の文字数は採録された篇数だけでは測れない､『文選』に於ける存在感を示す指標であ
る｡因みに､1922 年北京で版刻された『弘法大師著述輯要』の奥書によると､『秘蔵宝鑰』の文
字数は 17,611 字､『十住心論』の文字数は 88,487 字､『吽字義』の文字数は 5,547 字となってい
詩 騒
周代合計 4題4首 1題1首（歌） 7題16首 3題3首
屈原 - - 5題10首 -
宋玉 4題4首 2,784字 - 2題6首 1題1首 1,441字
前漢合計 8題8首 7題32首 1題1首 26題33首
賈誼 1題1首 552字 - - 2題2首 1,271字
司馬相如 3題3首 4,249字 - - 4題4首 2,843字
楊雄 3題3首 4,355字 - - 3題3首 2,796字
後漢合計 13題13首 1題4首 - 13題13首
班固 3題3首 5,511字 - - 7題7首 3,683字
張衡 5題5首 12,314字 1題4首 - -
建安～三國合計 5題5首 40題82首 - 36題43首
劉楨 - - 5題10首 - - -
陳琳 - - - 4題4首 4,098字
王粲 1題1首 329字 8題13首 - -
曹丕 - 3題5首 - 4題4首 1,694字
曹植 1題1首 911字 16題25首 - 6題13首 5,910字
嵆康 1題1首 1,917字 3題7首 - 2題2首 2,729字
阮籍 - 1題17首 - 2題2首 540字
西晉合計 16題16首 61題124首 - 27題40首
張華 1題1首 523字 4題6首 - 1題1首 366字
潘岳 8題8首 12,458字 6題10首 - 5題5首 3,656字
陸機 2題2首 2,294字 19題52首 - 8題57首 10,131字
左思 3題3首 10,091字 3題11首 - -
東晉合計 3題3首 12題18首 - 7題7首
郭璞 1題1首 1,679字 1題7首 - -
宋朝合計 5題5首 81題105首 - 18題18首
陶潛 - 7題8首 - 1題1首 338字
謝靈運 - 32題40首 - -
顔延年 1題1首 880字 16題21首 - 5題5首 2,769字
鮑昭 2題2首 851字 9題18首 - -
齊・梁合計 2題2首 48題77首 - 36題48首
謝朓 - 21題21首 - 2題2首 745字
江淹 2題2首 1,132字 3題32首 - 1題1首 638字
任昉 - 2題2首 - 17題19首 9,889字






































































































































あろう｡ただし､文例 iii の｢境思｣の｢境｣が仏教の六境を指すと言う指摘１３９があり､文例 iv｢心を
凝こらす(凝心)｣｢心中に了あきらかに見る(心中了見)｣や､文例 vi､vii の｢天海の外｣に廓大させ
た心(凝心天海之外)と｢文･語｣が心(方寸)の中に万象を容納させるといった概念は､王昌齢が或い
































































  ★耳に快い声音(｢清音｣)で整った韻律を賦与(｢韻其風律｣)し 


























































































































































 *文賦 1) 或曰､余每觀才士之所作､竊有以得其用心｡夫放言遣辭､良多變矣､妍蚩好惡､可得而 

















































































  ★沈辭怫悅､若游魚銜鉤而出重淵之深 
























































































































































































































































































































































































































  ◎文彩ある麗しい言葉(｢麗藻彬彬｣｢芳蕤馥馥｣｢文垂條而結繁｣｢藻思綺合｣｢瓊敷玉藻｣)で定着し 
◎一篇を際立たせる秀句＝｢警策｣の効果(｢石韞玉而山輝｣｢水懷珠而川媚｣)を活用し 



























































































































































































  〇4(平等三密)＋6(遍法界而常恒) /4(五智四身)＋6(具十界而無缺) //5 (悟者号大覺)＋5(迷者名衆生) //4(衆生癡暗)＋ 




*秀 7)三界六道 4/長迷一如之理 6//常酔三毒之事 6/荒獵幻野 4/無心歸宅 4｡//長眠夢落 4/覺悟何
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*秀 9) 若能/觀日月之輪光 6/誦聲字之真言 6｡/發三密之加持 6/揮四印之妙用 6｡//則大日之光
明 6/廓周法界 4｡/無明之障者 5/忽帰心海 4｡//無明忽為明 5/毒藥乍為藥 5｡//五部三部之尊 6/森




















*秀 10) 夫/法界淨心 4/超十地以絶絶 6｡/一如本覺 4/孕三身而離離 6｡// 曼荼性佛 4/圓圓之又
圓 5｡/大我真言 4/本有之又本 5 ５０１｡(夫れ法界の浄心は十地を超えて以て絶絶たり｡一如の本覺は三身を孕
んで離離たり｡曼荼の性佛は圓圓の又の圓｡大我の真言は本有の又の本なり｡) －『大日経開題(法界浄心)』 
*秀 11) 心王大日 4/孕三身 3/而圓圓之又圓 6｡//心數曼荼 4/超十地 3/以本有之又本 6｡// 恒沙眷
属 4/鎮住自心之宮 6｡/無盡壮嚴 4/常遊本初之殿 6｡// 自非/輪王之性 4/金剛之種 4｡/誰能/見三






〇｢一如本覺｣と｢心王大日」  ｢曼荼性佛｣と｢心數曼荼｣ 
が差し替えられていると読み取れる｡『法界浄心』本には別に｢法界淨心｣と｢大我真言｣が見出さ
れる｡これらは文意としては､｢一如本覺＝心王大日｣を同格で言い換えるシノニムの役割を果た
す｡秀 11 の『衆生狂迷』本が 



















*秀 12)[所謂加持感應者]夫/夢郷幻客 4/飄妄波而 4/辭常樂之神都 6｡// 泡身盲子 4/策業馬以 4/戲
苦空之曠野 6｡// 逐陽焔以忘歸 6｡/攀空花而逸蕩 6｡[中略]不知/佛心即我心 5/我身不離佛身 6｡// 
空懷寶珠 4/跉跰貧里 4｡/徒韞醍醐 4/常服毒藥 4｡[中略] 遍照法王 4/ 安住法界宮 5｡/開壮嚴之秘















  〇｢壮嚴の秘蔵を開｣いて｢三密の法輪を轉｣ずることであり 















*秀 13) 妙雲開塔之朝 6｡/金薩灌頂之時 6｡//三密秘蔵 4/爀神光 3/而曜大虚 4｡/五智大我 4/湛妙
相 3/以坐霊臺 4｡//十六輪王 4/各領自國 4｡/四攝宰輔 4/分職利他 4｡/恒沙万徳 4/森羅自居 4｡//無
盡壮嚴 4/塵麻非喩 4｡/各奉大日之垂拱 7｡/如衆星共北辰 6｡//三十七圓智 5/微細住自然 5｡/四種












◎金剛薩埵 大日 五智五仏 十六大菩薩 三十七尊 四種曼荼羅 恒沙万徳 金剛性 
という基本要素が 





*秀 14) 夫/道之本無始無終 7｡/教之源無造無作 7｡/亘三世而不變 6｡/遍六塵而常恒 6｡// 然猶/
無示者則 4/目前不見 4｡/無説者則 4/心中不知 4｡洎乎/雙圓性海 4/常談四曼自性 6｡/重如月殿 4/






















*秀 15) 妙法蓮華経者 6｡/斯乃/表自性之秘名 6｡/示淨心之密号 6｡//人名觀自在王 6｡/法曰妙法











*秀 16) 還源之思已忘 6｡/返本之情都失 6｡//日日營 3/生死之苦因 5｡/夜夜增 3/無明之業果 5｡/
狂醉厚深 4/覺悟無日 4｡//於是/覺王發悲投藥 6｡/慈父垂慈与樂 6｡// 狂醉淺深 4/敎藥多門 4｡/機
根大小 4 /車乗不一 4｡// 雖/藥隨病無數 5 /乗逐器無量 5｡/而/攝末要本 4 /旨歸不二 4｡// 不二之
理 4 /甚深難解 4｡/一如之趣 4 /秘奧叵入 4//｡所謂/不二一如 4 /豈只遮二 4 /詮一之名 4 /乎｡密号









































*秀 18)遮那中央坐 遮那阿誰号 本是我心王 三密刹土遍 虚空嚴道場 山毫點冥墨 乾坤
經籍箱 萬象含一點 六塵閲縑緗５５６｡(遮那中央に坐まします､遮那は阿誰たれが号なぞ｡本是れ我が心王な
り｡三密刹土に遍く､虚空に道場を嚴かざる｡山毫さんごう冥墨めいぼくを點ず５５７､乾坤は經籍けいせきの箱なり｡萬象






















































































































































































































































































































































 ◎秀 36) ｢奉爲桓武皇帝講太上御書金字法華達嚫｣ 
 ◎秀 37) 秀 38) ｢天長皇帝爲故中務卿親王捨田及道場支具入橘寺願文｣ 
等の､天皇の為に書き下した法会の達嚫･願文に見出されるし､情緒的な深い精神性の面では 
◎秀 48) 秀 49) ｢爲亡弟子智泉達嚫文｣ 















































*秀宝 2)渇鹿野馬 4/奔於塵郷｡4/狂象跳猿 4/蕩於識都｡4// 遂使/十惡快心日夜作｡7/六度逆耳不
入心｡7/謗人謗法 4/不顧燒種之辜｡6// 耽酒耽色 4/誰覺後身之報｡6/閻魔獄卒 4/構獄断罪｡4/餓











*秀宝 3) 心外礦垢 4/於此悉盡｡4/曼荼莊嚴 4/是時漸開｡4 // 麼吒恵眼 4/破無明之昏夜｡6/日月





















*秀宝 5) 夫/生非吾好 4/死亦人惡｡4/然猶/生之生之 4/輪轉六趣｡4/死去死去 4/沈淪三途｡4// 生
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*秀宝 10)本覺内熏 4/佛光外射 4/欻爾節食 4/數數檀那｡4// 牙種疱葉之善 6 /相續而生 4/敷花結







*秀宝 11)能行此五則 5/四序玉燭 4/五才金鏡｡4/國行之則 4/天下昇平｡5/家行之則 4/路不拾遺｡























*秀宝 13)夫/狂毒不自解 5/醫王能治｡4/摩尼不自寶 5/工人能營 4｡// 所謂/醫王工人 4/豈異人乎
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*秀宝 17)前来聖帝賢臣｡6 /廣建伽藍 4/安置僧人｡4/割万戸而鳴鐘 6 //開千頃而𣂰食｡6 /憑仰非
他｡4/只在鎭押國家 6 /利濟黎元｡4// 然今所在僧尼｡6 /剃頭不剃欲 5 /染衣不染心｡5 /戒定智慧 4/
乏於麟角｡4/非法濫行 4/欝於龍鱗｡4/日夜経營 4/叩頭臣妾之履｡6 /朝夕苞苴 4/屈膝僕婕之足｡6 // 



































*秀宝 18)夫/蟭螟不見 4/大鵬之翼｡4/蝘蜓何知 4/難陀之鱗｡4// 蝸角不得 4/衝穹昊之頂｡5/僬僥
















































*秀宝21)代無扁華 4/醫道何不断｡5/時絶羿養 4// 武術誰可廢｡5/師鍾感天絲綺 6/義獻應仙龍管｡













*秀宝 23)冬天盡殺 4/松柏不彫｡4/陰氣凍水｡4/潮酒不氷｡4// 紂民編戸可戮 6/然猶三人稱仁｡6/堯





































*秀宝 27)讀経礼佛 4/報國家之恩｡5/觀念坐禪 4/答四恩之徳｡5/８１１(経を讀み佛を礼して國家の恩に報じ､
觀念坐禪して四恩の徳を答ふ｡) 
これは､仏者の行動とその目的の本質を言い尽くす､究極的な秀句である｡ 
*秀宝 28)夫/法名諸佛之師｡6/佛則傳法之人｡6// 一句妙法 4/億劫難遇｡4/一佛名字 4/憂曇非喩｡



















  *又云雪山投身者爲求半偈法８１９｡ 




















*秀宝 31) 法資人弘 4/人待法昇｡4/人法一體 4/不得別異｡4/是故/謗人則法 4/毀法則人｡4/謗人謗























































*秀宝 37)聖王不言 4/萬國競歸王｡5/巨壑不思 4/千流各朝宗｡5// 富人不呼貧人集｡7/智者默之童

















  ●｢様々な禽獸･藥草と毒草｣｢魚鼈と龍鬼｣｢千流｣｢萬有｣｢百草｣ 
  ●｢悪鬼｣｢盜賊｣｢妍蚩の像｣｢大小の影｣ 
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*秀宝 45)心王自在 4/得本性之水｡5/心數客塵 4/息動濁之波｡5// 權實二智 4/證圓覺乎一如｡6/真



























*秀宝 47)若夫/ 孔宣出震旦 5/述五常乎九洲｡6/百會誕華胥 5/開一乗乎三草｡6// 於是/狂酔黎元






















*秀宝 48)至如/ 入蓮華三昧 5/觀性徳不染 5/放白毫一光 5/表修成遍照｡5// 會三歸一 4/讃佛智





















         
 次に､顕教至上の段階である第九住心､華厳法門の極無自性心での秀句を検討する｡ 
*秀宝 50)夫/甚深也者麼盧｡6/峻高也者蘇迷｡6/廣大也者虚空｡6/久遠也者芥石｡6 // 雖然/芥石竭
磷 4/虚空可量｡4/８９１(夫れ甚深なるは麼嚧まろ[大海]､峻高なるは蘇迷そめい[須弥山]､廣大なるは虚空､久遠なる
は芥石けしゃく､然りと雖も芥石も竭つき磷ひすらぎ８９２､虚空は量りつ可し｡) 
*秀宝 51)近而難見我心｡6/細而遍空我佛｡6/我佛難思議 5/我心廣亦大｡5// 巧藝心迷擲笇 6/離律





*秀宝 52)迷自心故 4/六道之波鼓動｡6/悟心原故 4/一大之水澄淨｡6// 澄淨之水 4/影落萬象｡4/一










*秀宝 53)有/真如受熏之極唱｡7/勝義無性之秘告｡7// 警一道於彈指 6/覺無為於未極｡6// 等空之
































*秀宝 54)入此海印定 5/觀法性圓融｡5/照彼山王機 5/示心佛不異｡5// 攝九世於刹那 6/舒一念於














*秀宝 55)重重無礙喩帝網 隱隱圓融錠光心 花嚴三昧一切行 果界十尊諸刹臨 雖入此宮初
發佛 五相成身可追尋９２８｡(重重無礙にして帝網に喩ふ､隱隱たる圓融は錠光の心なり｡花嚴三昧は一切の行























*秀宝 56)真言密教法身説 秘密金剛最勝真 五相五智法界體 四曼四印此心陳９２９｡(真言密教は
法身の説､秘密金剛は最勝の真なり｡五相五智法界體なり｡四曼しまん四印しいん､此の心に陳ちんず｡) 

















*秀宝 58)真言教法 4/一一聲字 4/一一言名 4/一一句義 4/一一成立 4/各具無邊義｡5/歴劫難窮盡｡
5// 又/ 一一字具三義｡6/所謂聲字實相｡6/又具二義 4/字相字義也｡5//又/是一一句 4/具淺略深秘















*秀宝 59)真言密教 4/兩部秘蔵 4//是 /法身大毗盧舎那如来 9/与自眷属 4/四種法身 4//住金剛法






















































































































５齊桓(前 685－前 643)､春秋･齊の第十六代で春秋五覇の筆頭に晋の文公(重耳)と並び数えられる 




６『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.543 注 9 参照 
７陸機りくき(261－303)は西晋の政治家､呉郡の名家の出､字は士衡しこう｡呉の滅亡後洛陽に入り､政争に巻
き込まれ死す｡対句の多用と華麗な表現で詩･賦に傑作を残す｡潘岳と共に六朝時代を代表する文人 
８『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.158､弘全三 p.131 
９同上､定本巻六 p.153､弘全三 p.127 
１０『声字義』定本巻三 pp.39-40､弘全一 p.525  





の裏 風氣相撃聲響起 若しは愚若しは智[中略]内風外風吾が耳を誑す 聴くこと同じからず)｣｢詠響喩｣『性霊集』
巻十､定本巻三 p.209、弘全三 p.555  
１３この解釈の大枠の構造は､井筒俊彦『意味の深みへ』所録｢意味分節理論と空海｣『井筒俊彦全集』第
8 巻､2014 年､pp.384-421 の特に pp.418-420 に負っている  
１４参照､中島隆博『思想としての言語』岩波書店､2017 年､p.6  
１５中島隆博､同上､p.7  
１６『声字義』定本巻三 p.35､弘全一 p.521  
１７同上､定本巻三 p.38､弘全一 p.524  
１８同上､定本巻三 p.40､弘全一 p.526  
１９同上､定本巻三 pp.45-46､弘全一 p.531  
２０同上､定本巻三 p.35､弘全一 p.521  
２１同上､定本巻三 p.35､弘全一 p.521  
２２『大日経』住心品､大正 18・1 中   
２３｢如是法身智身二種色相平等平等遍滿一切衆生界一切非情界｡常恒演説眞實語如義語曼荼羅法教(是の
如くの法身･智身二種の色相､平等平等にして､一切衆生界･一切非情界に遍満して､常恒に眞実語･如義語の曼荼羅法






野､同上 p.258 を参考にした  
２９『文心彫龍』原道第一､『新釈漢文大系』本『文心彫龍』上 pp.15-16 



























































６９『文鏡秘府論』天巻､定本巻六 pp.26-27､弘全三 p.22 
７０興膳宏｢空海『文鏡秘府論』の世界｣『中国の文学理論の展開』所録､p.401 
７１『文心彫龍』巻二頌讃第九､p.41 参照 
７２『文鏡秘府論』地巻､定本巻六 p.53､弘全三 p.41 
７３『文心彫龍』巻二明詩第二､pp.30-31｡但し『彫龍』と『秘府論』の引用文には語句に異同がある 
７４『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.135､弘全三 pp.111-112 
７５『文鏡秘府論』天巻､定本巻六 pp.3-5､弘全三 pp.1-3 
７６Cf.｢於虚空中説此法門及文字章句｣不空撰『金剛頂大瑜伽祕密心地法門義訣』大正 39・808 中 
７７前出の如く､『易経』賁の卦の彖辞に｢觀乎天文､以察時變､觀乎人文､以化成天下｣とある 
７８Cf.｢癡闇黔首往而不歸｣『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455 
７９Cf.｢蒼生太狂酔自心不能覺｣『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460 
８０Cf.｢道生一､一生二､二生三､三生萬物。萬物負陰而抱陽､沖氣以爲和洲｣『老子』第四十二章 
８１特定できず 










８５Cf.｢文字之義用｡大哉遠哉｡｣｢獻梵字幷雜文表｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.63､弘全三 p.443 
８６Cf.｢聲之詮名必由文字｡(聲の名を詮ずること必ず文字に由る)｣『声字義』定本巻三 p.36､弘全一 p.522  
８７｢各體互興､分鑣幷驅(各體互ひに興り､鑣くつばみを分ちて並びに驅す)｣昭明太子『文選序』 
８８Cf.｢二教殊轍分手金蓮之場｡五乘並鏕｣『般若心経秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554  





























































１１５『聾瞽指歸』定本巻七 p.4､弘全三 p.287 
１１６同上､定本巻七 p.4､弘全三 p.288 
１１７｢與越州節度使求内外經書啓｣『性霊集』巻五､定本巻八 p.84､弘全三 p.460 
























１２９『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.115､弘全三 p.94 
１３０同上､定本巻六 p.116､弘全三 p.94 
１３１同上､定本巻六 p.116､弘全三 pp.94-95 
１３２同上､定本巻六 p.116､弘全三 p.95 
１３３同上､定本巻六 p.118､弘全三 p.96 



















１３９『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､pp.388-389 注 1 及び 3 参照 
１４０『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.118､弘全三 pp.96-97 
１４１同上､定本巻六 p.119､弘全三 p.97 
１４２同上､定本巻六 p.121､弘全三 p.99 
１４３同上､定本巻六 p.124､弘全三 p.101 
１４４同上､定本巻六 p.124､弘全三 p.101 
１４５参照､興膳宏｢皎然『詩式』の構造と理論｣『中国文学理論の展開』所録､pp.230-231 








１５０『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.134､弘全三 pp.110-111 
１５１同上､定本巻六 p.135､弘全三 p.111 
１５２同上､定本巻六 pp.135-139､弘全三 pp.112-115 
１５３『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.472 注 1 参照  
１５４『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.138､弘全三 p.114 













１６２『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 pp.139-146､弘全三 pp.115-121 






１６７『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.504 注 1 参照   




１７２総句数 288 句中､対を成す句 190､対偶律 66％､四六率 90％｡福井佳夫｢陸機『文賦』の文章｣『六朝






１７６『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.153､弘全三 p.127 
 










































２０３小尾郊一『沈思と翰藻 『文選』の研究』p.131 及び福井佳夫『六朝美文学序説』p.143 参照 

































２２４『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.112､弘全三 p.91 
２２５『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.142､弘全三 p.118 
２２６興膳宏『潘岳 陸機 中国詩文選 10』筑摩書房､1973 年､p.215 


















































































































と儒教』p.197   












３０２如は若 if の義｡失機而後會は錯過時機･失誤事機(機會を喪失して遅れをとること) 





３０６興膳宏『潘岳 陸機 中国詩文選 10』p.229   
３０７『文鏡秘府論』西巻､定本巻六 p.161､弘全三 p.133 















３１９『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.156､弘全三 p.130 
 
 




































３４０興膳宏『潘岳 陸機 中国詩文選 10』p.233 参照   
３４１福井佳夫｢陸機『文賦』の文章｣『六朝文評価の研究』所録､pp.115-116 参照   
３４２福井佳夫､同上､pp.76-82 参照   






























３５６『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全第一 p.435 




















３６９『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.560 注 3 参照 


















３８２悲は悲傷｡雅は正規･正調 correct の意｡雖悲而不雅は前節の雖和而不悲に呼応する 









































































































































４６０興膳宏『潘岳 陸機 中国詩文選 10』p.250 
４６１興膳宏､同上､p.251 
４６２興膳宏｢『文心雕龍』隱秀篇の文学理論史上における位置｣『中国文学理論の展開』p.115 












４７２初唐の褚亮(560－647)の編｡参照『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､pp.519-520 注 13 
４７３『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.147､弘全三 p.122  
４７４一例として福田亮成編『弘法大師聖句集成』山喜房佛書林､2010 年が掲げられる 
４７５『般若心経秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554  
４７６Cf.｢佛道不遠､廻心即是也｣『一切経開題』定本巻四 p.277､弘全一 p.854  
４７７卍續蔵 1・41・4  




４８０『弁顕密二教論』定本巻三 p.75､弘全一 p.474  
４８１Cf.｢所謂法佛者常住三世淨妙法身法界體性智大毗盧遮那明自受用佛是也｣『秘密曼荼羅教付法伝』定
本巻一 p.66､弘全一 p.2  










４８８『即身成仏義』定本巻三 p.28､弘全一 p.516  
４８９『声字義』定本巻三 p.35､弘全一 p.521  
４９０Cf.｢動名生死 靜名涅槃 迷名衆生 悟名諸佛｣『理観啓白』定本巻五 p.97､弘全二 p.186 
 
 




４９１Cf.｢愚童癡暗不信因果之名也｣『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421 
４９２『吽字義』定本巻三 p.59､弘全一 p.541  
４９３Cf.｢夫歸宅必資乘道｡愈病會處藥方｣『十住心論』定本巻二 p.4､弘全一 p.421 
４９４Cf.｢四種法身雖其數無量｡而體則一相一味無此無彼｣『吽字義』定本巻三 p.65､弘全一 p.546 
４９５『請来目録』定本巻一 p.31､弘全一 p.526 
４９６Cf.｢既蒙提撕心霧忽消｣『宝鑰』定本巻三 p.139､弘全一 p.440 
４９７『三昧耶戒序』定本巻五 p.8､弘全二 pp.136-137 
４９８Cf.｢四曼四印此心陳｣『宝鑰』定本巻三 p.167､弘全一 p.465 
４９９Cf.｢若轉漸増長則廓周法界量等虚空｣『宝鑰』定本巻三 p.172､弘全一 p.469｡『菩提心論』（大正 32・
574 中）からの引用 
５００Cf.｢刹塵渤駄吾心佛 海滴金蓮亦我身｣『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.465 
５０１『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 p.3､弘全一 p.633 
５０２『大日経開題(衆生狂迷)』定本巻四 p.15､弘全一 p.643 

















５０６『大日経開題(三密法輪)』定本巻四 pp.52-53､弘全一 pp.678-679 
５０７Cf.｢四諦法輪驚苦空於羊車｣『般若心経秘鍵』定本巻三 p.4､弘全一 p.555 
５０８Cf.｢逐陽焔而渇愛｡拂華燭而燒身｣『十住心論』巻一､定本巻二 p.9､弘全一 p.130 
５０９Cf.｢空華眩眼龜毛迷情｣『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.418 
５１０Cf.｢不覺内衣裏 有無價寶珠[中略]我等無智故 不覺亦不知｣鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』大正 9・29 中 




涅槃経』大正 12・449 上 
５１３Cf.｢遮心外之迷無開秘蔵之寶｣『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 p.452 
５１４Cf.｢我則法界｡我則法身｡我則大日如來｡我則金剛薩埵｡我則一切佛｣『吽字義』定本巻三 p.66､弘全一
p.547  
５１５『大日経開題(三密法輪)』定本巻四 p.53､弘全一 p.678 
５１６『金剛頂経開題』定本巻四 pp.67-68､弘全一 pp.690-691 
５１７Cf.｢廓同大虚湛然無為｣『宝鑰』p.130､弘全一 p.432 及び｢大虚寥廓｣『宝鑰』p.153､弘全一 p.452 
５１８Cf.｢唯有大日如來於無我中得大我也｡心王如來既至如是地｡塵數難思心所眷屬誰不得此大我之身｡是





















性相常住等虚空｣金剛智訳『金剛頂瑜伽中略出念誦経』大正 18・250 下 
５２７Cf.｢自古文章､起於無作､興於自然｣『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.113､弘全三 p.92 
５２８Cf.｢五智之尊居其根首｡四曼之徳攝其枝末｡至如如如如如之理｡空空空空之智｡足斷不進手亡不及｡奇
哉曼荼羅｡妙矣我三密｣『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.18､弘全二 p.159  
５２９自受法楽 Cf.｢自性受用佛自受法樂故與自眷屬各説三密門｡謂之密教｡此三密門者｡所謂如來内證智境
界也｣『弁顕密二教論』定本巻三 p.75､弘全一 p.474 
５３０Cf.｢法資人弘人待法昇｡人法一體不得別異｣『宝鑰』定本巻三 p.138､弘全一 p.439 
５３１Cf.｢物之興廢必由人｡人之昇沈定在｣｢綜藝種智院式｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.187､弘全三 p.536 
５３２Cf.｢時有増減法有正像｣『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434 
５３３『声字義』定本巻三 p.35､弘全一 p.521  
５３４『弁顕密二教論』定本巻三 pp.80-81､弘全一 p.479｡『釈摩訶衍論』大正 32・601 下の引用 
５３５『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 pp.168-169､弘全一 pp.768-769｡同文は『法華経開題(殑河女人)』
『法華経釈』にも採録される 
５３６Cf.｢若能解密号名字則一一法門皆是佛祕号｣『法華経開題(殑河女人)』定本巻四 p.185､弘全一 p.795 
５３７Cf.｢入蓮華三昧觀性徳不染｣『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.456 
５３８Cf.｢善無畏三藏云｡文殊師利者｡是大日如來智慧｡不離大日如來別有慧｣『十住心論』巻七､定本巻二
p.260､弘全一 p.355 
５３９Cf.｢爾時釋迦牟尼佛｡告彌勒菩薩｡善哉善哉阿逸多｡乃能問佛如是大事｣『妙法蓮華経』大正 9・41 上 
５４０Cf.｢利智鶖子疑吾佛之變魔｣『宝鑰』定本巻三 p.157､弘全一 p.456 
５４１『大樂金剛不空眞實三昧耶經般若波羅蜜多理趣釋』大正 19・612 上  
５４２『最勝王経開題』定本巻四 p.233､弘全一 p.820 
５４３Cf.｢久迷方於還源｡長酔境乎歸舎｣｢於平城東大寺供三宝願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.117､弘全
三 p.484 
５４４Cf.｢營營日夕繋衣食之獄｣『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421 
５４５Cf.｢衆生以無明故｡乘業而生卽受四生之報｣『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 p.181､弘全一 p.779 
５４６Cf.｢蒼生太狂酔自心不能覺｣『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460 
５４７Cf.｢衆生以無明故｡乘業而生卽受四生之報｣『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 p.181､弘全一 p.779 
５４８Cf.｢大覺慈父指其歸路｣『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460 
５４９Cf.｢從百字輪一 字流出｡攝末歸本悉含一字｣『十住心論』巻八､定本巻二 p.273､弘全一 p.367 
５５０Cf.｢佛性法性｡遍法界而不二｡自身他身｡與一如而平等｣｢高野建立初結界時啓白文｣『性霊集』巻九､
定本巻八 p.177､弘全三 p.529 
５５１『十住心論』巻一､定本巻二 p.5､弘全一 p.127｡この文は『大日経開題(衆生狂迷)』の冒頭に類す 




字流出｡攝末歸本悉含一字｣『十住心論』巻一､定本巻二 pp.6-7､弘全一 p.128 
５５４｢遊山慕仙詩｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.9､弘全三 p.401 
５５５Cf.「遙望郭北墓｡白楊何蕭蕭､松柏夾廣路｡下有陳死人､杳杳即長暮」｢古詩一十九首：驅車上東門｣
(『文選』第二十九巻所録) 








土復下一點｡如是展轉盡地種墨」『妙法蓮華経』大正 9・22 中 
５５８｢入山興｣『性霊集』巻一､定本巻八 pp.16-17､弘全三 p.407    
５５９『法華経』譬喩品の三界火宅の比喩(大正 9・14 中－下)  





無くして心に成る者か｡是れ何人ぞや＞と｡)」『荘子』徳充符第五   
５６２｢恵果和尚碑文｣『性霊集』巻二､定本巻八 p.34､弘全三 pp.422-423    
５６３Cf.｢如理作意者即是瑜伽觀智｡瑜伽觀智者｡即是觀念本尊及眞言印等｣『十住心論』巻八､定本巻二
pp.273-274､弘全一 p.367｡『観智儀軌』大正 19・595 上に依る 





５６８｢中寿感興詩幷序｣『性霊集』巻三､定本巻八 p.44､弘全三 pp.429-430   
５６９Cf.｢懸蘿細草堪覆體｣｢山中有何楽｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.17､弘全三 p.408 
５７０｢獻梵字幷雜文表｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.64､弘全三 p.444    
５７１達水は印度香山の南､大雪山の北にある無熱の大池 Anavatapta(阿耨達池)の音写略表記   
５７２嵩山は中華五嶽の一､中嶽   
５７３擊耕は擊壌耕田の略｡堯帝の治世に天下泰平にして万民が平和を謳歌した故事を言う｡鼓腹撃壌に
同義   
５７４龍瑞は龍の瑞祥､嵯峨天皇の聖徳に依って瑞祥が顕現すること   
５７５姑射は仙境､天皇の住居＝仙洞御所を指す   
５７６放曠は物事に拘束されずに気ままなこと｡Cf.｢優遊覺月之殿｡放曠慧日之観｣『金字法華講達嚫』 『性
霊集』巻六､定本巻八 p.93､弘全三 p.465    
５７７｢請赦僧中璟罪表｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.66､弘全三 p.445    
５７８『易經』坤の｢坤厚載物､德合无疆｡含弘光大､品物咸亨｣に依る｡Cf. 嵇康『幽憤詩』｢大人含弘､藏垢
懷恥｡(大人たいじん含弘にして､垢はぢを藏かくし恥はぢを懷こはす)｣(『文選』巻二十三所録)   
５７９｢辞小僧都表｣『性霊集』巻四､定本巻八 pp.67-68､弘全三 p.447    
５８０Cf.｢摩尼不自寶工人能營｣『宝鑰』定本巻三 p.123､弘全一 p.426 
５８１Cf.『荘子』山木篇第二十｢莊子曰＜此木以不材得終其天年＞｡(莊子曰く＜此の木､不材を以て其の天年
を終うるを得たるか｡)｣   
５８２Cf. 王褒｢四子講德論｣｢大廈之材､非一丘之木｡(大廈の材は､一丘の木のみに非ず)｣(『文選』巻五十一所録)  
５８３｢爲酒人内公主遺言｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.71､弘全三 p.450    
５８４『論語』為政｢七十而従心所欲｣  
５８５｢井喩生死｡險岸樹根喩命｡黒白二鼠以喩晝夜｡齧樹根者｡喩念念滅｡其四毒蛇｡喩於四大｣義淨訳『佛説
譬喩経』大正 49・801 中 
５８６『荘子』齊物論篇第二｢不知周之夢為胡蝶與､胡蝶之夢為周與(周の夢に胡蝶と為れるか､胡蝶の夢に周と
為れるかを知らず)｣に基づく   
５８７『老子』第六｢谷神不死(谷神は死せず)｣に対する､河上公注の｢人能養神則不死､神謂五藏之神也｣の説
に基づき､養生の意を示す   
５８８｢爲藤真川擧浄豊啓｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.73､弘全三 p.451    
５８９Cf.謝惠連｢秋懷｣の｢蕭瑟含風蟬､寥唳度雲鴈(蕭瑟しょうしつたり風を含むの蟬､寥唳りょうれいたり雲を度わ
たるの鴈かり)｣(『文選』巻二十三所録)  
５９０Cf.｢星出星入櫛風沐雨｣『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437 










５９４｢爲大使與福州觀察使書｣『性霊集』巻五､定本巻八 p.78､弘全三 p.454    
５９５Cf.｢醫門不召疾病之人投歸｣『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444 
５９６刑厝は刑錯､刑法を制定して用いないこと｡Cf.『史記』周本紀｢故成康之際､天下安寧､刑錯四十餘年
不用｣ 
５９７｢爲大使與福州觀察使書｣『性霊集』巻五､定本巻八 pp.78-79､弘全三 p.455    
５９８同上『性霊集』巻五､定本巻八 p.80､弘全三 p.456    








６０３Cf.｢腥肉集蟻臭屍聚蝿｣『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444 
６０４Cf.｢五部諸佛擎智印森羅｡四種曼荼住法體駢塡｣『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418 
６０５三浦章夫編『弘法大師傳記集覧』p.112  
６０６｢與越州節度使求内外經書啓｣『性霊集』巻五､定本巻八 p.82､弘全三 p.459    
６０７Cf.｢禹名舌断夸歩足刖｣『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460 







６１１｢青龍和尚献衲袈裟状｣『性霊集』巻五､定本巻八 p.87､弘全三 p.462    





(『文選』巻三十二所録)   
６１４｢奉爲桓武皇帝講太上御書金字法華達嚫｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.93､弘全三 p.465  
６１５Cf.｢太上天皇姑射之遊與八仙無極｣｢被修公家仁王講表白｣『性霊集』巻九､定本巻八 p.157､弘全三
p.515 
６１６Cf.｢各奉大日之垂拱｡如衆星共北辰｣『金剛頂経開題』定本巻四 p.68､弘全一 p.690 
６１７｢天長皇帝爲故中務卿親王捨田及道場支具入橘寺願文｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.94､弘全三 p.416  
６１８Cf.｢明鏡瑩淨妍蚩之像現之｡清水澄湛大小之相影之｣『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444 
６１９｢天長皇帝爲故中務卿親王捨田及道場支具入橘寺願文｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.95､弘全三 p.467  
６２０Cf.｢今日開 字本宮此時登自性蓮臺｣『大日経開題(隆崇頂不見)』定本巻四 p.50､弘全三 p.676 
６２１Cf.｢觀察佛慧本具衆生心｡悲歎衆生不曾見心佛｣『大日経開題(三密法輪)』定本巻四p.53､弘全一p.678 
６２２Cf.｢遊法界宮觀胎藏之海會｡入金剛界禮遍智之麻集｣｢恵果和尚碑文｣『性霊集』巻二､定本巻八 p.34､
弘全三 p.422  
６２３『老子』第五十一章｢長之育之､亭之毒之､養之覆之｡(之を長じ之を育はぐくみ､之を亭さだめ之を毒やすんじ､
之を養い之を覆おおう｡)｣に基づく  
６２４｢右将軍良納言爲開府儀同三司左僕射設大祥齋願文｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.99､弘全三 p.470 
６２５Cf.｢至維摩詰室四彼佛遣座三萬二千入於方丈小室能容不迫迮者｡住不思議神力故能爾也｡｣智顗説










６２８Ex.｢佛説菩薩説 刹説衆生説 三世一切説｣『六十華厳経』大正 9・611 上 
６２９詩聖の曹植が､魚山で空中に梵天の声を聞き､それを基に梵唄を作ると言う伝説があった｡Cf.｢昔魏
陳思王曹子建[曹植]游魚山｡忽聞空中梵天之音｡清響哀婉｡其聲動心｡獨聽良久｡乃摹其節｡寫爲梵唄｣『釋氏要
覽』大正 54・276 上 
６３０Cf.揚雲｢甘泉賦｣の｢漂龍淵而還九垠兮､窺地底而上回(龍淵りょうえんに漂うかんで九垠きゅうぎんを還めぐり､
地底ちていを窺ひて上のぼり回めぐる)｣(『文選』巻七所録)  
６３１｢爲式部笠丞願文｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.101､弘全三 p.472 
６３２運敞の『便蒙』は｢我性｣を自性理法身､｢自覺｣を自受用智法身と規定するが､文相からはそこまでは
読み取れない｡｢自性清浄なる心の仏性の自覚｣というレベルで理解すべきであろう  
６３３Cf.｢刹塵渤駄吾心佛 海滴金蓮亦我身｣『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.465 
６３４Cf.｢帝網非喩塵墨難記｣『金剛頂経開題』定本巻四 p.77､弘全三 p.699｡｢譬如三千大千世界所有地種｡
假使有人磨以爲墨｡過於東方千國土乃下一點｡大如微塵｡又過千國土復下一點｡如是展轉盡地種墨｣(『妙法
蓮華経』大正 9・22 中)に基づく 
６３５離朱は離婁､傳説中の視力の極めて強い人､『淮南子』に｢離朱之明､察箴末於百步之外｣と百歩離れ




令尹喜望見有紫氣浮關､而老子果乗青牛而過也｡」Cf.｢李牛已西｣『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434 
６３８『春秋』末尾の｢經十有四年春西狩獲麟｣という記事､捕獲された珍獣が麒麟であることを知った孔
子が､太平ならざる乱世に時を得ない麒麟の出現を見て衝撃を受け､末世であると擱筆した故事に拠る｡ 
Cf.｢孔麟既摧｣『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434 
６３９Cf.｢因業之鬼殺我｣『教王経開題』定本巻四 p.95､弘全一 p.713 
６４０｢奉爲四恩造二部大曼荼羅願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.108､弘全三 p.476 





６４４Cf.｢三自一心法｣『宝鑰』定本巻三 p.167､弘全一 p.465 
６４５｢奉爲四恩造二部大曼荼羅願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.108､弘全三 p.477 
６４６参照､藤井淳『空海の思想的展開の研究』pp.407-408  
６４７｢爲前清丹州亡妻達嚫｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.116､弘全三 p.483 
６４８｢於平城東大寺供三寶願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.117､弘全三 pp.483-484 
６４９｢爲管平章事願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 pp.121-122､弘全三 p.487 
６５０Cf.｢方諸招水則父子相親｣『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421｡方諸は古代､月下において露を承
け取る器具のこと 
６５１Cf.｢高問來叩鐘谷何默｣『宝鑰』定本巻三 p.123､弘全一 p.426 







６５５Ex.｢釋迦擔棺而葬親｣道宣撰『廣弘明集』大正 52・169 中 
６５６｢招提寺達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.137､弘全三 pp.497-498 
６５７Cf.｢醫王之目觸途皆藥｡解寶之人礦石見寶｡｣『般若心経秘鍵』定本巻三 p.11､弘全一 p.562 


























れが椁を為らず｡吾大夫の後に従へを以て､徒行すべからざるなり)｣『論語』先進篇   
６６５有慟は死者を悼んで慟哭すること､顔回の死を悲歎する孔子の様｡Ex.｢顔淵死｡子曰｡噫｡天喪予｡天
喪予(顔淵死す｡子日く､噫ああ､天予われを喪ほろぼせり､天予を喪せり)｣『論語』先進篇   
６６６悲痛なる感情のなかでも悲しみの絶頂である､の意   
６６７無明長夜の眠りから目覚める時､則ち仏の教えへの覚醒＝さとりの時を｢朝｣と呼ぶ   
６６８夢虎は睡眠中の夢で見た虎で､実体が無い無明戯論の為す幻を言う｡Cf.｢生住夢虎呑有有於著愛｣






















來｣『金剛頂経開題』定本巻四 pp.77-78､弘全一 p.699 




























６９１｢爲忠延師先妣講理趣經表白文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.143､弘全三 p.503 
６９２参照､田中徳定「報恩と追善と孝－『東大寺諷誦文稿』にみる言説をめぐって」『孝思想の受容と古
代中世文学』所録､新典社､2007 年､pp.108-109 
６９３｢講演佛經報四恩徳表白｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.146-147､弘全三 p.506 
６９４｢爲先師講釈梵網経表白｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.150-151､弘全三 pp.509-510 
６９５Cf.｢南無純陀｡雖受人身心如佛心｣曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12･372 中 
６９６天覆地載は『中庸』の｢天之所覆､地之所載｣に基づき､恩沢深厚なることの譬喩 
６９７運敞の『便蒙』は､天長四年五月七日入寂の石淵の勤操とする 




７００｢高野山萬燈會会願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.158-159､弘全三 p.516 
７０１｢勧縁疏｣『性霊集』巻九､定本巻八 p.176､弘全三 p.529 
















７０９｢故贈僧正勤操大徳影之讃幷序｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.191､弘全三 p.539 
７１０Cf.｢百會誕華胥開一乗乎三草｣『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455 
７１１Cf.｢法資人弘人待法昇｡人法一體不得別異｣『宝鑰』定本巻三 p.138､弘全一 p.439 





































７２９『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418 
７３０麼吒は真言行者が左右の両眼に、麼  字と吒  字を観じる｢金剛眼｣の観法の次第(麼 字を右の眼で
見て日輪を観じ､吒 字を左の眼で見て月輪を観る)を指す 
７３１Cf. ｢從冥入冥相續不斷｡比循迴於車輪均無端於環玉｡昏夜長遠金雞何響｣『十住心論』巻一､定本巻






７３４『宝鑰』定本巻三 p.115､弘全一 p.419    
７３５前九住心(第一住心から第九住心)を指す  
７３６第十住心､密教の秘密荘厳心を指す   
７３７『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421 
７３８この一句に､司馬遷｢報任少卿書｣(『文選』巻四十一所録)の｢夫人情莫不貪生惡死､念父母､顧妻子(夫れ
人の情､生を貪り死を惡にくみ､父母を念おもひ､妻子を顧りみざる莫なし)｣の残響を読み取ることができよう  
７３９『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421 
７４０同上､定本巻三 p.118､弘全一 p.421 
７４１Cf.｢綢繆妻孥｡無異楚宋之夢遇神女｡磊砢寶蔵｡宛同鄭交之空承仙語(綢繆ちゅうびゅうたる妻孥さいども､楚
宋が夢に神女に遇へるに異なる無し｡磊砢らいらとさかりなる寶の蔵は､宛あたかも鄭交ていこうが空しく仙の語ことばを




７４３『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.422 
 
 







７４６『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423 
７４７この段階では未だ仏法に目覚めないが故に､儒教の概念語が用いられる 














７５５『宝鑰』定本巻三 p.122､弘全一 p.426 
７５６同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426 
７５７如来の徳･法門を｢人｣として把捉する｡真言密教では人法不二であるから､法が有れば必ず人が存す
る(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻上八 p.112)｡この｢主｣は従って個々の法門を体現する所の主尊を意味する 




７６１Cf.｢譬如善射之人仰射虚空箭去雖遠必當墮地｡諸佛身亦如是｣『大智度論』大正 25・747 中   
７６２『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
７６３同上､定本巻三 p.130､弘全一 p.432  
















７７４『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
７７５愚少之分は愚かで智慧の少ない分際のこと､ここでは蟭螟･蝘蜓･蝸角･僬僥と生盲･聾騃の小見小聞
を指す 

































７８３『宝鑰』定本巻三 pp.131-132､弘全一 p.433  
７８４應聲の｢聲｣は､衆生が楽欲するその願いの声･思い｡それに応えて諸々の宝を雨ふりそそぐことを應
聲と言う｡(頼瑜『秘蔵寶鑰勘註』巻三 p.56)  































７９３Cf.｢心輕不固志亂不定｡譬如輕毛隨風東西｣『大智度論』大正 25・554 中 
















に｢火鼠の皮衣｣が挙げられる(『竹取物語』岩波文庫 pp.25-28)  
８０１ Cf.｢流四凶於四裔｡竄三苗於三危渾沌檮杌窮奇饕餮｡爲四凶也｡堯流之於國四外｡有苗氏叛｡舜放之於三危之山也｣ 
法琳撰『辯正論』大正 52・490 下－491 上 
８０２『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435  







弘全一 p.436  
８０７Ex.｢擎孝経打母頭(『孝経』を擎ひっさげて母の頭こうべを打つ)｣｢蔽己臃脚發他腫足者(己が臃脚うみあしを蔽
かくして他の腫足はれあしを發あらはす者なり)｣｡『宝鑰』定本巻三 p.135､弘全一 p.436  




８１１『宝鑰』定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
８１２同上､定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438  
８１３Cf.｢諸佛興出世 懸遠値遇難 正使出于世 説是法復難 無量無數劫 聞是法亦難 能聽是法者 斯人亦
復難 譬如優曇華」『添品妙法蓮華経』大正 9・143 上  
８１４Ex.｢[愛法梵志]破骨剥皮以血寫偈<如法應修行 非法不應受 今世亦後世 行法者安隱>」『大智度論』
大正 25・178 下  
８１５曇無讖訳『大般涅槃経』』大正 12・450 上－451 上  
８１６中田祝夫『改定新版 東大寺諷誦文稿の国語学的研究』風間書房､1979 年､p.199  
８１７小林真由美｢東大寺諷誦文稿の成立年代について｣『国語国文』第 60 巻第 9 号､1991 年 9 月  
８１８第 82 行－第 85 行｡中田祝夫『改定新版 東大寺諷誦文稿の国語学的研究』pp.30､119  
８１９第 248 行｡中田祝夫､同上､pp.64､148  
８２０第 304 行｡中田祝夫､同上､pp.76､159  
８２１参照､田中徳定『孝思想の受容と古代中世文学』新典社､2007 年､pp.23-24  
８２２松長有慶｢四恩説の再検討｣『密教文化』No. 189､1995 年､p.14  
８２３松長有慶｢四恩説の再検討｣p.12  
８２４中田祝夫『改定新版 東大寺諷誦文稿の国語学的研究』p.290  
８２５『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.438  
 
 




８２６同上､定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
８２７如理思惟は仏の法教に則った正しい思考を実践する定型表現で､仏教の教理行果の四法のうち｢行｣
に当る｡Cf.｢於此般若波羅蜜多｡至心聽聞受持讀誦｡精勤修學如理思惟｡書寫解説廣令流布｡當得成就現在
未來功徳勝利｣玄奘訳『大般若波羅蜜多経』大正 5・582 下  








８３４参照､小林正美『六朝佛教思想の研究』第二章Ⅱ｢『沙門不敬王者論』の思想｣､pp.64-113   
８３５『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
８３６拔苦與樂は仏や菩薩が衆生の苦しみを抜いて福楽(＝涅槃常楽)を与えることを言表する定型表現。抜
苦は悲を､与楽は慈を指す｡Ex.｢大慈與一切衆生樂｡大悲拔一切衆生苦｡大慈以喜樂因縁與衆生｡大悲以離
苦因縁與衆生｣『大智度論』大正 25・256 中 
８３７『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
８３８Cf.｢譬如飛蛾見火光 以愛火故而競入 不知焔炷燒然力 委命火中甘自焚 世間凡夫亦如是 貪愛好色
而追求 不知色欲染著人 還被火燒來衆苦｣『心地観経』大正 3・318 上 
８３９『宝鑰』定本巻三 p.142､弘全一 p.443  
８４０仏道に入りて出家し､剃髪して相貌を僧形に改めることを言う 
８４１『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 pp.443-444  
８４２Cf.｢喩如雪山雖復成就種種功徳多生諸藥｡亦有毒草｡諸衆生身亦復如是｡雖有四大毒蛇之種其中亦有
妙藥大王｡所謂佛性｡｣曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・411 中  
８４３Cf.｢下觀大海悉見水性魚鼈黿鼉龜龍之屬」曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・374 下  
８４４Cf.｢夫雪山之内｡本多甘露亦有毒草｡大海之中｡既足明珠亦饒羅刹｣法琳撰『破邪論』大正 52・487 下 
８４５『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
８４６瑩淨は､鏡が磨かれて清浄明晰且つ影像を能く映す様を言う  
８４７虚空の万有包含の徳と対比させて､大地能生の地母(羅 Terra Mater／英 Mother Earth)的特性を説く  
８４８『宝鑰』定本巻三 pp.143-144､弘全一 p.444  
８４９同上､定本巻三 p.147､弘全一 p.448  
８５０一如宮は大乗のさとりの境界･真如の理｡廻心は大乗の心を発すること､二乗の小心を廻らして大乗
に趣向(＝廻心向大)する義  
８５１『宝鑰』定本巻三 p.149､弘全一 p.449  
８５２同上､定本巻三 p.150､弘全一 p.450  






寶鑰鈔』巻下一 p.266）  

















８６４『宝鑰』定本巻三 p.151､弘全一 p.451  
８６５六度は布施･持戒･忍辱･精進･禅定･智慧の六波羅蜜行｡六度は仏法一切の善行の根本であるから､広
義に全ての仏法の修行に通じ､｢萬行｣と言い表す(二乗と共に大乗菩薩が修する所の一切の大悲の修行を指す)  









８７１『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.453 
８７２梵 prapanca､原語は拡大･拡散･分化･複雑化などの意｡一般には衆生が起こす所の妄想で誤った見
解を戯論と言い､無数の煩悩戯論を分類集約すれば､生滅断常一異去来の八迷となる 
８７３｢不生亦不滅 不常亦不斷 不一亦不異 不來亦不出 能説是因縁 善滅諸戲論｣『中論』大正 30・1 中
に基づく､生滅断常一異去来の八迷を離れて諸法の空性を証得する為の八不正観 











不滅 非不生非不滅 亦不生滅非不生滅 亦非不生滅 非非不生滅>｡已得解脱空非空是等悉捨滅諸戲論
言語道斷｡深入佛法心通無礙不動不退｡名無生忍｡是助佛道初門以是故説已得等忍｣『大智度論』大正 25・
97 中－下 
８８０『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455 
８８１三草は小草(人天)･中草(声聞縁覚二乗)･上草(菩薩乗)の上中下三草を指す｡『法華経』薬草喩品所説の三
草二木(小木は通教の菩薩､大木は別教の菩薩)の譬に依る 












身を楽しませる室宅の如きものだ､の意を示す(小田慈舟『十巻章講説』下 p.1051 参照） 








































９０７『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.460  
９０８彈指は親指と人差し指をはじいて音を出すこと､許諾･歓喜･警告･告知などの場合に実行する 







斜線部分のみの縮約された引用となっている   
９１１勝又俊教『講座宝鑰』註釈 p.286 註 3｡小田慈舟『十巻章講説』下 p.1075 では｢勝義無性｣を第九住
心から第十住心に進む証文とするが､文脈的に明らかに第八から第九への勝進とする解釈が親しい   
９１２『大日経』大正 18・3 中  
９１３『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.461  
９１４同上､定本巻三 p.163､弘全一 p.461  
９１５華厳の三昧名｡湛然たる仏の智海に一切の法が普く映し出される[印現]境地であるから､｢海印定｣と
呼ぶ   
９１６法性は一切諸法の本性｡華厳は一心真如を観ずるから､大海内に印現する森羅萬象が即心即法界で
あることを指す   
９１７山王機は極大頓機の者を指す｡Ex.｢譬如日出｡先照一切諸大山王｡次照一切大山｡次照金剛寶山｡然後
普照一切大地[中略]先照菩薩摩訶薩等諸大山王｣『六十華厳経』大正 9・616 中｡Cf.｢華嚴經者｡斯乃集海會
之盛談｡照山王之極説｡理智宏遠｡盡法界而亘眞源｣(法藏述『華嚴經探玄記』大正 35・107 上） 
   





差別であることを表現する   





に表現する   
９２２｢隱隱｣は､不分明･憂鬱･盛大な様を形容する多義的な語であるが､当該部分では無限に照明する燈




果｣が表現する   
９２４一切智智を一向志求する求法菩薩行の最終段階に､善財童子が理徳の普賢菩薩に帰依することを言
い表す   
９２５初発心時に願を立てた｢阿耨多羅三藐三菩提｣を証得する､即ち無上正等覺を成就して仏果に到達す
る意を示す   
９２６善財童子が過去見聞生･現在解行生･未来証入生の三生に亘って華厳の法を修行することを｢練行｣
と言う   
９２７第三部第十二章で論じる  
９２８『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 p.462  
９２９同上､p.167､弘全一 p.465  
９３０同上､定本巻三 p.168､弘全一 pp.465-466  
９３１同上､定本巻三 p.174､弘全一 pp.471-472  
９３２『声字実相義』への参照であると同時に､『大日経疏』｢如來一一三昧門聲字實相｡有佛無佛法如是
故｡即是故不流即是如來本地法身｡爲欲以此法身遍施衆生故｡還以自在神力｡加持如是法爾聲字｡故此聲




９３４『声字義』定本巻三 pp.37-38､弘全一 p.523  
９３５『十住心論』定本巻二 pp.322-323､弘全一 pp.411-412   
９３６『宝鑰』定本巻三 p.176､弘全一 pp.473  









1975 年､p.9  
９４０参照､興膳宏｢空海と漢文学｣『中国文学理論の展開』所録､pp.319-320  
９４１第三章第七節参照  
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           対偶三機能の概念図 





























  〇上下･尊卑･有無･同異･去來･虚實･出入･是非･賢愚･悲樂･明闇･濁清･存亡･進退 
を挙げる｡この反対語の提示は､容易に二字熟語に転じる｡それ以外の 
  〇一二三四(数)･東西南北(方位)･青黄玄黄(色)･風雲霜露(気象)･鳥獸草木(動植物)･ 
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   *夫れ寥廓たる性虚しょうこ７５は諸因を離れて凝然７６たり｡飄蕩ひょうとうたる染海[迷妄の世界]は衆縁
夫 寥廓性虗 離諸因而凝然 故能 一念妄風 皷波濤心壑
↕ ↕ ↕ ↕
飄蕩染海 隨衆緣以起滅 十二因緣 化生死迷夢



















    












識幻構三有獄 遂使 無明羅刹 斫龜鶴之命 乍無乍有 既如浮雲
↕ ↕ ↕ ↕ ↕




爰 覺王垂悲 接誘群迷 廣投教網 漉沈淪之魚 宰以智慧之刀
↕ ↕ ↕ ↕ ↕










   

















































































哀哉哀哉 哀中之哀 覺朝無夢虎 然猶夢夜之別 巨壑半渡 片檝忽折 哀哉哀哉 復哀哉
↕ ↕ 雖云 ↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕
悲哉悲哉 悲中之悲 悟日莫幻象 不忍不覺之淚 大虛未凌 一翎乍摧 悲哉悲哉 重悲哉
又夫 世諦事法 如來存而不毀 一字一畫 吞衆經而不飽 證不生於一阿 法界三昧 汝久修習
↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕















































又真言曰 曩莫三曼多没駄南 阿三迷底里三迷 三磨曳娑嚩訶云云
如是真言 示法體此身 一聞則 除四重一闡提 汝久解此義
↕ ↕ ↕ ↕ ↕
如是伽陁 表真理此心 一誦則 證三等四法身 吾重爲汝説














   









〇金剛界：｢金剛海會｣ ｢三十七尊｣  ｢入我我入｣ ｢五智本有殿｣ 













金剛海會 三十七尊 入我我入加持故 與 塵數眷屬 無來而來
仰願 ↕ ↕ ↕ ↕ ↕















  ◎空海と智泉の対比 
  ◎｢孔子－顔回｣｢釈尊－阿難｣と｢空海と智泉｣の関係の対比 
  ◎｢世諦－真諦｣､｢衆生－仏｣の対比 










5-1-4 の 1：『秘蔵宝鑰』巻上の対句表現 

























































空華眩眼 謬著實我 十惡快心日夜作 謗人謗法　不顧燒種之辜
至如 ↕ ↕ 遂使 ↕ ↕　　　　　↕
龜毛迷情 醉心封執 六度逆耳不入心 耽酒耽色　誰覺後身之報
閻魔獄卒 構獄断罪 大覺慈父觀此何默
↕ ↕ ↕











































   Ｂ.第一住心の対句 
第一異生羝羊心の大綱も､典麗な四六駢儷文で構成される｡ 



















九種心藥 拂外塵而遮迷 求佛薩埵 摩尼燕石 不可不察
↕ ↕ ↕
























































  〇｢罪業⇔善根｣｢三惡⇔四徳｣｢苦⇔樂｣ 
の両極構造を示して､因果応報の道理を､対句構造を通じて表出するのである｡ 
次の断見･常見･邪見の指摘は､三文全体が緩やかな対応関係を示す､三部構造である｡ 
     
 以上が『宝鑰』第一住心に見出される対句の実例となる｡ 











豺狼狻虎 咀嚼於毛物 金翅食龍 人畜相呑 弓箭亙野 猪鹿之戸絶種 鷹隼飛而 鷩鵠流涙
遂乃 ↕ ↕ ↕ ↕ 況復 ↕ ↕ ↕ ↕




























禿樹非定禿 遇春則榮花 戴淵改心 礦石忽珍 物無定性
夫 ↕ ↕ 至如 ↕ ↕
増仌何必氷 入夏則泮注 周處忠孝 魚珠照夜 人何常惡
庸愚庶幾大道 本覺内熏 欻爾節食 牙種疱葉之善 相續而生
↕ 是故 ↕ ↕ ↕ ↕















國行之則 天下昇平 外号五常 名異義融
↕ ↕ ↕ ↕


































































↕ 嘗試論之 夫 一一徳　即一法門之主也 ↕













































鉛刀終無 鏌耶之績 燕石濫珠 名實相濫 勝數諦名 梵延佛号 徒勞解脱之智
若夫 ↕ ↕ ↕ 然則 ↕ ↕ ↕
泥蛇豈有 應龍之能 璞鼠名渉 由來尚矣 長爪實相 犢子絶言 未知涅槃之因
大覺世尊 拔出三途之極苦 三藏廣張 三十七品為道助
是故 ↕ 其為教也 ↕ ↕


















生空三昧 虧蔽日月 目徹三世 石壁無礙
↕ ↕ ↕ ↕




































輪王頂接 八部供承 悪三途之塗炭 廓同大虚 何其樂乎
↕ ↕ ↕ ↕
釋梵歸依 四衆欽仰 欣等持之清涼 湛然無為 尚身智之灰滅
其徳也則 其徳也則
道妙人天 六通具足 人天所仰 所以前来 廣建伽藍 割万戸而鳴鐘 憑仰非他 鎭押國家
既知 ↕ ↕ 理誠可然 ↕ ↕ ↕
人超釋輪 三明圓滿 福田是憑 聖帝賢臣 安置僧人 開千頃而𣂰食 只在 利濟黎元
然今 剃頭不剃欲 戒定智慧 乏於麟角 日夜経營 叩頭臣妾之履 釋風因茲陵替
↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕






蟭螟不見 大鵬之翼 蝸角不得衝 穹昊之頂 生盲不見日月 愚少之分
夫 ↕ ↕ ↕ ↕ ↕
蝘蜓何知 難陀之鱗 僬僥何能踐 溟渤之底 聾騃不聞雷鼓 蓋如此乎

































物有善悪 賢善者希 騏麟鸞鳳 禽獸之奇秀者也 后美文母
又夫 ↕ ↕ ↕ ↕ ↕
人殊賢愚 愚悪者多 摩尼金剛 金石之霊異者也 臣歎元凱
麟鳳一見 聖君出世 四海無為 聖君希遇　千載一御 摩尼空聞名
↕ ↕ ↕ 雖然 ↕　　　↕ ↕







不見麟鳳 尭舜不再生 天下之主何無 孔麟既摧 好儒之輩毎邦連袂
然則 ↕ ↕ ↕ ↕ ↕
不得如意 元凱不更出 率土之臣豈休 李牛已西 求道之徒毎縣側肩
代無扁華 師鍾感天絲綺 其人既往 然猶 並皆不得
↕ ↕ ↕ 所以彈指

























   
秀句｢秀宝 23｣を含む一節である｡玄関法師は､時世･季節と地上に出来する事象の不均衡の事
例を掲げて､五濁悪世にも得道の仏者が存在し得ることを主張する｡その事例は 








   
公子の発する､｢有智有行｣の聖者が見つけ出し難いのは何故なのかという問いに対して､玄関
時有増減 増劫之日 正法千年内 持戒得道者多 時是濁悪 依俙其道 妙道難鑚
↕ ↕ ↕ ↕ ↕ 當今 ↕ ↕ ↕ 斯乃 ↕　　　↕
法有正像 減劫之年 家好十悪 像法千載外 護禁修徳者少 人根劣鈍 髣髴其風 輕毛隨風
人皆思十善 蒼天西傾　群星何東
黄輿震裂　草木何靜
圓蓋西轉 南斗隨運 冬天盡殺 陰氣凍水 紂民編戸可戮 然猶三人稱仁
夫雖 ↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕









大方無隅 ↔ 大白若辱 ↔ 大成若缺 非聖孰知
↕ ↕ ↕ 玄徳玄同 知人之病
大音希聲 ↔ 大直若屈 ↔ 大盈若冲 古聖亦難
和光同塵 山藏玉而草木茂 尋躅知形 有智有行
然猶 ↕ ↕
抑有前聞 嶽收劍而光彩衝 見煙悟火 何必難知






























建國設職 宰天下而供君王 與天下之父母 御馬之法 非鑣策不能 垂五常之法 五経三史 示其正路
↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕
樹君御民 屠海内而給臣佐 濟萬民之塗炭 馭人之道 非教令不得 導四海之人 金科玉條 防其邪逸
誦詩者 無温恵淳和之心 契孔丘之誡
↕ ↕ 擧代披誦誰 ↕
讀禮者 忘恭儉揖讓之志 合周公之勸
又夫 百工代天 郷郷里正
    ↕ ↕
     九牧馭人 門門百姓
愼守礼信者有幾 諺曰 蔽己臃脚
↕ 擎孝経打母頭 所謂
















































並皆乖法者多 釋緇違犯 吹毛求瑕 諸寺封戸 不出一萬 讀経礼佛 報國家之恩
↕ ↕ ↕ 又夫 ↕ ↕ ↕ ↕
希聞 儒素邪非 含弘不糺 僧尼啜粒 不過一鉢 觀念坐禪 答四恩之徳
空食人碌 伊尹負𣂰 張良三略 如是之功
然今 俗素衣食 ↕ ↕ ↕ ↕













































   
星出星入 日夜在公 至如僧尼 讀経礼佛 諷一卷之般若 報國家之鴻恩
↕ ↕ ↕
櫛風沐雨 何以辭讓 堂上宴坐 任意修行 礼一佛之名号 答四恩之廣徳 乎
何能
一句妙法 億劫難遇 雪童投身 滿界財寶 不如一句之法 輪王為床
↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕ 良有以也
















吾師孔李 誦五経三史之文 五経之文 文字是同
↕ 与此何別 ↕ ↕







公子之言 勅詔官符 文字是同 如勅書一命 如来経法
夫 与 ↕
乍聞似是 臣下往來 功用太別 則天下奉行 亦復如是
菩薩聲聞 摧修羅之軍




















































佛如醫王 如理思惟 猶如服藥 重罪愚人
教如方経 然今 謗人謗法
理如妙藥 依法服藥 滅罪證果 重罪何脱
如来治衆生心病
亦復如是
法資人弘 人法一體 謗人則法 謗人謗法 世人不知斯義
↕ ↕ 定墮阿鼻獄














































兆役者衆 御代聖皇 見斯獼猴 佛教王法
然今見世間 ↕ ↕
姧盜者多 佐時賢臣 不能默忍 相和如何
大悲之門 開而無遮 制門如 涅槃薩遮等経 相和與奪
↕ ↕ ↕ ↕
大智之門 制而無開 悲門如 十輪等経 坐贓断而已
人王法律 任法控馭 利益甚多 不細王法 随愛憎而浮沈 以此馭代
↕ 事異義融 ↕ ↕ 世人不知斯義 ↕ ↕




夫灾禍之興 所謂陽九百六 聖帝出震 孝婦不雨之誅 悪業衆生
略有三種 ↕ 見機逆備 ↕ 同生悪時






















































妙藥悲病而興 聖人出世 大慈与樂 疾有軽重 藥則強弱
↕ ↕ ↕ ↕ ↕
佛法愍障而顯 必由慈悲 大悲拔苦 障有厚薄 教則淺深
五濁悪世 衆生疾重
































出家者 剃頭染衣 比丘比丘尼等是也 上達天子 持五戒十善等
↕ ↕ ↕ ↕ 歸依佛法





































  〇｢大山－深海｣｢徳－道｣｢廣－大｣｢禽獸－魚鼈｣｢藥⇔毒｣｢龍－鬼｣｢雜生－並住｣(第一枠) 
〇｢寶珠－寶蔵｣｢邊－側｣｢必有－定有｣｢悪鬼－盜賊｣｢圍遶－窺窬｣(第二枠) 





















↕        ↕
佛法存故 人皆開眼 遊正路故至涅槃 不可勝計
有僧尼故 佛法不絶 眼明而行正道 如是利益
必有悪鬼圍遶 美女不招 好醜之男爭逐 聖王不言 萬國競歸王
↕ ↕ ↕ ↕ ↕



































↕              ↕
大山徳廣 禽獸爭歸藥毒雜生





























    
 秀句の｢秀宝 39･40｣に相当する｡外道の｢建爪｣と二乗の｢聲縁｣の境地を遥かに超えた大乗菩
薩の法であることを出発点に､教理の特徴的な概念を､法数を用いながら 
  〇｢二空三性－四量四攝｣｢三種練磨－四弘願行｣｢八正－六通｣ 
と対句で巧みに表現する｡又､ 
〇｢築…城｣｢安…將｣｢征…陣｣｢伐…賊帥｣｢軍士｣｢精騎｣｢劒｣ 
麟角之所證 觀因縁於十二 見彼華葉 覺四相之無常 業惱株杌 猶此而拔 爪犢遥望不近
拔業因種心者　↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕ ↕
部行之所行 厭生死乎四五 住此林落 證三昧於無言 無明種子 因之而断 建聲何得窺窬
游泳湛寂之潭 三十七品 大悲闕無 但自盡苦
↕ ↕ ↕ ↕







粤有大士法 越建爪而高昇 二空三性 洗自執塵 思惟陀那深細
↕ ↕ ↕ ↕






↕             ↕
四弘願行　仰後身之勝果
整八正軍士 縛以同事繩













  〇｢勝義勝義－癈詮談旨｣｢無為法界｣｢三大僧祇－四智法王｣｢蔵海－薀落｣ 
｢無分正智－後得權悲｣｢識(唯)八｣｢五性｣｢圓性｣ 
等を配置して鮮やかに描かれる｡また､ 
  〇｢扇…風｣｢海…波｣｢製…法令｣｢造…格式｣｢汎…舟｣ 
等の縁語を用いた､的確な比喩を組み込んでいる｡ 
動詞･行為の結果を示す語のレベルでも､対句が効果的に使用される｡ 


















垂拱一真之臺 蔵海息七轉之波 無分正智 等真常凾
↕ 爾乃 ↕ ↕          ↕
無為法界之殿 薀落断六賊之害 後得權悲 遍諸趣類
言乗即三 五性有成不 縁法界有情 故他縁 運自他乎圓性 故曰乗
↕ ↕ ↕ 此乃
談識唯八 三身即常滅 簡聲獨羊鹿 故大名 君子之行業 菩薩之用心
勝義勝義  致太平之化 三大僧祇之庸 於是稱帝
↕             ↕ ↕             ↕
四智法王之号 本無今得
製三蔵法令　化三根有情 百億應化 同汎六舟























↕             ↕
二諦四中之稱顯
大虚寥廓含　万象越丨氣
↕             ↕
巨壑泓澄孕　千品爰一水
假有非有而有　有森羅
↕             ↕
絶空非空而空　空不住
色不異空　建諸法而宛然空























































↕              ↕
二諦方言




































  〇｢騰踊－震裂｣｢二佛－四唱｣｢同座－一處｣｢賜⇔獻｣｢髻珠－瓔珞｣(第五枠･第六枠) 













↕        ↕
孔宣出震旦　述五常乎九洲 七十達者 頗昇其堂


















↕            ↕
寂光如来　融境智而知見心性
應化諸尊　顧行願而分身隨相







↕             ↕




↕                ↕ 至
如
↕            ↕
利智鶖子　疑吾佛之變魔
↕           ↕




  〇｢羊鹿⇔龍女｣｢斃⇔出｣｢露牛－象王｣｢而＝而｣(第九枠) 





















           ↓  
〇一道無為住心：｢法身真如一道無為之真理｣｢究竟理智法身｣＝｢入佛道初門｣｢初法明道｣ 

































↕            ↕
於諸顯教　是究竟理智法身
      ↕ 


































甚深也者麼盧 廣大也者虚空 芥石竭磷 蘇迷十六萬
↕  ↕ ↕ ↕
峻高也者蘇迷 久遠也者芥石 虚空可量 麼盧八億那
我佛難思議 巧藝心迷擲笇 聲縁識不識


































↕           ↕






















































苞花蔵以為家 七處莊座 攝九世於刹那 一多相入
↕ ↕  ↕  ↕  
籠法界而為國 八會開経 舒一念於多劫 理事相通
三生練行 一行行一切 初心成覺 
↕ ↕ 雖云   ↕











↕           ↕爾
乃
照彼山王機　示心佛不異


































   
真言教理の術語を組み込んだ平叙文で､表現主体が｢文約義廣｣｢非面難説｣｢文廣不能具述｣
此極無自性心 花嚴大意 真如法界















文約義廣 百字輪十二字等 金剛界三十七尊 大日如来極秘密三昧
此頌     ↕ 非面難説





































一一聲字　一一言名 各具無邊義 一一字具三義 具二義 是一一句具
↕  　↕





































































































































































  *時諸梵天王｡一心同聲｡以偈頌曰､｢唯願天人尊 轉無上法輪 撃于大法鼓 而吹大法螺 普
雨大法雨 度無量衆生 我等咸歸請 當演深遠音３１９｡｣－『妙法蓮華経』 
を挙げる｡同じく『法華経』譬喩品第三には､應頌の例として 
*於一佛乘分別説三｡佛欲重宣此義｡而説偈言｢譬如長者 有一大宅[中略]告諸子等 我有種種 
珍玩之具 妙寶好車 羊車鹿車 大牛之車 今在門外 汝等出來 吾爲汝等 造作此車 隨意
所樂 可以遊戲 諸子聞説 如此諸車 即時奔競 馳走而出 到於空地 離諸苦難 長者見




等離煩惱 清淨心諦聽 説佛一切行 眞實波羅蜜 超出諸世間 無上調御士 遠離煩惱垢 
清淨如虚空 圓滿智慧日 除滅煩惱闇 普照一切法 安樂諸群生 如來無量劫 時乃出興世 







  Ⅰ一句は七言･五言･四言･三言の固定した文字数で形成される 






*問曰｡慈愍饒益衆生事｡經中已説｡何須復解徒自疲苦｡答曰 <有但見佛經 通達第一義 有
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  *龍樹菩薩爲是等故｡造此中論<不生亦不滅 不常亦不斷 不一亦不異 不來亦不出 能説是
因縁 善滅諸戲論 我稽首禮佛 諸説中第一> 以此二偈讃佛｡則已略説第一義３２４｡ 
同様の例は､元々複数の経典の偈頌を含んだ『攝大乘論』に対する､複数の釈義類にも見出され
る所である｡ 






























〇一句中の音韻数不定の雑言体･楽府            以上､所謂｢詩｣ 
〇有韻の叙事･叙景的な｢賦｣ 



























遊之士曷不闊懐。對此景物誰耐手足｡乃寫志曰｢黄葉索山野 蒼蒼豈始終 嗟余五八歳 長夜











歳とし 長夜に圓融を念ふ 浮雲何いづれの處よりか出いづる３３４ 本もと是れ浄虚空なり 一心の趣おもむきを談








*日月星辰 本住處空 雲霧蔽虧 烟塵映覆 愚者視之 謂無日月 本有三身 亦復如是 無
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に曰く ｡爲いはく  阿字諸法本不生の義とは即ち是れ地大なり｡嚩 字離言説とは之れ水大















*大日尊説如来發生偈云 ｢能生随類形 諸法與法相 諸佛與聲聞 救世因縁覺 勤勇菩薩衆 



































































































































*風葉知因縁 輪廻覺幾年 露花除種子 羊鹿号相連３６２(風葉ふうよう[無常]に因縁[十二因縁]を知る､輪迴
りんね 幾いくばくの年にか覺さとる｡露花ろかに種子しゅじを除く３６３､羊鹿ようろくの号な[羊乗･鹿乗二乗]相あひ連つらな
れり｡) [縁覚] 

















  *寒熱二八大地獄頌｡｢地獄在何處 孰觀自心中 二八大人悪 炎寒無信通 烹爛似魚鳥 炮















 *餓鬼趣頌｡｢慳心不散財 定感餓身来 涕唾無自在 臨河炎火開 前年可摘色 骨立面如灰 






 *傍生趣頌｡｢畜生何處出 本是愚癡人 不辨黒與白 任情亦任身 無信賢聖誡 寧知後世辜 






*十悪頌｡｢三途因業是十悪 一業必為五種因 數取云為動作咎 誰知来世多苦辜 身三口四






*三歸五戒八禁頌｡｢嬰兒母不在 犢子無所依 必死無疑慮 犲狼悉走歸 衆生不歸佛 魔鬼
惣來圍 剋己投三寶 諸天不敢違 五常持不犯 來葉美名飛 八禁能修習 人天作光暉 三途








*十善嗢陀南｡｢離殺怨恨生利慈 端正長命諸天護 不盗知足施衆生 資財不壞生天上 遠離
邪婬無染心 自妻知足況他女 所有妻妾不侵奪 是圓寂器出生死 不妄語者常實言 一切皆
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信供如王 離兩舌語無離間 親疎堅固無怨破 離諸惡口柔軟語 得勝妙色人皆慰 思道義語
離綺語 現身即得諸人敬 不貪他財心不願 現得珠寶後生天 離瞋生慈一切愛 輪王七寶由












  〇｢異生の不正治の國王の嗢陀南３８３｣｢『凡聖界地章』中の『金光明経』巻六の偈３８４｣ 
   ｢正治の國王の嗢陀南３８５｣｢『凡聖界地章』中の『金光明経』巻八の偈３８６｣ 





































*六大無礙常瑜伽(體) 四種曼荼各不離(相) 三密加持速疾顯(用) 重重帝網名即身(無礙諸佛)  










































































  ◎声字実相の体義 ← 自作の｢五大皆有響｣頌 ← 自作の｢顯形表等色｣頌 

























































羯諦 ･波羅羯諦 ･波羅僧羯諦 ･菩提薩婆訶  ｣を踏まえ､最初の二の｢羯諦 ･
羯諦 ｣が､声聞縁覚の二乗の｢行き行きて(｢行行｣)｣という因行を指し示す｡第三･第四の｢波羅










*真如法性 心之實常 凡有心者 誰無此理[中略]常遍本佛 不損不虧[中略]三種世間 皆是佛
體 四種曼荼 即是真佛[中略]塵刹海會 即是我寶[中略]同一多如 多故如如 理理無數 智智
無邊 恒沙非喩 刹塵猶小 雨足雖多 並是一水 燈光非一 冥然同體 色心無量 實相無邊 
心王心數 主伴無盡 互相渉入 帝珠錠光 重重難思 各具五智 多而不異 不異而多 故名




























*願我演說妙経王 一一聲字皆實相 實相周遍三世間 平等平等無偏黨 所生功徳無限量 







*自心曼荼 有佛無佛 性相常住 我性教法 有點無點 文理宛然 觀心道場 則見本覺 如












*文殊利劒絶諸戯 覺母梵文調御師 真言為種子 含蔵諸教陀羅尼 無邊生死何能断 唯
有禪那正思惟 尊者三摩仁不讓 我今讃述垂哀悲４４４｡(文殊の利劒は諸戯しょけを絶つ 覺母かくも[＝般
若仏母]の梵文ぼんもんは調御じょうごの師なり チクマン４４５の真言を種子しゅじと為す 諸教を含蔵がんぞうせる
陀羅尼なり 無邊の生死しょうじは何いかんが能く断つ４４６ 唯ただ禪那ぜんなと正思惟しょうしゆいのみ有ってす 





*我依秘密真言義 略讃心経五分文 一字一文遍法界 無終無始我心分 翳眼衆生盲不見 
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曼儒般若能解紛 灑斯甘露霑迷者 同断無明破魔軍４４９｡(我､秘密真言の義に依って 略して『心経』五
分の文もん４５０を讃す 一字いちじ一文いちもん法界に遍じ４５１ 無終むじゅう無始むし４５２にして我が心分しんぶんなり 
翳眼えいげん４５３の衆生は盲めしひて見えず 曼儒まんじゅ[文殊]般若は能く紛ふん[迷乱･煩悩]を解とく 斯の甘露かんろ







*歸命釋迦四智佛 甚深難解金光経 三身本在我心裏 因果倶時妙幢英 金龍國主心王法 
雜類諸天心數衆 定恵表示男女像 無心感應自他躬 衆生盲瞑迷心佛 不識自有無盡珍 我












*歸命婀尾羅呴欠 最極大秘法界體 舸遮吒多波壄慧 咿汚哩嚧翳等持 制體幢光水生貝 
五鈷刀蓮軍持等 日旗華觀天鼓渤 薩寶法業内外供 捏鑄剋業及威儀 能所無碍六丈夫 如
是自他四法身 法然輪圓我三密 天珠渉入遍虚空 重重無碍過刹塵 奉天恩詔述秘義 驚覺















































    




















(金剛内外の壽じゅ[  地大]と､離言[ 水大]垢過[ 火大]等空[  空大]因[  風大][五大五字]と､作[ ]遷[ ]慢[  ]






















       
歸命金剛内外壽 作遷慢如真乗寂 日幢華眼鼓勃駄 揑鑄剋業威儀等 我今蒙詔撰十住 褰霧見光無盡寶
離言垢過等空因 制體籏光蓮唄仁 金寶法業歌舞人 丈夫無礙過刹塵 頓越三妄入心真 自他受用日弥新
頌
曰
軷祖求伽梵 如来明説此 已聽住心數 心名後明列


















































凡夫盲善悪 不信有因果 但見眼前利 何知地獄火
↕ ↕ ↕
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5-2-4 の 2：『秘蔵宝鑰』巻中における偈頌 
第四唯薀４７４無我心(声聞乗)での偈頌は､五言十四句の住心頌となっている｡頌宝 8４７５:｢頌Ａ｣ 











    








外道發心願天樂 不知大覺圓滿者 六行修觀生無色 断常空有願勝住
虔誠持戒覔歸依 豈悟梵天龍尊非 身心五熱徒自嘰 若遇世尊覺我違
頌
曰
建立与無淨 空談内外我 大聖開羊乗 五停四念處 六十三生觀 人空無漏火 滅智身心彈
↕ ↕ ↕ ↕
雖深未断煩 輪轉生死燓 修觀得涅槃 二百五十戒 持之離八難 儻遇如来警 廻心菩薩寛
頌
曰
縁覺鹿車無言説 因縁十二深觀念 拔業煩惱及種子 湛然久醉臥三昧
↕
部行麟角類不同 修習百劫具神通 灰身滅智如虚空 蒙警廻心一如宮
頌
曰
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  〇｢湛然｣｢天｣｢菩提涅槃｣｢財｣｢四三點徳｣｢法界｣ 
という､さとりの世界の肯定的表現が対置されている事態である｡つまり､｢迷い｣から｢解脱｣へ
と転向するのは 





若墮聲聞地 是名菩薩死 若墮於地獄 若墮二乗地 墮於地獄中 若墮二乗地
及辟支佛地 則失一切利 不生如是畏 即為大怖畏 畢竟得至佛 畢竟遮佛道
佛自於経中 如人貪壽者 菩薩亦如此 及辟支佛地















    














 第八一道無為心は､天台法華一乗の法門に配当される｡住心頌は以下の通り｡頌宝 13５０５:｢頌Ａ｣ 
  











因縁生法本無性 波浪滅生但是水 色空不壞智能達 八不利刀断戯論 心通無礙入佛道
空假中道都不生 一心本自湛然澄 真俗宛然理分明 五邊面縛自降平 從此初門移心亭
頌
曰
前劫菩薩作戯論 無為無相一道淨 心境絶泯常寂土 身心也滅大虚等 百億應化同汎六舟
↕ ↕
此心正覺亦非真 非有非無不二陳 語言道断遮那賓 随類影現變化仁 千葉牟尼等授三駕
頌
曰












頌宝 14５１６:｢頌Ａ｣  
 



















  〇甚深秘奥の金剛宮殿に上る鍵が｢五相成身｣観に存すること 
が述べられ､次に辿り着くべき第十住心への最終の駅舎であるという認識が示されるのである｡ 





風水龍王一法界 輪花能出體大等 縁起十玄互主伴 重重無礙喩帝網 花嚴三昧一切行 雖入此宮初發佛
↕
真如生滅歸此岑 器衆正覺極甚深 呑流五教海印音 隱隱圓融錠光心 果界十尊諸刹臨 五相成身可追尋
頌
曰

















  頌宝 16５５６:｢我覺本不生｡出過語言道｡諸過得解脱｡遠離於因縁｡知空等虚空｡如實相智生｡已離
一切暗｡第一實無垢｡｣解云｡此頌文約義廣言淳心深｡非面難説｡ －『大日経』具縁品  
頌宝 17５５７:即讃阿字是菩提心義頌曰｢八葉白蓮一肘間 炳現阿字素光色 禪智倶入金剛縛 
召入如來寂靜智｡｣ －『菩提心論』に引かれる『三摩地法』入智因明頌 
















 この偈頌の五種類を一つの尺度としながら『秘蔵宝鑰』中の偈頌の事例(｢頌宝 1｣から｢頌宝 18｣
までの全 18 例)を検討した｡その結果確認できたことは､次の通りである｡ 
  ※『宝鑰』全 18 事例の中には､六種類[真言教理エッセンスの偈頌＋Ａ～Ｅの五]の偈頌のタイプ
が全て認められた 
九種住心無自性 真言密教法身説 五相五智法界體 刹塵渤駄吾心佛 一一字門含萬象 萬徳自性輪圓足
↕ ↕ ↕ ↕
轉深轉妙皆是因 秘密金剛最勝真 四曼四印此心陳 海滴金蓮亦我身 一一刀金皆現神 一生得證荘嚴仁























































     図 8：『宝鑰』を構成する様々な説者の分類図 








5-3-1 の 1：『秘蔵宝鑰』巻上における問答 
『宝鑰』巻上の最初の問答体は､｢⑤自問自答｣に分類される｡序分の五言八句の頌(｢頌宝 3｣)の
後半部分に相当する｡ 
























































































































































  〇読者が実際に見聞することのない印度の外道や神仙世界の修行の話題で､親近感が無い 
  〇各種外道の戒や教義内容にもほぼ無縁･無知である 
  〇但し､『列仙伝』等の典籍を通じて仙人の逸話等は聞き知る 
  〇従って､仙人の故事を最初に置いて興味をそそりながら 
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法に正像しょうぞう有り｡[中略] 當まさに今いま時とき是れ濁悪ぢょくあく､人は根こん[機根]劣鈍なり｡[後略]｣)  
憂国公子の問いは､賢者聖人が難遭遇であることはもっともであるにしても､｢戒･定･智慧を




























































































































  〇仏経･真言念誦には罪障消滅･除災の功徳がある(とわたくし法師は確信する) 
  〇外典･五経三史には  〃    の功徳はない(わたくし法師は聴いたことが無い) 
      ↓ 従って 

































































































































































































































































































































































































































  〇十四問答：3,721 字 
  〇その他 ：2,418 字  






































































































































































































*問 16) 且就語密真言法教顯示法曼荼羅心者｡経云｡云何真言法教｡謂 字門一切諸法本不生
故｡ 字門一切諸法作業不可得故[中略]  遍一切處｡於一切三昧自在速能成辨一切事｡
所為義利皆悉成就７５４｡(且しばらく語密の真言法教に就いて､法曼荼羅心を顯示せば､『[大日]経』に云く､｢云何
んが真言法教｡謂く  字門は一切諸法本不生の故に。  字門は一切諸法作業不可得の故に。[中略] は























































































*問 24) [問]云何知如實義｡[答]且阿 等五轉各有本不生寂靜邊際不可得等義｡又阿字諸法性義
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を甞なめざることを｡｣) －『二教論』  














































































  〇詩僧空海のレベルでは到底考えられないほど､偈讃の内容が拙劣で､支離滅裂である 






















































































  〇｢發露他人之腫脚｣は玄関法師が憂国公子に対して 




  〇｢盲瞽之流不見其曜･聾耳之族不信彼響｣は､非法濫行の僧侶の跋扈を論難する憂国公子に 
   *生盲不見日月聾騃不聞雷鼓｡愚少之分蓋如此乎８４１｡(生盲しょうもうは日月を見ず､聾騃ろうがいは雷













































































































息]として良やや久しうして曰く｡) －『宝鑰』十四問答：｢問宝 21｣ 
という形容表現の源泉となっている｡ 










































































































































つがん９７３｣と｡) － ｢七命｣ 
次の三例は､著者の分身と容易に推定できる人物と､仮設の対話者との間の対話を､作品の構
造となしている｡ 










同じくす可べけん９８４や｡｣) － ｢答客難｣  
△問文 13）揚雄の｢解嘲｣(『文選』巻四十五所録)には､｢客｣と著者の別名｢楊子｣の間で問答が展
開される｡これは､自問自答的な用法である｡ 






























  *泥蛇豈有應龍之能１０２１ (泥蛇でいじゃ豈あに應龍ようりょうの能有らんや) 
  *離律眼盲休見１０２２(離律りりつ､眼まなこ盲くろくして見ることを休やむ) 























く､計けい從がはざるは無し１０５０｡誠まことに其の君きみを得えたればなり１０５１｡[後略]) － ｢非有先生論｣ 
当該引用文中の､｢上以安主體下以便萬民｣｢伊尹蒙恥辱負鼎俎｣｢太公釣於渭之陽以見文王｣とい
う語句にほぼ共通する表現が､『宝鑰』｢十四問答｣中の玄関法師の弁論の中に登場する｡ 






















り) ｢秀宝 23｣ 
この｢十四問答｣の語句は､そもそもの原典拠である『尚書』の原文よりも｢四子講德論｣の表現
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  ○上庠公子(上庠は貴族の子弟の為の学校１０７７､伝統的な中国思想を体現する者を代表する) 
  ○古學通人(古事に通暁した知識人､仏教擁護の立場に立つ) 
  ○偏執儒生(黄巾の末裔､道教に立脚する) 



















  ※『文選』所録の作品にも､ 
｢東都主人｣｢西都賓｣   ｢憑虚公子｣｢安處先生｣ 
｢西蜀公子｣｢東呉王孫｣｢魏國先生｣ ｢子虛｣｢烏有先生｣｢亡是公者｣ 
｢子墨客卿｣｢翰林主人｣   ｢楚襄王｣｢宋玉｣｢大夫登徒子｣｢秦章華大夫｣ 
｢玄微子｣｢鏡機子｣   ｢沖漠公子｣｢殉華大夫｣ 
｢非有先生｣｢吳王｣   ｢微斯文學｣｢虛儀夫子｣｢浮遊先生｣｢陳丘子｣ 
























































































  ※『宝鑰』全 18 事例の偈頌の合計文字数は 1,219 字､これが『宝鑰』全体 17,611 字中に
占める割合は 6.9％※である 









































〇如来秘密語と顕密の別･密教眼(｢解寶之人｣)  『秘鍵』 
〇仏身の差異に基づく顕密の差別･法身説法 『二教論』 
〇｢顕教＝應化釈尊所説の淺略門｣と｢密教＝法身内證智＝深奥秘密の教え｣ 『二教論』 
















































７『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.127､弘全三 p.104｡王昌齢『詩格』からの引文とされる 
８同上､北巻､定本巻六 p.211､弘全三 p.174｡出典は未詳 

































２６『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 pp.211-212､弘全三 p.174｡出典は未詳 
２７『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.84､弘全三 p.68 
２８『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.298 注 3 参照 
２９松浦友久｢＜的名対＞と＜総不対対＞｣『中国詩文の言語学』p.35 
３０『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 pp.85-86､弘全三 p.69 
３１興膳宏『中国詩文の美学』p.35 
３２松浦友久｢＜的名対＞と＜総不対対＞｣『中国詩文の言語学』p.28 
３３松浦友久､同上 pp.25-26 及び pp.31-32 
３４松浦友久､同上 p.36 
３５『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 pp.88-89､弘全三 pp.71-72 
３６同上､東巻､定本巻六 p.90､弘全三 p.73 
３７『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.311 注 1 参照 
３８『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.91､弘全三 p.74 
３９興膳宏『中国詩文の美学』p.36  
４０『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.93､弘全三 pp.75-76 
４１同上､東巻､定本巻六 pp.94-95､弘全三 pp.76-77 
４２興膳宏『中国詩文の美学』p.36 参照  
４３『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.96､弘全三 p.78 
４４興膳宏『中国詩文の美学』p.37 
４５『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.98､弘全三 p.80 
４６同上､東巻､定本巻六 p.99､弘全三 p.81 
４７『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.335 注 1  
４８『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.100､弘全三 pp.81-82 
４９『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.337 注 1  
５０『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 pp.100-101､弘全三 p.82 
５１同上､定本巻六 p.101､弘全三 p.82 
５２同上､定本巻六 p.101､弘全三 pp.82-83 
５３同上､定本巻六 p.102､弘全三 p.83 
５４同上､定本巻六 pp.102-103､弘全三 pp.83-84 
５５同上､定本巻六 p.103､弘全三 p.84 
５６同上､定本巻六 pp.103-104､弘全三 pp.84-85 
５７同上､定本巻六 pp.104-105､弘全三 p.85 
５８同上､定本巻六 p.105､弘全三 p.86 
５９同上､定本巻六 p.105､弘全三 p.86 
６０同上､定本巻六 p.105､弘全三 p.86 
 




６１同上､定本巻六 p.106､弘全三 p. 86 
６２同上､定本巻六 p.106､弘全三 pp.86-87 
６３同上､定本巻六 p.107､弘全三 p.87 
６４同上､定本巻六 p.107､弘全三 p. 87 
６５『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.358 注 1 
６６『文鏡秘府論』東巻､定本巻六 p.107､弘全三 p. 87 
６７同上､定本巻六 pp.107-108､弘全三 pp.87-88 
６８同上､定本巻六 p.108､弘全三 p. 88 











ら､詩人たちは多くの着想を学び得たのではないか｡｣興膳宏『中国詩文の美学』p.39    
７３｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.138-141､弘全三 pp.499-501   
７４守山聖真『文化史上より見たる弘法大師傳』1931 年､pp.976-983 参照  





のと錯覚するの意(岩波大系本『性靈集』p.352 註 4）  
８０｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.138､弘全三 p.499 
８１識は能變＝絶えず変化する意識･心のはたらき､幻は所變＝変転する心が作り出す仮初めの現象 (運
敞『便蒙』巻第八 255)  
８２無明迷妄の暗黒に囚われ生死輪廻の苦から抜け出せないことを｢獄｣と言い表す   
８３第六･第七識は妄分別する能變の作用として働いて三界の生死の地獄を構築する､の意 
８４色焔は第六･第七識が化作する境界を指す｡Cf.｢空華眩眼龜毛迷情｡謬著實我酔心封執｡渇鹿野馬奔於
















本巻四 p.112､ 弘全一 p.725｡｢忽顯忽隱｣は『文鏡秘府論』所説の第三雙擬對に相当する 
９４Cf.｢此身脆如泡沫吾命假如夢幻｡無常之風忽扇四大瓦解｣『教王経開題』定本巻四 p.95､弘全一 p.713 
 
 



























p.129､弘全一 p.431   
１０８仏の理法を宣説することを､海底に沈淪する衆生を掬い取る為に広く教網を投げる行為に擬える   
１０９海底に沈む｢沈淪之魚｣は､迷妄不覚にして三悪趣四生の苦界に彷徨える衆生を喩える｡Cf.｢生之生
之輪轉六趣｡死去死去沈淪三途｣『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421 及び｢以絲結網能羅殺禽魚長養四











































pp.473   
１３２第一の弟子智泉が、師資相承の究竟真実の法(金剛界･胎蔵界両部の教え)の全てを､余すことなく完全
に､師空海から授けられたことを言う   
１３３｢口密無非｣は言語を慎み､一言半句なりとも妄語･綺語･悪口･両舌の悪業に当たるような罪を起こ
さないこと(勝又編『著作全集』第 3 巻 p.331 注 31)｡智泉の人格言動が高潔誠実にして､四口業から離れてい
ることを表現する   
１３４｢嗣宗｣は三国時代の文人の阮籍げんせき(210－263)､字は嗣宗で阮嗣宗とも称される｡竹林の七賢(阮
籍･王戎･山濤･向秀･嵆康･劉伶･阮咸)の指導者的人物で､偽善と詐術が横行する世間を厭悪し､素懐を述べる





[司馬昭]に賴よりて之[命脈]を保持する耳のみ｡)｣(『文選』四十三所録)と記される   









かざるなり)｡｣『論語』雍也篇   
１３９怒りに動かされず､過ちを二度と繰り返さない好学の卓抜せる弟子であるのは､唯､孔子門下の顏淵
ひとりに限られるのではなく､智泉にもまた当て嵌まる美質であった､の賛辞 


















































１５７｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.139-140､弘全三 p.500 
１５８無明長夜の眠りから目覚める時､則ち仏の教えへの覚醒＝さとりの時を｢朝｣と呼ぶ｡Cf.｢佛者覺也
世間有一夕之眠｡則有一朝之覺｡既有生死長夜｡則有朗然大覺也｣吉藏撰『勝鬘寶窟』大正 37・12 中   
１５９夢虎は睡眠中の夢で見た虎で､実体が無い無明戯論の為す幻を言う｡Cf.｢衆生迷故見有｡聖人悟故不
見有｡若爾同夢虎空華義｡迷故見有｡悟故不見有也｣吉藏撰『二諦義』大正 45・111 上､及び｢生住夢虎呑有
有於著愛｣『教王経開題』定本巻四 p.99､弘全一 p.716   
１６０さとりを得た覚醒の朝には､有有に執着して心身を脅かす所の無自性空なる幻＝夢虎の姿は消え去
って､纏縛する無明煩悩から解放される､の意   
１６１｢幻象｣は｢夢虎｣と対になる､存在していない幻の象   
１６２覚醒の朝(大覺の時)には夢虎が生滅するのと同様に､一旦仏のさとりに悟入してしまえば依他起性の
所現である幻象も存在しないことが明らかになる､の意｡有為転変の人生の憂慮悦楽は夢の如く､幻の如





１６４夢の中での別離と同然の､仮初めの世の中での死別という出来事   
１６５憐愍の情が涌いて覚えず涙を流す意｡ここでは､死は迷いの世界の虚妄の出来事だと充分に知って
はいても､なおも迷妄執着の情愛の涙が思わず滂沱と流れ溢れるの意   

























































來｣『金剛頂経開題』定本巻四 pp.77-78､弘全一 p.699 









































失忽得｣『大日経開題(三密法輪)』定本巻四 p.53､弘全一 p.679 
２０４即心は行者自心の曼荼羅開顕によって自心仏･本有本覚の浄菩提心を了知する､大乗教理伝統の唯
心性を説く 
２０５Cf.｢自心曼荼 有佛無佛 性相常住 我性教法 有點無點 文理宛然 觀心道場 則見本覺 如来之
身 念身曼荼 則遇常住 世尊之像｣『理観啓白』定本巻五 p.97､弘全二 p.186 
２０６｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.140､弘全三 p.500 
２０７『大日経』具縁品､大正 18・9 中 
２０８｢謂六大者五大及識｡大日經所謂｡<我覺本不生｡出過語言道｡諸過得解脱｡遠離於因縁｡知空等虚空>是
其義也｡彼種子眞言曰<  >｡阿 字諸法本不生義者即是地大｡縛 字離言説謂之水大｡
清淨無垢塵者是則囉  字火大也｡因業不可得者訶 字門風大也｡等虚空者欠 字字相即空大也｡我覺者識
大｡(謂く､六大とは五大及び識となり｡『大日経』に謂ふ所の<我覺本不生 出過語言道 諸過得解脱 遠離於因縁 知空
等虚空>是れ其の義なり｡彼の種子眞言に曰く<  >｡爲いはく  阿字諸法本不生の義とは即ち




















































２２４｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.140､弘全三 p.501 
２２５無量数の佛菩薩の集まり､即ち曼荼羅に集会する聖衆を指す｡Cf.｢曼荼羅海會諸尊｣『即身義』定本巻




大漫茶羅王｣(『大日経』大正 18・4 上)及び｢密中之祕密 大悲胎藏生 及無量世間 出世漫荼羅｣(『大日経』大


















と為す｡即ち入我我入の義是れ也｡阿 等の六字 [ ] は法界の體性なり｡四種法身と十界の依正とは皆れ
所造の相なり｡六字は則ち能造の體なり｡能造の阿 等は法界に遍じて相應し､所造の依正は帝網に比して無碍なり｡
此も往かず彼も来らずと雖も､然も猶ほ法爾瑜伽の故に能所無くして而も能所あり)」『大日経開題(關以受自樂)』







其義也｡彼種子眞言曰<  >｡阿 字諸法本不生義者即是地大｡縛 字離言説謂之水大｡清
淨無垢塵者是則囉  字火大也｡因業不可得者訶 字門風大也｡等虚空者欠 字字相即空大也｡我覺者識大｡
(謂く､六大とは五大及び識となり｡『大日経』に謂ふ所の<我覺本不生 出過語言道 諸過得解脱 遠離於因縁 知空等
虚空>是れ其の義なり｡彼の種子眞言に曰く<  >｡爲いはく  阿字諸法本不生の義とは即ち是れ地
大なり｡嚩 字離言説とは之れ水大と謂ふ｡清淨無垢塵とは是れ則ち囉 字火大なり｡因業不可得とは訶 字門風大な








で｢眷属｣と呼ぶ   
２３６｢無来･不来｣は本有本覚の仏性の義を示す    
２３７｢海滴｣は海の水を滴にしたほどの限りない数｡Cf.｢刹塵渤駄吾心佛 海滴金蓮亦我身｣『宝鑰』定本
巻三 p.168､弘全一 p.465  
２３８｢不攝｣は､本有門では元来一切諸法平等不二一如であるから衆生は既に救われており救済すること
ができない､一方修生門の立場では衆生は仏と入我我入の妙行を通して救われ、仏の世界に攝し盡され得











題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.164､弘全一 p.764 
２４２Cf.｢性蓮乍發｡顯微塵之心佛｡心法忽開｡證恒沙之遍智｣｢天長皇帝爲故中務卿親王捨田及道場支具入











古佛成菩提處｣『大日経疏』大正 39・580 上   
２４５｢帝｣は帝王､法身＝心王大日を指す   
２４６法身大日如来と等同の不二一如の法界に住し､自ら大覚＝仏の位を證し[即身成佛を成就し]の意  
２４７十佛刹微塵数･無量無数に遍満･遍在するの意｡Cf.｢量等虛空法界｡重重無盡遍滿遍滿平等平等｡能
解此義三密相應故速證大覺位｣『法華経釈』定本巻四 p.209､弘全一 p.790  
２４８｢所攝｣は､迷いの世界にある｢有情｣の範疇に包摂されること｡則ち､未だ仏のさとりに到らぬ迷妄不
覚の一切衆生のことを｢有情所攝｣と言う   
２４９｢所持｣は仏のさとりへと到る仏道を妨げ邪魔する無明を｢持｣すること｡｢無明所持｣は迷妄不覚の一





心の曼荼羅に四種法身を開顕して自らを仏智仏身として現證する＝即身成仏を成し遂げること)の覚了を言う   
２５２頓悟･速證菩提＝速疾成佛を言い表す   
２５３｢自覺｣は自證の三菩提を指し(運敞『便蒙』巻第八 p.259)､成仏に同義｡一切相不可得＝無相の境界を
『大日経疏』では｢諸佛自證の三菩提｣と定義する｡Ex.｢今此法門亦復如是｡即心成佛旨趣難知…此諸佛自
證三菩提｡所謂自心自覺不可思議法界」(『大日経疏』大正 39・609 下) 
２５４證悟･證得｡即ち仏果を得ること､大覚仏佛位を得る＝成道＝成仏に到ること   
２５５｢爲亡弟子智泉達嚫文『性霊集』巻八､定本巻八 pp.140-141､弘全三 p.501 
２５６｢六大無礙常瑜伽(體) 四種曼荼各不離(相) 三密加持速疾顯(用) 重重帝網名即身(無礙) 法然具足
薩般若(法佛成佛) 心數心王過刹塵(無數) 各具五智無際智(輪圓) 圓鏡力故実覺智(成佛)｣『即身義』定本巻
三 p.19､弘全一 pp.507-508   
２５７福井佳夫『六朝文評価の研究』p.3   
２５８福井佳夫､同上 p.43   
２５９福井佳夫､同上 p.180   
２６０福井佳夫､同上 p.330   
２６１福井佳夫､同上 p.425   
２６２詩句の搖動するリズムが海上を航行する船の波の揺れを喚起する例として､”Comme je descendais 
des Fleuves impassibles, Je ne me sentis plus guidé par les haleurs (…)Les Fleuves m'ont laissé descendre où je 
voulais. Dans les clapotements furieux des marées,(…)La tempête a béni mes éveils maritimes. Plus léger qu'un 
bouchon j'ai dansé sur les flots”を挙げる｡Arthur Rimbaud, Le Bateau ivre in Poésie, Oeuvres, Garnier Frères, 
1981, p.128 の v.1-2, 8-9 et 13-14   














而此一切智智道一味｡所謂如來解脱味」(大正 18・1 中｡『秘蔵宝鑰』の引用は｛ ｝内のみであるが､『十住心
論』の経証は世尊以下の一段全体を引く）  
２６８『宝鑰』定本巻三 pp.123-124､弘全一 pp.426-427  
２６９同上､定本巻三 p.125､弘全一 p.428  
２７０第六章で詳説する  
 




２７１『菩提心論』大正 32・573 上   
２７２｢羅漢聖果一生難得｡是故鈍根六十劫利智則三生｡修練苦行乃證聖位｡雖無向果之賢聖｡其道何絶哉｣
『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
２７３｢若如還答時根所牽逆流猶難｡若然者五濁悪世定無持戒定慧人乎｣『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一
p.434  
２７４『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435  
２７５同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435  
２７６弁論体の定型は､普遍的な大主題を述べて､天子と国家のあるべき姿を讃嘆し､そこから現実相の諸
問題にブレイクダウンして事の是非を論じるものである  
２７７｢讀経礼佛報國家之恩｡觀念坐禪答四恩之徳｣『宝鑰』定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
２７８森三樹三郎｢六朝士大夫の精神｣『大阪大学文学部紀要』1954 年､pp.274-275 参照 
２７９法琳撰『破邪論』大正 52・476 下－477 上｡同文は道宣撰『廣弘明集』巻第十一(大正 52・161 中－
下)にも採録される  
２８０『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 p.439  
２８１但し一説には｢与｣を赦す意味で大悲門､｢奪｣を処罰の義で大智門に取り､王法･仏法共に与奪･悲智
の門を具え､王法の適用に於ても情状を酌量して寛恕の措置を取る悲門が存在するという解釈も提出さ
れる｡(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻中五 208 参照）  
２８２『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.424 
２８３同上､定本巻三 p.142､弘全一 p.443｡慧覺訳『賢愚経』出家功徳尸利苾提品(大正 4・376 中－下)の取
意  
２８４同上､定本巻三 p.142､弘全一 p.443  
２８５同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.443  
２８６同上､定本巻三 p.152､弘全一 p.452  
２８７同上､定本巻三 p.154､弘全一 p.453｡『大日経』の経文｢心主自在覺自心本不生｡何以故｡祕密主｡心
前後際不可得故｡如是知自心性｡是超越二劫瑜祇行｣(大正 18・3 中)を踏まえる  
２８８『宝鑰』定本巻三 p.154､弘全一 p.454｡『大日経疏』大正 39・603 上－中からの引用  
２８９｢即此如實知自心名為菩提｡故大日尊告秘密主云｡秘密主｡云何菩提｡謂如實知自心｡｣『宝鑰』定本巻
三 p.157､弘全一 p.456｡『大日経』大正 18・1 下を引く 
２９０『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.459 
２９１同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.461 
２９２第三章第五節参照  
２９３｢我覺本不生｡出過語言道｡諸過得解脱｡遠離於因縁｡知空等虚空｡如實相智生｡已離一切暗｡第一實無
垢｡｣『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.466｡『大日経』具縁品､大正 18・9 中の引用  
２９４同上､定本巻三 p.174､弘全一 p.471｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用  
２９５同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.460  
２９６同上､定本巻三 p.167､弘全一 p.465  
２９７宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下十半 p.489  
２９８『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.460 
２９９同上､定本巻三 pp.167-168､弘全一 p.465 
３００詳細は第三部第十一章で論じる 











故彼此佛同是法身｡彼報應者非宗正意也｣證眞撰『天台眞言二宗同異章』大正 74・418 下中 
３０３『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417 
 









３０９『文鏡秘府論』地巻､定本巻六 p.53､弘全三 p.41 
３１０窺基撰『妙法蓮華經玄賛』大正 34・684 上 
３１１十二部經、梵 dvādaśāṅgadharmapravacana に同じ。1.契経 sūtra、2.応頌･重頌 geya、3. 諷頌･
伽陀 gāthā、4. 因縁･尼陀那 nidāna、5. 本事･如是語 itivṛttaka、6.本生 jātaka、7.希法･未曾有法
adbhuta-dharma、8.譬喩･阿婆陀那 avadāna、9. 論議･優婆提舎 upadeśa、10.自説･優陀那 udāna、11.
方広 vaipulya、12.記別･授記 vyākaraṇa  
３１２五百大阿羅漢造･玄奘譯『阿毘達磨大毘婆沙論』大正 27・2 上 















短句｡過二十六字成名長句頌｡準可知｣曇寂撰『大日經住心品疏私記』大正 60・390 中－下  
３１６Cf.｢應頌相者｡對法等諸論同説｡即諸經中或中或後以頌重頌｡即後更頌前長行義｡又云｡不了義經應更
頌釋｡長行雖説義猶未盡｡後更頌之｡即以二義名爲應頌｡一者爲益利根後來｡二者爲顯前不了義令聽法者解




是名優陀那｡指事雖殊義理同也」窺基撰『大乘法苑義林章』大正 45･277 上 
３１８Cf.｢無問而自説者｡優陀那經也｣智顗説･智顗記『仁王護國般若經疏』大正 33・279 中 
３１９『妙法蓮華経』大正 9・24 中 
３２０同上､大正 9・13 下－14 中 
３２１『六十華厳経』大正 9・785 下－786 上 
３２２『宝鑰』定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
３２３龍樹造･鳩摩羅什訳『十住毘婆沙論』大正 26・22 上 
３２４龍樹造･鳩摩羅什訳･靑目釈『中論』大正 30・1 下 
















衆生故捨此身｣（曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・450 上－451 上）及び｢時佛往昔在凡夫 入於雪山求佛道 
攝心勇猛勤精進 爲求半偈捨全身｣(般若訳『大乗本生心地観経』大正 3・295 下) 
３２７『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438   
３２８『御請来目録』定本巻一 p.39､弘全一 p.102   













３３５『吽字義』定本巻三 pp.61-62､弘全一 pp.543-544  
３３６『即身義』定本巻三 pp.19-20､弘全一 p.508｡『大日経』大正 18・9 中の偈頌を引く  
３３７『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.466   
３３８『即身義』定本巻三 p.21､弘全一 pp.509-510｡『大日経』秘密曼荼羅品第十一(大正 18・31 上)の偈頌
を引く  
３３９『声字義』定本巻三 pp.37-38､弘全一 pp.523-524  
３４０同上､p.35､弘全一 p.521  
３４１『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 pp.471-472  
３４２『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 p.10､弘全一 p.640  
３４３『即身義』定本巻三 p.20､弘全一 p.509  
３４４『金剛頂瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』(大正 18・331 上)｡当該の偈頌は｢入法界體性三昧｡修習五字
旋陀羅尼｣を観想する際の文で､『三摩地法』の他に『念誦結護法普通諸部』(大正 18・903 上)､『金剛頂
瑜伽青頸大悲王觀自在念誦儀軌』(大正 20・496 下)にも採録されている 
３４５『法華経釈』定本巻四 pp.207-208､弘全一 p.789｡頌は金剛智譯『金剛頂瑜伽中略出念誦經』大正
18・250 中－下  
３４６『宝鑰』定本巻三 pp.171-172､弘全一 p.469｡『菩提心論』(大正 32・574 中)からの引用｡頌は金剛
智譯『金剛頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』(大正 18・328 中)の入智因明頌に同じ  
３４７『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.471｡『菩提心論』(大正 32・574 下)からの引用 
３４８即身成佛の妙用を讃嘆するこの四句一頌は、次の如く配釈される｡まず金剛界では 




(濟暹撰『金剛頂發菩提心論私抄』大正 70・28 上参照)｡次に胎蔵では、 
 第一句：若人求佛惠＝口密  第二句：通達菩提心＝意密   
第三句：父母所生身＝身密  第四句：速證大覺位＝三密 に配当される。 
(｢若人求佛慧ﾄ者｡證即口密也｡通達菩提心ﾄ者｡意密｡父母所生身ﾄ者身密｡速證大覺位ﾄ者總ｼﾃ結ｽ三密ｦ也｣『菩提心論
見聞』大正 70・114 下）  
３４９『法華経釈』定本巻四 p.209､弘全一 p.790  
３５０『教王経開題』定本巻四 p.100､弘全一 p.717  
３５１｢奉勤諸有縁衆應奉写秘密法藏合三十五巻｣『性霊集』巻九､定本巻八 p.176､弘全三 p.529  











３５４玄奘訳『般若波羅蜜多心経』大正 8・848 下 
３５５『秘鍵』定本巻三 p.8､弘全一 p.558 
３５６同上､定本巻三 p.8､弘全一 p.559 
３５７究極の真理､｢諸法空相にして八不の総義｣(覚鑁『祕鍵略註』)｡又､独空は相待空の領域を超脱して究竟
の極理であるから､これを｢究竟空｣とも呼び(頼瑜『秘鍵開蔵鈔』巻下 p.34)､これは本性自然の自性空であり､
文殊菩薩の種子真言瞞 字大空を指す(小田慈舟『十巻章講説』下 p.1192) 
３５８『秘鍵』定本巻三 p.8､弘全一 p.559 
３５９八識を建立することを説き､第八識阿陀那識が､未来の善悪一切諸法の種子を摂持含蔵する蔵識･異
熟識で、一義的には前七識の根拠となる根本識・あらゆる心性の本性であると示す(小田慈舟『十巻章講説』
下 p.1197 参照) 
３６０唯識三性の中の依他起性の存在は､因縁所生の法で仮に存在するに過ぎないから､幻や光影の如く
に無自性の実体の無い法であると説く｡幻影と名賓は共に無自性空の仮法を言い､頼瑜の解釈では､幻影






３６２『秘鍵』定本巻三 p.8､弘全一 p.558 
３６３露の消え去るのを見て生死の無常を厭い､花の散るを見て煩悩の種子を除くことを示す(勝又『講座
秘鍵』註釈 p.463 註 5)｡則ち､儚い露と脆い花の様を観察して無常を覚知し､無明煩悩の習気を断除するこ
と｡Cf.｢春花枝下落 秋露葉前沈 逝水不能住 廻風幾吐音 六塵能溺海 四徳所歸岑(春の花は枝の下もと
に落ち､秋の露は葉の前に沈む｡逝水は住とどまること能はず､廻風幾いくばくか音こえを吐く｡六塵は能く溺るる海なり､ 
四徳は所歸の岑なり)｣『三教指帰』定本巻七 p.86､弘全三 p.356  
３６４『秘鍵』定本巻三 p.9､弘全一 p.559 
３６５九相(人体の死後に現じる九の変化の状態：脹相･壞相･血塗相･膿爛相･青相･噉相･散相･骨相･燒相)を以て不
浄観を修すること､つまり四念処観による声聞乗の行果を説く  
３６６『秘鍵』定本巻三 p.9､弘全一 p.560 
３６７羊･鹿･牛三車＝声聞･縁覚･菩薩の三乗が､各別の修行をして別々の証果を求めることを止めて､唯
一仏乗に帰入すること､攝末歸本・會三歸一と同じで､三乗方便一乗真実とも言う  




因果に各二種有るから､因果の二を重ねて｢重二｣と表現する(勝又『講座秘鍵』註釈 p.472 註４）  
３７１この｢菩提｣は､能証の智･能達の智･能証覚智･能因能行で､これを総称して｢般若｣と呼ばれる  
３７２能証覚智である菩提の智果を得た仏と､仏の所住の浄土である涅槃円寂の理果を｢正依｣の二字で示
している(小田慈舟『十巻章講説』下 p.1210 参照）  
３７３『十住心論』巻一､定本巻二 pp.22-23､弘全一 p.147 
３７４同上､定本巻二 p.24､弘全一 p.145 
３７５同上､定本巻二 pp.26-27､弘全一 p.147 
３７６同上､定本巻二 p.30､弘全一 p.150 
３７７同上､定本巻二 pp.33-34､弘全一 pp.152-153 
３７８同上､定本巻二 p.36､弘全一 p.155 
３７９同上､定本巻二 p.39､弘全一 p.158 
３８０同上､定本巻二 p.52､弘全一 pp.169-170 
３８１『十住心論』巻二､定本巻二 pp.64-65､弘全一 p.181 
３８２同上､定本巻二 pp.71-72､弘全一 pp.187-188 
３８３同上､定本巻二 pp.75-76､弘全一 pp.190-191 
３８４同上､定本巻二 p.77､弘全一 p.192 
３８５同上､定本巻二 p.78､弘全一 p.193 
３８６同上､定本巻二 p.79､弘全一 p.194 
 




３８７同上､定本巻二 p.93､弘全一 pp.206-207 
３８８同上､定本巻二 pp.93-95､弘全一 pp.207-208 
３８９同上､定本巻二 pp.95-96､弘全一 pp.208-209 
３９０同上､定本巻二 pp.96-97､弘全一 pp.209-210 
３９１同上､定本巻二 pp.97-99､弘全一 pp.210-211 
３９２『十住心論』巻三､定本巻二 pp.113-114､弘全一 p.224 
３９３同上､定本巻二 pp.119-121､弘全一 pp.229-230 
３９４同上､定本巻二 pp.127-129､弘全一 pp.235-237 
３９５同上､定本巻二 pp.129-130､弘全一 pp.237-238 
３９６同上､定本巻二 p.139､弘全一 p.246 
３９７『十住心論』巻四､定本巻二 p.153､弘全一 p.259 
３９８同上､定本巻二 pp.154-156､159､弘全一 pp.260-262､265 
３９９同上､定本巻二 p.166､弘全一 p.271 
４００『十住心論』巻五､定本巻二 p.186､弘全一 pp.289-290 
４０１『十住心論』巻六､定本巻二 pp.191､226､弘全一 pp.293､325 
４０２同上､定本巻二 p.229､弘全一 p.328 
４０３同上､定本巻二 pp.231､233､弘全一 pp.330､332 
４０４同上､定本巻二 p.232､弘全一 p.331 
４０５『十住心論』巻九､定本巻二 p.293､弘全一 pp.386 
４０６『即身義』定本巻三 p.19､弘全一 pp.507-508｡異本『即身義』にも採録される｡『異本二』弘全四 p.10､
『異本三』弘全四 p.16､『異本四』弘全四 p.38､『異本五』弘全四 p.58､『異本六』弘全四 pp.79-80｡その
他空海の著作では二本の『大日経開題』に収録。『法界浄心』本(定本巻四 pp.8-9)及び『關以受自樂』本
(定本巻四 pp.61-62)  
４０７『即身義』定本巻三 p.19､弘全一 p.508  
４０８同上､定本巻三 pp.19-24､弘全一 pp.508-512  
４０９同上､定本巻三 pp.24-25､弘全一 pp.512-513  
４１０同上､定本巻三 pp.25-28､弘全一 pp.513-516  
４１１同上､定本巻三 pp.28-29､弘全一 pp.516-517  
４１２同上､定本巻三 pp.29-30､弘全一 pp.517-518  
４１３同上､定本巻三 p.30､弘全一 p.518  
４１４同上､定本巻三 p.31､弘全一 p. 518  
４１５『声字義』定本巻三 pp.38-39､弘全一 p.524  
４１６同上､定本巻三 p.38-39､弘全一 pp.524-525  
４１７同上､定本巻三 pp.39-41､弘全一 pp.525-526  
４１８同上､定本巻三 p.41､弘全一 p.526  
４１９同上､定本巻三 p.41､弘全一 pp.526-527  
４２０同上､定本巻三 p.41-45､弘全一 pp.527-531  
４２１同上､定本巻三 p.41-45､弘全一 pp.527-531  
４２２同上､定本巻三 p.46-48､弘全一 pp.532-533  
４２３同上､定本巻三 p.45-46､弘全一 p.531  
４２４同上､定本巻三 p.48-49､弘全一 pp.533-534  
４２５同上､定本巻三 p.45-46､弘全一 p.531  
４２６小田慈舟『十巻章講説』上 p.136 参照 
４２７小田慈舟､同上 pp.138-139 参照 














巻二 p.259､弘全一 p.355  
４３１Cf.｢觀念誦習此一字時｡能滅一切妄想煩惱業障等｡頓證得本有菩提之智｡是名能得忍陀羅尼｡(此の一字
を觀念し誦習する時､能く一切の妄想･煩惱･業障等を滅し､頓に本有菩提の智を證得す｡是を能得忍陀羅尼と名づ


























４３７『吽字義』定本巻三 pp.63-64､弘全一 pp.544-545 
４３８三種世間は則ち､能化[智正覚世間]・所化[衆生世間]・所住[器世間]に配当されるが､この全ての世界の
万物･一切有情非情が皆､真の仏＝法身大日如来の身心であるの意  
４３９『大日経開題(隆崇頂不見)』定本巻四 p.39､弘全一 p.666 
４４０Cf.｢歸命毘盧遮那佛 身口意業遍虚空 演説如來三密門 金剛一乘甚深教｣金剛智訳『三摩地法』大
正 18・327 上及び｢身口意三種平等平等無能所別｡平等三密遍滿法界不斷不盡(身･口･意の三種平等平等に
して能所の別無く､ 平等の三密は法界に遍滿し不斷不盡なり)｣『法華経開題(殑河女人)』定本巻四 p.194､弘
全一 p.803  
４４１『金勝王経秘密伽他』定本巻四 p.251､弘全一 pp.832-833 
４４２Cf.｢於此妙經王 甚深佛所讃｣義淨訳『金光明最勝王經』大正 16・404 上  
４４３『理観啓白』定本巻五 pp.97-98､弘全二 p.186 
４４４『秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554 
４４５般若仏母の種子は経軌などでは一般に｢ ｣と記されるが､これを｢ ｣とするのは｢ ｣が大空点を付
して成菩提を示すのに対応して、 に涅槃点｢ ｣を付け､これによって定慧の二徳を顕わすからと説明
















ることを｢一字一文遍法界｣の句が表明する｡Cf.｢我口輪出 陀羅尼門 一一文字 成金色佛 周遍法界 
等同虗空(我が口輪より出ずる陀羅尼門の一一の文字､金色の佛と成りて､法界に周遍し虚空に等同なり)｣『理觀啓









４５６『金勝王経秘密伽他』定本巻四 pp.241-242､弘全一 pp.825-826 
４５７『十住心論』巻一､定本巻二 pp.3-4､弘全一 pp.125-126   
４５８『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 pp.417-418  
４５９同上､定本巻三 pp.115-116､弘全一 p.419  




４６３『宝鑰』定本巻三 pp.116-117､弘全一 p.420  
４６４『十住心論』定本巻二 p.8､弘全一 p.130  
４６５『宝鑰』定本巻三 p.119､弘全一 p.422  


















































４９１『宝鑰』定本巻三 p.149､弘全一 p.449 
４９２龍樹造･鳩摩羅什訳『十住毘婆沙論』大正 26・41 上 
４９３龍樹本･達磨笈多訳･自在比丘訳『菩提資糧論』大正 32・527 下－528 上 
４９４『宝鑰』定本巻三 pp.151-152､弘全一 p.451 


















５０４『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.452 









『秘鍵』定本巻三 p.4､弘全一 p.555 及び｢如實一道之心雖云拂心垢而入清淨泯境智而證如如｡猶是一道清
淨之樂｡未入金剛之寶蔵｡(如實一道の心は心垢を拂って清淨に入り境智を泯して如如を證すと云ふと雖も､猶是れ


















５１５『大日経』住心品､大正 18・3 中 

































序』定本巻五 p.7､弘全二 pp.135-136 
５３３『釈摩訶衍論』大正 32・603 中 
５３４同上､大正 32・622 上 
５３５『大日経』住心品､大正 18・3 中 





るまで轉妙轉樂なりと云ふと雖も｡)｣『十住心論』定本巻二 p.6､弘全一 p.127 
 






















とを言う   











とを言い表し､羯磨曼荼羅に対応する(勝又『講座宝鑰』註釈 p.307 註 11） 
５５３輪圓は萬徳を圓満に具足する義､輪圓具足で曼荼羅の訳語となる｡参照､｢四 明真言曼荼羅




仏身を證悟体得するの意(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下九半 p.476 参照) 
５５６『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.466｡『大日経』具縁品､大正 18・9 中の引用 
５５７同上､定本巻三 p.171､弘全一 p.469｡『菩提心論』(大正 32・574 中)からの引用｡頌は金剛智訳『金剛
頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』(大正 18・328 中)の入智因明頌に同じ   
５５８『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.471｡『菩提心論』(大正 32・574 中)からの引用   
５５９『弘法大師著述輯要』(1922 年北京版刻の影版)､國家圖書館出版社､北京､2011 年､p.301  
５６０因みに偈頌表現が多く含まれる『般若心経秘鍵』の場合は､偈頌の文字数 332 字､全体の 3,314 文
字に対して 10.0％の比率である  
５６１『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.420  
５６２同上､定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
５６３『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 pp.215-222､弘全三 pp.177-183 参照  
５６４『宝鑰』定本巻三 p.119､弘全一 p.422  
５６５同上､定本巻三 p.122､弘全一 p.425  
５６６同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426  
５６７この故事の詳細は､第一章第三節で説明している  
５６８『宝鑰』定本巻三 pp.123-124､弘全一 p.427  
５６９同上､定本巻三 p.124､弘全一 p.427  
 




５７０同上､定本巻三 p.124､弘全一 p.427  
５７１同上､定本巻三 p.125､弘全一 pp.427-428  
５７２同上､定本巻三 p.125､弘全一 p.428  
５７３同上､定本巻三 p.125､弘全一 p.428  
５７４同上､定本巻三 pp.125-126､弘全一 p.428  
５７５同上､定本巻三 p.126､弘全一 pp.428-429  
５７６同上､定本巻三 p.126､弘全一 p.429  
５７７同上､定本巻三 pp.130-131､弘全一 pp.432-433  
５７８｢職｣は只･但･就是の義の助詞､｢職此之由｣はこの理由に拠るの意｡Cf.｢経之大意敎之由漸職此之由
也｡(経の大意､敎の由漸職もととして此の由なり｡)｣『法華経釈』定本巻四 p.199､弘全一 p.781  
５７９官許の出家得度の制を一切停止すること  






５８４『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
５８５｢思｣の字は具体的な意味を持たない､｢休ﾔｽﾒﾉ字也｣(頼瑜『秘蔵寶鑰勘註』巻三 p.59） 
５８６『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
５８７同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.434  








５９２『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５９３同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435   
５９４Ex.『老子』第四十一章｢大方無隅｡大器晩成｡大音希聲｡大象無形｡道隠無名｣   
５９５Ex.『老子』第六十五章｢常知楷式[古人の規範を心得る]､是謂玄徳｡玄徳深矣､遠矣｣及び第五十六章｢知者
不言､言者不知｡塞其兌､閉其門､挫其鋭､解其紛､和其光､同其塵｡是謂玄同｣   





６００『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435   
６０１同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435   























６１２『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438  
６１３Cf. ｢諸佛興出世 懸遠値遇難 正使出于世 説是法復難 無量無數劫 聞是法亦難 能聽是法者 斯人






６１６『宝鑰』定本巻三 pp.136-137､弘全一 p.438   
６１７儒学で尊重する書、『易経』『詩経』『書経』『春秋』『礼記』の五経と史書『史記』『漢書』『後
漢書』の三史  
６１８『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 p.438   
６１９三蔵と五経三史との間に存する玄奥深秘なる違いは俄かには信じ難いの意  






６２３『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 pp.438-439  
６２４法琳撰『破邪論』大正 52・476 下－477 上 
６２５Ex.｢老子西昇經云｡吾師化遊天竺善入泥洹｡符子云｡老氏之師名釋迦文｡直就孔老經書師敬佛處文證
不少｡｣法琳撰『破邪論』大正 52・477 上 
６２６『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 p.439  
６２７十悪(身三･口四･意五)や五逆(殺父･殺母･殺阿羅漢･破和合僧･出佛身血)の重罪を犯した者が､地獄に堕す
ることは物事の道理として当然である､の意 
６２８『宝鑰』定本巻三 pp.137-138､弘全一 p.439  
６２９同上､定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
６３０同上､定本巻三 pp.138-139､弘全一 pp.439-440  
６３１同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  









能住斯心 破淺執 入深教 利益尤廣 




掛け言葉の遊び心を感受するべきであろう   
６３７『宝鑰』定本巻三 pp.139-140､弘全一 pp.440-441  
６３８法律や戒律の違反に関して､仏教と王法の調和･融合を現実的に可能にする方法はあるか､と問う 
 




























６５１『宝鑰』定本巻三 pp.141-143､弘全一 pp.442-443  
６５２仏法が果たして国家にとって有益であるか無益であるか､という論点   
６５３三悪趣の苦界に堕して､久遠の間､呵責され続ける苦痛の極み｡三途の極苦   
６５４善因楽果の道理を説いて､衆生済度の道を示す(抜苦与楽の与楽)こと   
６５５仏の教えを実践し､仏法を世に弘める弘通修行を｢弘行｣と言い表す   
６５６仏法有るが故に[即ち仏･法･僧の三宝が不断に伝承されてきたから]、衆生は仏の法教に依って覚りの眼を開
くこと[即ち修行の果を得ること]が出来るの意   
６５７『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.443  
６５８同上､定本巻三 pp.143-144､弘全一 pp.443-444  
６５９仁徳広大なる大山には薬草と毒草も入り混じって生い茂る｡善悪の二法が両存することを､｢藥毒雜
生｣が比喩的に表現する   
６６０｢善星比丘｣は梵 Sunakssatra､音写は修那刹帝羅･須那呵多･須那察多など､漢訳は他に善宿･好不害
など｡釈迦仏の弟子だった悪比丘で､一説に釈尊の実子とも言われる｡Cf.｢佛有三子｡一善星｡二優婆摩耶｡
三羅睺｡故涅槃云善星比丘菩薩在家之子｣窺基撰『妙法蓮華經玄賛』大正 34・671 下 
６６１釈迦如来在世の時であっても､純粋に善である仏弟子は得難い､の意   
６６２｢變毒爲藥｣は､大聖仏陀が善巧方便力を以て毒を変じて薬と為し､衆生に施すことを言う   
６６３｢皇風｣は国王が体現実践する善行の風紀､天皇皇帝による徳育教化の意   
６６４『守護國界主陀羅尼経』巻十阿闍世王授記品､大正 19・571 下－  
６６５『守護國経』の経文を是非知りたい思う者は､この経を閲覧して確かめることで目的を果たせるか
ら､是非実際に経を開いてみるに限る､の意  
６６６『宝鑰』定本巻三 p.144､弘全一 p.445  





歴諸位｡経三無數劫難行苦行然得成佛｡既知聲聞縁覺智慧狹劣亦不可樂｣ 『菩提心論』大正 32・573 上 
６６９『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 p.451  
６７０同上､定本巻三 p.152､弘全一 p.452｡『釋摩訶衍論』大正 32・637 下を引く  
 




６７１四徳は常楽我浄の涅槃の四徳｡長行･住心頌に｢四徳都｣｢四三點徳｣と記される   
６７２｢三身｣は仏身について法相宗が説く､自性身･受用身･変化身(法身･報身･応身)の三の仏身   
６７３｢無明｣は未だ迷妄不覚にあること､真実究竟の仏の境界に達していない未極･未達の修行者を指す｡ 







始覺｣『釋摩訶衍論』大正 32・613 下及び 614 中 









空)の四句を以て､想定できる有り得る全ての場合を提示して判断する方法 (勝又編『著作全集』第 1 巻 p.97
注 8 参照） 
６８２『宝鑰』定本巻三 p.158､弘全一 p.457｡『大日経』大正 18・1 下の引用  




百通りの否定で百非､洞遣は遮遣の意(小田慈舟『十巻章講説』下 p.589 参照）  
６８５談論に依る思惟審慮を突き詰めて思い巡らしても、遂にはその手立てを喪失し、黙然して言語道断･









『釋摩訶衍論』大正 32・600 上－601 中 
６８９｢是因是心望前顯教極果｣『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.460  
６９０｢所謂空性｡離於根境｡無相無境界｡越諸戲論｡等虚空無邊一切佛法｡依此相續生｡離有爲無爲界｡離諸
造作｡離眼耳鼻舌身意｡極無自性心生」『大日経』大正 18・3 中  
６９１『宝鑰』定本巻三 pp.164-165､弘全一 pp.462-463｡『金剛頂一切如來眞實攝大乗現證大教王経』大
正 18・207 上－下 
６９２｢觀察自三摩地｣は五相成身観の第一通達菩提心のことを指す｡『真実摂経』の記述には､煩悩の雲に
覆われた中で月輪の影を透かし見る段階で､月輪観の開始の観想部分に相当する｡｢我見自心形如月輪｣大
正 18・207 下と記される   
６９３自己の本心である所の自性光明心に通達するべく、自心は月輪の如しと観ずる自性成就真言･徹身
明･法身求心明「Oṃ citta-prativedhaṃ karomi  (唵､我心に通達す)」   
６９４『守護國経』原文では｢佛｣とのみ記す｡｢釋迦牟尼｣は説者(表現主体)の補足   

















７０２『宝鑰』定本巻三 p.166､弘全一 p.465｡『釋摩訶衍論』大正 32・637 下を引く  
７０３自體･自相･自用の三大を具する一心の法体は､言語表現を超絶した境界であるから､一と言葉で言





れども強いて名付けて｢一｣とする意（宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下八半 p.465）   
７０７妄は客塵であるから則ち他心であり､心は真実の自體なる故に｢自｣と言う  
７０８｢如我立名而非實我｣は､｢我(一)｣という言葉を用いて名前を立てるけれども､真実の｢我(一)｣を意味
しているわけではない､の意   
７０９｢如自得唱非實自｣は､｢自(心)｣という語で仮に言い表すことが出来るけれども､本当は｢自(心)｣では
ない｡そうした言語に依る表現を超越した甚深極玄の境界が三自一心摩訶衍法の法体である､の意   
７１０『老子』第一章の｢同謂之玄｡玄之又玄､衆妙之門｡(同じきを之を玄げんと謂ふ｡玄の又た玄､衆妙の門)｣を
踏まえる   
７１１言語に依る表現を超越した甚深極玄の境界＝三自一心摩訶衍法の､幽玄至極･玄奥玄遠の勝れたさ
とりの境地＝第九極無自性心の果分､顕教究竟の勝れた境地＝五重問答の第四重の本覚   
７１２宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下八半 p.465 参照 
７１３但し､『釈摩訶衍論』五重問答最後の｢不二摩訶衍法｡唯是不二摩訶衍法｡如是不二摩訶衍法爲明無明｣
(大正 32・637 下)の部分は『宝鑰』第十住心には採録されない 


















７２２『菩提心論』大正 32・573 上  



















７３１『広付法伝』定本巻一 pp.112-114､弘全一 pp.45-47  
７３２『金剛頂大瑜伽祕密心地法門義訣』大正 39・808 中に基づく 
７３３菩提流支譯『入楞伽経』の偈文（大正 16・569 上） 
７３４『広付法伝』定本巻一 pp.114-115､弘全一 p.47  
７３５法藏述『華嚴經探玄記』巻一(大正 35・122 中)に基づく｡｢三上本者｡此是結集文中之上本也｡故西域
相傳｡龍樹菩薩往龍宮見大不思議解脱經有三本｡上本有十三千大千世界微塵數頌四天下微塵數品｡」  
７３６惠沼述『成唯識論了義燈』大正 43・659 下－660 上に基づく  
７３７『瑜伽師地論』『莊嚴經論』『中邊分別論』を指す 
７３８『広付法伝』定本巻一 p.115､弘全一 p.47  
７３９同上､定本巻一 pp.115-116､弘全一 pp.47-48  
７４０｢巨鯤｣は伝説の大魚｡『荘子』逍遥遊篇第一｢北冥有魚､其名爲鯤｡鯤之大､不知其幾千里也｡化而爲鳥､
其名爲鵬｡鵬之背､不知其幾千里也｣に基づく 
７４１『広付法伝』定本巻一 pp.113-114､弘全一 p.46  
７４２同上､定本巻一 p.116､弘全一 pp.48-49  
７４３勝又編『著作全集』第 2 巻 p.94 注 2 参照 
７４４『十住心論』巻一､定本巻二 p.8､弘全一 pp.129-130  
７４５『十住心論』巻二､定本巻二 pp.80-81､弘全一 pp.195-196  
７４６『十住心論』巻五､定本巻二 pp.176-179､弘全一 pp.281-284  
７４７『十住心論』巻七､定本巻二 pp.243-246､弘全一 pp.340-343  
７４８同上､定本巻二 pp.252-246､弘全一 pp.348-350  
７４９同上､定本巻二 p.255､弘全一 p.351  
７５０『十住心論』巻九､定本巻二 pp.277-279､弘全一 pp.371-373 
７５１同上､定本巻二 pp.286-289､弘全一 pp.379-382 
７５２同上､定本巻二 pp.289-290､弘全一 pp.382-383 
７５３同上､定本巻二 pp.291-293､弘全一 pp.383-385 
７５４『十住心論』巻十､定本巻二 pp.308-310､弘全一 pp.398-399｡『大日経』巻二具縁品第二(大正 18・
10 上－中)からの引用 
７５５『大日経』巻二具縁品第二､大正 18・10 上 
７５６『大日経疏』大正 39・651 下 
７５７『十住心論』巻十､定本巻二 pp.318-319､弘全一 p.408｡『大日経』具縁品第二(大正 18・10 上)から
の引用を含む 
７５８同上､巻十､定本巻二 pp.319-320､弘全一 p.409 





爲｡然非佛所作｡雖普門異説｡而但以佛之知見示悟衆生」『大日経疏』大正 39・650 下  
７６１『十住心論』巻十､定本巻二 p.322､弘全一 p.411｡『大日経疏』大正 39・650 下－651 上(『大日経』
具縁品第二､大正 18・10 上からの引用を含む) 









７６４『十住心論』巻十､定本巻二 p.323､弘全一 p.412 
７６５五十字門は十六の摩多と三十四の体文から成る。 
摩多：     
体文：     
７６６『大日経疏』大正 39・656 下 
７６７『十住心論』巻十､定本巻二 pp.323-324､弘全一 p.412 
７６８『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五 p.101､弘全二一 pp.719-720 
７６９｢又一一字具三義｡所謂聲字實相｡又具二義字相字義也｡又是一一句具淺略深秘二義｣『宝鑰』定本巻
三 p.174､弘全一 p.472 
７７０『十住心論』巻十､定本巻二 p.324､弘全一 pp.412-413 
７７１Cf. ｢所謂開示悟入四字與大日經四種 字義趣大同｡初 字菩提因則開義｡第二 字行則示義｡第三
字大空則悟義｡第四 字大般涅槃則入義｡第五 字方便具足義｡(所謂開示悟入の四字は『大日經』の四種の
字の義趣と大いに同じなり｡初めの 字は菩提の因､則ち開の義なり｡第二の 字は行･則ち示の義なり｡第三の 字は
證大空なり､則ち悟の義なり｡第四の 字は大般涅槃なり､則ち入の義なり｡第五の アーンク字は方便具足の義なり)」
『法華経開題(殑河女人)』定本巻四 p.190、弘全一 p.799 
７７２『宝鑰』定本巻三 p.171､弘全一 p.469  
７７３『十住心論』巻十､定本巻二 pp.324-325､弘全一 p.413 
７７４唯一､第八住心の｢常寂光土毗盧遮那｣をめぐる論証の文で､『大日経疏』の｢見佛壽量長遠本地之身
与上行等従地涌出諸菩薩同會一處｡修對治道者雖迹隣補處然不識一人｡是故此事名秘密｣と記される例が
挙げられる｡『宝鑰』定本巻三 pp.159-160､弘全一 pp.458-459｡『大日経疏』(大正 39・603 下)からの引用｡
真言行者の第三劫を超過する行相を述べる章段であるので､天台法華を敢えて秘密と規定しているわけ
ではないことに留意 
７７５『十住心論』巻十､定本巻二 p.325､弘全一 p.414 
７７６同上､定本巻二 pp.325-326､弘全一 p.414 







六大となし､これを の真言で表し､それを鑁  の一字に等しいと見做す 




７８０『秘鍵』定本巻三 p.5､弘全一 p.556 
７８１｢前来法匠｣は｢顕教の伝法者｣(宥快『秘鍵鈔』第三 p.46)｡具体的には慈恩大師窺基や賢首大師法蔵など
の祖師 








巻四 pp.199-200､弘全一 p.781 
７８５真言の一字に一切諸法の万徳を総摂すること､一字攝多･一字釋多の深秘を言う 
７８６『秘鍵』定本巻三 pp.11-12､弘全一 p.562 
７８７『即身義』定本巻三 p.17､弘全一 p.506  
７８８同上､定本巻三 p.18､弘全一 p.507 
 







７９１『即身義』定本巻三 p.21､弘全一 pp.509-510 
７９２『大日経』秘密曼荼羅品第十一､大正 18・31 上   
７９３『即身義』定本巻三 pp.22-23､弘全一 p.511  
７９４｢廣演品類｣で､金剛舞戯の妙行に依って法身如来が普く世間の有情非情と出世間の声聞･縁覚･菩薩
というあまたの存在＝品類を流出する､という意を表す    
７９５『大日経』悉地出現品第六､大正 18・19 下   
７９６『声字義』定本巻三 p.37､弘全一 p.523  
７９７Cf.｢梵言名成立者｡一字曰言二字曰名｡多字成立亦名句也｡今言 ｡始 字是言｡次 字亦言｡二言合
表一金剛名｡是則二字名｡[中略]次 此亦四字合顯一如来名｡如此一字二字乃至三四字合詮一物名｡積
名成句｡聚句為頌｡一名一句皆詮人法等名｡此名言等義甚廣無際如聲字義釋｡(梵の言名成立とは､一字を言と




剛頂経開題』定本巻四 pp.75-76､弘全一 p.697  
７９８『大日経』具縁品､大正 18・9 下   
７９９密の深い義の中には、横の中に重重､竪の中にも共に重重あるという意  
８００『声字義』定本巻三 p.38､弘全一 p.524  
８０１同上､定本巻三 p.40､弘全一 p.525  
８０２複数の対象を垂直的(竪)に観察考究して､本質の浅深を把捉し､それらに段階的･構造的な位置付け
を与える解釈｡ここでは､十界の文字を竪に判別することであり､頂上の仏界から最下層の地獄までの価
値構造を判定する    
８０３鳩摩羅什訳『金剛般若波羅蜜経』大正 8・750 中    
８０４真言の原語を漫怛羅 mantra ではなく曼荼羅 maṇḍala と規定する例は､｢謂真言者且就語密得名｡若
具據梵語名曼荼羅｡龍猛菩薩名秘密語｡且就語密真言法教顯示法曼荼羅心者(真言と謂ふは且く語密に就いて
名を得｡若し具に梵語に拠らば曼荼羅と名づく｡龍猛菩薩は秘密語と名づく｡且く語密の真言法教に就いて法曼荼羅
心を顯示せば)｣『十住心論』巻十､定本巻二 p.308､弘全一 p.398 に見出される    
８０５『声字義』定本巻三 p.41､弘全一 p.526  
８０６『釋摩訶衍論』巻二(大正 32・605 下－606 上)の所談｡Ex.｢頌曰 <言説有五種 名字有二種 心量有十
種 契經異説故>｡論曰｡言説有五｡云何爲五｡一者相言説｡二者夢言説｡三者妄執言説｡四者無始言説｡五 者
如義言説｡｣     






なり､仏の果位を得ること､これを｢等至｣＝内外平等の義と解説する   
８０９幖幟はシンボル､三昧耶形と同義｡法界幖幟は､法界(さとりの世界＝大日如来の自内証)より生じる法界
曼荼羅の意で､法界性・法界体性とも言う   
８１０さとりの世界をその本質とする存在､則ち法仏   
８１１さとりの当体(さとりそのもの)即仏身(自性法身)を｢法界性身｣､さとりの世界の象徴を｢法界幖幟｣とし
て､これを法爾法然と規定する   
８１２『二教論』定本巻三 p.76､弘全一 p.475 
８１３倶舎･成実･法相･三論･律･華厳の南都六宗   
８１４仏の教えの集成である経律論の三蔵は､既に膨大な分量の経巻を作り上げていて広大な建物にも収
容できず､これを繙き調べるのも非常な困難であるという意   
８１５｢弋｣は弓矢で鳥を射ること､｢釣｣は釣り針で魚を獲ること｡即ち経論の精髄を取捨選択する意  
８１６『二教論』定本巻三 p.76､弘全一 p.475 
８１７同上､定本巻三 pp.76-77､弘全一 pp.475-476 
 




８１８言語表現の世界を絶離していること･言葉で表明できないこと   
８１９法身が無色･無形･無説法で､身口意の三業を持たないという特性   
８２０『二教論』定本巻三 pp.77-78､弘全一 p.476 
８２１衆生の病の状態が様々(万の差別)であるので､これに対処する針や灸の治療法も色々と異なってくる
(千の殊)の意  
８２２『二教論』定本巻三 p.78､弘全一 p.477 
８２３同上､定本巻三 p.78､弘全一 p.477 
８２４日輪は太陽のこと､経論の明証を比喩する  
８２５『二教論』定本巻三 p.109､弘全一 pp.504-505 
８２６真言密教が説く秘密の法教とは､｢究竟最極法身｣＝法界性身摩訶毘盧遮那仏の内證自覚聖智の境で
ある､の意  
８２７『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.160､弘全一 pp.760-761  
８２８佛馱跋陀羅訳『六十華厳経』大正 9・465 下  
８２９『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 pp.169-170､弘全一 p.769  
８３０『三昧耶戒序』定本巻五 p.8､弘全二 p.137  
８３１『五部陀羅尼問答偈讃宗秘論』定本巻五 p.29､弘全二 p.74  






晝夜｣(『性霊集』巻九､定本巻八 p.164､弘全三 p.519)と｢護摩｣による修法が言及される 
８３４Ex.｢云何作護摩 火法部有幾 何縁得吉祥 何縁魔事起 闊狹及深淺 爐壇合高備 一法諸法同 為
各有殊異 若作世護摩 火有四十二 如來成道已 復更演十二 大部雖衆多 无過於大智 若擬建火壇 
我今當説以 何名扇底迦 何名補瑟致 何名阿嚕迦 敬愛如何是 圓方蓮三角 所置表何意 今於此間中 
約申如上四 第一寂大壇 圓深十六指 上面方四肘 横闊三十二 中臺立泥輪 輪輞具三二 日沒吉祥時 
淨居下遊履 身著白色衣 壇南面北位 乳木搵蘇油 坑中如法界 第二求増益 資財榮位長 當造一方壇
[後略]｣『宗秘論』定本巻五 pp.62-63､弘全二 pp.105-106 
８３５『宗秘論』定本巻五 p.71､弘全二 p.113 
８３６同上､定本巻五 pp.29-30､弘全二 pp.74-75 
８３７同上､定本巻五 pp.33-34､弘全二 p.78 
８３８『三教指帰』巻上､定本巻七 pp.53-54､弘全三 pp.332-333 
８３９『三教指帰』巻中､定本巻七 pp.55-56､弘全三 p.334 
８４０『宝鑰』定本巻三 p.135､弘全一 p.436  
８４１同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
８４２愚少之分は愚かで智慧の少ない分際のこと､ここでは蟭螟･蝘蜓･蝸角･僬僥と生盲･聾騃の小見小聞
を指す 
８４３『三教指帰』巻下､定本巻七 pp.71-72､弘全三 pp.345-346 
８４４『荘子』外篇､ちくま学芸文庫 pp.8-12 





















































































































































































































































１０２０藏は収蔵の意｡蚌蛤はハマグリ(蛤･文蛤･蚌･浜栗 Meretrix lusoria） 
１０２１『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
１０２２同上､定本巻三 p.161､弘全一 p.460 











































１０５２『宝鑰』定本巻三 p.142､弘全一 p.443   
１０５３同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437   



































１０７４『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
１０７５法琳撰『辯正論』大正･52･520 下  
１０７６同上､大正･52･490 下－502 中  
１０７７学校の郷校を周代では｢庠｣､殷代では｢序｣と呼ぶ｡[李善注]漢書曰:平帝立學官､郡國曰學､縣道侯國
曰校､鄉曰庠､聚曰序  
１０７８法琳撰『辯正論』大正 52・493 中  
１０７９Cf.｢李老亦復吐吾師之談｣『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 pp.438-439 
454   
 
 






































































































 *北百二十里､曰燕山､多嬰石｡ (さらに北へ百二十里､燕山と曰い､嬰石１７が多い１８) 
と記述があり､晋の郭璞かくはく(276－324)の『山海経』注釈に 



























































◎真に価値のある本物を ｢寶女｣｢摩尼｣｢真像｣｢乳粥｣ と設定し 
●その反対の偽物を   ｢婢賤｣｢燕石｣｢僞龍｣｢鍮石｣ 
と言い表している｡この中の｢僞龍｣は『宝鑰』第四住心冒頭に言及された｢泥蛇｣と同じものを指
すであろう｡そして､｢緘燕石｣の表記からは､空海が｢燕石｣の故事を『後漢書』『闕子』の宋の愚





























































































































































































































































































































































































１初出『豊山教学大会紀要』第 48 号､2020 年､pp.155-173 
２『大日経開題(大毗盧遮那)』定本巻四 p.33､弘全一 pp.659-660 
３『般若心経秘鍵』定本巻三 p.6､弘全一 pp.556-557 
４参考「私云｡此中以淺顯深者｡字相名淺世間所用故｡字義名深世出所用故｡是則以世間字相顯出世字義｡與
以喩顯法其義相同｡故大師云｡以以世間淺名表法性深號文可思之」頼瑜撰『大日經疏指心鈔』(大正 59・
572 下)  
５『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431 
６Cf.参考「外道三昧[中略]雖願出欲之術｡未得斷縛之劔[中略]是故流轉生死不得涅槃」『十住心論』巻四､
























我としての純粋精神のプルシャ puruṣa と、物質的原理としての根本原質=自性プラクリティ prakṛti とに基づく) 
を展開する 
１４『宝鑰』定本巻三 p.125､弘全一 p.428  




大正 39・595 下） 
１７詳細未詳なるも､｢嬰｣の語義からすると首飾りに用いる装飾に使う石のことを指すか  




































２４『李太白全集』上冊､中華書局出版､1983 年第 3 刷､p.147  
２５全文は｢才微歲老尚虛名 臥病江湖春復生 藥裹關心詩總廢 花枝照眼句還成 只同燕石能星隕 自
得隋珠覺夜明 喬口橘洲風浪促 繫帆何惜片時程｣｡大暦 4 年(769)作､『全唐詩』巻二百三十三所録  
２６Cf.二宮俊博｢津阪東陽『杜律詳解』訳注稿(15)｣『椙山女学園大学文化情報学部紀要』第 13 巻､2013
年､pp.191-239 の pp.192-193  





























































寂種の人､膏盲の病､醫王手を拱き､甘雨何の益かあらん)」『辯顯密二教論』定本巻三 p.76､弘全一 p.475 
４８｢答叡山澄法師求理趣釋經書｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.204､弘全三 pp.550-551  
４９｢献雑文表｣『性霊集』巻四､定本巻八 pp.58-59､弘全三 p.439  
５０『李太白全集』下冊､p.1395  
５１但し､現存の『尹文子』は魏晋代の偽作とされる  











果噉已命終｡｣曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・401 上  
５８『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
５９同上､定本巻三 p.115､弘全一 p.419    
６０湛然述『止觀輔行傳弘決』大正 46・441 下－442 上  
６１宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻中一・百五十三上－下及び勝又俊教『講座秘蔵宝鑰』p.79 を参照 
６２｢老｣字は別本に｢死｣と作り､｢死鼠｣の方を正とすべきであろう  
６３法琳撰『辯正論』九箴篇第六､大正 52・533 下  
６４『國譯一切經』版の『辯正論』注には､道教界の｢上清派｣の教説と指摘される｡P.179 注 11 参照 
６５法琳撰『辯正論』九箴篇第六､大正 52・534 上  
６６劉勰『文心彫龍』については次項､及び第四章第一節を参照のこと  
６７道宣撰『廣弘明集』大正 52・184 中－下  
６８道宣撰『廣弘明集』巻第二十五､大正 52・283 上－中 
６９唐の王室の姓は李氏､老子と同姓同祖と主張することから唐代は道教の勢力が伸長し､道先仏後とい
う原則が建てられた 
７０彦琮撰『唐護法沙門法琳別傳』大正 50・200 下  
 




７１｢辯正理論一部八巻法琳師撰｣ 『御請来目録』弘全一 p.92 
７２慧皎撰『高僧傳』大正 50・418 上   
７３朱昭之は南朝宋の人､南朝梁の著名な政治家朱异しゅいの祖父  
７４僧祐撰『弘明集』大正 52・46 下 
７５参照､中嶋隆蔵｢梁武帝の生活とその仏教理解｣『六朝思想の研究 士大夫と仏教思想』下篇第一章四
節､平楽寺書店､1985 年､pp.348－403  
７６彦琮撰『唐護法沙門法琳別傳』大正 50・211 下 
７７梁の武帝蕭衍の三男で後の簡文帝､早世した武帝の長男昭明太子蕭統(『文選』の編纂者)の実弟 
７８道宣撰『廣弘明集』大正 52・242 下 
７９玄叡集『大乘三論大義鈔』大正 70・152 下 
８０｢佛滅之後｡六百之年｡大士出世｡厥名龍猛｣の表現は､『広付法伝』の｢釋迦如來掩化之後｡八百年中有一
大士｡名那伽閼頼樹那菩薩薩埵唐云龍猛菩薩｡舊云龍樹訛略語也｣(定本巻一 p.69､弘全一 p.9)や『平城天皇灌頂文』
｢釋迦如來掩化之後有一大士｡名曰龍猛菩｣(定本巻五 p.16､弘全二 p.156)に類似する 
８１護命撰『大乘法相研神章』大正 71・22 中－下  










８８僧祐撰『出三藏記集』大正 55・1 上－中  
８９費長房撰『歴代三寶紀』(大正 49・98 上)や道宣撰の『大唐内典録』(大正 55・265 中－下) にも収録さ
れる 











９５｢勰爲文長於佛理､京師寺塔及名僧碑誌､必請勰制文｣ (『梁書』卷五十 列傳第四十四文學下) 
９６興膳宏｢『文心彫龍』と『出三蔵記集』｣pp.115-116 及び 120 参照  
９７興膳宏､同上 pp.133-134  
９８『文心彫龍』巻九総術第四十四､上海古籍出版社､1993 年､p.188  




諸篇とある一定の関連を維持しているように見える｡｣興膳宏 p.171  
１０２『文心彫龍』巻七聲律第三十三､p.148  
１０３同上､巻七聲律第三十三､p.149  
１０４『文鏡秘府論』天巻､定本巻六 pp.26-27､弘全三 p.22 
 





１０６『文心彫龍』巻二頌讃第九､p.41 参照  
１０７『文鏡秘府論』地巻､定本巻六 p.53､弘全三 p.41  
１０８『文心彫龍』巻二明詩第二､pp.30-31｡但し『彫龍』と『秘府論』の引用文には語句に異同がある  
１０９『文鏡秘府論』南巻､定本巻六 p.135､弘全三 pp.111-112 
１１０興膳宏｢『文鏡秘府論』における『文心彫龍』の反映｣『中国の文学理論』pp.438-441 
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 *老莊之所未演１０｡(老莊の未だ演べざる所なり) －『三教指帰』 
  *彼周孔老莊之教何其偏膚哉１１｡(彼の周孔･老莊の教へ何ぞ其れ偏膚へんぷなるや) －『三教指帰』 
と､老子と荘子を一体として捉える老荘思想の型通りの理解が示される｡また文中に用いられる
語彙･比喩の中にも､ 





















































  〇不死之神術･長生之奇密２７  〇養性之方･久存之術２８  
〇長生久存･得仙２９    〇神術･乾坤至精３０ 
〇神丹･靈物３１    〇延命延壽･死籍數削生葉久長３２  
〇靈寳之密術･天上樂３３  
等､長生術･養生術･仙術･霊薬などの脱世間的な神仙の境界に終始しており､老荘思想の 
◎道 太原 一 無為 混沌 玄門 世界生成 
などの奥深い形而上的思索の方面は殆ど触れられていない｡『宝鑰』で記述される所の生死を巡
る世界認識の方法に､仏教的世界観に一分の類似するを以て､老荘的な語彙表現や雰囲気が反映























































































































































































































































































































































A：直接 B：間接 C：訳語･術語 D：変容･展開
















































 *曾潭そうたん[深淵]の府 靈湖れいこの淵えん１１２ 澄澹ちょうたん汪洸おうこう１１３ [中略]魚は則ち江豚こうとん
海狶かいき１１４叔鮪しゅくい王鱣おうせん１１５䱻鰊こつれん𩺭鮋とうちゅう１１６鯪鰩りょうよう鯩鰱りんれん１１７あり｡[中
略]水物すいぶつの怪錯かいさく１１８は､則ち潛鵠せんこく魚牛ぎょぎゅう１１９虎蛟ここう鉤蛇こうじゃ１２０蜦𧐕りんたん


































彙である｡前漢の司馬相如しばしょうじょ(前 179－前 117)の著名な｢子虛賦｣(『文選』巻七収録) に 













  *殿房禪室肅然深遠｡實依俙鷲巖髣髴祇樹矣｡於是息心之衆｡萬里來集１３９｡－『出三藏記集』 











古の一流の文章家が重視した所と言い得る｡   







































































































































































































































































































































































７森三樹三郎｢六朝士大夫の精神｣『大阪大学文学部紀要』1954 年､p.275 参照 
８森三樹三郎､同上､pp.295-296 
９『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 p.438 
１０『三教指帰』定本巻七 p.79､弘全三 p.351 
１１同上､定本巻七 p.85､弘全三 p.355 
１２同上､定本巻七 p.80､弘全三 pp.351-352 
１３『老子』蜂屋邦夫訳注､岩波文庫､岩波書店､2012 年､p.304 
１４『老子』p.186 
１５『三教指帰』定本巻七 p.50､弘全三 p.330 
１６『荘子』雑篇､福永光司･興膳宏訳､ちくま学芸文庫､筑摩書房､2013 年､pp.90-91 
１７『三教指帰』定本巻七 p.58､弘全三 p.336 
１８『荘子』外篇､pp.305､312 
１９『三教指帰』定本巻七 p.61､弘全三 p.338 
２０同上定本巻七 p.70､弘全三 p.345 
２１『荘子』内篇､pp.8､10 
２２『三教指帰』定本巻七 p.70､弘全三 pp.344-345 
２３『荘子』内篇､pp.139-140 











２７『三教指帰』定本巻七 p.57､弘全三 p.33 
２８同上､定本巻七 p.57､弘全三 p.335 
２９同上､定本巻七 p.59､弘全三 p.336 
３０同上､定本巻七 p.60､弘全三 p.337 
３１同上､定本巻七 p.60､弘全三 p.337 
３２同上､定本巻七 p.60､弘全三 p.337 
３３同上､定本巻七 p.61､弘全三 p.338 
３４『大日経疏』大正 39･593 中 
３５『十住心論』定本巻二 p.56､弘全一 p.173 





である｡池田知久『老荘思想』pp.152-157 参照  
３８『老子』pp.202-203 
３９存在一般が具体化して｢二｣となること｡｢二｣は天地を指すと解釈される｡『老子』p.204 注 2 参照 
４０天地に陰陽の気を加えて三と成す｡『老子』p.204 注 3 参照 









４５河上公注に｢寂とは音声無し｡寥とは空にして形無し｣と注される｡『老子』p.117 注 2 参照 
４６他の何物にも依存しない｢道｣の絶対性を言う｡『老子』p.117 注 3 参照 
４７蜂屋邦夫の『老子』p.118 注 6 では､｢天地の形成以前にすでに存在する根元的な何かは､そもそもそ
の実体が分からないから名づけようがないが､しかし言葉がなければ言及もできないから､仮の呼び方を
して道と言うのだ｣と解説される 
４８井筒俊彦｢混沌｣『意味の深みへ』『井筒俊彦全集』第 8 巻､慶應大学出版会､2014 年､p.321 
４９『荘子』内篇､ちくま学芸文庫､pp.65-66 
５０『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.452  
５１泓澄を｢わいたい｣と読む特殊な読み癖については､沼本克明「泓澄わいたい考」『国文学攷』117 号､広






集』定本巻八 p.30､弘全三 p.418  
５７『文選』李善註全 2 巻､香港､商務印書館香港分館､1936 年の上巻 p.224 
５８参照､蔵中しのぶ『奈良朝漢詩文の比較文学的研究』､翰林書房､2003 年､pp.513-520､529-530｡なお、
『文鏡秘府論』南巻に盛唐の詩人王昌齢(698－755)作の文論『詩作』の一節を引く中に､｢『天台山賦』能
律聲､有金石聲」(定本巻六 p.123､弘全三 pp.100-101)の評言がある 
５９｢山中有何楽｣に｢大虚寥廓圓光遍｡寂寞無爲樂以不(大虚寥廓として圓光遍あまねし｡寂寞無爲にして樂しみ
なりやいなや)｣の一節有り｡『性霊集』定本巻八 p.18､弘全三 p.408  
６０左思の字あざなは太沖､不遇の時を過ごすも文才に優れ､十年の歳月を費やし『三都賦』を完成､張華に











るので､それで玄徳というのだ｣という旨の注を付す｡『老子』p.237 注 5 参照 
６８『老子』pp.298-299 
６９王弼注に｢稽は同である､今もむかしも変わらないものは廃してはいけない｣と記され､｢稽式｣を古今
を通じて変わらぬ法則と解する｡『老子』p.301 注 8 参照 
７０得道の者は深遠な徳を持ち､万人とともに無知無欲の真なる状態(愚)に復帰するの意｡『老子』p.301
注 10 参照 




『老子』p.258 注 4 参照 
７５『宝鑰』定本巻三 pp.133-134､弘全第一 p.435 
７６『文選』巻十七収録｡なお陸機のこの『文賦』は全文が『文鏡秘府論』南に採録される｡当該の章句は
『定本全集』第 6 巻 p.157､弘全三 p.130 に見出される｡第二部第四章で紹介している 









７９『大日経疏』大正 39・584 下 
８０求那跋陀羅訳『雜阿含経』大正 2・266 中 
８１求那跋陀羅訳『大法鼓経』大正 9・296 下 
８２蔵中しのぶ｢和光同塵･奈良朝高僧伝の思想｣『奈良朝漢詩文の比較文学的研究』所録､pp.131-157 
８３参照､船山徹｢文化接触としての仏典漢訳:｢格義｣と｢聖｣の序論的考察｣『京都大学学術情報リポジトリ』
2011 年､pp.10-28 中の p.19 
８４例えば『荘子』内篇･斉物論第二には｢至人神矣(至人は神しんなり)｣と記される｡ちくま学芸文庫､p.75 
８５僧肇作『肇論』大正 45･154 中 
８６僧肇撰『注維摩詰経』大正 38･327 下 
８７聖徳太子撰『維摩經義疏』大正 56･20 上 
８８慧皎撰『高僧傳』大正 50･395 上 




９２大正 12･271 下 
９３大正 12･311 下 
９４僧肇作『肇論』大正 45･157 中－下 
９５同上､大正 45･157 下 
９６神塚淑子『『老子』＜道＞への回帰』､岩波書店、2009 年､pp.85-86 参照   
９７支婁迦讖訳『道行般若経』(大正 0224)､支謙訳『大明度経』(大正 0225)､竺佛念訳『摩訶般若鈔経』(大
正 0226) 
９８神塚前掲書 pp.87-90 及び船山徹『仏典はどう漢訳されたのか － スートラが経典になるとき』岩波









死生無きを言うなり｣と記される｡『荘子』外篇･至楽篇 p.384 注 17 参照 
１０５『荘子』雑篇･寓言篇第二十七､p.235 
１０６池田知久『老荘思想』pp.179-187 参照  
１０７｢爲酒人内公主遺言｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.71､弘全三 p.451  










































１２９『宝鑰』定本巻三 p. 133､弘全一 p.434 
１３０『老子』pp.61-62 











１３８｢羈苦孰雲慰 觀海藉朝風 莫辨洪波極 誰知大壑東 依稀採菱歌 彷彿含嚬容 遨遊碧沙渚 遊衍
丹山峯｡｣謝康樂集巻二の十五左､張溥編『漢魏六朝百三名家集』第四巻 p.2052 
１３９僧祐撰『出三藏記集』大正 55･105 上 
１４０『荘子』雑篇､pp.214-215 
１４１亀卜を行うために亀甲に七十二の穴を錐で開けること｡『荘子』雑篇､p.218 注 6 参照 
１４２吉凶の計算に遺漏がないこと､占いが全て的中することを言う｡『荘子』雑篇､p.218 注 6 参照 





１４７『三教指帰』定本巻七 p.47、弘全三 p.328  
１４８『荘子』外篇､pp.305､312 




１４９『宝鑰』定本巻三 pp.131-132、弘全一 p.433 
１５０『荘子』内篇､pp.9､11 
１５１｢朝菌｣は諸説あるも､一説にはキノコの一種で､朝に生えて晩に枯れるものとされる｡『荘子』内篇､






１５６『秘密曼荼羅教付法伝』定本巻一 p.115､弘全一 p.48 
１５７『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 p.11､弘全一 p.641 






１６３道宣撰『廣弘明集』巻第二十九､大正 52・337 中 
１６４｢子在川上曰､逝者如斯夫｡不舍晝夜｡(子川の上に在りて曰く､逝ゆく者は斯かくの如きか｡晝夜を舍おかず)｣
『論語』子罕第九 




１６８『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460 
１６９『荘子』外篇､p.177 
１７０同上､p.180 
１７１『宝鑰』定本巻三 p.167､弘全一 p.465｡『釈摩訶衍論』（大正 32・637 下）からの引用 
１７２『老子』p.12 
１７３『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.418 
１７４『荘子』内篇､p.10 
１７５苞苴は包んだもの･土産物､賄賂の意｡『宝鑰』定 3 巻 p.131､弘全一 p.432 
１７６『荘子』雑篇､p.430 
１７７『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全第一 p.433 
１７８『荘子』内篇､p.11 
１７９羿は伝説的な弓の名人｡『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434 
１８０『荘子』内篇､pp.169-170 
１８１『宝鑰』定本巻三 p.140､弘全一 p.441 
１８２『荘子』外篇､pp.340-341 
１８３師曠は春秋時代の晋の楽人､盲にして琴の名手｡『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434 
１８４『荘子』内篇､p.55 
１８５伊尹は殷の湯王の名宰相｡『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437 
１８６『荘子』雑篇､p.50 
１８７四序は春夏秋冬の四季｡『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.424 
１８８『荘子』外篇､p.193 





１９３『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435 
１９４『荘子』外篇､p.44 
１９５『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 pp.417-418 















２０７｢喑醷｣は気の集まる様を言う｡『荘子』外篇､p.568 注 18 参照 
２０８『荘子』雑篇､p.499 
２０９｢子不語怪力亂神｣『論語』述而篇 
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  △1. 賦：朗読され､事物を羅列的に描写する有韻の文｡ 巻一～巻十九､全 57 首 
      賦のサブカテゴリー十五類： 
京都けいと 郊祀こうし 耕籍  畋猟でんりょう 紀行  遊覧  宮殿  江海 
物色   鳥獸   志   哀傷    論文  音樂  情 
△2. 詩：有韻｡ 巻十九～巻三十一､全 251 篇 433 首 
詩のサブカテゴリー二十三類： 
 補亡 述徳  勸勵 獻詩 公讌こうえん 祖餞そせん 詠史 百一 遊仙  
招隠 反招隠 遊覽 詠懷 哀傷    贈答   行旅 軍戎ぐんじゅう  
郊廟 樂府がふ  挽歌ばんか  雜歌    雜詩    雜擬 
△3. 騒そう：有韻､楚辞を指す｡   巻三十二～巻三十三､17 首 
△4. 七：有韻と無韻混在､七事に分けて説く問答体｡ 巻三十四～巻三十五､全 3 篇 24 首 
△5. 詔：無韻､詔勅のこと｡    巻三十五､2 首 
   
503 
 
△6. 册さく：無韻､天子の任命書｡   巻三十五､1 首 
△7. 令：無韻､皇后･東宮の命令文｡   巻三十六､1 首 
△8. 教：無韻､諸侯の命令文｡   巻三十六､2 首 
△9. 策文：無韻､秀才に対する天子の試問文｡  巻三十六､全 3 篇 13 首 
△10.表：無韻､正式な上表文｡   巻三十七～巻三十八､19 首 
△11.上書：無韻､天子･諸侯への具申書｡  巻三十九､7 首 
△12.啓：無韻､天子･公卿への簡潔な開陳書｡  巻三十九､3 首 
△13.彈事：無韻､弾劾の上奏文｡   巻四十､3 首 
△14.牋せん：無韻､上司の高官への書翰｡  巻四十､9 首 
△15.奏記：無韻､中央の高官への書翰｡  巻四十､1 首 
△16.書：無韻､書翰｡    巻四十一～巻四十三､24 首 
△17.檄げき：無韻､決起を促す触れぶみ｡  巻四十四､5 首 
△18.對問：有韻と無韻混在､問答体による自己弁明｡ 巻四十五､1 首 
△19.設論：有韻と無韻混在､問答体による反論｡ 巻四十五､3 首 
△20.辭：有韻､楚辞系の抒情作品｡   巻四十五､2 首 
△21.序：無韻､序文｡    巻四十五一～巻四十六､9 首 
△22.頌しょう：有韻､盛徳を称える文｡   巻四十七､5 首 
△23.贊：有韻､伝記･肖像等に付した賛辞｡  巻四十七､2 首 
△24.符命：無韻､瑞応を述べ君徳を称える文｡  巻四十八､3 首 
△25.史論：無韻､歴史評論｡    巻四十九～巻五十､9 首 
△26.史述贊：有韻､伝記作成の趣旨を述べる文｡ 巻五十､4 首 
△27.論：無韻､論説文｡    巻五十一～巻五十五､14 首 
△28.連珠れんじゅ：有韻､珠玉を連ねた如き連作美文｡ 巻五十五､1 首 
△29.箴しん：有韻､戒めの文｡    巻五十六､1 首 
△30.銘：有韻､記念に金石に刻む文｡   巻五十六､5 首 
△31.誄るい：有韻､生前の徳行を称え死を悼む文｡ 巻五十六～巻五十七､8 首 
△32.哀：有韻､死者への追悼文｡   巻五十七～巻五十八､3 首 
△33.碑文：有韻､石碑に刻む文｡   巻五十八～巻五十九､5 首 
△34.墓誌：有韻､死者の事跡を記す文｡  巻五十九､1 首 
△35.行状：無韻､死者の一生の略歴｡   巻六十､1 首 
△36.弔文：有韻､死者の霊を慰める文｡  巻六十､2 首 























ることとする｡                
         
 
詩 騒
周代合計 4題4首 1題1首（歌） 7題16首 3題3首
屈原 - - 5題10首 -
宋玉 4題4首 2,784字 - 2題6首 1題1首 1,441字
前漢合計 8題8首 7題32首 1題1首 26題33首
賈誼 1題1首 552字 - - 2題2首 1,271字
司馬相如 3題3首 4,249字 - - 4題4首 2,843字
楊雄 3題3首 4,355字 - - 3題3首 2,796字
後漢合計 13題13首 1題4首 - 13題13首
班固 3題3首 5,511字 - - 7題7首 3,683字
張衡 5題5首 12,314字 1題4首 - -
建安～三國合計 5題5首 40題82首 - 36題43首
劉楨 - - 5題10首 - - -
陳琳 - - - 4題4首 4,098字
王粲 1題1首 329字 8題13首 - -
曹丕 - 3題5首 - 4題4首 1,694字
曹植 1題1首 911字 16題25首 - 6題13首 5,910字
嵆康 1題1首 1,917字 3題7首 - 2題2首 2,729字
阮籍 - 1題17首 - 2題2首 540字
西晉合計 16題16首 61題124首 - 27題40首
張華 1題1首 523字 4題6首 - 1題1首 366字
潘岳 8題8首 12,458字 6題10首 - 5題5首 3,656字
陸機 2題2首 2,294字 19題52首 - 8題57首 10,131字
左思 3題3首 10,091字 3題11首 - -
東晉合計 3題3首 12題18首 - 7題7首
郭璞 1題1首 1,679字 1題7首 - -
宋朝合計 5題5首 81題105首 - 18題18首
陶潛 - 7題8首 - 1題1首 338字
謝靈運 - 32題40首 - -
顔延年 1題1首 880字 16題21首 - 5題5首 2,769字
鮑昭 2題2首 851字 9題18首 - -
齊・梁合計 2題2首 48題77首 - 36題48首
謝朓 - 21題21首 - 2題2首 745字
江淹 2題2首 1,132字 3題32首 - 1題1首 638字
任昉 - 2題2首 - 17題19首 9,889字
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A：直接 B：間接 C：訳語･術語 D：変容･展開
















































































ぞ舟を汎うかべん｡) － 曹植｢朔風詩｣『文選』巻二十九所録 
*川上之歎逝､前脩以自勗(川上せんじょうに逝ゆくものを歎たんじ､前脩ぜんしゅう[前賢＝孔子]は以て自みづから勗つと













































  〇『文選』所録の文：ア(原典) 
→『文選』所録の後代の文：イ(受容･変容) 



















































*文宝 4)内外縑緗１２７｡(内外の縑緗けんしょう)  [一般語] 
｢縑｣は目の細かい絹織物､｢緗｣は浅黄色の薄絹が原意で､書物の巻物の材料として使われ､｢縑
緗｣で書籍そのものを指す｡ 






   ★班彪の｢北征賦｣(『文選』巻九所録)には｢飛雲霧之杳杳､涉積雪之皚皚｡(雲霧うんむの杳杳よう
ようたるを飛ばし１２９､積雪の皚皚がいがいたるを涉わたる１３０)｣と記される｡ 



























嘗なむ１５４)｣と記される｡     




    ★左思の｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢俞騎騁路､指南司方｡出車檻檻､被練鏘鏘｡(俞騎ゆ
き路みちに騁はせ１５６､指南しなん方ほうを司つかさどり１５７､出車しゅっしゃ檻檻かんかん１５８､被練ひれん鏘鏘そうそうた
り１５９)｣と言及される｢指南｣が挙げられる｡ [B：間接] 
*文宝 9)四生盲者不識盲１６０｡(四生の盲者は盲せることを識さとらず)  
四生は仏教用語であるが､｢盲者｣の語彙は『文選』中に次の例が見出される｡ 





















*文宝 12)六度逆耳不入心１６５｡(六度[六波羅蜜]耳に逆さからふて心に入らず)  
｢逆耳｣は耳に痛い言葉､聞いて快くない諫言のことで､『文選』には次の文例がある｡[B：間接] 
    ★蕭統の『文選』序に､｢楚人屈原､含忠履潔､君匪從流､臣進逆耳､深思遠慮､遂放湘南｡
(楚の人屈原､忠を含み潔を履ふむ｡君從流に匪あらず､臣逆耳を進む｡深思遠慮するも､遂に湘南に放た
る｡)｣と述べられる｡ 














 ｢三綱｣は儒教で説く君臣･父子･夫婦の道｡｢五常｣は五徳､仁･義･礼･智･信を指す｡ [B：間接] 
    ★沈約の｢宋書謝靈運傳論｣(『文選』巻五十所録)に､｢民稟天地之靈､含五常之德｡(民たみは天
地の靈を稟うけ１８０､五常の德を含む１８１)｣と記される｡ 
*文宝 15)君臣父子之道有序不乱１８２｡(君臣父子ふうしの道みち､序ついで有って乱れず)  [B：間接] 
    ★任昉の｢為齊明帝讓宣城郡公第一表｣(『文選』巻三十八所録)に｢乃知君臣之道､綽有餘裕｡
(乃すなはち君臣くんしんの道１８３､綽しゃくとして餘裕よゆう有るを知る)｣の表現有り｡ 
   ★枚乘の｢上書諫吳王｣(『文選』巻三十九所録)に､｢父子之道､天性也｡(父子ふうしの道は天性てんせ
いなり)｣と記される｡ 
   ★班固の｢両都賦：東都賦｣(『文選』巻一所録)に､｢人神之和允洽､群臣之序既肅｡(人神じんし
んの和わ允まことに洽あまねく､群臣の序じょ既に肅つつしむ)｣と述べられる｢序｣が､秩序･序列の義で
『宝鑰』と同内容を示す｡ 
















    ★｢徒徊徊以徨徨兮､魂眇眇而昏亂｡(徒いたづらに徊徊かいかいして以て徨徨こうこうたり１８９｡魂こん眇
眇びょうびょうとして昏亂こんらんす１９０)｣と義が通じる｡ [E：文選オリジナル] 
*文宝 18)[五部諸佛]森羅…[四種曼荼]駢塡１９１｡([五部諸佛]森羅しんらたり... [四種曼荼]駢塡へんてんたり) 
｢森羅｣｢駢塡｣ともに多くのものが羅列する義を言う｡同義の表現は､ 
    ★揚雄の｢甘泉賦｣(『文選』巻七所録)に､｢駢羅列布､鱗以雜沓兮｡(駢羅へんら列布れっぷして１９２鱗
うろこのごとく以て雜沓ざっとうす)｣と記される｡ 
   ★張衡の｢思玄賦｣(『文選』巻十五所録)では｢百神森其備從兮､屯騎羅而星布｡(百神ひゃくしん森
しんとして１９３其れ備ともに從ひ､屯騎とんき羅つらなりて星のごとく布しく１９４)｣の表現が見出される｡ 






   ★劉琨りゅうこんの｢勸進表｣(『文選』巻三十七所録)に､｢狡寇窺窬､伺國瑕隙｡(狡寇こうこう窺窬１９７
して､國の瑕隙かげきを伺うかがふ１９８)｣と記される｡ 































    ★張華の｢勵志詩｣(『文選』巻十九所録)に､｢進德脩業､暉光日新｡(德を進め業を脩おさむれば､暉
光きこう日ひびに新あらたなり２１５)｣と記される｡ 
   ★潘岳の｢楊仲武誄｣(『文選』巻五十六所録)に､｢清才俊茂､盛德日新｡(清才せいさい俊茂しゅんもに
して[卓越した才能が抜きん出ること]､盛德せいとく日ひびに新あらたなり)｣の表現有り｡ 
   ★陸機の｢文賦｣(『文選』巻十七所録)に､｢或襲故而彌新､或沿濁而更清｡(或は故ふるきに襲より
て彌いよいよ新しく､或は濁にごれるに沿よりて更に清きよし)｣の語句が見出される｡ 
   ★王儉の｢褚淵碑文｣(『文選』巻五十八所録)には｢[遺烈追慕の念]久而彌新､用而不竭｡([遺烈追慕の
念]久しうして彌いよいよ新たに､用ひて竭つきず)｣と記される｡ 
 
   第一住心に於ける『文選』由来の表現 
*文宝 24)夫生非吾好死亦人惡２１６｡(夫それ生は吾が好むに非ず｡死は亦た人の惡にくむなり)  
生死に対する『宝鑰』表現主体の態度･言辞には､次の一文がエコーを響かせていると思われ
る(なお､『宝鑰』における生死流転の主題は第九章で集中的に検討する)｡ 





























    ★曹植の｢洛神賦｣(『文選』巻十九所録)中の｢忽不悟其所舍､悵神宵而蔽光｡(忽たちまち其の舍
やどる所を悟しらず２３２､悵ちょうとして神かみ宵くらくして光りを蔽おほひぬ２３３)｣という表現､ 








 ｢冥冥｣は昏暗･幽深なる様｡既に｢文宝 6｣｢文宝 11｣に引いた文章中に見出される表現である｡
その他には､ [B：間接] 
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    ★范曄の｢逸民傳論｣(『文選』巻五十二所録)の｢夫飾智巧以逐浮利者｡(夫かの智巧ちこう２５８を飾り
以て浮利ふり[虚浮なる利益]を逐おふ[追究]者)｣という語句や､ 






    ★沈約の｢宋書謝靈運傳論｣(『文選』巻五十所録)に､｢剛柔迭用､喜慍分情｡(剛柔ごうじゅう迭たがひ
に用ひられ２６２､喜慍きうん情を分わかつ２６３)｣と記される｡ 





   ★班固の｢両都賦：東都賦｣(『文選』巻一所録)に､｢旌旗拂天｡焱焱炎炎､揚光飛文｡吐爓生風､
欱野歕山｡(旌旗せいき天を拂はらふ｡焱焱えんえん炎炎えんえんとして､光を揚げ文を飛ばし､爓ほのほ[焰]を吐き
風を生じ､野を欱すい山を歕はく２６７)｣の表現有り｡ 
   ★陳琳の｢為袁紹檄豫州｣(『文選』巻四十四所録)には｢若舉炎火以焫飛蓬､覆滄海以沃熛炭｡
(炎火えんか[烈火]を舉あげて以て飛蓬ひほうを焫もやし２６８､滄海そうかい[大海]を覆くつがへして以て熛炭ひょうたん
に沃そそぐが若ごとし２６９)｣の語句が置かれる｡ 
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    ★宋玉の｢高唐賦｣(『文選』巻十九所録)には｢夢見一婦人曰､妾巫山之女也｡(夢に一婦人を見る｡
曰く､妾しょうは巫山ふざんの女ぢょなり２７４)｣と記される｡ 






    ★馬融の｢長笛賦｣(『文選』巻十八所録)には｢有雒客舍逆旅｡吹笛為氣出精列相和｡(雒客らくか
く有りて逆旅げきりょに舍やどり２７６､笛を吹いて氣出きしゅつ､精列せいれつの相和そうわを為す２７７)｣と記され
る｡ 






   ★束皙の｢補亡詩六首｣(『文選』巻十九所録)に､｢由庚､萬物得由其道也｡(由庚ゆうこうは萬物ばん
ぶつ其の道みちに由よるを得るなり２８１)｣という表現有り｡ 
   ★曹植の｢七啓八首｣(『文選』巻三十四所録)には｢夫太極之初､渾沌未分､萬物紛錯､與道俱
隆｡(夫れ太極たいきょくの初はじめ２８２､渾沌こんとん未だ分れず２８３｡萬物ばんぶつ紛錯ふんさくして２８４､道みちと俱
ともに隆さかんなり２８５)｣と太初における混沌と道の老荘的創世観が表明される｡ 






    ★曹植の｢贈白馬王彪｣(『文選』巻二十四所録)に､｢鴟梟鳴衡扼､豺狼當路衢｡(鴟梟しきょう衡扼
こうやくに鳴き２８７､豺狼さいろう路衢ろくに當あたる２８８)｣の語句有り｡ 
   ★孫楚｢為石仲容與孫皓書｣(『文選』巻四十三所録)には､｢豺狼抗爪牙之毒､生人陷荼炭之艱。
(豺狼さいろう爪牙そうがの毒を抗こうし２８９､生人せいじん荼炭とたんの艱かんに陷おちいる２９０)｣と記される｡ 
   ★張衡の｢西京賦｣(『文選』巻二所録)に､｢據狒蝟､㧗窳狻｡(狒蝟ひいを據とり２９１､窳狻ゆさん２９２を㧗
とる)｣という語が見出される｡ 
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    ★曹植の｢洛神賦｣(『文選』巻十九所録)中に､｢六龍儼其齊首､載雲車之容裔｡鯨鯢踊而夾轂｡
(六龍りくりょう儼げんとして其れ首こうべを齊ひとしうし２９５､雲車うんしゃの容裔ようえいたるに載のる２９６｡鯨鯢
げいげい踊りて轂こしきを夾さしはさむ２９７)｣の表現有り｡ [B：間接] 
   ★左思の｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢長鯨吞航､修鯢吐浪｡(長鯨ちょうげい航ふねを吞のみ２９８､
修鯢しゅうげい浪なみを吐く２９９)｣と記される｡ [B：間接] 











    ★司馬相如の｢子虛賦｣(『文選』巻七所録)の｢列卒滿澤､罘網彌山｡(列卒れつそつ澤たくに滿ち､罘
網ふもう山に彌わたる３０８)｣ [E：文選オリジナル]  
また別には､ 






    ★宋玉の｢高唐賦｣(『文選』巻十九所録)に､｢雕鶚鷹鷂､飛揚伏竄｡(雕鶚ちょうがく鷹鷂ようよう３１３､飛
揚ひよう伏竄ふくざんす３１４)｣の語有り｡ [E：文選オリジナル] 
   ★謝眺の｢暫使下都夜發新林至京邑贈西府同僚｣(『文選』巻二十六所録)に､｢常恐鷹隼擊､時
菊委嚴霜｡(常に恐る鷹隼ようじゅんの擊うちて３１５､時菊じぎくの嚴霜げんそうに委しぼまんことを３１６)｣と記さ
れる｡ [B：間接] 
   ★潘岳の｢西征賦｣(『文選』巻十所録)中に､｢鷩雉雊於臺陂､狐兔窟於殿傍｡(鷩雉べつち臺陂だいは
に雊なき３１７､狐兔こと殿傍でんぼうに窟くつす３１８)｣と記される｡ [B：間接] 






    ★左思｢蜀都賦｣(『文選』巻四所録)に､｢鷹犬倏眒､罻羅絡幕｡(鷹犬ようけん倏眒しゅくしん３２２し､罻羅
いら絡幕らくばく３２３す)｣の語有り｡ 
*文宝 45)狐菟断腸３２４｡(狐菟こと腸はらわたを断たつ) 













    ★班固の｢両都賦：西都賦｣(『文選』巻一所録)に､｢叢林摧｡草木無餘､禽獸殄夷｡(叢林そうりん
摧くだけ､草木餘あまり無く､禽獸殄ことごとく夷ころさる３２７)｣の語有り｡ 










    ★屈原｢離騷經｣(『文選』巻三十二所録)中に､｢衆女嫉余之娥眉兮｡(衆女しゅうぢょ余よの娥眉がびを
嫉ねたみ３３１)｣と記される｡ 





   ★張衡｢歸田｣(『文選』巻十五所録)中に､｢苟縱心於物外､安知榮辱之所如｡(苟いやしくも心こころ
を物外ぶつがいに縱ほしいままにせば３３５､安いづくんぞ榮辱えいじょくの如ゆく所を３３６知らんや)｣と記される｡ 






    ★應璩の｢百一詩｣(『文選』巻二十一所録)中の｢慚愧靡所如｡(慚愧ざんきして如ゆく所靡なし)｣ 
   ★沈約｢奏彈王源｣(『文選』巻四十所録)の語句｢曾無愧畏｡(曾かつて愧畏きいする無なし３４０)｣ 
という関連表現[B：間接]が認められる｡ 
*文宝 51)貴賤常定貧富恒分３４１｡(貴賤きせん常に定まり､貧富ひんぷ恒つねに分れたり) 






    ★班昭の｢東征賦｣(『文選』巻九所録)中に､｢貴賤貧富､不可求兮｡正身履道､以俟時兮｡(貴賤
きせん貧富ひんぷは求む可からず３４２｡身を正しうし道を履ふみ､以て時を俟まつ３４３)｣と記される 












   ★宋玉の｢登徒子好色賦｣(『文選』巻十九所録)に､｢寤春風兮發鮮榮｡(春風しゅんぷうの鮮榮せんえい
を發するを寤みる３４５)｣と記される｡ 
   ★曹植の｢贈王粲｣(『文選』巻二十四所録)に､｢樹木發春華､清池激長流｡(樹木じゅもく春華しゅんか
を發ひらき､清池せいち長流ちょうりゅう激げきす)｣の語有り｡ 
   ★曹植の｢與吳季重書｣(『文選』巻四十二所録)に､｢曄若春榮､瀏若清風｡(曄ようなること春榮しゅ
んえいの若く３４６､瀏りゅうなること清風せいふうの若し３４７)｣と表現される瑞々しい二句がある｡ 
   ★嵇康の｢琴賦｣(『文選』巻十八所録)に､｢若衆葩敷榮曜春風｡(衆葩しゅうはの榮はなを敷しきて３４８春
風しゅんぷうに曜かがやくが若し)｣と記される｡ 






















    ★潘岳の｢西征賦｣(『文選』巻十所録)中に､｢忠孝淳深｡(忠孝ちゅうこう淳深じゅんしんなる)｣と記さ
れる｡ 






    ★盧諶の｢贈劉琨｣(『文選』巻二十五所録)中に､｢夜光報於魚目｡(夜光やこうもて魚目ぎょもくに報む
くゆるなり３５８｡)｣と記される｡ 





    ★孔安國｢尚書序｣(『文選』巻四十五所録)に､｢伏羲神農黃帝之書､謂之三墳､言大道也｡(伏羲･
神農･黃帝の書を､之を三墳さんぷんと謂ふ｡大道たいどうを言ふなり３６２)｣と記される｡ 
*文宝 58)凡夫思齊賢聖３６３｡(凡夫も賢聖けんせいに齊ひとしからんと思ふ) 
 儒教で理想的な人格とされる賢人･聖者を｢賢聖｣と言い表す｡ [B：間接] 
    ★揚雄の｢羽獵賦｣(『文選』巻八所録)に､｢君臣之節､崇賢聖之業｡(君臣の節せつを立て､賢聖けん
せいの業ぎょうを崇たっとぶ)｣と記される｡ 













    ★王融の｢永明九年策秀才文五首｣(『文選』巻三十六所録)には｢體道而不居､見善如不及｡(道
みちを體たいして居をらず３６９､善ぜんを見みて及およばざるが如ごとくす３７０)｣と『論語』の前句｢見善如不
及｣がそのまま引用される｡ 
   ★班彪の｢王命論｣(『文選』巻五十二所録)にも｢[漢の高祖]信誠好謀､達於聽受､見善如不及､用













    ★陳琳の｢答東阿王牋｣(『文選』巻四十所録)に､｢此乃天然異稟､非鑽仰者所庶幾也｡(此れ乃す
なはち天然てんねんの異稟いりん３７５､鑽仰さんぎょうする者の庶幾こひねがふ所に非ざるなり３７６)｣の表現有り｡ 















   ★陸機の｢演連珠五十首｣(『文選』巻五十五所録)の第一に､｢五行錯而致用､四時違而成歲｡
(五行[木･火･土･金･水]錯まじはりて用を致いたし､四時しいじ違たがふて歲としを成す)｣と記される｡ 


















    ★張衡の｢東京賦｣(『文選』巻三所録)に､｢文又躬自菲薄､治致升平之德｡(文ぶん[漢の文帝]又躬み
自みづから菲薄ひはくにして３９４､治ち升平しょうへいの德を致す３９５)｣の一節が置かれる｡ 
   ★曹植の｢求自試表｣(『文選』巻三十六所録)中の｢正值陛下升平之際｡沐浴聖澤､潛潤德教｡
(正まさに陛下､升平しょうへいの際に值あひ３９６､聖澤せいたくに沐浴もくよく３９７し､德教とくきょうに潛潤３９８せんじゅ
んす)｣という表現にも天下太平の義の｢升平｣が用いられる｡ 





    ★東方朔の｢非有先生論｣(『文選』巻五十一所録)中に､｢傳國子孫､名顯後世｡(國を子孫に傳つた
へて､名なは後世に顯あらはれ)｣という語句有り｡ 
   ★陳琳の｢檄呉將校部曲文｣(『文選』巻四十四所録)中には､｢當報漢德､顯祖揚名｡(當まさに漢
德かんとくに報むくい､祖そを顯あきらかにし名なを揚あぐべし)｣と記される｡ 
   ★應璩の｢與從弟君苗君胄書｣(『文選』巻四十二所録)には､｢潛精墳籍､立身揚名｡(精せいを墳
籍ふんせきに潛ひそめ４００､身みを立たて名なを揚あぐ４０１)｣という表現､ 
等がこの儒教的概念を能く言い表す｡ 
*文宝 66)保國安身４０２｡(國を保たもち身を安やすくする)  
 ｢保國｣は国を治める意で､一般的な語彙とも言い得る｡『文選』に見出される類似表現は､以下
の通りである｡ [B：間接] 
    ★潘勗の｢冊魏公九錫文｣(『文選』巻三十五所録)には､｢保乂我皇家｡(我が皇家こうかを保乂ほがい
４０３し)｣と記される｡ 
   ★王融｢三月三日曲水詩序｣(『文選』巻四十六所録)中に､｢保生萬國｡(萬國ばんこくを保生ほうせい４０４
す)｣という語句がある｡ 
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    ★郭璞の｢江賦｣(『文選』巻十二所録)には､｢惟岷山之導江､初發源乎濫觴｡(惟これ岷山びんざん
の江こうを導みちびく４０９､初はじめ源みなもとを濫觴らんしょうに發はつす４１０)｣と記される｡ [B：間接] 
*文宝 69)春種不下秋實何獲４１１｡(春はるの種たねを下くださずんば､秋あきの實み何いかんが獲えむ) 
 春の種蒔きと秋の収穫を対比する､常套的な表現であるが､ [B：間接] 










































    ★蕭統の『文選』序に｢嘗試論之曰｡(嘗試こころみに之これを論じて曰く)｣の語有り｡[一般語] 
*文宝 76)無始時來展轉相承４２６｡(無始むしの時より來このかた展轉てんでん相承そうじょうして) 
｢展轉｣は次から次へと変化して展開することを言う｡外典でも使われる一般語である｡ 

















   ★班固の｢答賓戲｣(『文選』巻四十五所録)中に､｢搦朽摩鈍､鉛刀皆能一斷｡(朽くちたるを搦すり
鈍にぶきを摩ます４２９｡鉛刀えんとうも皆能く一ひとたび斷つ４３０)｣と記される｡ [E：文選オリジナル] 
   ★左思の｢詠史八首｣(『文選』巻二十一所録)に､｢鉛刀貴一割｡(鉛刀えんとう一割いっかつを貴とうと４３１
ぶ)｣という表現有り｡ 







   ★賈誼｢弔屈原文｣(『文選』巻二十一所録)に､｢莫邪為鈍兮､〉鉛刀為銛｡(莫邪ばくやを４３５鈍どんと為な
し､鉛刀えんとうを銛せん[鋭利]と為なす４３６)｣と表現される｡ [E：文選オリジナル] 
 他にこの名刀を引き合いに出した例としては､ 























    ★張衡の｢南都賦｣(『文選』巻四所録)に､｢其寶利珍怪､則金彩玉璞､隨珠夜光｡(其の寶利ほうり
珍怪ちんかいには､則ち金彩きんさい玉璞ぎょくはく４５０､隨珠ずいしゅ夜光やこう４５１)｣の表現有り｡ 
   ★潘岳の｢藉田賦｣(『文選』巻七所録)中に､｢似夜光之剖荊璞兮｡(夜光やこうの荊璞けいはくを剖さけ
るに似る４５２)｣と記される｡ 








    ★禰衡でいこうの｢鸚鸝賦｣(『文選』巻十三所録)に､｢懼名實之不副｡(名實めいじつの副そはざらんこと
を懼おそる４６０)｣と記される｡ 
   ★江淹｢雜體詩三十首｣盧中郎感交 (『文選』巻三十一所録)に､｢濫吹乖名實｡(濫吹らんすいして
名實めいじつの乖そむく４６１)｣の語有り｡ 























    ★潘岳の｢秋興賦｣(『文選』巻十三所録)に､｢珥蟬冕而襲紈綺之士｡(蟬冕せんべんを珥さしはさみて
紈綺がんきを襲きるの士４７５)｣の語有り｡ 
   ★宋玉の｢神女賦｣(『文選』巻十九所録)には､｢其盛飾也､則羅紈綺繢盛文章｡極服妙采照萬
方｡(其の盛飾は則ち羅紈らしょく綺繢きかい４７６文章[文彩]を盛さかんにし､極服きょくふく妙采みょうさい４７７萬方を
照てらす)｣と記される｡ 





    ★枚乘の｢七發八首｣(『文選』巻三十四所録)に､｢覆虧丘陵｡(丘陵を覆虧ふくき４８１し)｣と記される｡ 
   ★左思の｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢喪亂之丘墟､顛覆之軌轍｡(喪亂そうらんの丘墟４８２きゅう
きょ､顛覆てんぷくの軌轍きてつなり４８３)｣の語有り｡ 







    ★潘岳の｢西征賦｣(『文選』巻十所録)中に､｢赴塗炭而不移｡(塗炭とたんに赴おもむいて移らず)｣と
記される｡ 







    ★宋玉の｢風賦｣(『文選』巻十三所録)に､｢清涼雄風[中略]中人狀､直憯悽惏慄､清涼增欷｡清
清泠泠､愈病析酲｡(清涼せいりょうなる雄風ゆうふう[中略]人に中あたるときは４９０､狀かたち直ただちに憯悽さ











    ★孫綽の｢遊天台山賦｣(『文選』巻十一所録)には､｢太虛遼廓而無閡､運自然之妙有｡(太虛たい
きょ遼廓りょうかくにして閡かぎり無く４９５､自然しぜんの妙有みょううを運めぐらす４９６)｣という『宝鑰』の典
拠の一文が存する４９７｡ 
   ★王延壽｢魯靈光殿賦｣(『文選』巻十一所録)中に､｢廓宇宙而作京｡(宇宙うちゅうを廓ほがらか４９８にし
て京けいを作り)｣と記される｡ 








    ★宋玉の｢高唐賦｣(『文選』巻十九所録)には､｢滂洋洋而四施兮､蓊湛湛而弗止｡(滂ほう洋洋よ
うようとして四よもに施ほどこし５０４､蓊をう湛湛たんたんとして５０５止まず)｣と記される｡[B：間接] 











    ★張衡の｢思玄賦｣(『文選』巻十五所録)で､｢仰矯首以遙望兮､魂𢠵惘而無儔｡(仰あふいで首こう
べを矯あげて以て遙はるかに望めば５１１､魂こん𢠵惘しょうもうとして儔とも無し５１２)｣と表現される｡ 










    ★沈約の｢齊故安陸昭王碑文｣(『文選』巻五十九所録)に､｢挹其源者游泳而莫測｡(其の源みなも
とを挹くむ者は游泳いうえいして測はかる莫なく)｣という語句有り｡ 
   ★司馬相如の｢子虛賦｣(『文選』巻七所録)では､｢怠而後發､游於清池｡(怠うみて後のち､發はっし
て清池せいちに游あそぶ５１７)｣の表現有り｡ 






    ★潘岳の｢閑居賦｣(『文選』巻十六所録)に､｢終優遊以養拙｡(終つひに優遊ゆうゆうして以て拙せつを養
やしなふ５２０)｣と記される｡ 






















    ★潘岳の｢夏侯常侍誄｣(『文選』巻五十七所録)には､｢莫涅匪緇､莫磨匪磷｡(涅でつして緇くろま
らざる莫なく､磨みがけども磷うすらがざる莫し)｣と記される｡ 
   ★謝靈運｢過始寧墅｣(『文選』巻二十六所録)に､｢淄磷謝清曠｡(淄磷しりん清曠せいこう５２５を謝しゃし)｣
の表現有り｡ 
*文宝 93)封勞績以五等爵５２６｡(勞績ろうせきを封ずるに五等ごとうの爵しゃくを以てす) 





    ★東方朔の｢非有先生論｣(『文選』巻五十一所録)中に､｢於是裂地定封､爵為公侯｡(是ここに於
おいて地ちを裂さき封ほうを定さだめて５２７､爵しゃくは公侯こうこうと為なり５２８)｣という語句有り｡ 













    ★王褒の｢聖主得賢臣頌｣(『文選』巻四十七所録)中に､｢德與和氣游､太平之責塞､優游之望
得｡(德は和氣わきと游あそぶ｡太平たいへいの責せき５３２は塞ふさがりて､優游ゆうゆうの望のぞみ得えらる５３３)｣と
いう表現有り｡ [一般語] 






    ★賈誼の｢過秦論｣(『文選』巻五十一所録)中に､｢享國之日淺､國家無事｡(國くにを享うくる日ひ淺
あさくして､國家こくか事こと無なし５３７)｣という表現有り｡ 










    ★左思の｢魏都賦｣(『文選』巻六所録)に､｢上垂拱而司契｡(上かみは垂拱すいきょうして契けいを司つかさ
どる５３９)｣の語有り｡ 
   ★王褒の｢聖主得賢臣頌｣(『文選』巻四十七所録)中に､｢遵游自然之勢､恬淡無為之場｡休徵









    ★張衡の｢東京賦｣(『文選』巻三所録)に､｢為無為､事無事､永有民以孔安｡遵節儉､尚素樸｡
(無為むいを為しわざとし､無事ぶじを事こととし５４７､永く民たみを有たもちて以て孔はなはだ安やすく５４８､節儉せ
っけんに遵したがひ素樸そぼくを尚たっとぶ５４９)｣の表現有り｡ 
   ★同じく張衡の｢思玄賦｣(『文選』巻十五所録)には､｢默無為以凝志兮､與仁義乎逍遙｡(默もく
して無為むいにして以て志こころざしを凝こらし５５０､仁義じんぎと與ともに逍遙しょうようせん５５１)｣と記す｡ 













    ★王融の｢永明九年策秀才文五首｣(『文選』巻三十六所録)中に､｢敬法卹刑､虞書茂典｡自萌
俗澆弛､法令滋彰｡(法を敬つつしみ刑けいを卹うれふるは５５８､虞書ぐしょの茂典もてん５５９なり｡萌俗ぼうぞく
澆弛ぎょうし５６０し､法令ほうれい滋ますます彰あらはれ５６１し自より)｣と表現される｡ 




    ★左思の｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢簡其華質､則亄費錦繢｡(其の華質かしつを簡えらべば則
ち錦繢きんかいよりも亄費いひたり５６３)｣の表現有り｡ 






    ★劉峻の｢辯命論｣(『文選』巻五十四所録)に､｢鼓動陶鑄而不為功｡(鼓動こどう[道の万物を活動させる]
陶鑄たうちゅう[万物を創成する]するも功と為さず)｣の表現有り｡ 






い｡転々として行く場所の定まらない様を言い表す用例として､  [B：間接] 
    ★潘岳の｢西征賦｣(『文選』巻十所録)中に､｢飄萍浮而蓬轉｡(飄ひょうとして萍うきくさのごとく浮んで
蓬よもぎのごとく轉ず５６８)｣と記される｡ 
   ★木玄虛｢海賦｣(『文選』巻十二所録)には､｢或乃萍流而浮轉､或因歸風以自反｡(或は乃ち萍うき
くさのごとく流れて浮轉し､或は歸風きふうに因よりて以て自から反かへる５６９)｣の語有り｡ 






    ★袁宏｢三國名臣序贊｣(『文選』巻四十七所録)には､｢源流趣舍｡(源流げんりゅう[事物の起源と發展]と趣
舍しゅしゃ[趣捨､物事の行く先とその過程])｣の表現有り｡ 
























    ★潘岳の｢西征賦｣(『文選』巻十所録)中に､｢古往今來､邈矣悠哉｡寥廓惚恍､化一氣而甄三






   ★賈誼の｢鵩鳥賦｣(『文選』巻十三所録)に､｢釋智遺形兮､超然自喪｡寥廓忽荒兮､與道翱翔｡
(智ちを釋すて形を遺わすれ､超然ちょうぜんとして自みづから喪うしなひ５９０､寥廓りょうかく忽荒こつこう５９１として､
道みちと翱翔こうしょうす５９２)｣という表現が有る｡ 
   ★陸機｢歎逝賦｣(『文選』巻十六所録)では､｢或冥邈而既盡､或寥廓而僅半｡(或は冥邈めいばくに
して既に盡つき５９３､或は寥廓りょうかくとして僅わづかに半なかばなり５９４)｣と言い表される｡ 
   ★曹植の｢贈白馬王彪｣(『文選』巻二十四所録)に､｢太谷何寥廓､山樹鬱蒼蒼｡(太谷たいこく何ぞ
寥廓りょうかくたる５９５､山樹さんじゅ鬱うつとして蒼蒼そうそうたり５９６)｣の語句有り｡ 
   ★陸機の｢挽歌詩三首｣(『文選』巻二十八所録)に､｢廣霄何寥廓｡(廣霄こうしょう何ぞ寥廓りょうかく５９７
たる)｣と記される｡ 




*文宝 106)万象越丨氣５９８｡(万象を越丨氣たいきに含み)  
｢万象｣は万像とも書き､森羅万象･宇宙に在るあらゆる現象と存在･万法のことを言う｡ 
    ★孫綽｢遊天台山賦｣(『文選』巻十一所録)に､｢渾萬象以冥觀､兀同體於自然｡(萬象ばんしょうを渾
こんして以て冥觀めいかんし５９９､兀こつとして體たいを自然しぜんに同じうす６００)｣という語が存する｡ 






    ★曹植の｢與吳季重書｣(『文選』巻四十二所録)に､｢食若填巨壑､飲若灌漏卮｡(食しょくは巨壑き
ょがくを填うづむる６０５が若ごとく､飲いんは漏卮ろうしに灌そそぐ６０６が若きを願ふ)｣という語句有り｡ 
   ★郭璞の｢江賦｣(『文選』巻十二所録)には､｢淙大壑與沃焦｡(大壑たいがくと沃焦よくしょうとに淙あつ
まる６０７)｣と記される｡ 
















    ★古辭(無名氏)｢樂府三首：長歌行｣(『文選』巻二十七所録)に､｢百川東到海､何時復西歸｡(百
川ひゃくせん東ひがしして海に到る６１９､何いづれの時ときにか復また西にしに歸かへらん６２０)｣の語有り｡ 
   ★謝靈運の｢擬魏太子鄴中集詩八首｣(『文選』巻三十所録)には､｢百川赴巨海､眾星環北辰｡
(百川ひゃくせん巨海きょかい[大海]に赴おもむき､眾星しゅうせい北辰ほくしんを環めぐる６２１)｣と記される｡ 
*文宝 109)泯諸相而宛然有６２２｡(諸相を泯みんじて宛然えんぜんとして有うなり)  
｢泯｣は消滅･消失すること｡ここでは､｢泯諸相｣で諸々の現象的存在に囚われる迷執を消除断
滅することを言う｡一般語としての｢泯｣の文例は次の通り｡ [一般語] 
    ★陸機の｢挽歌詩三首｣(『文選』巻二十八所録)に､｢姸姿永夷泯｡(姸姿けんし永く夷泯いびんす６２３)｣
と記される｡ 






    ★孫楚の｢為石仲容與孫皓書｣(『文選』巻四十三所録)に､｢曜兵劍閣､而姜維面縛｡(兵へいを劍
閣けんかくに曜かがやかせ６２７ば､姜維きょうい面縛めんばくす６２８)｣と記される｡ 






    ★陸機の｢擬古詩十二首：擬青青陵上柏｣(『文選』巻三十所録)中に､｢人生當幾何｡譬彼濁水
瀾｡(人生じんせい當まさに幾何いくばくぞ､譬たとへば彼の濁水だくすいの瀾なみのごとし６３１)｣という詩句が
配される｡ 







   ★曹植の｢公讌詩｣(『文選』巻二十所録)中に､｢明月澄清景｡(明月めいげつ清景せいけい澄すみ６３４)｣の
語句有り｡ 
   ★揚雄の｢甘泉賦｣(『文選』巻七所録)に､｢超紆譎之清澄[中略]澄心清魂､儲精垂恩｡(紆譎うけつ
の清澄せいちょうなるを超こへ６３５[中略]心こころを澄すまし魂こんを清きよくし６３６精せいを儲たくはへ恩おんを６３７垂た
る)｣と記される｡ 
   ★陸機の｢文賦｣(『文選』巻十七所録:｢文賦 4｣)に､｢罊澄心以凝思､眇衆慮而爲言｡(澄心ちょうしん









    ★陸機の｢於承明作與士龍｣(『文選』巻二十四所録)に､｢分塗長林側､揮袂萬始亭｡(塗みちを長
林ちょうりんの側かたはらに分わかち６４２､袂たもとを萬始ばんしの亭ていに揮ふるふ６４３)｣と記される｡ 
   ★謝惠連の｢西陵遇風獻康樂｣(『文選』巻二十五所録)中に､｢飲餞野亭館､分袂澄湖陰｡(飲餞い
んせんす野亭やていの館やかた６４４､袂たもとを分わかつ澄湖ちょうこの陰みなみ６４５)｣の語有り｡ 
 








    ★屈原の｢離騷經｣(『文選』巻三十二所録)に､｢思九州之博大兮､豈唯是其有女｡(思ふに九州きゅ
うしゅうの博大はくだいなる６４７､豈あに唯ただ是これにのみ其れ女ぢょ有らんや６４８)｣と記される｡ 
   ★曹植の｢七啓八首｣(『文選』巻三十四所録)には､｢似若狹六合而隘九州｡(六合りくごうを狹せま
しとし､九州きゅうしゅうを隘せましとするが若ごときに似たり６４９)｣の語句有り｡ 















    ★潘岳｢關中詩｣(『文選』巻二十所録)に､｢哀此黎元､無罪無辜｡(哀６５６あはれなるかな此の黎元､罪
無く辜つみ無し)｣という語句有り｡ 
   ★司馬相如の｢封禪文｣(『文選』巻四十八所録)には､｢舒盛德､發號榮､受厚福､以浸黎元｡皇










    ★賈誼の｢過秦論｣(『文選』巻五十一所録)中に､｢[秦始皇]廢先王之道､燔百家之言､以愚黔首｡
([秦始皇]先王せんおうの道みちを廢はいし､百家ひゃくかの言げんを燔やき６６１､以て黔首きんしゅを愚ぐにす６６２)｣と
いう表現有り｡ 








    ★劉歆の｢移書讓太常博士｣(『文選』巻四十三所録)中には､｢及夫子沒而微言絕､七十子卒而
大義乖｡(夫子ふうし[孔子]沒ぼつして微言びげん絕たへ６６６､七十子しちじゅうし卒しゅつして大義たいぎ乖そむくに
及び６６７)｣と記される｡ 
   ★李康の｢運命論｣(『文選』巻五十三所録)中に､｢其徒子夏､升堂而未入於室者也｡(其[孔子]の徒
との子夏しかは堂どうに升のぼるも､未いまだ室しつに入らざる者ものなり６６８)｣という形で『論語』の文が引
用される｡ 
   ★潘岳｢楊荊州誄｣(『文選』巻五十七所録)に､｢祁祁搢紳､升堂入室｡(祁祁ききたる搢紳しんしんは､
堂どうに升のぼり室しつに入る６６９)｣と『論語』の文をアレンジした語句が用いられる｡ 













    ★屈原の｢離騷經｣(『文選』巻三十二所録)に､｢固時俗之工巧兮､偭規矩而改錯｡背繩墨以
追曲兮｡競周容以為度[中略]何方圓之能周兮､夫孰異道而相安｡(固まことに時俗じぞくの工巧こう









    ★張衡の｢思玄賦｣(『文選』巻十五所録)では､｢涷雨沛其灑塗｡(涷雨とううは沛はいとして其れ塗みち
に灑そそぐ６８０)｣の表現が見出される｡ 









    ★王粲の｢七哀詩二首｣(『文選』巻二十三所録)に､｢迅風拂裳袂､白露霑衣衿｡(迅風じんぷう裳袂
しょうべいを拂はらひ６８６､白露はくろ衣衿いきんを霑うるほす６８７)｣の表現有り｡ 
    ★揚雄の｢長楊賦｣(『文選』巻九所録)に､｢聖主之養民也､仁霑而恩洽｡(聖主せいしゅの民たみを養
やしなふや､仁じん霑うるほひて恩おん洽あまねし６８８)｣と記される｡ 




















   
539 
 
















    ★左思の｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢濆薄沸騰､寂寥長邁[中略]躍龍騰蛇｡(濆薄ふんばく沸
騰ふっとうし､寂寥せきりょうとして長く邁ひく７１０[中略]躍龍やくりょう騰蛇とうじゃ７１１)｣の語有り｡ 



















    ★孫綽｢遊天台山賦｣(『文選』巻十一所録)に､｢融而為川瀆､結而為山阜｡(融とけては川瀆せんとく
と為なり７１８､結むすんでは山阜さんぷと為る７１９)｣という表現が存する｡ 
   ★何晏の｢景福殿賦｣(『文選』巻十一所録)には､｢疆理宇宙､甄陶國風｡雲行雨施､品物咸融｡
(宇宙を疆理きょうりし７２０､國風こくふうを甄陶けんとうす７２１｡雲行ゆき雨あめ施ほどこし７２２､品物ひんぶつ咸ことご







    ★謝靈運の｢登江中孤嶼｣(『文選』巻二十六所録)中に､｢雲日相輝映､空水共澄鮮｡(雲日うんじ
つ相あひ輝映きえいし､空水くうすい共ともに澄鮮ちょうせんたり７２５)｣と表現される｡ 






    ★郭璞の｢江賦｣(『文選』巻十二所録)には､｢瓊蚌晞曜以瑩珠｡(瓊蚌けいほう晞曜きようして以て珠た
まを瑩みがき７２９)｣という語が含まれる｡ 













    ★杜預の｢春秋左氏傳序｣(『文選』巻四十五所録)には､｢將令學者原始要終､尋其枝葉､究其
所窮｡(將まさに學ぶ者をして始はじめを原たづね終をはりを要もとめ７３５､其の枝葉しようを尋たづね､其の窮きゅ
うする所を究きはめ令しめんとす７３６)｣という一節が見出される｡ 
   ★張衡の｢東京賦｣(『文選』巻三所録)に､｢不能究其精詳｡(其の精詳せいしょうを究きはむる７３７能はず)｣
の語句が置かれる｡ 
   ★司馬相如｢上林賦｣(『文選』巻八所録)には､｢視之無端､究之無窮｡(之これを視れども端はし無
く､之を究きはむれども窮きはまり無し｡)｣と記される｡ 











    ★司馬遷｢報任少卿書｣(『文選』巻四十一所録)の中に､｢欲以究天人之際､通古今之變､成一
家之言｡(以て天人てんじんの際さいを究きはめ､古今ここんの變へんを通じ７４１､一家いっかの言げんを成なさんと
欲す７４２)｣という表現有り｡ 










 大海の底知れぬ深さを表現する一句で､｢麼盧｣は梵 varuṇa の音写略､嚩嚕とも記し､須弥山を
取り巻く大海の意で用いられる｡｢甚深｣は非常に奥が深い義で､｢深｣字は基本的な一般語である｡
大海･谷間等の深度を言い表した文例として､『文選』中から抽出すれば､ 
    ★木玄虛の｢海賦｣(『文選』巻十二所録)に､｢其水府之內､極深之庭｡(其の水府すいふ[水の深処]の内
うち､極深きょくしんの庭ていには)｣という表現有り｡ 
   ★陸機の｢樂府十七首：從軍行｣(『文選』巻二十八所録)に､｢深谷邈無底､崇山鬱嵯峨｡(深谷し
んこく邈ばくとして底そこ無なく７４７､崇山しゅうざん鬱うつとして嵯峨さがたり７４８)｣と記される｡ 
   ★司馬相如｢上林賦｣(『文選』巻八所録)中に､｢深溝嶔巖而為谷｡(深溝しんこう嶔巖かんがんとして谷
たにを為す７４９)｣と言い表される｡ 






    ★屈原作｢九章：涉江｣(『文選』巻三十三所録)の｢山峻高以蔽日兮｡(山峻高しゅんこうにして以て日
を蔽おほふ)｣という表現｡：｢文宝 6｣の一部 














    ★宋玉の｢招魂｣(『文選』巻三十三所録)に､｢彷徉無所倚､廣大無所極些｡(彷徉ほうようして倚よる
所無く７６２､廣大こうだいにして極きはまる所無し７６３)｣と表現される｡ 














    ★潘岳の｢寡婦賦｣(『文選』巻十六所録)には､｢亡魂逝而永遠兮､時歲忽其遒盡｡(亡魂ぼうこん逝
ゆいて永遠えいえんなり７７３｡時歲じさい忽こつとして其れ遒をはり盡つく７７４)｣という表現が示される｡ 
   ★張衡の｢思玄賦｣(『文選』巻十五所録)では､｢天長地久歲不留(天てん長ながく地ち久ひさしくして歲と
し留とどまらず７７５)｣と言い表される｡ [B：間接] 








    ★司馬相如の｢封禪文｣(『文選』巻四十八所録)には､｢非惟遍之我､汜布護之｡萬物熙熙､懷而
慕思｡(惟ただに之これを我われに遍あまねくするのみに非あらず､汜あまねく之を布護ふごす７８２｡萬物ばんぶつは
熙熙ききとして､懷おもひて慕思ぼしす７８３)｣と表現される｡ 
   ★陸機の｢辯亡論｣(『文選』巻五十三所録)に､｢毒遍宇内｡(毒どくは宇内うだいに遍あまねく７８４)｣の句有
り｡ 





























    ★揚雄作｢長楊賦｣(『文選』巻九所録)に､｢盲者不見咫尺､而離婁燭千里之隅｡(盲者は咫尺しせき
７９３を見ざれども､離婁りろう７９４は千里の隅すみを燭てらす)｣と記される｡(｢文宝 9｣の事例と同じ) 
   ★何晏の｢景福殿賦｣(『文選』巻十一所録)には､｢雖離朱之至精､猶眩曜而不能昭晰也｡(離朱
りしゅの至精しせいと雖も７９５､猶ほ眩曜げんようして昭晰しょうせつする能はざるなり７９６)｣の表現有り｡ 
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    ★劉琨の｢勸進表｣(『文選』巻三十七所録)に､｢蒼生顒然､莫不欣戴｡(蒼生そうせい顒然ぎょうぜんと
して８０７､欣戴きんたいせざるは莫なし８０８)｣という語句有り｡ 


































    ★司馬相如｢上林賦｣(『文選』巻八所録)には､｢娛遊往來､宮宿館舍｡(娛遊ごゆう[遊樂]往來おうらい
して､宮きゅうに宿やどり館かんに舍やどる８３５)｣と記される｡ 
   ★馬融の｢長笛賦｣(『文選』巻十八所録)に､｢有雒客舍逆旅｡(雒客らくかく有りて逆旅げきりょに８３６舍や
どり｡)｣という語句有り｡ 
   ★干寶の｢晉紀總論｣(『文選』巻四十九所録)には､｢行旅草舍､外閭不閉｡(行旅こうりょは草舍そう
















    ★王褒の｢聖主得賢臣頌｣(『文選』巻四十七所録)中に､｢去卑辱奧渫而升本朝｡(卑辱ひじょく奧渫
いくせつを去さりて本朝ほんちょうに升のぼる８４３)｣という表現有り｡ 
   ★潘岳の｢河陽縣作二首｣(『文選』巻二十六所録)の中に､｢卑高亦何常､升降在一朝｡(卑高ひこ
う亦また何なんぞ常つねあらん８４４､升降しょうこう一朝いっちょうに在あり８４５)｣と表現される｡ 
   ★張衡の｢西京賦｣(『文選』巻二所録)に､｢[皇帝]微行要屈｡降尊就卑｡([皇帝]微行びこう要屈ようく
つし８４６､尊そんを降くだし卑ひに就つく)｣という語が見出される｡ 





    ★左思の｢魏都賦｣(『文選』巻六所録)に､｢巷苞諸公､都護之堂､殿居綺窗｡(巷ちまたには諸公し
ょこうを苞かね８５０､都護とごの堂殿でんどう綺窗きそうを居おく８５１)｣の語有り｡ 






    ★左思の｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢籠烏兔於日月､窮飛走之栖宿｡(烏兔うとを日月じつげ
つに籠こめ８５５､飛走ひそうの栖宿せいしゅくを窮きはむ８５６)｣の語有り｡ 
   ★潘岳の｢秋興賦｣(『文選』巻十三所録)に､｢譬猶池魚籠鳥､有江湖山藪之思｡(譬たとへば猶なほ
池魚ちぎょ籠鳥ろうちょうの８５７江湖こうこ山藪さんそうの思おもひ有るがごとし８５８)｣と記される｡ 









    ★司馬相如｢上林賦｣(『文選』巻八所録)には､｢靚糚刻飾､便嬛綽約｡(靚糚せいそう刻飾こくしょく８６３､
便嬛べんけん綽約しゃくやく８６４)｣と記される｡ 









    ★潘岳の｢西征賦｣(『文選』巻十所録)中に､｢孔隨時以行藏､蘧與國而舒卷｡(孔こうは時とき隨し
たがって以て行藏こうぞうし８６７､蘧きょは國くにと與ともに舒卷じょけんす８６８)｣と記される｡ 
   ★袁宏｢三國名臣序贊｣(『文選』巻四十七所録)には､｢蘧寗以之卷舒､柳下以之三黜｡(蘧寗きょ
ねいは之これを以て卷舒けんじょし８６９､柳下りゅうかは之を以て三黜さんちゅうせらる８７０)｣の表現有り｡ 
   ★何劭の｢贈張華｣(『文選』巻二十四所録)に､｢四時更代謝､懸象迭卷舒｡(四時しいじ更こもごも代
謝たいしゃし８７１､懸象けんしょう迭たがひに卷舒けんじょす８７２)｣と変化の意の用例が記される｡ 
















    ★王褒の｢洞簫賦｣(『文選』巻十七所録)には､｢或渾沌而潺湲兮｡(或いは渾沌こんとんとして潺湲せん
えんたり８８０)｣と記される｡ 
   ★史岑の｢出師頌｣(『文選』巻四十七所録)に､｢渾一區宇｡(區宇くうを渾一こんいつす８８１)｣の句有り｡ 
 また同じ目的･終結に趣向する意を示す｢同歸｣の語については､ [B：間接] 
   ★嵇康の｢琴賦｣(『文選』巻十八所録)に､｢所致非一｡同歸殊途､或文或質｡(所致しょち一いちに８８２
非ず｡歸きを同おなじうして途みちを殊ことにし８８３､或いは文ぶんに或は質しつなり８８４)｣と記される｡ 
   ★陸機の｢樂府十七首: 長安有狹邪行｣(『文選』巻二十八所録)に､｢將遂殊塗軌､要予同歸津｡












    ★｢將令學者原始要終､尋其枝葉､究其所窮｡(將まさに學ぶ者をして始はじめを原たづね終をはりを要も








    ★成公綏の｢嘯賦｣(『文選』巻十八所録)には､｢乃知長嘯之奇妙､蓋亦音聲之至極｡(乃すなはち
知る長嘯ちょうしょうの奇妙なる８９１､蓋けだし亦また音聲おんせいの至極しごくなるを８９２)｣の表現有り｡ 















の文が見出される｡  [B：間接] 
    ★揚雄の｢羽獵賦｣(『文選』巻八所録)に､｢游觀侈靡､窮妙極麗｡(游觀ゆうかん侈靡しびにして８９４妙
みょうを窮きはめ麗れいを極きはむ８９５)｣と記される｡ 
   ★王延壽｢魯靈光殿賦｣(『文選』巻十一所録)中に､｢窮奇極妙｡(奇きを窮きはめ妙みょうを極きはめ)｣の
語有り｡ 
   ★郭璞の｢江賦｣(『文選』巻十二所録)には､｢妙不可盡之於言､事不可窮之於筆｡(妙みょうなるこ




   ★陸機｢歎逝賦｣(『文選』巻十六所録)では､｢妙思天造｡精浮神淪､忽在世表｡(妙みょうに天造てん
ぞうを思おもふ８９８｡精たましひ浮うかび神こころ淪しづみ､忽たちまち世表せいひょうに在あり８９９)｣と言い表わさ
れる｡ 








確認でき､仏教的な真諦･真如との一分の相似を示す｡  [B：間接] 
    ★賈誼の｢鵩鳥賦｣(『文選』巻十三所録)に､｢真人恬漠兮､獨與道息｡(真人しんじんは恬漠てんばくと
して９０４､獨ひとり道みちと息いこふ９０５)｣という表現が有る｡ 

















外典に於ける文例を掲げる｡ [一般語]  
    ★班固の｢両都賦：東都賦｣(『文選』巻一所録)に､｢陳百寮而贊群后｡[中略]陳金石､布絲竹｡(百
寮ひゃくりょう[百官]を陳つらねて群后ぐんこう[諸侯] ９２５を贊たすけ｡[中略]金石きんせきを陳つらね､絲竹しちくを９２６
布しく)｣の語有り｡ 
   ★何晏の｢景福殿賦｣(『文選』巻十一所録)には､｢星居宿陳､綺錯鱗比｡(星居せいきょ宿陳しゅくちん
し､綺錯きさく鱗比りんびす９２７)｣と記される｡ 
   ★劉歆の｢移書讓太常博士｣(『文選』巻四十三所録)中には､｢愍學殘文缺､稍離其真､乃陳發
祕藏､校理舊文｡(學がくの殘のこし文ぶんの缺かけ､稍ようやく其の真しんを離るるを愍うれへ９２８､乃すなは
ち祕藏ひぞうを陳發ちんはつし９２９､舊文きゅうぶんを校理こうりせしむ９３０)｣という表現有り｡ 









    ★孔安國｢尚書序｣(『文選』巻四十五所録)に､｢約文申義､敷暢厥旨｡(文ぶんを約やくし９３３義ぎを申の
べ､厥その旨しを敷暢ふちょうす９３４)｣と記される｡ 











    ★張衡の｢東京賦｣(『文選』巻三所録)に､｢清風協於玄德､淳化通於自然｡(清風せいふう玄德げんと
くに協かなひ９４２､淳化じゅんか自然に通ず９４３)｣と記される｡ 
   ★陸機の｢樂府十七首: 呉趨行｣(『文選』巻二十八所録)に､｢文德熙淳懿､武功侔山河｡(文德ぶ
んとく淳懿じゅんいを熙ひろめ９４４､武功ぶこう山河さんがに侔ひとし９４５)｣と詠われる｡  









    ★沈約の｢奏彈王源｣(『文選』巻四十所録)に､｢王源見告窮盡｡(王源おうげん[人名]告こくの窮盡きゅうじ
んせらるるを見て９５２)｣と記される｡ 
   ★呉質の｢答魏太子牋｣(『文選』巻五十一所録)中には､｢發言抗論､窮理盡微｡摛藻下筆｡(言げ
んを發し論を抗あげ９５３､理りを窮きはめ微びを盡つくし９５４､藻そうを摛のべ筆を下くだす９５５)｣の語有り｡ 
   ★陸機の｢文賦｣(『文選』巻十七所録)に､｢期窮形而盡相｡(形９５６を窮めて相を盡くさんことを期す)｣と
いう記述がなされている｡ 
    ★左思｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢神化翕忽､函幽育明｡窮性極形､盈虛自然｡(神化しんか
翕忽きゅうこつとして､幽ゆうを函かんし明めいを育やしなひ９５７､性せいを窮きはめ形を極きはめ､盈虛えいきょ自然
しぜんなり９５８)｣と表現される｡ 















    ★嵇康の｢幽憤詩｣(『文選』巻二十三所録)に､｢欲寡其過､謗議沸騰｡性不傷物､頻致怨憎｡(其
の過あやまちを寡すくなくせんと欲すれども９６５､謗議ぼうぎ沸騰ふっとうす９６６｡性せいとして物ものを傷やぶらざ
るに９６７､頻しきりに怨憎えんぞうを致いたす９６８)｣と表現される｡ 





    ★揚雄の｢劇秦美新｣(『文選』巻四十八所録)中に､｢禮官博士､卷其舌而不談｡(禮官れいかん博士
はかせは９７２其の舌したを卷まきて談だんぜず９７３)｣と記される｡ 







    ★李斯の｢上書秦始皇｣(『文選』巻三十九所録)中に､｢今取人則不然､不問可否､不論曲直､非
秦者去､為客者逐｡(今いま人ひとを取るは則ち然しからず９７７｡可否かひを問とはず､曲直きょくちょくを論ろ
んぜず９７８､秦しんに非ざる者は去り､客かく為たる者は逐おはんとす９７９)｣と記される｡ 








    ★潘岳｢閑居賦｣(『文選』巻十六所録)の｢未召拜親疾､輒去官免(未だ召めし拜はいせられざるに親




   ★李陵の｢答蘇武書｣(『文選』巻四十一所録)中に､｢殺身無益､適足增羞､故每攘臂忍辱､輒復
苟活｡(身みを殺ころすも益えき無く､適ただ羞はぢ增ますに足るのみ９８７｡故に每つねに臂いを攘はらひ辱じょく
を忍しのび９８８､輒すなはち復また苟いやしくも活いくるのみ９８９)｣と記される｡ 






    ★杜預の｢春秋左氏傳序｣(『文選』巻四十五所録)には､｢其教之所存､文之所害､則刊而正
之､以示勸誡｡(其の教をしへの存そんする所にして､文ぶんの害がいある所９９３は､則ち刊けづりて之これを正
ただし､以て勸誡かんかいを示す９９４)｣と記す｡ 








    ★張衡の｢思玄賦｣(『文選』巻十五所録)では､｢仰先哲之玄訓兮､雖彌高而弗違｡(先哲せんてつの
玄訓げんくんを仰あふぎ１０００､彌いよいよ高しと雖も違たがはず１００１)｣と表現される｡ 
   ★曹植の｢上責躬應詔詩表｣(『文選』巻二十所録)に､｢以罪棄生､則違古賢夕改之勸｡(罪を以
て生せいを棄すつれば１００２､則ち古賢こけんの夕ゆふべに改あらためよの勸すすめに違たがふ１００３)｣と記される｡ 







    ★班固の｢両都賦：西都賦｣(『文選』巻一所録)に､｢都都相望､邑邑相屬｡(都都とと相あひ望み､邑
邑ゆうゆう相あひ屬つづく)｣と記される｡ 
   ★阮籍の｢詠懷詩十七首｣(『文選』巻二十三所録)には､｢日月正相望｡(日月じつげつ正まさに相あひ
望のぞむ１００６)｣の語句有り｡ 



































  構造を具える｡その実例としては､ 
      ｢文宝 82｣の｢行雲廻雪１０１２｡(行雲迴雪こううんかいせつ)｣について､ 
△｢行雲迴雪｣は美女の相貌のことを言い表す 
△この一句は『文選』所録の宋玉｢高唐賦｣と曹植｢洛神賦｣に典拠を持つ 
      △宋玉｢高唐賦｣(『文選』巻十九所録)に｢[神女]旦爲朝雲｡暮爲行雨｡朝朝暮暮｡陽臺之下｡
([神女]旦あしたには朝雲ちょううんと為なり､暮くれには行雨こううと為る｡朝朝暮暮､陽臺の下もとにあり)｣
と叙述される｢行雨｣｢朝雲｣を併せて､｢行雲｣という語が作られる 




  という､『文選』の二つの作品の故事を合成した語句であることが確認される｡ 
なお､本章では『文選』に考察の対象を絞ったが故に､『論語』『史記』等の古典書籍から直
接的に『宝鑰』に流入するタイプ｢A：直接｣のパターンは考察していない｡ 
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 さて､本章で指摘した全 167 箇所に関しては､上記タイプ｢B：間接｣｢E：文選オリジナル｣と
は別に､中国語の基本的な語彙として『文選』『宝鑰』の双方に共通している語句･字をも考察
の対象に加えている｡例えば､ 
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本章で考察した､『宝鑰』序分･第一住心から第十住心の全 167 箇所 359 文例の指摘に加え､















        
 『宝鑰』全体の文字数は 17,611 字１０１５で､この中に占める仏教経典からの引用文の割合は 
  ※『宝鑰』中の経典の引用字数＝全 5,629 字 全体の 32.0％ 
となる｡『宝鑰』の論述の約三分の一が､証文として援用される仏教テクストで占められるので
住心 『宝鑰』の箇所数 『宝鑰』の文字数 指摘した『文選』文例数
序分 21 66 39
第一住心 28 82 61
第二住心 19 49 36
第三住心 6 15 6
第四住心 12 32 29
十四問答 64 184 90
第五住心 3 6 7
第六住心 13 23 25
第七住心 9 20 25
第八住心 17 29 37
第九住心 23 48 54
第十住心 14 25 40







第一住心 28 82 133
第二住心 19 49 245
第三住心 6 15 430
第四住心 12 32 58
十四問答 64 184 25
第五住心 3 6 917
第六住心 13 23 142
第七住心 9 20 412
第八住心 17 29 587
第九住心 23 48 925
第十住心 14 25 1755
合計 229 579 5629





















  △六言句の場合：｢○○○○○○ ○○○○○○｣のうち｢○○●●○○ ○○●●○○｣と 
          いう｢●●｣｢●●｣の部分を併せて一つの故事典拠を１０１７持つ表現を示す 
           →12 字中で 4 字(33％)の構成率 
  △四言句の場合：｢◇◇◇◇ ◇◇◇◇｣のうち｢◇◇◆◆ ◇◇◆◆｣という｢◆◆｣｢◆◆｣ 
の部分を併せて一つの故事典拠を持つ表現を示す 
→8 字中で 4 字(50％)の構成率 
  △やや乱暴であるが､｢四六駢儷｣の名称通りに四言句と六言句を合成した 
：｢4＋4＋6＋6｣＝四句 20 字の塊で見れば 








  △六言句の場合：→12 字中で 4 字(33％)の構成率×0.6＝19.8％ 
  △四言句の場合：→ 8 字中で 4 字(50％)の構成率×0.6＝30.0％ 





































  *｢如夢中之遇(文宝 36)｣ *｢四序玉燭(文宝 63)｣  *｢大虚寥廓(文宝 105)｣ 
*｢方圓不合(文宝 119)｣  *｢構一家義(文宝 130)｣ 
等の語彙表現に就いて､その原典拠と『文選』中の諸家の詩文での事例は､天長期の『宝鑰』の
読者によって明瞭確実に読み取られたであろうと容易に推測される｡同時に､ 



































〇『文選』  〇『世説新語１０２７』 〇類書１０２８(『初学記』『芸文類聚』等) 
  〇『史記』  〇『漢書』  〇『後漢書』 



















































  [以下､『蒙求』の｢*句数と句の内容｣を先に掲げ､それに対応する｢★『宝鑰』の表現｣を記す] 
*第 4 句)呂望りょぼう非熊ひゆう： 呂望は太公望呂尚､周の文王の軍師｡ 
    ★公望垂緘１０３５｡(公望こうぼう緘つりを垂たる) (第六問答｢問宝 20｣答 6：問典 87) 
*第 22 句)士衡しこう患多かんた ：陸士衡は陸機､本論第二章第二節で詳細に検討した｢文賦の
著者｡(天下第一の文才を誇る偉丈夫の陸機に､才能が有り過ぎで困るでしょうと張華が評した故事｡) 
   ※『宝鑰』には陸機の名は見えないが､第四章第二節で検討した｢文賦｣の重要性に鑑み､ここ
に採録した｡ 
*第 28 句)周處しゅうしょ三害さんがい： 周處は西晋の武将､若年は郷土の鼻つまみ者だった｡(豊





    ★周處忠孝１０３６｡(周處しゅうしょ忠孝あつし)：第二住心(｢文宝 55｣) 
*第 87 句)庶女しょぢょ振風しんぷう： 庶女は斉国の庶民の寡婦のこと(姑に善く仕えるも無実の罪で
処刑される､天が感応して斉の景公の宮殿まで吹き込んで懲罰を与えたという故事１０３７)｡ 
    ★孝婦不雨之誅１０３８｡(孝婦こうふが雨ふらさざりし誅とが) (第十三問答｢問宝 28｣答：問典 118)：｢十四問
答｣では『漢書』記載の故事､姑に仕えた寡婦を無実の罪で処刑したことへの懲罰は､三年間
にわたる旱魃であるというバージョンの逸話が採用される｡ 
*第 88 句)鄒衍すうえん降霜こうそう：鄒衍(前 305?－前 240?)は齊の人､戦国時代の陰陽家､陰陽五
行思想を唱え漢代の讖緯説の基礎を作った｡(讒言で獄に繋がれた鄒衍の悲嘆に天が感応し､真
夏に霜を降らせた故事を指す｡) 










    ★師鍾１０４３(ししょう)｡(第一問答｢問宝 15｣答 3：問典 28)：ここでは伯牙の知音である､善聴の鐘子期の
方が言及される｡ 
*第 167 句)陳平ちんぺい多轍たてつ：陳平(?－前 178)は漢の高祖劉邦に仕えた武臣､特に謀略に勝
れたことで知られる(陳平は貧賤にも関わらず若年より人々の徳望厚く､長者の車が門前に多く集っ
た故事を言う１０４４)｡ 













★羿養１０５０(げいよう)｡(第一問答｢問宝 15｣答 3：問典 27)：弓矢術の名人､羿げいと養由基ようゆきを並称
する｡班固の｢幽通賦｣(『文選』巻十四所録)の中に｢養流睇而猿號兮｣という表現あり｡ 





鯀)｣に擬えることを言う１０５１｡   
★堯戸比屋可封然猶四凶受殛１０５２｡(尭戸ぎょうこは屋をくを比べて封ずべし｡然れども猶四凶は殛つみ
を受けたり) (第三問答｢問宝 17｣答)｡ 
*第 241 句)巫馬ふば戴星たいせい：巫馬は字あざな子期､單父縣の父宰を務めた(巫馬期が星の未だ輝
く夜明け前に居宅を出て出仕し､日没後星の出る夜になってようやく家に戻る公務精勤の故事を言う１０５３)｡ 









★伊尹負𣂰１０５８｡(伊尹いいん𣂰かなへを負おひ) (第六問答｢問宝 20｣答 6：問典 86)｡｢𣂰｣は｢鼎｣の異体字｡
つまり｢伊尹負𣂰｣は｢伊尹負鼎(第 281 句)｣と全く同一表現となる｡東方朔の｢非有先生論｣(『文選』
巻五十一所録)には｢伊尹蒙恥辱､負鼎俎｣と記される｡ 
*第 301 句)周公しゅうこう握髪あくはつ：周公は周公旦､摂政として国事に当り周王室の基礎を 
築く､孔子の尊崇する聖徳の人(ここでは周公が賢者を重んじ､洗髪中であっても髪を握って即座
に来賓に面会し礼を尽した故事を言う１０５９)｡  
  周公旦については､『宝鑰』中に複数個所言及されている｡ 
★断菑機車１０６０｡(断菑だんし車を機あやつって) (｢文宝 8｣)の｢断菑｣は周公の異名｡ 
★吾亦誦五経三史之文礼周旦孔丘之像１０６１｡(吾も亦た五経三史の文を誦じゅし､周旦しゅうたん孔丘 
こうきゅうの像ぞうを礼す) (第八問答｢問宝 22｣問)｡ 
★合周公之勸１０６２｡(周公[周公旦]の勸すすめに合かなへる) (第六問答｢問宝 20｣答 3：問典 70)｡ 
*第 361 句)師曠しこう淸耳せいじ：師曠は春秋晋の楽人(盲にして琴の名手で、皆が気付かない鐘の調
律の狂いを聞き分ける明敏な聴覚を有した故事を指す１０６３)｡  

















★借顏子之敏心１０７０｡(顏子がんし[顔回]が敏心を借りて) (第一問答｢問宝 15｣答 1：問典 11)｡第五章第一

























★代無扁華１０８１｡(代よに扁華へんか無けれども)(第一問答｢問宝 15｣答 3：問典 26)｡華佗(第 248 句)､と共
に､扁鵲へんじゃくの名が医術を究めた名医として言及される｡  








★張良三略１０８５｡(張良ちょうりょうが三略さんりゃく) (第六問答｢問宝 20｣答 6：問典 88)｡ 
 
以上､『蒙求』596 句の中から 25 句を抽出し､その中で『宝鑰』の中に言及される人物･故事
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  ※第二部：『秘蔵宝鑰』の修辞と言語表現 
という主題を設定した所の､第四章から第八章までの一連の章群の締め括りとする｡ 
 この第二部を構成する五章では､ 
  〇｢第四章：空海における｢文｣：教の源と秀句｣では 
    *｢文｣の起こりと｢名教｣の概念について『文心雕龍』『文鏡秘府論』を検討し 
    *空海が説く文章制作の要諦の事例を検証し 






眼を満たして納得性を高めるための工夫であると考えられる       
ことを確認した｡ 
  〇｢第五章：『秘蔵宝鑰』の修辞法について：対句･詩頌･問答｣では 
    *空海の文章作成上の技法として顕著に観察される｢対句｣｢詩頌｣｢問答｣について 
*それぞれの修辞法としての理論的特徴を踏まえ 
*｢対句｣｢詩頌｣｢問答｣それぞれの技法を空海の著作での使用例を通じて確認し 























   について考察した｡ 
  〇｢第六章：比喩による表現法：第四住心冒頭の「燕石濫珠璞鼠名渉」について｣では 
    *対象として取り上げた｢燕石濫珠璞鼠名渉｣という譬喩表現につき 
    *その起源となる典拠を外典･仏典の両面にわたって探索し 






  〇｢第七章：『秘蔵宝鑰』における『老子』『荘子』由来の語彙表現について｣では 
    *『宝鑰』の記述の中に見出される『老子』『荘子』由来の語句の存在を指摘し 
    *老荘思想的な｢道｣｢和光同塵｣概念が『宝鑰』の論述展開に及ぼす影響を測定し 





  〇｢第八章：『秘蔵宝鑰』における『文選』由来の表現について｣では 
    *中国古典詩文の精髄を集めた『文選』の諸特徴を､歴史的事実を踏まえて総括し 
    *『文選』が『宝鑰』の語彙表現の源泉として大きな存在感(筆者の指摘した限りで､『宝
鑰』中に 229 箇所､579 字､文例数 449 例の『文選』由来の語彙表現が認められる)を示すこと
を指摘し 
    *『宝鑰』中の表現に見出される『文選』由来の故事典拠､或いは『文選』と共有する
語彙表現を網羅的に検証して 
    『秘蔵宝鑰』という特殊な言説構造を具有する仏教テクストに､中国古典詩文の代表的
存在である『文選』由来の語彙表現･故事が､濃密な関連性を著者空海によって意図的




























説を否定するものではない｡(富永一登『｢文選｣李善注の活用 文學言語の創作と繼承』2017 年､研文出版､p.286) 
４撰者蕭統の没年  
５小尾郊一『沈思と翰藻 『文選』の研究』研文出版､2001 年､p.79 
６小尾郊一､同上 p.76  
７小尾郊一､同上 p.76  
８興膳宏｢『文選』総説｣『中国文学理論の展開』所録､pp.161-162 
９道宣撰『廣弘明集』大正 52・247 上－中  
１０同上､大正 52・247 下－250 中 
１１同上､大正 52・250 中－251 中 
１２同上､大正 52・251 下 








２１清水凱夫『新文選學  『文選』の新研究』1999 年､研文出版 




































































































８８富永一登『｢文選｣李善注の活用 文學言語の創作と繼承』p.7  
８９富永一登､同上 p.7  
９０興膳宏｢『文選』総説｣『中国文学理論の展開』所録､p.167 
９１小尾郊一『沈思と翰藻 『文選』の研究』p.100 
９２Cf.｢張良三略陳平六奇｣『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437 
９３[李善注] 漢書曰:張良以兵法説沛公､沛公喜､常用其策｡為它人言､皆不省 






























１１４『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417 














１２５邁は往･去の意｡行邁は行行に同｡遠は far, distant 
１２６戚戚は憂愁恐惧の様｡憂思は憂慮･憂愁の思緒 
１２７『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417 
















１３７『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417 
１３８漵浦は地名､洞庭湖の西南､沅水の支流である漵水の浦｡余は屈原｡儃佪は徘徊に同じ 
１３９迷は get lost｡如は之 goの義｡不知吾之所如は自分の進む先がわからなくなる意｡[李善注]迷､惑也｡如､
之也｡言己思念楚國､雖循水涯､意猶迷惑不知所之 
１４０深林は茂密なる樹林｡杳は深冥幽遠なる様｡冥冥は昏暗･幽深なる様｡[李善注]草木茂盛 
１４１峻高は高峻･高聳｡蔽は遮蔽･遮掩 cover の意｡日は太陽･陽光｡[李善注]言嶮岨危傾也 
１４２下は下方(の谷間)｡幽晦は昏暗の意｡多雨は plenty of rain｡[李善注] 言暑濕泥濘也 
 
 




１４３哀は哀傷･哀悲｡吾生は屈原の人生｡無樂は without joy｡[李善注]遭遇讒佞､失官祿也 
１４４幽獨は靜寂孤獨､亦た靜寂孤獨な人を言う｡處は居住｡山中は世俗を離れた隠棲の地｡[李善注]遠離親
戚而斥逐也 























１６０『宝鑰』定本巻三 pp.113､弘全一 p.417  




澄撰･山家學生式]照于一隅｡此則國寶(大正 74･623 下) 
１６３『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417  
１６４同上､定本巻三 p.113､弘全一 p.417  




























１７９『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418   











１８７『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418   
１８８同上､定本巻三 p.114､弘全一 p.418 
１８９徊徊は昏乱の様｡徨徨は心神の不安なる意｡徊徨で徘徊彷徨(驚悸不安或いは心神不定の形容)｡[李善注]
善曰:言迷惑也 
１９０眇眇はたった一人で依り処の無き様｡昏亂は混乱･昏庸無道なること be dazed and confused 

















２０２『宝鑰』定本巻三 p.115､弘全一 p.419 






２０７『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.419 






２１４『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.419 
 





２１６『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
























２３０其所由來はそうした乱れた国政の由って来る所の意｡漸は gradually の意 














２４０一往不復還は once gone to never return の意 
２４１『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
２４２大猷は大道のこと｡玄漠は恬靜･寂靜､幽寂の意｡[李善注]毛詩曰:秩秩大猷｡説文曰:玄､幽遠也｡又曰:漠､
寂也｡廣雅曰:漠､泊也｡説文曰:漠､無為也｡言大道玄遠幽漠､知之猶從小引其端緒､而至於可知 





２４７『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
２４８同上､定本巻三 p.117､弘全一 p.421 
 
  







服･衛服･蛮服･夷服･鎮服･藩服)｡徘徊は彷徨･游移不定の様 hang about｡[李善注]周書曰:乃辨九服之國 
２５２三靈は日･月･星､或は天･地･人｡改卜は改めて占い選ぶこと｡[李善注]春秋元命苞曰:造起天地､鑄演人
君､通三靈之貺､交錯同端 











２６０羞は感到耻辱｡逐は追 chase の意｡市井は市場･商売 market place｡名は名聞利養 


















２７２烽はのろし(狼煙･烽火･狼火･狼燧)｡烈は焼 burn の義 
２７３『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  
２７４巫山は山の名､四川省東端､湖北省との境近くにある山(付近に長江が刻んだ峡谷巫峡があり名勝地とし
て知られる)｡女は神女｡[李善注]襄陽耆舊傳曰:赤帝女曰姚姬､未行而卒､葬於巫山之陽､故曰巫山之女 






















２８５與は with の義｡道は自然無為の道｡俱隆は共に隆盛する意 
２８６『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  













２９３虎豹は虎 tiger と豹 panther､獰猛な野獣､転じて殘暴の人を指す｡兕は水牛に似た一角獣｡恐喙は恐
れで喘息を起こす意 












３００小飰は小飯､小口吃飯の意｡歠は飲 sip､drink の意｡大歠は大いに飲むこと｡[李善注]說文曰:歠､飲也 
３０１湯沃雪は熱水で雪に澆ぐ sprinkle water こと､事が解决し易いことの喩え｡[李善注]沃雪､言易也｡家
語､孔子曰:人之棄惡､如湯之灌雪焉 












３１２『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  
３１３雕鶚は雕と鶚｡雕は鷲 eagle､鶚はミサゴ(鵃 Pandion haliaetus､異名魚鷹)､共に猛禽｡鷹はタカ目タカ 

























３２４『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  
３２５君は旅先の良人｡念君は夫を思慕する意｡客遊は他郷･他国に旅をすること｡斷腸は腸を割開･切斷す
る､極度に感情を刺激する意､亦た極度の悲傷の情を言う 
３２６『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  
３２７[李善注]爾雅曰:殄､盡也｡杜預左氏傳注曰:夷､殺也 
３２８魚鼈は魚とスッポン､又水産動物の総称｡禽獸は鳥獣の意 
３２９『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  






３３４同上､定本巻三 p.118､弘全一 p.421  





３３８『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  
３３９宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻上四 p.70 参照  
３４０愧畏は慚愧と畏懼 shame and fear｡[李善注]毛詩曰:不愧於人､不畏於天 




３４４『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
３４５鮮榮は鮮花｡寤は覚悟 realize の意｡[李善注]寤､覺也｡鮮榮､華也､喻少年之盛 
３４６衆葩は百花のこと｡敷榮は開花の意｡[李善注]古本葩字為此莞､郭璞三蒼為古花字 
３４７曄は光明 bright､radiant･盛美 magnificent の様｡春榮は春天の花｡[李善注]答賓戲曰:摛藻如春華 











３５１『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
３５２『楚辭』招魂:增冰峨峨､飛雪千里些｡王逸注：言北方常寒､其冰重累､峨峨如山 
３５３『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
３５４同上､定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
３５５『晋書』列伝二十八  









３６１『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
３６２之は伏羲･神農･黃帝の書｡三墳は伝説中の最古の書籍  




３６６『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
３６７崔巍は聳え立つ高峻の様｡欻は忽然の意｡[李善注]薛綜注：欻之言忽也｡偽所作也 








３７３富永一登『｢文選｣李善注の活用 文學言語の創作と繼承』p.20 参照 





３７８『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.424  
３７９仲尼は孔子の字あざな｡不遭用はその教えが為政者に採用されなかったことを言う 
























３９１道宣撰『廣弘明集』巻第七､大正 52・129 中 






















４０７『宝鑰』定本巻三 pp.120-121､弘全一 p.424  






４１１『宝鑰』定本巻三 p.121､弘全一 pp.424-425  
４１２同上､定本巻三 p.121､弘全一 pp.424-425  
４１３恢弘は恢閎､發揚･擴大の意｡至道は最高の原則･準則  
４１４人主は人君･君主｡軌範は規範(手本･模範)のこと  












４２３『宝鑰』定本巻三 p.122､弘全一 p.426  
４２４同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426  
４２５同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426  
 




４２６同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426  
４２７固は誠に･本当にの義｡展轉は反復･變化の義｡無窮は無盡･無限の意 


























































４５８『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
４５９参照､浅野裕一『古代中国の言語哲学』岩波書店､2003 年､pp.5-7 

































４８４星辰は星の通稱｡孛は変色 change color､亦た慧星 comet の別称 
４８５[李善注]善曰:大戴禮曰:聖人有國､則日月不蝕､星辰不孛､川澤不竭､山不崩解､陵不絕矣 




４８９『宝鑰』定本巻三 p.130､弘全一 p.432  
４９０中は的中 attain の義｡[李善注]素問曰:若汗出逢虛､風其中人也 
４９１狀は形状｡直は directly｡憯悽は悲痛･感傷の意｡惏慄は寒冷の様｡[李善注]楚詞曰:憯悽增欷｡鄭玄曰:憯､
憂也｡說文曰:憯､痛也､錯感切｡惏､寒貌｡毛萇詩傳曰:慄洌､寒氣也 
４９２清涼は寒涼･涼快 cool and refreshing の意｡欷は嗟嘆の声音を言う｡[李善注]楚詞曰:憯悽增欷 
４９３清清泠泠は清涼の様｡愈病は病愈､recover from an illness の意｡酲は二日酔い hangover｡析は解･分散
の意｡[李善注]清清泠泠､清涼之貌也｡愈､猶差也｡漢書曰:泰尊柘漿析朝酲｡應劭曰:酲､酒病｡析､解也 





















５０３『宝鑰』定本巻三 p.130､弘全一 p.432  
５０４滂は沛､水の涌出する surging､torrential 形容｡洋洋は盛大な様｡四施は四周に向って散布すること 
５０５蓊は聚集する様･密集する様｡湛湛は水の深いこと｡[李善注]蓊然､聚貌｡湛湛､深貌｡弗止､謂不常靜或
行 
５０６夜景は夜の光､月光を言う｡湛はたたえる･盈满 full の意｡虛明は清澈明亮 




５０９『宝鑰』定本巻三 p.145､弘全一 p.445  






５１５宮室は宮殿｡燒焚は燒毀 burn down の意｡都が灰燼に帰したことを言う｡[李善注]獻帝紀曰:車駕至洛
陽､宮室盡燒 









５２３『宝鑰』定本巻三 p.150､弘全一 p.450  









５３０『宝鑰』定本巻三 p.150､弘全一 p.450  
５３１同上､定本巻三 p.150､弘全一 p.450  
 
 












５３６『宝鑰』定本巻三 p.150､弘全一 p.450  
５３７享國之日淺は帝位に居る日数は短いの意｡國家無事は秦の国家が安泰であるの意 



























５５４『宝鑰』定本巻三 p.150､弘全一 p.450  
５５５宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下一 p.269 参照  
５５６操は曹操のことを指す｡贅は贅肉､曹嵩に喩える｡閹は鬭取 castrate で宦官､曹騰を指す｡遺醜は残餘
の醜類｡贅閹遺醜で曹操に対する罵りの言葉｡[李善注]贅､謂假相連屬也｡莊子曰:附贅懸肬｡然肬贅假肉也 


















５６５『宝鑰』定本巻三 p.151､弘全一 p.451  
５６６同上､定本巻三 p.151､弘全一 p.451  






樹皮に付着して懸垂する糸状の地衣 Usnea の総称)｡[李善注]毛詩曰:蔦與女蘿､施于松柏 



















５８４『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.452  
５８５素問は陰陽五行･鍼灸･脈等について説き､自然哲学的･天文学的記述を含む 





















５９８『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.452  
 











６０３『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.452  
６０４第七章でも指摘した如く､｢泓澄｣を｢わいたい｣と読むのは真言宗独自の読み癖である｡沼本克明「泓



























６２１巨海は大海｡赴は往･趣の義｡眾星は great many stars｡環は迴環､周行･循環の意｡北辰は北極星､帝位
の喩え｡ここでは武帝曹操の勢威を言う 
６２２『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.452  
６２３姸姿は美好な姿容のこと｡永は長久にの意｡夷泯は消滅･滅盡｡[李善注]廣雅曰:夷､滅也｡爾雅曰:泯､盡
也 
６２４生民は一般の人々のこと｡幾は將及･近の義｡泯滅は滅絕･消失 die out の意 






one's hands tied behind one's back 
６２９姚泓ようおう(388－417)は五胡十六国時代の後秦の第三代皇帝｡盛は盛大｡西都は西の都､実際には建
康を指す 
６３０『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.452  
 
 
























６４６『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455  
６４７思は思念｡博大は寬廣･區域廣闊なること｡[李善注]言我思念天下博大､豈獨楚國有君臣可止乎 
６４８豈唯是其有女はどうして楚国だけに美女(賢人)が居るわけがあろうかの意 








６５３『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455  
６５４誕育は生育出生｡洪冑は王侯貴族の後代･継嗣のこと｡[李善注]毛詩曰:誕彌厥月｡毛萇曰:誕､大也 






６５９皇皇は堂皇･盛大･美光の様｡壯觀は雄偉な景象 magnificent sight の意｡王者は帝王･天子｡卒業は畢業､
未竟の事業を完成すること｡[李善注]皇皇､美也｡卒､終也 
６６０『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455  
６６１先王之道は過去の優れた王の大道｡燔は焚燒｡百家之言は六経を始めとする百家の書物｡焚書のこと
を言う｡[李善注]史記､李斯曰:請廢博士官所職､天下敢有藏詩･書百家語者､詣守尉雜燒之 




































６７８孰は誰 who の義｡異道は志趣或いは本性が同じからざること｡安は安寧  
６７９『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p. 456   
６８０涷雨は暴雨のこと｡沛は水勢の急な様｡塗は路｡[李善注]涷雨､暴雨也､巴郡謂暴雨為涷雨｡沛､雨貌｡
塗､路也[中略]爾雅曰:暴雨謂之涷｡注曰:今江東人呼夏月大暴雨為涷雨｡楚辭曰:使涷雨兮灑塵 













６９１『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.456  
６９２求那跋陀羅訳『勝鬘師子吼一乘大方便方廣経』大正 12・222 下  
６９３鳩摩羅什訳『維摩詰所説経』大正 14・549 中  
６９４實叉難陀訳『大方廣佛華厳経』大正 10・191 中  








７００何其はどうして～になるのかの意｡謬は錯誤 error･迷誤 confuse 
 
 
























７１３『宝鑰』定本巻三 p.157､弘全一 p.456  
７１４區區は数量が少ないこと､或は重要でないことの形容｡本懷は自己の心願｡悲は悲愁･悲傷｡[李善注]
李陵書曰:區區之心､切慕此爾｡ 
７１５『宝鑰』定本巻三 p.157､弘全一 p.456  
７１６僵･斃ともにたおれるの意｡爛はただれる･柔らかくなって崩れる義｡磧礫は河原の小石｡[李善注] 薛
綜注：僵､仆也｡石細者曰礫｡謂所獲禽鳥､爛然如聚細石也 
７１７『宝鑰』定本巻三 p.157､弘全一 p.456  



















７３１『宝鑰』定本巻三 p.159､弘全一 p.458  
７３２同上､定本巻三 p.125､弘全一 p.428  
７３３同上､定本巻三 p.152､弘全一 p.452  





















７４４定は決定すること｡仁義は仁愛と正義､仁義の道德(儒教の根本理念)｡衷は中心･中央 centre の義 
７４５成一家之言はその人独特の見解や体系的な学説理論を構築すること｡[李善注]司馬遷書曰:通古今之
變､成一家之言 

















７５８邈は高遠･超卓 high and far の意｡絶域は遠く隔たる土地｡[李善注]王逸楚辭注曰:邈､遠也｡絕､遠也 
７５９幽邃は幽深･深遠 deep and quietの義｡窈窕は深遠･秘奧の様｡[李善注]魯靈光殿賦曰:琁室㛹娟以窈窕､
洞房叫窱而幽邃｡王逸曰:邃､深也 
７６０峻嶽は高く険しい山のこと｡崇岡は高大な岡｡託は寄託の意 
７６１『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
７６２彷徉は周游･遨游の意｡倚は寄りかかること｡無所倚は拠り所が無い意｡[李善注]倚､依也｡言欲彷徉東
西､無人可依､其野廣大､行不可極也 



















７７１『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  






７７６所從來は由来･来歴の意｡至は extremely の意｡深遠は時間の久長或は空間の深廣なことを言う 
７７７淹滯は久留･遅滞｡永久は歷時長久の意｡廢は停止･除去｡[李善注]王逸楚詞注曰:淹､久也 
７７８『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
７７９Ex.｢佛身無礙遍十方 不可盡見亦如是 譬如空中無量刹 無來無去遍十方 生成滅壞無所依 佛遍虚空
亦如是｣實叉難陀訳『八十華厳経』大正 10・66 上 
７８０Ex.『大日経疏』大正 39・591 下  
７８１Ex.｢薄伽梵金剛界遍照如來｣『金剛峯樓閣一切瑜伽瑜祇経』大正 18・253 下  
７８２非惟は not only の義｡遍はあまねくの意｡汜は分流を言う｡布護は布濩､遍布･布散の意 
７８３萬物は宇宙に在る一切事物のこと｡熙熙は温和歓楽の様｡懷は思念･感懐｡慕思は仰慕思念の意｡[李善
注]周書､王子晉曰:萬物熙熙､非舜而誰 





７８７『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
７８８｢此是善知衆藝圓滿具足菩薩解脱｡善男子｡我唯知此解脱｡如諸菩薩摩訶薩｡能於一切世出世間｡善巧
之法｡殊能異藝文字算數｡咸綜無遺｣『四十華厳経』大正 10・805 中 
７８９宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下一下半 p.388 
７９０嵇康｢聲無哀樂論｣『嵇中散集』所録､『漢魏六朝百三名家集』巻二 p.1088 
７９１『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
７９２漢の趙岐の『孟子注疏』巻七に｢離婁者､古之明日者､蓋以為黃帝之時人也｡黃帝亡其玄珠､使離朱索
之､離朱即離婁也｡能視於百步之外､見秋毫之末｣と注される 














































































８３９『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
８４０邊城は辺境の城市｡警急は緊急事態を告げる報せ｡[李善注]長楊賦曰:永無邊城之災 
８４１胡虜は匈奴､北方の異民族の蔑称｡數は屢しばしば often｡遷移は變遷･變化 move の義 
 
































８５９天地暢籠は包括 envelop の義｡形内は文章の形式内の意｡[李善注]淮南子曰:太一者､牢籠天地也 
８６０萬物は一切事物のこと｡筆端は筆頭､又書畫･詩文を作ることを指す｡挫は収縮の意｡[李善注]說文曰:
挫､折也｡韓詩外傳曰:辟文士之筆端､辟武士之鋒端､辟辯士之舌端 


















































８８９『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.461  



















９０２『宝鑰』定本巻三 p.167､弘全一 p.465  























９１１苟は若･假使 if の義｡實は誠実･至誠の意｡孰は誰 who の義 
９１２末技は取る足らない技藝･小技､ここでは弓術を指す｡操は操作の意 




























９２８愍は怜憫の意｡學殘は学問が残害 damage･破壊 demolish すること｡文缺は文献が不完全な意｡稍は逐
次 gradually の意｡離は遠離｡其は学問文献｡真は真実の姿  
９２９陳發は陳列開發｡祕藏は秘蔵の図書類｡長く隠匿された秘書･古文書類を開陳することを言う  
９３０校理は校勘整理､校訂｡舊文は舊書･古文書  























































９６３『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.472  
９６４Ex.｢如來觀知十界性相｡有成熟者未成熟者｡大機未熟不令起謗｡小機若熟不令失時｡隨其所宜應單應
















９７１『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.472  
９７２禮官は禮儀教化を掌る官｡博士は秦以来の官名で古今に通暁した人のこと､秩禄六百石､武帝の建元














拠となった表現である｡『性霊集』巻八､定本巻八 p.139､弘全三 p.500  
９８４『宝鑰』定本巻三 p.175､弘全一 p.472  
９８５｢爲求成就故 乃至登佛位 恒持不暫捨 於此教法中 一字不應向 未灌頂者説 本尊諸教法 除本受法
師 設諸同行人 亦不得爲説 縱已得成就 纔説便散失 現招諸殃禍 中夭墮地獄 是故常守護 此三麼耶禁 
諸佛共演説 衆聖皆保持 應學勿違越｣『一字頂輪王時處儀軌』大正 18・321 上  
９８６召拜は任命｡疾は病 disease の義｡輒は忽然の意｡去官は官職を辭去すること 
９８７殺身は我が身を殺してもの条件節｡適足增は enough to increase の意｡羞は恥辱 
９８８攘臂は腕まくりすること､激奮の様の形容｡忍辱は忍受屈辱･忍耐｡[李善注]孟子曰:馮婦善搏虎､攘臂
下車､眾皆悅之 
９８９輒は則｡苟活は徒に生き長らえる live on in degradation の意 
９９０調笑は戲謔取笑の意｡輒は即座の義｡酬答は應答の意 
９９１嘲謔は調笑戲謔｡慚沮は羞愧沮喪の意 
９９２『宝鑰』定本巻三 p.175､弘全一 p.472  
９９３其教は教化･教説｡之所存は what remains の意｡文之所害は文に褒貶が無くて勧懲が欠ける場合､文
が教えを害するの意 





９９８『宝鑰』定本巻三 p.175､弘全一 p.472  
９９９Ex.｢於一切眞言法中不敢違越｡[中略]亦越三昧耶法｡以越三昧耶故｡有種種障生｡自損損他無有義利｡







１００４禮制は禮儀制度の意｡踰越は跨越･超越 exceed の意 





１００８星漢は天の河･銀河のこと｡西流は西に流れゆく意｡未央は未已･未盡 not ended の意｡夜を徹して
眠れなかったことを言う 
 









１０１１『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.424  
１０１２同上､定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
１０１３同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.460  
１０１４同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.460  
１０１５1922 年北京で版刻された『弘法大師著述輯要』の奥書による  
１０１６福井佳夫『六朝美文学序説』第五章｢典故｣pp.94-149 参照  
１０１７福井佳夫､同上 p.117 参照  
１０１８福井佳夫『六朝文評価の研究』p.3   
１０１９福井佳夫､同上 p.43   
１０２０福井佳夫､同上 p.330   












吉川幸次郎『元雑劇研究下篇』第三章､『吉川幸次郎全集』第 14 巻､1968 年､pp.294-295  
１０２４『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五 p.113､弘全二 pp.730-731  
１０２５Cf.｢余敎童之次聊撮綱要釋彼五分(余､童を敎ふるの次つひでに聊か綱要を撮って彼の五分を釋す)｣『般









１０３１早川光三郎､『蒙求』上､pp.29-30 及び pp.42-64 
１０３２早川光三郎､『蒙求』上､p.95  
１０３３早川光三郎､『蒙求』上､p.49  
１０３４『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
１０３５同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
１０３６同上､定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
１０３７『蒙求』上 pp.293-296  
１０３８『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
１０３９同上､定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
１０４０『蒙求』上 pp.300-302  
１０４１『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
１０４２『蒙求』上 pp.341-342  
１０４３『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
１０４４『蒙求』上 pp.417-420  
 




１０４５『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
１０４６『蒙求』上 pp.426-427  
１０４７『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.421  
１０４８頼瑜『秘蔵寶鑰勘註』巻一 p.23 参照  
１０４９『蒙求』上 pp.440-441  
１０５０『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
１０５１『蒙求』上 pp.486-487  
１０５２『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
１０５３『蒙求』上 pp.534-535  
１０５４『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
１０５５『蒙求』下 pp.541-544  
１０５６『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
１０５７『蒙求』下 pp.602-603  
１０５８『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
１０５９『蒙求』下 pp.631-632  
１０６０『宝鑰』定本巻三 pp.113､弘全一 p.417  
１０６１『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
１０６２同上､定本巻三 pp.134-135､弘全一 p.436  
１０６３『蒙求』下 p.726  
１０６４『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
１０６５『蒙求』下 pp.726-727  
１０６６『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  
１０６７『蒙求』下 p.727 参照  
１０６８同上､下 pp.754-755  
１０６９同上､下 pp.829-830  
１０７０『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
１０７１｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.139､弘全三 p.500 
１０７２Cf.｢無鏌耶之績(文宝 78)｣『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
１０７３『蒙求』下 pp.834-837  
１０７４『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435   
１０７５藤原敦光『秘蔵宝鑰鈔』巻中 p.24   
１０７６『蒙求』下 pp.846-847  
１０７７『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
１０７８『蒙求』下 pp.852-855  
１０７９『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
１０８０『蒙求』下 pp.874-875  
１０８１『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
１０８２『蒙求』下 pp.946-947  
１０８３『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423  
１０８４『蒙求』下 pp.978-981  
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  *令衆生無明所蓋｡愛繋其首｡長道驅馳｡生死輪迴｡生死流轉６｡－『雜阿含経』 
という教説や､大乗経典での 
  *令解脱迷謬顛倒諸趣輪迴受生死苦７｡－『大般若波羅蜜多経』卷第五百三十四 























*悠悠悠悠太悠悠  内外縑緗千萬軸  杳杳杳杳太杳杳  道云道云百種道  書死諷死本何為  不
知不知吾不知  思思思思聖無心   牛頭甞草悲病者  断菑機車愍迷方  三界狂人不知狂   四生






























































































































































































































































































































 *都不覺知一一罪業招三悪之苦９０｡(都すべて一一の罪業､三悪の苦を招くを覺知せず｡) －『宝鑰』 
 *凡夫盲善悪 不信有因果 但見眼前利 何知地獄火 無羞造十悪９１｡(凡夫は善悪に盲めしひて 因
果有ることを信ぜず 但ただし眼前の利を見る 何ぞ地獄の火を知らん 羞はづること無くして十悪を造る｡) 
－『宝鑰』第一住心頌 
という記述のみである｡これは『十住心論』で､ 
  ◎愚童凡夫の定義とその十悪業９２ [資料篇:｢比較対照表｣p.5 参照] 
  ◎地獄趣･餓鬼趣･畜生趣９３  [資料篇:｢比較対照表｣pp.7－10 参照] 
  ◎十悪の果報９４   [資料篇:｢比較対照表｣pp.10－12 参照] 
のそれぞれについて､数十頁にわたり詳細に語っている事態と非常に対照的である｡善行を勧め





















































  *空談内外我 輪轉生死燓１０６ 大聖開羊乗 修觀得涅槃１０７｡(空しく内外の我を談じて 生死の燓はんに










































道法』の中に説くが如し｡若し聲聞地及び辟支佛地に墮せば 是を菩薩の死と名づく 則ち一切の利を失ふ 
若し地獄に墮するは 是の如きの畏おそれを生ぜず 若し二乗地に墮せば 即ち大怖畏と為す 地獄の中に墮
















































































































  *A02 父子父子相續而生｡身心身心流轉而滅｡生之苦死之苦｡老也憂病也痛｡貧之苦賤之苦｡八
苦迫我三途煮吾１４６｡(父子父子相續して生じ､身心身心流轉るてんして滅す｡生の苦､死の苦､老の憂､病の痛､貧
の苦､賤の苦､八苦我を迫せめて三途さんづ吾を煮にる｡) －『平城天皇灌頂文』 











  *A05 父父母母更生更死｡如河水之相續｡子子孫孫乍顯乍隱｡若空雲之生滅｡相續相續招身損
身１４９｡(父父母母､更に生じ更に死して河水の相續するが如し｡子子孫孫､乍たちまちに顯はれ乍ちに隠れて空の雲の
生滅するが若し｡相續し相續して､身を招き身を損ず｡) －『理趣経開題(生死之河)』 
  *A06 如環擾擾於四生｡似輪轟轟於六道｡[中略]是汝與吾従無始来更生代死｡轉變無常１５０｡(環たま
きの如くにして四生に擾擾じょうじょうたり｡輪に似て六道に轟轟ごうごうたり｡[中略]是れ汝と吾と無始より来こ



















  *B01 冥冥長夜徒生老１５５｡(冥冥として長夜に徒いたづらに生老す｡) －『十住心論』巻一 













*B06 聲聞人厭怖生死極切故１６１｡(聲聞の人は生死を厭怖すること極めて切なるが故に｡) －『十住心論』 
巻四 
   
610 
 
*B07 三界業報 六道苦身 即生即滅 念念不住 無體無實 如幻如影１６２｡(三界さんがいの業報ごうほ
う 六道りくどうの苦身 即ち生じ即ち滅して 念念不住なり 體も無く實も無く 幻の如く影の如し｡）－『吽字義』 
*B08 白骨我何在 青瘀人本無 吾師是四念１６３｡(白骨に我が何いづくんか在る 青瘀しょうをに人ひと本も
とより無し 吾が師は是れ四念しねんなり) －『般若心経秘鍵』 
*B09達觀三世皆是我四恩｡四恩皆墮三惡趣受無量苦１６４｡(三世を達觀たっかんするに皆是れ我が四恩し
をんなり｡四恩皆みな三惡趣に墮だして無量の苦を受く｡) －『三昧耶戒序』 







  *B12 無常暴風不論神仙｡奪精猛鬼貴賤縛纏１６８｡(無常の暴風は神仙しんせんをも論ぜず､奪精だっせいの
猛あらき鬼は貴賤を縛ゆはひ纏まつろふ｡) －『三教指帰』 
  *B13 一身獨生歿 電影是無常１６９｡(一身いっしん獨ひとり生歿せいぼつす 電影でんえい是れ無常なり｡) －｢遊
山慕仙詩｣『性霊集』巻一 
  *B14 霜露易消電影難駐１７０｡(霜露そうろ消え易く、電影駐とどまり難し｡) －｢大夫笠左衛佐為亡室造大日楨
像願文｣『性霊集』巻八 
  *B15 不知逝者悲｡唯傷存者苦｡母也父也何生我用１７１｡(逝者の悲しみを知らず､唯ただ存者の苦しみを
傷いたむ｡母も父も何ぞ我を生んで用ある｡) －｢林学生先考妣忌日造佛飯僧願文｣『性霊集』巻八 































  *C02 復次祕密主以此心生死流轉｡[中略]是名愚童異生生死流轉無畏依第八嬰童心１７７｡(復た次に
祕密主､此の心を以て生死に流轉するとき[中略]是を愚童異生の生死流轉の無畏依の第八嬰童心と名づく｡) －
『十住心論』巻三に引用される『大日経』の経文 






















  *C09 能斷有情五趣輪轉生死業障｡於五解脱輪中從一佛至一佛供養承事１８４｡(能く有情の五趣輪
転の生死の業障ごっしょうを断じ､五解脱輪ごげだつりんの中に於て､一佛より一佛に至るまで供養承仕す｡) －『二
教論』に引用される『聖位経』の経文 
  *C10 一切世間但知如是字相｡未曾解字義｡是故爲生死人１８５｡(一切世間は、但し是の如きの字相をの
み知って､未だ曾かつて字義を解せず｡是の故に生死の人と為す｡) －『吽字義』  
  *C11 世間凡夫不觀諸法本源故妄見有生｡所以隨生死流不能自出１８６｡(世間の凡夫は諸法の本源を
観ぜざるが故に､妄みだりに生有りと見る｡所以に生死の流れに隨って自ら出づること能はず｡) －『吽字義』 
  *C12無邊生死何能断１８７｡(無邊の生死をば何いかんが能く断つ｡) －『般若心経秘鍵』  
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  *C19 眼明則觸途皆寶｡如来覺之優遊萬徳之殿｡衆生迷之沈淪三途之獄１９４｡(眼まなこ明かなるとき
は則ち途みちに觸れて[全て]皆寶たからなり｡如来は之を覺って萬徳まんどくの殿でんに優遊いういうし､衆生は之に
迷って三途の獄に沈淪す｡) －｢招提寺達嚫文｣『性霊集』巻八 
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次のパターン D に特徴的に示される｡ 
 
パターン D:自心仏の覚知開顕で克服される生死煩悩 




























く覺って常恒に安樂なり｡) －『平城天皇灌頂文』  
*D07 衆生沈淪苦海沒生死河｡迷自心源喪失惠命２０５｡(衆生苦海に沈淪し生死の河に沒して､自心の源に
迷い､惠命を喪失す｡) －『祕密三昧耶佛戒儀』  















有ほんぬの寶蔵ほうぞうを知って悉く自家の功徳を得｡) －『金剛頂経開題』  
  *D11 菩薩未見自性在於生死苦海｡若遇善智識以言説分別顕現如理｡既見法身即度生死之海
不生不滅２０９｡(菩薩未だ自性を見ざれば生死の苦海くかいに在り､若し善智識に遇ふて言説を以て分別すれば､
如理にょりを顕現す｡既に法身を見れば､即ち生死の海を度わたって生ぜず滅せず｡) －『一切経開題』  















  *D14 法雷驚永蟄之佛性｡甘露灑樹王之根葉｡開覺眼於除蓋｡朗心月於定觀｡五大所造一心所








  *D15 春榮秋落逝如流 深修觀察得原底 大日圓圓萬徳周２１３｡(春は榮さかへ秋は落つ､逝ゆいて流る
るが如し｡深く修して觀察すれば原底げんていを得う｡大日だいにち圓圓えんえんとして萬徳まんどく周あまねし｡) －
｢詠如夢喩｣『性霊集』巻十 
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*衆生盲瞑迷心佛 不識自有無盡珍 我託祕藏本有義 略頌此經祕法輪２１９｡(衆生盲瞑もうめいにし














































  *E06 以大方便雖示現生死而恒住涅槃２３０｡(大方便を以て生死を示現すと雖も､而も恒つねに涅槃に住す｡) 
－『十住心論』巻六 
  *E07 初 字爲體即是本不生｡生者生老病死一切流轉之法｡彼即體常自不生是阿字義２３１｡(初め
の 字を體たいと為す｡即ち是れ本不生ほんぷしょうなり｡生とは生老病死の一切流轉の法なり｡彼即ち體は常にし
て自ら不生なる､是れ阿字の義なり｡) －『十住心論』巻六 
  *E08 樂速斷煩惱出生死證法身[中略]如是衆生如來説總持藏２３２。(速すみやかに煩惱を斷じ生死を出で
法身を證するを樂ねがひ[中略]是かくの如くの[重罪の]衆生の爲に如來は總持藏そうぢぞうを説きたまふ｡) －『平
城天皇灌頂文』 
  *E09 無始生死流轉中 具造極重無盡罪２３３｡(無始生死の流轉中に 具さに極重無盡の罪を造る｡) －
『大日経開題(隆崇頂不見)』 
  *E10 此中説生死涅槃世間出世間自他平等無二２３４｡(此の中には生死涅槃･世間出世間･自他平等にし
て無二なるを説く｡) －『金剛頂経開題』  
  *E11 若能斷生死之苦與涅槃之樂｡三寶之徳不可思議２３５｡(若し能く生死の苦を斷じ涅槃の樂を與あた
ふるは､三寶さんぼうの徳とく不可思議ふかしぎなり｡) －｢講演佛経報四恩徳表白｣『性霊集』巻八 
  *E12 菩薩知妄念不生｡即度生死苦海到彼岸２３６｡(菩薩は妄念不生なりと知りぬれば､即ち生死の苦海を
度して彼岸に到る｡) －『一切経開題』 
  *E13 吾今重述生死之苦源｡示涅槃之樂果｡[中略]夫生死之爲海也｡纏三有際弥望罔極２３７｡(吾われ
今重ねて生死の苦源くげんを述べ､涅槃の樂果らっかを示さん｡[中略]夫れ生死の海かい爲たらく､三有さんうの際あいだ
を纏まつろふて弥わたり望むに極まり罔なし｡) －『三教指帰』 
  *E14 有始有終｡生者有死｡合會有離｡[中略]生死長夜２３８｡(始はじめ有れば終をはり有り､生しょうある者は
死し有り｡合會あふものは離なはるること有り｡[中略]生死しょうじの長夜ぢゃうや｡) －｢有人為先舅修法事願文｣『性霊集』
巻八 
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  * F02 略明八大地獄｡八熱地獄因果嗢陀南：等活殺善人 黒繩加盜業 衆合身三業 號殺盜
見酒 大叫五種業 炎熱由六種 極熱由七惡 無間五逆罪２４１｡(略して八大地獄を明あかす｡八熱
地獄の因果いんがの嗢陀南うだな｡｢等活とうかつは善人を殺す 黒繩こうじょうは盜業とうごうを加ふ 衆合しゅごう
は身の三業なり 號ごう[號叫]は殺さつと盜とうと見けん[邪見]と酒しゅ[飲酒]なり 大叫だいきょうは五種ごしゅの業ご
う[殺･盗･邪行･飲酒･妄語なり 炎熱えんねつは六種に由り 極熱ごくねつは七惡に由よる 無間むけんは五逆罪ごぎゃく
ざいなり｣) －『十住心論』巻一に引かれる『凡聖界地章』の文２４２ 
  *F03 殺生之罪能令衆生墮三悪道２４３｡(殺生せっしょうの罪は能く衆生をして三悪道さんなくどうに墮だせ令し
む)－『十住心論』巻一 













































































































































１『十住心論』定本巻二 pp.3-4､弘全一 p.126  
２『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.13､弘全二 p.154  
３『宝鑰』には｢愍迷方｣｢悟迷方｣と記す｡定本巻三 pp.113､116､弘全一 pp.417､420  
４参照､武内孝善｢空海の生死観－帰るいのち－｣『空海研究』第四号、2017 年､pp.8-9､22-33  
５『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 pp.417-418   
６求那跋陀羅訳『雜阿含経』大正 2・41 下  
７玄奘訳『大般若波羅蜜多経』大正 7・744 下  




８曇無讖訳『大般涅槃経』梵行品第八､大正 12・451 中  
９｢傳法の菩薩｣『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.472   




１４『宝鑰』定本巻三 p.118､弘全一 p.422   
１５『吽字義』定本巻三 p.67､弘全一 p.548   
１６『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五 p.105､弘全二 p.723   
１７時代は下るが､明代の『幼學瓊林』卷四･文事類に｢縑緗黃卷､總謂經書｣と記される  





委つもり､蓬山の府[宮中の秘府]に充みち牣みつ)｣『文鏡秘府論』定本巻六 pp.150-151､弘全三 p.125  
２０鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』大正 9・30 下  
２１『史記』巻二十三禮書第一  
２２「書者周禮六藝[=禮･樂･射･御･書･數]｡五曰六書謂象形等｡書著也著於竹帛等如音中解」窺基撰『妙法蓮華









２８『文鏡秘府論』定本巻六 pp.51-53､弘全三 pp.40-41｡第五章第二節で論じている   
２９筑摩版『弘法大師空海全集』巻五 p.175 注 1 参照   
３０『十住心論』定本巻二 p.4､弘全一 p.126  
３１『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 p.439  
３２例えば『孟子』滕文公下に「堯舜既沒､聖人之道衰｣と記される｡また船山徹『仏教の聖者』臨川書店､
2019 年､p.40 を参照のこと 
















４２藤原敦光『秘蔵寶鑰鈔』巻上 p.1 及び頼瑜『秘蔵寶鑰勘註』巻一 p.3 参照 
４３『宝鑰』定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
４４『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.25､弘全二 p.165  

































６１忽は疾速･倏忽 quickly の意｡寄は仮初めに宿る意 
６２壽は寿命｡金石は金石は金属と岩石､時間の経過に耐えるもの､事物の堅固･剛強なることの比喩 















７４『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418  
７５『十住心論』定本巻二 p.5､弘全一 p.127  
７６『玉篇』には､跉は行貌(ふらふらと行き歩くさま)､跰は｢散走也｣と記される。不空訳の『大乘密嚴經』
に｢憐愍諸有情 輪迴處生死 跉跰受窮獨 貪病衆苦煎 下賤與形殘｣(大正 16･755 中)の文例有り  
７７『宝鑰』定本巻三 pp.117-118､弘全一 p.421  
７８この一句に､司馬遷｢報任少卿書｣(『文選』巻四十一所録)の｢夫人情莫不貪生惡死､念父母､顧妻子(夫れ人
の情､生を貪り死を惡にくみ､父母を念おもひ､妻子を顧りみざる莫なし)｣の残響を読み取ることができよう  




７９le sujet narratif(仏)の訳語として用いる  
８０un monologue intérieur(仏)の訳語｡Cf.Marcel MULLER, “Les Voix narrative dans la Recherche du 
Temps perdu”, Genève, Librairie Droz, 1983 ChapIII.’La présence du Narrateur – Narrateur et Monologue 
intérieur’, pp.53-59  
８１方諸は古代､月下において露を承け取る器具のこと｡『淮南子』覽冥訓に｢夫陽燧取火於日､方諸取露於
月｣と記される｡亦た『大日経疏』にも｢如方諸向月而水降｡圓鏡向日而火生｣(大正 39・783 上)の文例あり 
８２参照｢父子は骨肉相親しと雖も但だ是れ一生の愛にして生死の縛なり」『弘仁の遺誡』定本巻七 p.393、
弘全二 p.862 
８３『性霊集』巻八､定本巻八 pp.146-147､弘全三 p.506  
８４『教王経開題』定本巻四 pp.95-96､弘全一 pp.713-714  




８８『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
８９同上､定本巻三 p.114､弘全一 p.418  
９０同上､定本巻三 p.118､弘全一 p.422  
９１同上､定本巻三 p.118､弘全一 p.422  
９２『十住心論』定本巻二 pp.10-12､弘全一 pp.132-133  
９３同上､定本巻二 pp.21-39､弘全一 pp.142-157  
９４同上､定本巻二 pp.39-52､弘全一 pp.158-169  
９５Cf.｢蓋可言不言不言不言｡(蓋し言ふ可きを言はざるか､言ふまじければ言はざるか)｣『般若心経秘鍵』定本
巻三 p.5､弘全一 p.556  
９６『宝鑰』定本巻三 pp.120-121､弘全一 p.424  
９７同上､定本巻三 pp.120-121､弘全一 p.424｡経文は不空訳『仁王護國般若波羅蜜多経』菩薩行品（大正
8・837 中）からの引用 
９８同上､定本巻三 p.124､弘全一 p.427  
９９同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426  
１００同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426｡『大日経』住心品（大正 18・1 中）からの引用 
１０１同上､定本巻三 p.125､弘全一 p.428  
１０２同上､定本巻三 pp.126-127､弘全一 pp.429-430。『大日経』住心品（大正 18・2 中－下）の引用 
１０３同上､定本巻三 pp.127-128､弘全一 p.430。『菩提心論』（大正 32・573 上）からの引用 
１０４同上､定本巻三 p.125､弘全一 p.428  










１０７『宝鑰』定本巻三 p.144､弘全一 pp.444-445  
１０８同上､定本巻三 pp.129-130､弘全一 pp.431-432  
１０９同上､定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
１１０同上､定本巻三 pp.141-142､弘全一 pp.442-443  
１１１同上､定本巻三 p.145､弘全一 p.445 
１１２同上､定本巻三 p.149､弘全一 p.449｡龍樹造･鳩摩羅什訳『十住毘婆沙論』（大正 26・41 上）の取意 
１１３龍樹本･達磨笈多譯･自在比丘訳『菩提資糧論』（大正 32・517 中－541 中） 
１１４『宝鑰』定本巻三 p.149､弘全一 p.449｡『菩提心論』（大正 32・573 上）の句 
１１５同上､定本巻三 p.151､弘全一 p.451 
１１６同上､定本巻三 pp.151-152､弘全一 p.451 

























１３４『宝鑰』定本巻三 p.153､弘全一 p.453 
１３５同上､定本巻三 pp.154-155､弘全一 p.454 
１３６同上､定本巻三 p.156､弘全一 p.455 
１３７同上､定本巻三 p.161､弘全一 p.460 
１３８同上､定本巻三 p.161､弘全一 p.460 
１３９同上､定本巻三 p.166､弘全一 p.464｡『菩提心論』（大正 32・573 中）の引用｡大正蔵本とは字句の異
同がある(<云何無自性｡前已旨陳｡>夫迷途之法｡從妄想生｡乃至展轉｡成無量無邊煩惱｡輪迴六趣者｡若覺悟
已｡妄想止除｡種種法滅｡故無自性) 
１４０小田慈舟『十巻章講説』下 p.1278 参照  
１４１不空訳『金剛頂經一字頂輪王瑜伽一切時處念誦成佛儀軌』大正 No. 0957  
１４２『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.472 
１４３同上､定本巻三 pp.174-175､弘全一 p.472｡『金剛頂經一字頂輪王瑜伽一切時處念誦成佛儀軌』（大
正 19・321 上）の取意 
１４４同上､定本巻三 p.175､弘全一 p.472 
１４５『十住心論』巻一､定本巻二 p.9､弘全一 p.130 
１４６『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.19､弘全三 p.159  
１４７｢講演佛経報四恩徳表白｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.147､弘全三 p.506｡第三節に引く『教王経開
題』の文(定本巻四 pp.95-96､弘全一 pp.713-714)に同じ 
１４８｢講演佛経報四恩徳表白｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.148､弘全三 p.507｡／『教王経開題』定本巻四
pp.96-97､弘全一 p.714 
１４９『理趣経開題(生死之河)』定本巻四 p.112､ 弘全一 p.725 
１５０『三教指帰』巻下､定本巻七 p.72､ 弘全三 p.346 






１５３「恵果和尚碑文」『性霊集』巻二､定本巻八 p.36､弘全三 p.424 
１５４Cf.「一切衆生皆是我四恩」『十住心論』巻一､定本巻二 p.12､弘全一 p.133 
１５５『十住心論』巻一､定本巻二 p.36､弘全一 p.155 
１５６同上､定本巻二 pp.444-45､弘全一 pp.162-163｡道世撰『諸經要集』の引用 




１５７｢為前清丹州亡妻達嚫｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.116､弘全三 p.483 
１５８孔子の川上の嘆､｢子在川上曰､逝者如斯夫｡不舍晝夜｣『論語』子罕第九を指す 
１５９『大日経開題(隆崇頂不見)』定本巻四 p.38､弘全一 p.665 
１６０｢講演佛経報四恩徳表白｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.146､弘全三 p.506｡第三節に引く『教王経開
題』の文(定本巻四 pp.95-96､弘全一 pp.713-714)に同じ 
１６１『十住心論』巻四､定本巻二 p.171､弘全一 p.276｡『大日経疏』大正 39・685 下の引用 
１６２『吽字義』定本巻三 p.61､弘全一 p.543 
１６３『般若心経秘鍵』定本巻三 p.9､弘全一 p.559 
１６４『三昧耶戒序』定本巻五 p.5､弘全三 p.134  
１６５『理趣経開題(弟子帰命)』定本巻四 p.109､弘全一 p.722 
１６６Cf. 梁武帝蕭衍『孝思賦』｢悲逝川之不停｣(『廣弘明集』大正 52・337 中)｡これは無論､孔子の川上の
嘆､｢子在川上曰､逝者如斯夫｡不舍晝夜｡(子川の上に在りて曰く､逝ゆく者は斯かくの如きか｡晝夜を舍おかず)｣
『論語』子罕第九に基づく 
１６７『法華経開題(殑河女人)』定本巻四 p.182､弘全一 p.792 
１６８『三教指帰』巻下､定本巻七 p.77､ 弘全三 p.349｡「縛纏」は弘全本では｢不嫌｣と作る 
１６９｢遊山慕仙詩｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.9､弘全三 p.401 
１７０｢大夫笠左衛佐為亡室造大日楨像願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.130､弘全三 p.492 
１７１｢林学生先考妣忌日造佛飯僧願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.134､弘全三 p.495 
１７２｢為亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.139-140､弘全三 p.500 














１７６『十住心論』巻二､定本巻二 pp.64-65､弘全一 pp.181-182 
１７７同上巻三､定本巻二 pp.109-110､弘全一 pp.220-221｡『大日経』（大正 18・2 中）の引用 
１７８同上巻三､定本巻二 p.143､弘全一 pp.249-250 
１７９同上巻四､定本巻二 p.147､弘全一 p.254 
１８０同上巻四､定本巻二 p.148､弘全一 pp.254-255 
１８１『三昧耶戒序』定本巻五 p.6､弘全三 p.135  
１８２『大日経開題(衆生狂迷)』定本巻四 p.14､弘全一 p.643｡『十住心論』巻一に同文有り 
１８３『即身義』定本巻三 p.27､弘全一 p.515｡『五秘密儀軌』大正 20・535 下からの引用 
１８４『二教論』定本巻三 p.103､弘全一 p.499｡『聖位経』大正 18・287 下からの引用 
１８５『吽字義』定本巻三 p.54､弘全一 p.536  
１８６同上､定本巻三 p.56､弘全一 p.538｡『大日経疏』大正 39・651 下に基づく 
１８７『般若心経秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554 
１８８『大日経開題(衆生狂迷)』定本巻四 p.19､弘全一 p.647 
１８９『教王経開題』定本巻四 p.99､弘全一 p.717／『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.156､弘全
一 p.757／『梵網経開題』定本巻四 p.220､弘全一 p.810 に共通する 
１９０『理趣経開題(生死之河)』定本巻四 p.112､ 弘全一 p.725 
１９１『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.166､弘全一 p.766 
１９２｢喜雨歌｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.13､弘全三 p.405 
１９３｢為前清丹州亡妻達嚫｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.116､弘全三 p.483 
１９４｢招提寺達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.137､弘全三 p.498 




１９５｢為亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.138-139､弘全三 p.499 
１９６｢有人為先師修法事願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.156､弘全三 p.514 
１９７｢詠如夢喩｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.208､弘全三 p.554 
１９８『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.19､弘全三 p.159  
１９９『十住心論』巻一大意序､定本巻二 pp.6-7､弘全一 pp.128-129 
２００同上巻一､定本巻二 p.23､弘全一 p.143 
２０１同上巻六､定本巻二 p230､弘全一 p.329｡『成唯識論』大正 31・59 上の引用 
２０２同上巻八､定本巻二 pp.270-271､弘全一 p.365 
２０３『吽字義』定本巻三 p.59､弘全一 p.541  
２０４『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.13､弘全三 p.154  
２０５『祕密三昧耶佛戒儀』定本巻五 pp.165-166､弘全三 p.141｡但し､この作は現在では空海の真撰で
はないと目されている｡参考例としてここに採録する  
２０６『大日経開題(今釈此経)』定本巻四 p.24､弘全一 p.652 
２０７『大日経開題(三密法輪)』定本巻四 p.52､弘全一 p.678 
２０８『金剛頂経開題』定本巻四 p.82､弘全一 p.703 
２０９『一切経開題』定本巻四 p.272､弘全一 p.850 
２１０同上､定本巻四 p.275､弘全一 pp.850-851 
２１１｢為故中務卿親王願文｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.95､弘全三 p.467 
２１２｢大夫笠左衛佐為亡室造大日楨像願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 pp.130-131､弘全三 p.492 




如來藏」佛陀跋陀羅訳『大方等如来蔵経』大正 16・458 中  
２１５『法華経』五百弟子受記品の衣裏繋珠の喩えを指す｡｢不覺内衣裏 有無價寶珠 與珠之親友 後見
此貧人 苦切責之已 示以所繋珠 貧人見此珠 其心大歡喜 富有諸財物 五欲而自恣 我等亦如是 世
尊於長夜 常愍見教化 令種無上願｡｣鳩摩羅什譯『妙法蓮華經』大正 9・29 中  
２１６『法華経釋』定本巻四 p.205､弘全一 p.787 
２１７『即身義』定本巻三 p.29､弘全一 p.517 
２１８『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五 p.105､弘全二 pp.722-723 
２１９『金勝王經祕密伽陀』定本巻四 p.241､弘全一 p.826 
２２０『十住心論』巻十､定本巻二 p.307､弘全一 p.397 
２２１同上巻一､定本巻二 p.7､弘全一 p.129 
２２２｢祕密莊嚴住心者｡即是究竟覺知自心之源底｡如實證悟自身之數量｡所謂胎藏海會曼荼羅｡金剛界會曼
荼羅｡｣『十住心論』巻十､定本巻二 p.307､弘全一 p.397 
２２３参照､武内孝善｢空海の生死観－帰るいのち－｣pp.30-35 
２２４『宝鑰』定本巻三 p.115､弘全一 p.419 
２２５『十住心論』巻一､定本巻二 p.41､弘全一 p.159｡道世撰『諸經要集』の引用 
２２６同上巻四､定本巻二 p.149､弘全一 pp.255-256｡『大日経疏』大正 39・648 中の引用 
２２７同上､定本巻二 p.158､弘全一 p.264  
２２８同上巻六､定本巻二 pp.193-196､弘全一 pp.276-298｡良賁撰『凡生界地章』巻上からの引用(『八十
華厳』と慧遠『大乗義章』を合成引用した箇所)､大正大学総合佛教研究叢書､校訂原文 pp.27-28 
２２９同上巻六､定本巻二 p214､弘全一 p.314｡良賁撰『凡生界地章』巻下校訂原文 p.45 からの引用(『成
唯識論』大正 31・51 上の引用箇所) 
２３０同上､定本巻二 p217､弘全一 p.317｡良賁撰『凡生界地章』巻下校訂原文 p.49 からの引用(『八十華
厳』大正 10・197 中－198 上の取意) 
２３１同上､定本巻二 p238､弘全一 p.337｡『大日経疏』大正 39・680 下の引用 
２３２『平城天皇灌頂文』定本巻五 p.24､弘全三 p.164。『六波羅蜜経』大正 8・868 下に基づく｡原文で
は｢銷滅速疾解脱頓悟涅槃｣｢能除重罪令諸衆生解脱生死｡速證涅槃安樂法身｣と記す  
２３３『大日経開題(隆崇頂不見)』定本巻四 p.40､弘全一 p.666 
２３４『金剛頂経開題』定本巻四 p.72､弘全一 p.694｡『十八会指帰』大正 18・287 中に基づく 
２３５｢講演佛経報四恩徳表白｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.148､弘全三 p.507｡／『教王経開題』定本巻四
p.97､弘全一 p.714 




２３６『一切経開題』定本巻四 p.276､弘全一 p.851 
２３７『三教指帰』巻下､定本巻七 pp.79-80､弘全三 p.351  
２３８｢有人為先舅修法事願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.152､弘全三 p.511 
２３９｢高野山万燈会願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.158､弘全三 p.516 
２４０『十住心論』巻一､定本巻二 pp.11-12､弘全一 p.133 
２４１同上､定本巻二 p.24､弘全一 pp.144-145 
２４２『凡聖界地章』大正大学綜合佛教研究所研究叢書､pp.118-120 
２４３『十住心論』巻一､定本巻二 p.39､弘全一 p.158｡道世撰『諸經要集』の引用 
２４４同上巻一､定本巻二 pp.41-47､弘全一 pp.159-165｡道世撰『諸經要集』の引用 
２４５『宝鑰』定本巻三 p.154､弘全一 p.453｡『大日経』｢心主自在覺自心本不生｣大正 18・3 中に対する
『大日経疏』大正 39・603 上の釈文 
２４６｢佛言菩提心爲因｡悲爲根本｡方便爲究竟｡祕密主云何菩提｡ 謂如實知自心｡[中略]佛言祕密主｡自心尋
求菩提及一切智｡何以故本性清淨故｡｣『大日経』大正 18・1 下 
２４７『宝鑰』定本巻三 p.158､弘全一 pp.456-457｡『大日経』｢心主自在覺自心本不生｣大正 18・3 中に
対する『大日経疏』大正 39・603 上の釈文 
２４８同上､定本巻三 p.161､弘全一 p.460 
２４９同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462｡『大日経』｢極無自性心生｡祕密主如是初心佛説成佛因｣大正 18・
3 中 
２５０同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.460 
２５１同上､定本巻三 p.167､弘全一 p.465 
２５２｢淨菩提心｡更作一轉開明倍勝於前劫也｣『大日経疏』大正 39・603 上 
２５３『宝鑰』定本巻三 p.165､弘全一 p.463｡『大教王経』大正 18・207 下の句 
２５４同上､定本巻三 p.168､弘全一 p.465 
２５５同上､定本巻三 p.168､弘全一 p.466 
２５６不空訳『般若理趣経』大正 8・786 上 
２５７『大日経疏』大正 39・579 中 
２５８『宝鑰』定本巻三 pp.174-175､弘全一 p.472 
２５９同上､定本巻三 p.176､弘全一 p.473 
２６０同上､定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
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  〇著者空海の抱懐する真意を完全には反映していない 
  〇『秘蔵宝鑰』の表現主体が展開する議論と齟齬をきたす部分を含む 
  〇｢十四問答｣が設置される基体の『宝鑰』とは別の論理展開を示す 
  〇則ち､｢十四問答｣と『宝鑰』との間には思想的な懸隔が存する 
という様相を呈するが故である｡換言すれば､ 





















  〇｢十四問答｣で展開される論理主張を正確に読み解く作業 
の後に､ 
  〇当該問答を構成している形式･言語･行動原理等の構造的理解と 
  〇表面的な意味の裏側に隠れ潜んだ主張 
を理解し 






























題を記した行を含めて)に考えると､『宝鑰』全 685 行の中で､｢十四問答｣は第 183 行目下から二
文字目にスタートし､第 332 行目まで続く｡全体の行数のバランスは下図の通りである｡ 





●全 685 行の中の 149 行､21.8%分を占める 
という数値を確認できる｡ 
 更に､｢十四問答｣を含む第四住心の記述量は 








集』で 2 ページ程度)で言い表すことは容易であった筈で､それを現行の形態の問答体を採用した 
著者空海の胸中には､ 
比率 累積の行Ｎｏ
一 76 76 11.1%
二 29 105 15.3%
三 61 166 24.2%
四(初) 17 183 26.7%
十四問答 149 332 48.5%
四(終) 9 341 49.8%
五 53 394 57.5%
六 32 426 62.2%
七 38 464 67.7%
八 51 515 75.2%
九 72 587 85.7%
十 98 685 100.0%




























  ◎『秘蔵宝鑰』全体の中心テーマを担う役割を持ち 
且つ 





































































  ◎｢旱澇｣｢疫癘｣｢版盪｣｢塗炭｣ 
に存することは､最初から明白である｡仏教に引き寄せて論じる玄関法師の弁舌に引き摺られる 





















◎玄関法師＝深･正･真･覚  と  憂国公子＝浅･誤･迷 
に分配され､この問答が､公子を正しい方向に教導するという枠組みであることが明示される｡ 












































 〇禽獸：騏麟３８と鸞鳳３９ → 天下大平 
 〇金石：摩尼と金剛  → 萬物應聲 
 〇人：賢聖 
 〇帝：尭舜・聖君  → 四海(天下)無為 
 〇后：文母４０ 


































〇麟鳳の不在   を理由に有翼の鳥類を根絶すること 
〇如意宝珠の不在 を理由に全ての金属宝玉の類を捨て去ること 
〇堯舜の不再来  を理由に天下の君主の座を空位にすること 





  〇賢聖：孔子(｢孔麟｣)と老子(｢李牛｣) 
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 〇『詩経』の温恵淳和１０８の心  〇『礼記』の恭儉揖讓１０９の志 






























  △｢三百六十｣国(一説には郡)の太守  → 
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〇  〃    ｢忠孝｣を修道し 
〇  〃    ｢礼信｣を遵守し 



































































  〇読経礼拝･観念座禅･報恩国家(｢讀経礼佛報國家之恩｡觀念坐禪答四恩之徳｣) 
という仏教僧の在り方に対し､多くの官人は 
  ●屍･形代の如く職位に就いて碌を食む(｢尸坐溪壑｣) 
  ●国王(碩鼠)が無才無益な人物を多数登用して国費を際限なく浪費し(｢碩鼠尾閭｣) 





















































































































  〇仏典＝如来の経法：皇帝の発す詔勅の文字(｢勅詔官符｣｢勅書｣｢天子之勅｣) 











































































〇医者(｢醫人｣)   〇医薬書(｢方経｣)  〇薬(｢妙藥｣) 
の三つを兼ね備えた上で､治癒に尽力してくれる医者に全幅の信頼を置かなくてはならない｡衆
生の｢心の病｣の場合も同様で､ 



















































































  ★二乗 ＜ 三乗 ＜ 一乗 ＜ 真言乗 
















































































































































  △堯の世に発生した洪水で､九年間の治水工事でも成功しなかった故事２７４(｢尭代九年之水｣) 
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 〇在家：衣冠を具して官位のある(｢戴冠絡纓｣) 優婆塞･優婆夷など 
     在家には天子から一般の人々まで幅広く含まれる(｢上達天子下及凡庶｣) 


















































































  ●｢様々な禽獸･藥草と毒草｣｢魚鼈と龍鬼｣ 




  ●｢悪鬼圍遶｣｢盜賊窺窬｣｢妍蚩の像現之｣｢大小の影｣ 


























  ●六群比丘:群れて悪事や非法行為を働き､戒律制定の機縁になった六人の悪比丘３７３ 
●天授: 梵 Devadatta 提婆達多の漢訳､他に天熱･天与とも言う３７４ 








*問宝 30＝十四-14)非法の仏教者が多いのは何故か：答 3 
雖然變毒為藥化鐵為金｡堯戸可封桀民可誅｡斯乃時運之所致皇風之所染｡迦葉如来明説所
由｡事具見守護國経｡文煩不抄要覽者閲耳３７６｡(然りと雖も､毒を變へんじて藥と為なし３７７､鐵てつを化







































※仏法＝王法の事異義融       というテーゼ 














  ◎はっきりと説き明かし難いことがあるから､ここでは経文を引用しない 




























    ★第四章第四節に掲げる｢秀宝 17｣から｢秀宝 37｣の 21 例 
であり､対句構造を観察できる事例として掲げたのは 
    ★第五章第一節(5-1-4 の 2)に記載した｢Ｆ.十四問答の対句｣の全 27 枠分 
になる｡これらから､ほぼ｢十四問答｣全篇にわたって､ 
◎対句を文構造の基礎に据えて､各句の音韻数を揃え 









 一方､問答形式については､第五章第三節(5-3-1 の 2)で集中的に論じた｡その中の 
    ★｢問宝 15｣から｢問宝 30｣の全 16 事例 
において､二人の登場人物間のやり取りの､その接続部分と問答の展開の仕方に着目して分析を
加えている｡その結果導き出される事柄は､ 
  〇基本的に玄関法師が憂国公子の謬見を指摘し､理由を述べて考え改めるよう説得する 







  〇憂国公子の質問には､論を展開させるための接続詞的･導入部的な役割 
が見出され､それは空海の教理的著作(第五章第三節 5-3-2 で指摘)でしばしば援用される所の 
  〇自問自答の形態に対応する 
と言い得る｡従って､｢十四問答｣での問答体は､隔絶した二つの思想(仏教と儒教)を二人の登場人
物に振り分けて､その間での優劣を論じるという単純な構図ではなく､ 
  ◎表現主体(著者空海)の思想信条を二人の登場人物に仮に託し 
  ◎両者の意見の遣り取りを通して､当初の二人の主張を止揚して 
  ◎第三の思想的立場を暗黙裡に言表しようとする 

























































































を證しょうす｡) (第十問答｢問宝 24｣答 1) 
  *五濁悪世衆生疾重｡三毒鬱興八苦迫身｡福徳薄少貧極多｡斯即前世悪因之報感３９４｡(五濁悪世の
衆生は疾やまひ重うして､三毒鬱さかりに興って八苦身を迫せむ｡福徳薄少にして貧病極めて多し｡斯これ即ち前
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  *吾師孔李不曾吐言３９７｡(吾が師し､孔李[孔子と老子]､曾かつて言ことばを吐かず｡)(第八問答｢問宝 22｣問) 










◎玄関法師＝仏教＝釈迦牟尼仏の弟子 ⇔ 憂国公子＝儒教･道教＝孔子･老子の弟子 


































  *尋躅知形見煙悟火４０９｡(躅あと[足跡]を尋たづねて形を知り､煙を見て火を悟さとる)(第五問答｢問宝 19｣問) 
は､具体的には象の足跡を見てそこから類推して象の大きさを理解すること(｢尋躅知形｣)で､阿
含経典に､ 





























  *妙道難鑚４１７｡(妙道鑚きり難し)(第二問答｢問宝 16｣答) 
  *冬天盡殺松柏不彫４１８｡(冬天は盡ことごとく殺せども松柏は彫しぼまず)(第三問答｢問宝 17｣答) 
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  *孝婦不雨之誅４２１｡(孝婦こうふが雨ふらざっし誅とが)(第十三問答｢問宝 28｣答 2)：『漢書』卷七十一･雋疏
于薛平彭列傳 
  *尭子不肖父聖｡舜父欲殺子孝４２２｡(尭の子[丹朱]は不肖なしかども父は聖なりき｡舜が父[瞽叟]は殺さんと欲


















  ◎上は天子から下は庶民まで､在家信者が等しく五戒･十善戒を持して仏法に帰依し 
  ◎出家僧が｢仏法｣を実践し､人々を｢正道｣｢涅槃｣に導く 
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 *問典 1)割万戸而鳴鐘開千頃而𣂰食４３５｡(万戸を割さいて鐘を鳴らし､千頃せんけいを開いて𣂰食ていしょくす) 
(第一問答｢問宝 15｣問)｡｢𣂰｣は｢鼎｣に同じ｡ 
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    ★『後漢書』卷十三･隗囂傳に｢苞苴流行｡(苞苴ほうしょ流行す)｣と記される｡ 
*問典 5) 釋風因茲凌替４４６｡(釋風､茲これに因って陵替す)(第一問答｢問宝 15｣問)｡凌(陵)替は上下の秩
序が乱れ上位者の権威が廃れること､衰える･没落することを言う｡ 




    ★『易経』に｢水洊至習坎｣と記され､これを踏まえた謝靈運(385－433)の｢富春渚｣(『文
選』巻二十六所録)に｢洊至宜便習｡(洊しきり４４８に至るは便習べんしゅうに宜しく)｣の句がある｡ 
*問典 7)天下版盪４４９｡(天下の版盪はんとう) (第一問答｢問宝 15｣問)｡版蘯は政治が先皇の道に背き､乱
れること､乱世を意味し､周の厲王が暴虐無道にして国民に諷刺悪口され､天下不寧動乱と
なった故事に依る｡ 
    ★『詩経』大雅に『板』『蕩』の二つの詩篇あり｡序に｢厲王無道天下蕩蕩｣と記され､
『毛詩正義』巻十八に｢言天下蕩蕩､無綱紀文章｡綱紀文章､謂治國法度､聖人有作､莫不
皆是｡此經所傷､傷其盡廢之也｡｣と解説される｡ 
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*問典 10)開伶倫之聰耳４５２｡(伶倫れいりんが聰耳を開き) (第一問答｢問宝 15｣答 1)｡伶倫は黄帝の臣下､
律管(調子笛)を作らせて音律を制定したとされ､｢伶人[雅楽の奏者]｣の語源｡ 
    ★張協(?－307?)の｢七命｣(『文選』巻三十五所録)に､｢營匠斲其樸､伶倫均其聲｡(營匠えいしょう
其その樸ぼくを斲けづり､伶倫其の聲を均ととのふ)｣の句あり｡ 
    ★陸機の｢演連珠五十首｣(『文選』巻五十五所録)には､｢道繫於神､人亡則滅｡[中略]瞽叟清耳､
而無伶倫之察｡(道どうは神しんに繫かかれば､人亡ほろぶれば則ち滅す｡[中略]瞽叟こそう[楽師]耳を清すま
すも､伶倫の察さつ無し)｣という句が見出される｡ 
*問典 11)借顏子之敏心４５３｡(顏子がんし[顔回]が敏心を借りて)(第一問答｢問宝 15｣答 1)｡顏子は孔子の
門人の顔回､字は子淵､孔門十哲の一人で随一の秀才､聡明なること一を聞いて十を知ると
称される｡ 













*問典 13)蝘蜓何知難陀之鱗４５６｡(蝘蜓えんてい何ぞ難陀なんだの鱗うろくづを知らん) (第一問答｢問宝 15｣答
2)｡蝘蜓はトカゲのことを言い､難陀は大龍王のことを指す｡(Cf.第七章第五節｢文例 9｣) 
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*問典 22)麟鳳誰見實４７６｡(麟鳳誰か實じつを見る)(第一問答｢問宝 15｣答 2)｡麟鳳は先の麒麟･鳳凰の
並称｡ 
    ★漢の武帝劉徹(在:前 141－前 87)の｢賢良詔｣(『文選』巻三十五所録)に｢麟鳳在郊藪､河洛出
圖書｡(麟鳳りんぽう郊藪こうそうに在あり､河洛からく圖書としょ４７７を出いだす)｣の語句あり｡ 
*問典 23)率土之臣豈休４７８｡(率土そつどの臣豈あに休せんや)(第一問答｢問宝 15｣答 3)｡率土之臣は王土
天下に働く全ての臣下のことを言う｡ 
    ★『詩経』小雅･北山之什の｢溥天之下 莫非王土 率土之濱 莫非王臣｡(溥天ふてんの下､王土
に非ざる莫く､率土の濱ひん､王臣に非ざる莫し)｣に基づく表現である｡ 
*問典 24)孔麟既摧４７９｡(孔麟こうりん４８０[孔子]､既に摧うせし)(第一問答｢問宝 15｣答 3)｡聖人の孔子を麒麟
の奇秀なるに喩えて｢孔麟｣と呼ぶ｡麒麟が捕獲されたことに孔子が衝撃を受け､『春秋』執
筆を止めた故事を踏まえる｡ 
    ★『春秋』末尾に｢經十有四年春西狩獲麟｣と記される｡ 
    ★晉の杜預注には､｢麟者､仁獸｡聖王之嘉瑞也､時無明王､出而遇獲｡仲尼[=孔子]傷周道之
不興､感嘉瑞之無應､故因魯春秋而脩中興之教､絕筆於獲麟之一｡｣と解説される｡ 






*問典 25)李牛已西４８１｡(李牛りぎゅう[老子]､已すでに西かくれる)(第一問答｢問宝 15｣答 3)｡老子が周の徳の




  ★劉向(前 77－前 6)作の『列仙傳』に､｢老子西遊､關令尹喜望見有紫氣浮關､而老子果乗青
牛而過也｣と記され､そこで尹喜の求めに応じて述べたものが『老子道徳経』とされる｡ 
    ★東晋代成立の道教経典『老子西昇経』は唐代によく読まれた４８２とされる｡ 
*問典 26)代無扁華４８３｡(代よに扁華へんか無けれども)(第一問答｢問宝 15｣答 3)｡扁鵲へんじゃくと華佗か
だ､伝説的な名医の名を並称する｡(Cf.第八章『蒙求』第 248・464 句) 
    ★『史記』扁鵲倉公列伝に､｢扁鵲者､勃海郡鄭人也､姓秦氏､名越人[中略]以此視病､盡見五
藏癥結､特以診脈為名耳[中略]天下盡以扁鵲為能生死人[中略]扁鵲名聞天下｡｣の伝が立つ｡ 
    ★『後漢書』方術伝に､｢華佗字元化､沛國譙人也[中略]曉養性之術､年且百歲而猶有壯容､
時人以為仙[中略]精於方藥､處齊不過數種､心識分銖､不假稱量｡針灸不過數處 [中略]皆平
復｡｣と記される｡ 
*問典 27)羿養４８４｡(第一問答｢問宝 15｣答 3)は弓矢術の名人､羿げいと養由基ようゆきを指す｡(Cf.第八
章『蒙求』第 180 句) 











*問典 28)師鍾４８５ (第一問答｢問宝 15｣答 3)は琴の名人の師曠しこうと鍾子期しょうしきを指す｡(Cf.第
八章『蒙求』第 361 句) 
    ★『韓非子』十過に､師曠が雨の曲を奏して実際に雨を降らせたとの故事｢師曠不得已､
援琴而鼓[中略]一奏之､有玄雲從西北方起､再奏之､大風至､大雨隨之､裂帷幕｡｣が記される｡ 




鼓琴者｡｣と伯牙絶弦の故事が録される｡(Cf.第八章『蒙求』第 118 句) 
*問典 29)彈指聒耳４８６(彈指だんしが耳に聒かまびすしく) (第一問答｢問宝 15｣答 3)｡聒耳は音声が耳にや
かましいことを言う｡ 
    ★『韓非子』顯學に､｢今巫祝之祝人曰<使若千秋萬歲｡千秋萬歲之聲聒耳､而一日之壽無
徵於人>｡｣と記される｡ 
*問典 30)依俙其道４８７｡(其の道に依俙いきたり) (第二問答｢問宝 16｣答)｡依俙は依稀･依希とも作り､
不分明･曖昧模糊の意を示す｡[第七章第五節参照] 
    ★『老子』第十四章の｢視之不見､名曰夷｡聽之不聞､名曰希｡搏之不得､名曰微｡此三者不
可致詰､故混而爲一４８８｡(之を視れども見えず､名づけて夷４８９い [見えないことの形容]と曰ふ｡之を聽けども






*問典 31)髣髴其風４９０｡(其の風に髣髴ほうふつたり) (第二問答｢問宝 16｣答)｡髣髴は前の依俙に類する
語で､ぼんやりと仄かに見える様を言う｡[第七章第五節参照] 
    ★司馬相如 (前 179－前 117)の｢子虛賦｣(『文選』巻七収録) に､｢眇眇忽忽､若神仙之髣彿｡(眇
眇びょうびょう忽忽こつこつとして神仙の髣彿たるが若ごとし)｣と神仙世界の形容に用いられる｡ 





    ★『論語』子罕第九に､｢顔淵喟然歎曰､仰之彌高､鑽之彌堅｡(顔淵､喟然きぜんとして歎じて曰
く､之を仰げば彌いよいよ高く､之を鑚きれば彌いよいよ堅し)｣と､師の徳を高山の如く仰げば仰ぐほ
ど高く､その信念は金石の如く堅いと評した文に依る｡ 
    ★『莊子』外物篇二十六に記される孔子の発言､｢[神龜]知能七十二鑽而無遺筴｡不能避
刳腸之患４９６([神龜]知は能く七十二たび鑽さんして遺筴無きも､腸を刳さかるる患うれひを避くる能はず)｣に
も｢鑚｣の故事は反映される｡ 
*問典 33)蒼天西傾４９７｡(蒼天西に傾く)(第二問答｢問宝 16｣答)｡ 




    ★『千字文』の第一文は｢天地玄黃｣であり､『易経』坤卦文言伝の｢夫玄黄者｡天地之雜
也｡天玄而地黄｡｣に基づく｡ 




*問典 35)逆流猶難５０１｡(逆流げきりゅう猶ほ難し) (第三問答｢問宝 17｣問)｡逆流は時世の勢いに抗い逆
らう意を示す｡ 





*問典 36)何為必其然乎５０６｡(何為なんすれぞ必ず其れ然らむや) (第三問答｢問宝 17｣答)｡玄関法師の切り
返しの言葉で定型的であるが､これも次の事例が存する｡ 
    ★班固の｢答賓戲(賓ひんの戲たはむるに答ふ)｣(『文選』巻四十五所録)に､｢主人曰､何為其然也｡
(主人曰く､｢何為なんすれぞ其それ然しかるや)｣と記される｡ 
    ★王褒の｢四子講德論｣(『文選』巻五十一所録)に､｢文學曰､何為其然也｡昔寗戚商歌以干齊





*問典 37)圓蓋西轉５０７｡(圓蓋えんがいは西に轉ず) (第三問答｢問宝 17｣答)｡蓋は傘･ふた･覆いで､馬車
の日除けを車蓋と呼ぶ｡転じて圓蓋で天のことを指す｡ 
    ★『文子』道原に､｢老子曰､<大丈夫恬然無思､惔然無慮､以天為蓋､以地為車､以四時為
馬､以陰陽為御｡>｣と馬車の比喩が用いられる｡ 
*問典 38)南斗随運５０８｡(南斗は随ひ運めぐる) (第三問答｢問宝 17｣答)｡南斗は南斗六星(射手座の一部)､
二十八宿の一つ斗宿としゅく･ひつきぼしを指す｡道教では｢南斗星君｣として神格化される｡ 




    ★『論語』為政に､｢子曰､為政以徳､譬如北辰居其所､而衆星共之｡(子曰く､政を為すは徳を以
てす｡譬へば北辰の其の所に居りて､衆星の之を共むかふが如し)｣と記される｡ 






    ★『論語』子罕の｢子曰､歳寒､然後知松柏之後彫也｡(子曰く､歳寒くして然る後に松柏しょうはくの
彫しぼむに後るるを知る)｣に依拠し､詩文に幅広く用いられる｡ 
    ★劉楨(?－217)の｢贈從弟三首｣(『文選』巻二十三所録)に､｢冰霜正慘愴､終歲常端正｡豈不羅
凝寒､松柏有本性｡(冰霜ひょうそう正まさに慘愴さんせいたるも､歲としを終ふるまで常に端正なり｡豈あに
凝寒ぎょうかんに羅あはざらんや､松柏しょうはくに本性ほんせい有り)｣の詩句がある｡ 
    ★歐陽建(?－300 年)の｢臨終詩｣(『文選』巻二十三所録) に､｢松柏隆冬悴､然後知歲寒｡不涉
太行險､誰知斯路難｡(松柏しょうはく隆冬りゅうとうに悴しぼみ､然しかる後のち歲としの寒きを知る｡太行たい
こうの險けん[険阻な山]を涉わたらずんば､誰たれか斯の路の難きを知らん)｣と記される｡ 
*問典 41)陰氣凍水５１２｡(陰氣､水を凍らす) (第三問答｢問宝 17｣答)｡ 
    ★陸機の｢樂府十七首｣ (『文選』巻二十八所録) ｢從軍行｣に､｢隆暑固已慘､涼風嚴且苛｡夏
條集鮮藻､寒冰結衝波｡(隆暑りゅうしょ固まことに已に慘さんたり､涼風嚴げんにして且かつ苛かなり｡夏條
かじょう鮮藻せんそうを集[焦]こがし､寒冰かんぴょう衝波しょうはに結むすぶ)｣と記される｡ 




せらる) (第三問答｢問宝 17｣答)｡三人は微子びし･箕子きし･比干ひかんの三人を指す｡ 
    ★『後漢書』楊李翟應霍爰徐列傳に､｢桀紂之民､可比屋而誅｣と記される｡ 
    ★『論語』微子に､｢微子去之｡箕子爲之奴｡比干諫而死｡孔子曰｡殷有三仁焉｡(微子は之を去
り､箕子は之が奴と為り､比干は諫めて死す｡孔子曰く､殷に三仁有り)｣と記される｡ 
*問典 43)堯戸比屋可封然猶四凶受殛５１４｡(尭戸ぎょうこは屋をくを比べて封ずべし｡然れども猶四凶は殛つみを





    ★前句(問典 42)と同じく､『後漢書』楊李翟應霍爰徐列傳に､｢終聞堯舜之民､可比屋而封｣
と記される｡ 
    ★四凶については､『春秋左伝』文公十八年に､｢舜臣堯､賓于四門､流四凶族｡渾敦･窮奇･
檮杌･饕餮､投諸四裔､以禦螭魅｡｣と述べられている｡ 
    ★陸賈(前 2 世紀前漢の人)『新語』無為第四に､｢堯･舜之民､可比屋而封｡桀･紂之民､可比屋
而誅｡｣と録されている｡ 
    ★『文鏡秘府論』北巻所引の『帝徳録』５１５に､｢堯舜之時､比屋可封､百姓皆以堯舜之心爲
心５１６｡｣という帝王の治世の徳に対する形容が見出される｡ 
*問典 44)布鼠遊[火]中５１７(布鼠ふそ[火]中に遊ぶ) (第三問答｢問宝 17｣答)｡布鼠は火中に住む鼠(火光獣)､
その毛で造る布は火布･火浣布とも言う(火布に垢が着いた時に焼けば､垢だけが焼け落ちて清浄
に戻る)｡ 




    ★『荘子』秋水篇第十七に､｢至德者｡火弗能熱｡水弗能溺｡寒暑弗能害｡禽獸弗能賊｡(至德
ある者は､火も熱やく能はず､水も溺おぼらす能はず､寒暑も害そこなふ能はず､禽獸も賊そこなふ能はず５１９)｣と
記述される一説に論理が通じる｡ 
*問典 46)以此觀之５２０｡(此を以て之を觀れば) (第三問答｢問宝 17｣答)は結論を導き出す接続表現｡ 












    ★『老子』第四十一章の｢明道若昧､進道若退､夷道若纇｡上德若谷､大白若辱､廣德若不
足｡建德若偸､質眞若渝｡大方無隅､大器晚成､大音希聲､大象無形｡道隱無名｡｣と 
    ★『老子』第四十五章の｢大成若缺､其用不弊｡大盈若沖､其用不窮｡大直若屈､大巧若拙､
大辯若訥｡｣と､その上に｢玄徳｣を述べる二章 
    ★『老子』第五十一章の｢生而不有､爲而不恃､長而不宰｡是謂玄徳｡｣と第六十五章の｢常
知稽式､是謂玄徳｡｣を繋げ､更に｢玄同｣を述べる二章 
    ★『老子』第四章の｢挫其鋭､解其紛､和其光､同其塵｡｣とその同趣意の第五十六章｢塞其
兌､閉其門､挫其鋭､解其紛､和其光､同其塵｡是謂玄同｡｣を組み合わせたものである｡ 





*問典 50)山蔵玉而草木茂５２４｡(山に玉ぎょくを蔵かくして草木茂もし) (第五問答｢問宝 19｣問)は､ 
    ★陸機｢文賦｣(『文選』巻十七所録)の｢石韞玉而山輝､水懷珠而川媚(石いし玉を韞つつんで山輝き､
水みづ珠たまを懷いだいて川かは媚うるはし)｣ (文賦 11)に典拠を持つ｡ 
*問典 51)嶽收劒而光彩衝５２５｡(嶽みねに劒つるぎを収をさむれば光彩こうさい衝つく) (第五問答｢問宝 19｣問)は､ 
    ★『晋書』第三十六・張華伝の｢煥曰､寶劍之精､上徹於天耳｡[中略]光氣非常､中有雙劍[中
略]煥以南昌西山北巖下土以拭劍､光芒豔發｡大盆盛水､置劍其上､視之者精芒炫目｡｣の記
述に依拠する｡ 







*問典 52)人含心故叵辨５２７｡(人は心を含むが故に辨わきまへ叵がたし) (第五問答｢問宝 19｣答)は､ 














*問典 54)僧人蚕食５３０ (僧人は蚕食す) (第六問答｢問宝 20｣問)｡蚕食は､片端から次第に他の領域を
侵略侵蝕する(特に秦の勢力拡大の形容)ことを言う｡ 
    ★秦の宰相李斯が始皇帝に上奏した｢上書秦始皇｣(『文選』巻三十九所録)に､｢彊公室､杜
私門､蠶食諸侯､使秦成帝業｡([秦の昭王]公室を彊つよくし､私門しもんを杜ふせぎ､諸侯しょこうを蠶食さんし
ょくして､秦をして帝業ていぎょうを成なさ使しむ)｣と録される｡ 
*問典 55)忠臣義士５３１(第六問答｢問宝 20｣答 1)は､次の曹植の文に強い連関を持つ｡ 
    ★曹植の｢自試じしを求める表｣(『文選』巻三十七所録)の､｢固夫憂國忘家､捐軀濟難､忠臣
之志也｡(固もとより夫れ､國を憂へ家を忘れ､軀みを捐すてて難を濟すくふは､忠臣ちゅうしんの志こころざしな
り｡)｣ 
    ★曹植の同じ文の中に､｢每覽史籍､觀古忠臣義士､出一朝之命､以殉國家之難｡身雖屠裂､








*問典 56)建國設職５３３(國を建たて職しょくを設く)(第六問答｢問宝 20｣答 2)は､一般的な言葉とも考えら
れるが､次の文例に意が通じる｡ 
    ★潘岳の｢楊荊州誄｣(『文選』巻五十六所録)に､｢夫天子建國､諸侯立家｡選賢與能､政是以
和｡(夫れ天子は國を建て､諸侯は家を立つ｡賢けんを選び能のうに與くみし､政まつりごとは是ここを以て和わ
す)｣と記される｡ 




*問典 57)樹君御民５３４(君きみを樹たて民たみを御をさむ)(第六問答｢問宝 20｣答 2)については､次の文例に
通ずる｡ 
    ★劉琨(271－318)の｢勸進表｣(『文選』巻三十七所録)に､｢臣聞天生蒸人､樹之以君､所以對越
天地､司牧黎元｡(臣しん聞く､天てん蒸人じょうにん[民衆]を生じ､之に樹たつるに君きみを以てするは､天地に對
越たいえつ[答謝頌揚]し､黎元れいげんを司牧しぼく[撫養]せしむる所以なり､と｡)｣という語句がある｡ 
*問典 58)天下之父母５３５｡(天下の父母)(第六問答｢問宝 20｣答 2)｡皇帝を父母に擬える文例は､次の
通り｡ 
    ★典拠は『尚書』周書･洪范の｢天子作民父母｣であり､これに基づき諸々の文例あり。 















*問典 60)五常之法５３７｡(五常ごじょうの法)(第六問答｢問宝 20｣答 2)｡五常は仁義礼智信の徳目である｡ 
    ★典型的な定義が『漢書』董仲舒伝二十六に､｢夫仁誼禮知信五常之道､王者所當修飭也､
五者修飭故受天之祐而享鬼神之靈､徳施於方外延及群生也｡｣と説かれる｡ 
*問典 61)金科玉條５３８｡(金科玉條きんかぎょくじょう) (第六問答｢問宝 20｣答 2)｡これは､黄金や珠玉のよう





    ★揚雄の｢劇秦美新｣(『文選』巻四十八収録)の｢懿律嘉量､金科玉條｡神卦靈兆､古文畢發｡
煥炳照曜､靡不宣臻｡(懿律いりつ嘉量かりょう､金科玉條､神卦しんか靈兆れいちょう､古文こぶん畢ことごとく
發し､煥炳かんへい照曜しょうよう､宣あまねく臻いたらざるは靡なし)｣に依拠する｡ 
    ★『文鏡秘府論』北巻所引の『帝徳録』に､｢金科玉條陳施而四民百姓無犯５３９｣という帝 
王の業績に対する形容が見出される｡ 
*問典 62)天下無為５４０｡(天下無為ぶいなり) (第六問答｢問宝 20｣答 2)｡無為は元々老荘的概念であり､
あるがままにして無作為で能く調和し治まることを言う｡｢天下無為｣は天下泰平と同じ意
を示す｡ 
    ★張衡の｢西京賦｣(『文選』巻二所録)に､｢高祖創業､繼體承基｡暫勞永逸､無為而治｡(高祖[漢
の劉邦]業ぎょうを創はじめ､體たいを繼つぎ基もといを承うけ､暫しばらく勞ろうして永く逸いっす５４１｡無為ぶいにし
て治まる)｣と記される｡ 
    ★揚雄の｢劇秦美新｣(『文選』巻四十八収録)に､｢昔帝纘皇､王纘帝､隨前踵古､或無為而治､
或損益而亡｡(昔､帝は皇を纘つぎ､王は帝を纘つぎ､前に隨ひ古いにしへを踵ふみ､或いは無為にして治をさま
り､或いは損益そんえきして亡ほろぶ)｣と説かれる｡ 
*問典 63)宇内無事５４２｡(宇内うだい無事ぶじなり) (第六問答｢問宝 20｣答 2)｡宇内は大空に覆われた世
界を指し､天下･四海に同義である｡ 




    ★枚乗の｢七發｣(『文選』巻三十四所録)に､｢今時天下安寧､四宇和平｡(今時こんじ天下安寧あん
ねい､四宇しう和平わへいにして)｣と記される｡ 
*問典 64)君臣父子之禮有序５４３｡(君臣くんしん父子ふしの禮れい､序じょ有り) (第六問答｢問宝 20｣答 2)｡｢君臣
父子之禮｣は三綱の中の二項目(三綱は君臣･父子･夫婦の三の関係を示す儒教倫理)である｡(Cf.第
八章第三節｢文宝 15｣) 
    ★基本概念は『易経』序卦伝の｢有天地､然后有万物｡有万物､然后有男女｡有男女､然后
有夫婦｡有夫婦､然后有父子｡有父子､然后有君臣｡有君臣､然后有上下｡有上下､然后禮儀
有所錯｡｣という記述に基づく｡ 
    ★班固の｢兩都賦：東都賦｣(『文選』巻一所録)に､｢建武之元､天地革命｡四海之內､更造夫
婦､肇有父子｡君臣初建､人倫寔始｡(建武[光武帝の年号]の元はじめ､天地命を革あらため､四海の內､更に
夫婦を造なし､肇はじめて父子ふし有り｡君臣初めて建たち､人倫じんりん寔ここに始まる)｣と記される｡ 
*問典 65)上和下睦之義５４４｡(上和しょうか下睦かぼくの義) (第六問答｢問宝 20｣答 2)｡上和下睦は上下和睦
の互文で､『十七条憲法』にも含まれる語彙である｡ 
    ★『千字文』第 83 句･84 句に｢上和下睦 夫唱婦隨｣の語が採録される５４５｡ 
    ★王褒の｢四子講德論｣(『文選』巻五十一所録)に､｢上下無怨､民用和睦｡(上下しょうか怨うらみ無
く､民たみ用もつて和睦わぼくす)｣と記される｡ 
    ★東方朔の｢答客難｣(『文選』巻四十五所録)には､｢上下和同､雖有賢者無所立功｡(上下しょうか
和同わどうすれば､賢者有りと雖も功こうを立つる所無し)｣の語が格言として置かれる｡ 
*問典 66)温恵淳和之心５４６｡(温惠うんけい淳和じゅんかの心) (第六問答｢問宝 20｣答 3)｡温恵は温柔敦厚の




    ★『礼記』經解篇に､｢孔子曰､入其国､其教可知也｡其為人也｡温柔敦厚､詩教也｡(孔子曰く､
其の国に入りて､其の教おしへを知るべきなり｡其の人と為りや､温柔敦厚なるは詩の教おしへなり)｣と記
されることに依る｡ 
    ★『後漢書』種岱傳には､｢伏見故處士種岱､淳和達理､耽悅『詩』『書』､富貴不能回其
慮､萬物不能擾其心｡｣という記事が録されている｡ 
*問典 67)恭儉揖讓之志５４７｡(恭儉きょうけん揖讓ゆうじょうの志) (第六問答｢問宝 20｣答 3)｡恭儉揖讓は恭儉
荘敬(人に対して慎み深く､控え目に振る舞う)の意を示す｡ 
    ★『礼記』經解篇に､｢恭儉莊敬､禮教也｡(恭儉莊敬は禮の教おしへなり)｣と記される｡ 
*問典 68) 懲悪勸善５４８｡(悪を懲こらし善を勸すすむる) (第六問答｢問宝 20｣答 3)｡勧善懲悪に同じ｡ 








(第六問答｢問宝 20｣答 3)｡勸誡は聖人の勉勵告戒の意を示す｡ 







なす｡言いふて行ぜずんば何ぞ猩猩しょうじょうに異ならん) (第六問答｢問宝 20｣答 3)｡ 
    ★『論語』為政篇に､｢子貢問君子｡子曰｡先行｡其言而後從之｡(子貢君子を問う｡子曰く､先ず行
い､其の言を而る後に之に従う)｣を踏まえる｡ 
    ★『礼記』曲禮篇に､｢鸚鵡能言不離飛鳥｡猩猩能言不離禽獸｡今人而無禮不亦禽獸之心
乎｡(鸚鵡あうむは能く言ものいへども､飛鳥ひちょうを離れず｡猩猩しょうじょう能く言へども､禽獸きんじゅうを離れず｡
今､人にして禮れい無ければ､能く言ふと雖も亦た禽獸の心ならずや)｣を直接の典拠とする｡ 
*問典 72)百工はくこう５５３(第六問答｢問宝 20｣答 4)は､百官の意を指す｡ 
    ★『尚書』堯典に､｢允釐百工､庶績咸熙｣と記述されるに依る｡ 
*問典 73)九牧きゅうぼく５５４(第六問答｢問宝 20｣答 4)は､九州(中国全土)の長を言う｡ 
    ★『礼記』曲禮篇に､｢九州之長､入天子之國曰牧｡｣と記され､鄭玄注で｢每一州之中､天子
選諸侯之賢者以為之牧也｣と説明される｡ 
*問典 74)行仁義者５５５｡(仁義じんぎを行ぎょうずる者) (第六問答｢問宝 20｣答 4)は､次の文に意が通ずる｡ 
    ★『韓非子』五蠹篇の｢文王行仁義而王天下､偃王行仁義而喪其國｡是仁義用於古､而不
用於今也｡(文王は仁義を行じて天下に王たるも､偃王えんおうは仁義を行じて其の国を喪うしなふ｡是れ仁義
は古に用ひられ､今には用ひられざるなり｡)｣ 
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*問典 75)修忠孝者５５６｡(忠孝ちゅうこうを修する者) (第六問答｢問宝 20｣答 4)｡ 
    ★潘岳の｢馬汧督ばけんとく誄｣(『文選』巻五十七所録)に､｢忠孝義烈之流､慷慨非命而死者｡(忠
孝ちゅうこう義烈ぎれつの流たぐひ､非命ひめいに慷慨こうがいして死する者)｣という表現が見出される｡ 
*問典 76)諺曰擎孝経打母頭｡(諺に曰く､『孝経』を擎ひっさげて母ははの頭こうべを打つと) (第六問答｢問
宝 20｣答 4)は､典拠が不明である｡ 
*問典 77)所謂蔽己臃脚發他腫足者也５５７｡(所謂いはゆる己おのが臃脚うみあしを蔽かくして他たの腫足はれあ
しを發あらはす者なり) (第六問答｢問宝 20｣答 4)は､『三教指帰』にも同趣意５５８が説かれるが､典拠
が不明な諺の類である｡ 
*問典 78)元元げんげん５５９(第六問答｢問宝 20｣答 5)｡黎元に同じで､庶民･百姓を意味する｡ 




    ★『韓非子』大體篇の｢不吹毛而求小疵､不洗垢而察難知｡(毛を吹きて小疵を求めず､垢を洗ひて
知り難きを察せず)｣に依拠する｡ 
    ★王褒の｢四子講德論｣(『文選』巻五十一所録)に､｢其所臨蒞､莫不肌栗慴伏､吹毛求疵､並
施螫毒｡(其[秦の為政者]の臨蒞りんれい[来臨]する所､肌栗きりつ慴伏しょうふくせざるは莫なし｡毛５６１を吹きて疵き
づを求め､並びに螫毒せきどく[害毒]を施す)｣の文例あり｡ 
*問典 80)含弘がんこう５６２(第六問答｢問宝 20｣答 5)｡含弘は包容博厚､｢含｣は含蔵･覆蔵の義､｢弘｣
は広大の義で､俗人の広多の邪非を覆蔵して露顕せざることを意味する｡ 
    ★『易経』坤･彖傳に｢含弘光大､品物咸亨｣の句があり､『周易正義』では｢包含宏厚光著
盛大｡(包含するに厚きを以てし､光は盛大なるを著はす)｣と註される｡ 
    ★嵇康の｢幽憤詩｣(『文選』巻二十三所録)に､｢大人含弘､藏垢懷恥｡民之多僻｡(大人たいじん[魏
の天子]含弘がんこうにして､垢はぢを藏かくし恥はぢを懷こはす｡民たみの僻よこしま多おほし)｣という民の邪悪
を許容する皇帝の非を難ずる句が見出される｡ 
    ★『文鏡秘府論』北巻所引の『帝徳録』に､｢及云､神武天挺､聖敬日濟､欽明文思､允龔克
讓､聡聰神武､含弘光大５６３｡｣という帝王に対する形容の記述例が見出される｡ 
*問典 81)食萬戸之侯５６４｡(萬戸ばんこの侯こうを食はむ) (第六問答｢問宝 20｣答 6)｡漢代の制度で､食邑
(領地)が一万戸を満たす諸侯のことを言う｡ 
    ★李陵(?－前 74)の｢答蘇武書｣(『文選』巻四十一所録)に､｢無尺土之封､加子之勤｡而妨功害
能之臣､盡為萬戸侯｡(尺土せきどの封ほうの､子し[蘇武]の勤きんに加ふる無し｡而しかるに妨功ぼうこう害能
がいのうの臣しん､盡ことごとく萬戸侯ばんここうと為なる)｣という一節が含まれる｡ 
    ★陳琳(?－217)の｢檄呉將校部曲文｣(『文選』巻四十四所録)には､｢魯及胡濩皆享萬戸之封､
魯之五子､各受千室之邑(魯ろ[将軍名]及び胡濩こかく[朴胡と杜濩：人名]､皆みな萬戶ばんこの封ほうを享うけ､魯
の五子ごし､各おのおの千室せんしつの邑ゆうを受うく)｣の表現が見出される｡ 
*問典 82)費千乗之國５６５｡(千乗せんじょうの國くにを費つひやす) (第六問答｢問宝 20｣答 6)｡千乗之國は広 
大な領地･大国の表現｡ 
    ★『論語』学而の｢道千乗之国､敬事而信､節用而愛人､使民以時｡(千乗の国を道をさむるには､
事を敬んで信あり､用を節して人を愛し民を使うに時を以てす)｣に典拠を持つ｡ 
*問典 83)尸坐しざ溪壑けいがく５６６｡(第六問答｢問宝 20｣答 6)｡無能な者が地位に就いて徒らに端座
し､欲望が極まりないことを言う｡[第七章第五節｢文例 8｣参照] 
   
683 
 
    ★『荘子』在宥篇第十一の｢尸居而龍見｡淵默而雷聲｡神動而天隨｡從容無爲而萬物炊累
焉５６７｡([君子は]尸居しきょして龍見し､淵默えんもくして雷聲あり｡神しんは動いて天に隨ひ､從容無爲にして萬物
は炊累すいるいす)｣に次の文を加える｡ 
    ★『荘子』天地篇第十二の｢夫大壑之爲物也､注焉而不滿､酌焉而不竭５６８｡(夫れ大壑の物もの
爲るや､焉これに注げども滿たず､焉これに酌くめども竭つきず｡)｣ 
*問典 84)碩鼠せきそ尾閭びりょ５６９｡(第六問答｢問宝 20｣答 6)｡碩鼠は貪欲の尽きない大鼠で国王を指
す｡尾閭は大海の底にあって絶えず海水を漏らしている穴のことを言う｡[第七章第五節｢文例
8｣参照] 
    ★『詩経』碩鼠篇に､｢碩鼠碩鼠 無食我黍[中略]碩鼠碩鼠 無食我麥[中略]碩鼠碩鼠 無食我
苗｡｣と詠われ､序には｢碩鼠､刺重斂也｡國人刺其君重斂蠶食於民､不脩其政､貪而畏人､
若大鼠也｡｣と苛斂誅求にして民の富を蚕食して飽きない国王を風刺する｡ 




*問典 85)五臣５７０｡(第六問答｢問宝 20｣答 6)｡複数の名臣の組み合わせがあるが､ここでは舜帝に
仕えた五人の名臣､禹う･稷しょく･契せつ･皋陶こうよう･伯益はくえきを指す｡ 
    ★『論語』泰伯に｢舜有臣五人｡而天下治｡｣と記され､『何晏注』で｢孔曰:禹､稷､契､皋陶､ 
伯益｡｣と注される。 
*問典 86)伊尹負𣂰５７１｡(伊尹いいん𣂰かなへを負おひ) (第六問答｢問宝 20｣答 6)｡伊尹は殷の名宰相｡(Cf.
第八章『蒙求』第 281 句) 
    ★『鲁仲連子』に､｢伊尹負鼎佩刀､以干湯､得意､故尊宰舍｡｣と記される｡ 
    ★王褒の｢聖主得賢臣頌｣(『文選』巻四十七所録)に､｢伊尹勤於鼎俎｡(伊尹いいんは鼎俎ていそに勤
つとむ)｣の句有り｡ 
    ★東方朔の｢非有先生論｣(『文選』巻五十一所録)には､｢伊尹蒙恥辱､負鼎俎､和五味以干湯｡
(伊尹いいんは恥辱を蒙こうむりて鼎俎ていそを負おひ､五味ごみを和わして以て湯とう[殷の湯王]に干もとめ)｣の
記述が見出される｡ 
*問典 87)公望垂緘５７２｡(公望こうぼう緘つりを垂たる) (第六問答｢問宝 20｣答 6)｡太公望呂尚は渭水で釣を
している所を周の文王に見出され軍師となる｡(Cf.第八章『蒙求』第 4 句) 







    ★東方朔の｢非有先生論｣(『文選』巻五十一所録)に､｢太公釣於渭之陽以見文王｡(太公たいこう
は渭い[川の名]の陽きたに釣りて､以て文王[周の文王]に見まみゆ)｣と記される｡ 
*問典 88)張良三略５７３｡(張良ちょうりょうが三略さんりゃく) (第六問答｢問宝 20｣答 6)｡漢建国の功臣張良
は､黄石公から兵法武道(太公望の兵法書『黄石公三略』)を学ぶ｡(Cf.第八章『蒙求』第 527 句) 
    ★『漢書』卷四十･張陳王周傳に｢張良字子房[中略]嘗閒從容步游下邳圯上､有一老父[中略]









    ★『論語』先進篇に､｢夫子喟然歎曰､吾與點也｡(夫子喟然きぜんとして歎たんじて曰く､吾は點に與く
みせん)｣や､ 
    ★『論語』子罕篇の｢顔淵喟然歎曰､仰之彌高､鑽之彌堅｡(顔淵､喟然きぜんとして歎じて曰く､之[師
の孔子の徳]を仰げば彌いよいよ高く､之を鑚きれば彌いよいよ堅し)｣(問典 32 の典拠に同じ)の例がある｡ 
    ★｢良久曰｣は､張衡の｢東京賦｣(『文選』巻三所録)に､｢良久乃言曰｡(良やや久しうして乃すなはち
言って曰く)｣という同じ表現がある｡ 
*問典 90)星出星入５７５｡(星ほしに出いでて星に入いり｡) (第七問答｢問宝 21｣問) は下の例に通じる｡ 
    ★『呂氏春秋』察賢篇に｢巫馬期ふばき為單父宰､戴星出､戴星入､日夜不居､以身親之｣と記
される一節を典拠とする｡(Cf.第八章『蒙求』第 241 句) 
*問典 91)櫛風沐雨５７６｡(風に櫛かみけづり雨に沐ぼくす)(第七問答｢問宝 21｣問)｡風雨に晒されながら苦
労して働くことを言い表す｡ 
    ★『荘子』天下篇第三十三の｢禹親自操稾耜而九雜天下之川､腓無胈､脛無毛､沐甚雨､櫛
疾風､置萬國｡(禹は自ら親しく稾耜たくしを操りて天下の川を九雑し､腓こむらに胈しし無く､脛すねに毛無
く､甚雨に沐し疾風に櫛くしけづり､萬國を置たてり)｣に基づく｡ 
*問典 92)日夜在公５７７｡(日夜にちや公ことに在り) (第七問答｢問宝 21｣問)｡官吏が早朝から深夜まで
孜々として公務に励むことを｢日夜在公｣と言う｡ 
    ★『詩経』召南･采蘩に｢被之僮僮､夙夜在公｡(被かつらの僮僮どうどうたる､夙夜しゅくや公に在り)｣に
基づく｡ 
*問典 93)國家之鴻恩５７８｡(國家こっかの鴻恩こうおん) (第七問答｢問宝 21｣問)｡鴻恩は大恩､多くは皇帝
の恩愛のことを言う｡ 
    ★『漢書』匈奴傳下に､｢大化神明､鴻恩溥洽｣と記される｡ 
    ★江淹(444－505)の｢雜體詩三十首｣(『文選』巻三十一所録)に､｢微臣固受賜､鴻恩良未測｡(微
臣びしん固もとより賜たまものを受け､鴻恩こうおん良まことに未だ測るべからず)｣の句が見出される｡ 
    ★『帝徳録』に｢大道濳運､至徳弘宣｡榮光､陽光等輝映､昭晰､普燭､湛恩､鴻恩等汪濊５７９｡｣
という記述例が見出される｡ 
*問典 94)良有以也５８０｡(良まことに以ゆえ有るかな)(第七問答｢問宝 21｣答)｡ 
    ★魏文帝曹丕の｢與吳質書｣(『文選』巻四十二所録)に､｢古人思炳燭夜遊､良有以也｡(古人こ
じん炳燭へいしょくして夜遊やゆうせんことを思おもふ､良まことに以ゆえ有るなり)｣という同一の句が見ら
れる｡ 
*問典 95)迂誕うたん５８１(第八問答｢問宝 22｣問)は､虚言の意｡ 
    ★『史記』孝武本紀に､｢言神事､事如迂誕､積以歲乃可致｣と記される｡ 
    ★顏之推(531－591?)の『顏氏家訓』涉務に､｢其餘文義之士､多迂誕浮華､不涉世務｡(其の餘
の文義の士は､多く迂誕うたんにして浮華ふかなり､世務せいむに涉わたらず)｣と説かれる｡ 
*問典 96)往来５８２｡(第八問答｢問宝 22｣答)｡書簡のやりとりを意味する往来の例は次の通り｡ 
    ★曹植の書簡｢與吳季重書｣(『文選』巻四十二所録)末尾に､｢口授不悉｡往來數相聞｡曹植白｡





*問典 97)喜懼きく５８３｡(第八問答｢問宝 22｣答)｡喜懼は喜び且つ恐れる意､次の例がある｡ 
    ★漢の蔡邕の『讓高陽郷侯章』に｢稽首受詔､怔營喜懼｡(稽首けいしゅして詔みことのりを受け､怔
營せいえい[惶恐不安]して喜懼きくす)｣の句が見出される｡ 
    ★張衡の｢東京賦｣(『文選』巻三所録)に､｢勸德畏戒､喜懼交爭｡(德とくに勸すすみ戒いましめを畏 
おそれ､喜懼きく交こもごも爭あらそふ)｣の表現がある｡ 
*問典 98)自伐５８４｡(自ら伐ほこる) (第九問答｢問宝 23｣答)｡｢伐｣は手柄､ほこること｡ 




問答｢問宝 24｣答 2)｡教え＝真理は人によって弘まり世に流布するの意｡ 
    ★これは『論語』衛霊公篇の｢人能弘道､非道弘人也｡(人能よく道を弘む､道人を弘むるに非ざる
なり)｣を踏まえる表現である｡ 
    ★東晋の干寶(?－336)の｢晉紀５８６總論｣(『文選』巻四十九所録)に､｢豈上帝臨我而貳其心｡將
由人能弘道､非道弘人者乎｡(豈あに上帝じょうてい我[我が晋朝]に臨みて其の心を貳ににするか｡將はた人ひ
と能よく道みちを弘ひろめ､道みちの人を弘むるに非あらざるに由よらんとする者ものか)｣と記される｡ 











    ★『詩経』大雅･抑の｢匪面命之､言提其耳｡｣に対する鄭玄の注に､｢我非但對面語之､親提
撕其耳｡｣と記される｡ 









*問典 103)聖皇せいこう５９１(第十三問答｢問宝 27｣問)は､皇帝･天子の尊称として用いられる｡ 
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    ★揚雄の｢甘泉賦｣(『文選』巻七所録)に､｢聖皇穆穆､信厥對兮｡徠祇郊禋､神所依兮｡(聖皇せ
いこう穆穆ぼくぼく[端正で恭敬]として信まことに厥それ對かなひ[相当]､郊禋こういん[帝王の祭祀]に徠きた[来]り祇つつし
んで､神かみの依よる所なり)｣という表現が置かれる｡ 









*問典 105)控馭こうぎょ５９８｡(第十三問答｢問宝 27｣答 1)｡控馭は控御､自在に馬を操作すること､転じ
て上手く人民を統御する意を示す｡ 
    ★傅毅の｢舞賦｣(『文選』巻十七所録)に､｢遲速承意､控御緩急｡車音若雷､騖驟相及｡(遲速ち
そく意いを承うけ､控御こうぎょ緩急かんきゅう､車音しゃおん雷らいの若ごとく､騖驟ぶしゅ[迅疾行進]して相あひ及ぶ
有り)｣の表現が見出される｡ 
*問典 106)枉法随心５９９｡(法を枉まげて心に随へば)(第十三問答｢問宝 27｣答 1)｡枉法は私意によって
法を曲解適用することを言い､｢枉法徇私(法を枉まげて私に徇したがう)｣の成語と同じ意を示す｡ 
    ★『史記』滑稽傳･優孟傳に､｢又恐受賕枉法､為姦觸大罪､身死而家滅｡(又賕まいないを受け法
を枉まげ､為に大罪に姦觸し､身死して家の滅ぶことを恐る)｣と記される｡ 
    ★『漢書』刑法志には､｢及吏坐受賕枉法､守縣官財物而即盜之､已論命復有笞罪者､皆棄
市｡｣という記述がある｡ 
*問典 107)浮沈ふちん６００(第十三問答｢問宝 27｣答)は､ここでは人の運命の浮き沈みを指す｡ 









*問典 109)尭代九年之水６０２｡(尭ぎょうの代の九年の水) (第十三問答｢問宝 27｣答)｡ 




*問典 110)湯時七載之旱６０３｡(湯とうの時の七載の旱ひでり) (第十三問答｢問宝 27｣答)｡ 
    ★『呂氏春秋』順民に､｢昔者湯克夏而正天下､天大旱､五年不收､湯乃以身禱於桑林[中略]
於是翦其髮､𨟖其手､以身為犧牲､用祈福於上帝､民乃甚說､雨乃大至｡｣と記される｡ 
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    ★七年の説は『淮南子』主術訓の｢湯之時､七年旱､以身禱于桑林之際､而四海之雲湊､千
里之雨至｡｣に見出される｡ 
*問典 111)夏運顛覆６０４｡(夏かの運､顛覆てんぷくす) (第十三問答｢問宝 27｣答)｡ 









*問典 112)殷祚夷滅６０５｡(殷いんの祚そ夷滅いめつす) (第十三問答｢問宝 27｣答)｡ 








*問典 113)周末絶廢６０６｡(周の末絶廢ぜつはいす) (第十三問答｢問宝 27｣答)｡ 





*問典 114)秦嗣早亡６０７｡(秦しんの嗣よつぎ早く亡ぼうぜしこと) (第十三問答｢問宝 27｣答)｡ 









*問典 115)並皆禍起三女６０８｡(並びに皆､禍わざはひを三女さんぢょより起おこる) (第十三問答｢問宝 27｣答)｡ 
    ★問典 111･112･113 で言及した妹喜(末喜まいき･ばっき)･姐己だっき･褒姒ほうじの三女への寵愛
が国家滅亡の起因であるとする｡ 
*問典 116)陽九百六６０９｡(第十三問答｢問宝 28｣答)｡陽九は災厄､易の旱災九年続く時期を言う｡ 
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    ★『漢書』律暦志に｢陽九厄曰:初入､百六､陽九｡｣と説かれる｡ 
    ★曹植の｢王仲宣誄｣(『文選』巻五十六所録)に､｢會遭陽九､炎光中矇｡(陽九ようくに會遭かいそうし
て､炎光えんこう[漢王室]は中なかごろ矇くらし)｣の句有り｡ 
    ★左思の｢呉都賦｣(『文選』巻五所録)に､｢徇蹲鴟之沃､則以為世濟陽九｡(蹲鴟そんし[鳶]の沃こ
えたるを徇ほこりては､則ち以て世よよ陽九ようくを濟すくへり６１０と為す)｣と記される｡ 
    ★同じく左思の｢魏都賦｣(『文選』巻六所録)には､｢于時運距陽九､漢網絶維｡(時ときに運うん陽
九ようくに距いたり６１１､漢網かんもう維つなを絶つ[王政乱れ衰微する])｣の記述も見出される｡ 







    ★『易経』の説卦傳に｢帝出乎震｣の文がある｡ 
    ★西晋の皇甫謐『帝王世紀』に､｢太昊庖犧氏､皰犧氏､風姓也｡蛇身人首､有聖德｡燧人氏
沒､犧代之､繼天而王｡首德於木､為百王先｡帝出於震､未有所因､故位在東方｡主春､象日
之明､是稱太昊｡｣と説かれる 




第 87 句) 








に繋がれた鄒衍の悲嘆に天が感応した故事を指す｡(Cf.第八章『蒙求』第 88 句) 
    ★『淮南子』に｢鄒衍盡忠於燕惠王､惠王信譖而繫之､鄒子仰天而哭､正夏而天為之降霜｡｣
の記述が有る｡ 
    ★『論衡』卷五･感虛には､｢鄒衍無罪､見拘於燕､當夏五月､仰天而哭､天為隕霜｡｣と記す｡ 
    ★曹植の｢求通親親表｣(『文選』巻三十七所録)には､｢譬人之誠不能動天､崩城隕霜､臣初信
之(譬へば人の誠の天を動かすこと能はざるがごとし｡城を崩し霜を隕すこと､臣初め之を信ず)｣と言及さ
れる｡ 
*問典 120)大山徳廣６１７｡(大山だいさん､徳とく廣ければ)(第十四問答｢問宝 30｣答)｡大山は仁徳を譬え 
る６１８｡ 
  ★『論語』雍也に｢知者樂水､仁者樂山､知者動､仁者静｡(智者は水を楽しみ､仁者は山を楽しむ｡






    ★劉琨の｢勸進表｣(『文選』巻三十七所録)に､｢當陽九之會｡狡寇窺窬､伺國瑕隙｡(陽九ようくの
會えに當あたり､狡寇こうこう[狡猾な寇賊]窺窬きゆして､國の瑕隙かげき[隙間]を伺うかがふ)｣の表現有り｡ 





    ★『荘子』人間世篇第四の｢治國去之､亂國就之､醫門多疾｡(治國は之を去り､亂國は之に就つけ｡
醫門には疾やまひ多し)｣に意が通じる｡ 
*問典 123)腥肉集蟻６２１｡(腥なまぐさき肉ししには蟻あり集まる)(第十四問答｢問宝 30｣答)｡ 
    ★『荘子』徐無鬼篇の｢羊肉不慕蟻､蟻慕羊肉､羊肉羶也｡(羊肉蟻を慕はず､蟻羊肉を慕ふ｡羊肉
羶なまぐさければなり)｣に基づく｡ 
*問典 124)萬國競歸王６２２｡(萬國ばんこく競ふて王に歸きす)(第十四問答｢問宝 30｣答)｡ 






    ★『荘子』天地篇第十二の｢夫大壑之爲物也､注焉而不滿､酌焉而不竭｡(夫れ大壑たいがくの物
爲たるや､焉これに注げとも滿たず､焉に酌くめども竭つきず)｣を一つの典拠とする｡ 
    ★更に『荘子』秋水篇の｢天下之水､莫大於海｡萬川歸之｡(天下の水は海より大なるは莫なし｡萬
川ばんせん之に歸す)｣を組み合わせる｡ 
    ★朝宗の語は『尚書』禹貢｢江漢朝宗於海｣に基づく｡ 
*問典 126)妍蚩之像６２４｡(妍蚩けんしの像｡)(第十四問答｢問宝 30｣答)｡美醜の影像のことを言う｡ 
    ★陸機の｢文賦｣(『文選』巻十七所録)に､｢妍蚩好惡､可得而言｡(妍蚩けんし好惡こうお､得て言ふ可
し)｣(文賦 1)と｢混妍蚩而成體｡(妍蚩けんしを混ぜて體を成なす)｣(文賦 13)の二例が見出される｡ 
*問典 127)清水澄湛６２５｡(清水せいすい澄み湛たたふれば)(第十四問答｢問宝 30｣答)｡水が澄み渡って静
謐な様を言う澄湛は珍しい語である｡類同の表現に､次の例を挙げる｡ 
    ★陸機の｢樂府十七首：君子有所思行｣(『文選』巻二十八所録)に､｢曲池何湛湛､清川帶華
薄｡(曲池きょくち何なんぞ湛湛たんたんなる６２６､清川せいせん華薄かはくを帶おぶ６２７)｣の表現がある｡ 





    ★『荘子』知北遊篇第二十二の｢若是者｡外不観乎宇宙｡内不知乎大初｡是以不過乎崐崘､
不遊乎大虛６２９｡(是の若き者[道を言表する者]は､外は宇宙うちゅうを観ず､内は大初たいしょを知らず｡是を以て 






    ★『荘子』天地篇第十二の｢夫道､覆載萬物者也､洋洋乎大哉｡(夫れ道は､萬物を覆載する者な
り､洋洋乎として大なるかな)｣と｢夫道､淵乎其居也､漻乎其清也｡(夫れ道は､淵乎えんことして其れ
居をり､漻乎りょうことして其れ清すむ)｣を想起させる｡ 





















    ★『孝経』序に｢夫子､敷先王之教於魯之洙泗｡門徒三千､而逹者七十有二也｡｣と記される｡ 
    ★『史記』仲尼弟子列伝には､｢孔子曰､受業身通者七十有七人､皆異能之士也｡｣と七十七
人の説が述べられる｡ 









    ★司馬相如の｢喻巴蜀檄｣(『文選』巻四十四所録)に､｢延頸舉踵喁喁然｡皆嚮風慕義､欲為臣
妾｡(頸くびを延のべ踵くびすを舉あげ６３９､喁喁ぎょうぎょう然ぜん６４０として､皆みな風かぜに嚮むかひ義ぎを慕した６４１









    ★班固の｢兩都賦：東都賦｣(『文選』巻一所録)には､｢揚緝熙､宣皇風｡登靈臺､考休徵｡(緝熙
しゅうき[光明を集める]を揚げ皇風こうふうを宣のべ､靈臺れいだい６４３に登りて､休徵きゅうちょうを考ふ)｣と記され
る｡ 
    ★張協の｢七命｣(『文選』巻三十五所録)に､｢蓋有晉之融皇風也､金華啓徵｡(蓋けだし有晉ゆうし
ん[晉王室]の皇風こうふうを融ゆう[融合通達]するや､金華きんか徵ちょうを啓ひらき[金德の瑞徵を示す])｣｢皇風載韙､
時聖道醇｡(皇風こうふう載すなはち韙よ[善･美好]く､時聖じせい道みち醇あつし)｣という文例が見られる｡ 







これらの全 135 事例の出典元を整理してみると､ 
五  経 
『易経』5 例    『詩経』5 例  『書経(尚書)』5 例 
『礼記』6 例  『春秋』1 例 
儒  教 
『論語』14 例  『孝経』1 例  『荀子』1 例 
『呂氏春秋』3 例  『春秋左伝』2 例 『論衡』1 例 
老  荘 
『老子』6 例  『荘子』18 例 
道  教 
『列子』3 例  『文子』1 例   『抱朴子』1 例 
『列仙伝』1 例  『老子西昇経』1 例 
諸  子  等 
『淮南子』3 例  『韓非子』4 例  『山海経』1 例 
『列女伝』1 例  『千字文』2 例  『顔氏家訓』2 例 
歴  史 
『史記』15 例  『漢書』7 例  『後漢書』5 例 
『晋書』2 例  『西京雑記』1 例 『帝王世紀』1 例 
詩 文 等 
『文選』の諸作 全 90 例  その他 4 例  不明 2 例 
『帝徳録』(『文鏡秘府論』北巻所録)  6 例 
という結果にまとめられる｡ 
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様々なジャンルの文を収録した『文選』の諸文の全 90 例が､数量としては圧倒的に多い｡ 
また､｢五経･儒教｣｢老荘･道教｣｢歴史｣の各分野に幅広く典拠を求められることが理解できる｡
個別に見れば､ 










  ※仏教礼賛･天皇讃美の平板な表現に陥ることを避け 
  ※歴史上の故事や詩文への言及を通して､直接的には言い表し難い禁忌にも触れつつ 
  ※作者･登場人物･読者の全てが共有する認識コード(故事典拠)を活用して 




  ◎美しい文章によって､真正な内容を､適切に表現する 
実践が是とされ､天皇以下､詩文の作成に精力が傾注されていた時勢を反映するものである｡(第
一部第二章参照)｡ 
 そして､これらの 135 の事例の典拠の文を精読すれば､そこに多く表現されるのは 















  ※国家(王法･世俗権力)と仏教(仏法･聖なる権威)の相違･相剋､二極に分化した対立の構造 
と､それを止揚するもう一段階上部レベルの 
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  Ⅰ『宝鑰』全体の教相判釈にリンクする三教の優劣の論題 
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  〇仏･道･儒の三教の教えの独自性と価値を認めつつ 
  〇そこに教えの浅深･本末･優劣の厳然たる違いを認識し 
  〇未達の教えを全否定･排除せず 






































































































    第一問答 
  ｢前来聖帝賢臣｣｢鎭押國家｣｢天下版盪｣｢公私｣｢傾國｣｢大鵬｣｢穹昊｣｢騏麟鸞鳳｣ 
｢帝之稱首者尭舜｣｢臣歎元凱｣｢麟鳳一見則天下大平｣｢聖君出世四海無為｣｢一人垂拱｣ 
｢聖君希遇｣｢賢佐難得｣｢尭舜不再生天下之主何無｣｢元凱不更出率土之臣豈休｣ 


































































































































  ※天皇の玉体と叡慮､その聖俗両面の行動と施策､さらに臣下の統治機構全体を指し示す 
という理解の上に立ち､｢十四問答｣は､ 
  〇法師と公子のそれぞれの立場が､対話の過程で密かに止揚されて 
  〇万機を統帥する天皇の視座に接近し 












































































































































































２小田慈舟『十巻章講説』下 p.932   
３数学的な定義は､二つの定点 F(focus)､F’からの距離の和が一定である点 P(point)の軌跡を｢楕円｣とする｡
(点 F(focus)，F’を 焦点と呼ぶ)    
４『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.432  
５同上､定本巻三 pp.130-131､弘全一 pp.432-433  
６六神通｡阿羅漢･仏菩薩の具する超自然的能力｡1 神足通(自在にどこへでも到達できる)､2 天眼通(あらゆる












『十巻章講説』下 p.917 参照） 
１２鎮め押さえて平定すること､国家を鎮護すること 
１３｢利濟｣は衆生に安楽の利益を与え抜苦救済すること 
















































伝』定本巻一 p.115､弘全一 p.48  
３６Cf.｢蝸角民盲羅睺｡蚊睞族聾大鵬｡(蝸角かかくの民たみは羅睺らごに盲めしひ､蚊睞ぶんぼうの族[=蟭螟]は大鵬














































５４『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
５５｢思｣の字は具体的な意味を持たない､｢休ﾔｽﾒﾉ字也｣(頼瑜『秘蔵寶鑰勘註』巻三 p.59）  
















那崛多訳『佛本行集經』大正 3・671 下 
６５Ex.｢彼薄伽梵滅度之後｡正法住世滿一千年｡廣布舍利流遍供養｣菩提流志訳『大寶積經』大正 11・241
中 
６６『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 pp.434-435  
６７北極星は不動の固定点として天空の中央に在り続けるから､皇居･天子を北辰と呼ぶ｡Cf.｢子曰､為政
以徳､譬如北辰居其所､而衆星共之(子曰く､政を為すは徳を以てす｡譬へば北辰の其の所に居りて､衆星の之を共
むかふが如しと)｣『論語』為政第二   
 






















７７『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
７８同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435   
７９Ex.『老子』第四十一章｢大方無隅｡大器晩成｡大音希聲｡大象無形｡道隠無名｣   
８０Ex.『老子』第四十一章｢明道若昧､進道若退､夷道若纇｡上德若谷､大白若辱､廣德若不足｣   
８１Ex.『老子』第四十五章｢大成若缺､其用不弊｡大盈若沖､其用不窮｡大直若屈､大巧若拙､大辯若訥｣   
８２Ex.『老子』第六十五章｢常知楷式[古人の規範を心得る]､是謂玄徳｡玄徳深矣､遠矣｣及び第五十六章｢知者
不言､言者不知｡塞其兌､閉其門､挫其鋭､解其紛､和其光､同其塵｡是謂玄同｣   












劍其上､視之者精芒炫目｡遣使送一劍並土與華､留一自佩｣となっている   
８９『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435   


















































猩能言是」慧琳撰『一切經音義』大正 54・593 下 




かの郷が集合してその最大のものが｢県｣(都郷)となった｡日本では､715 年から 740 年頃まで 50 戸一里の
里を｢郷｣としその下に二･三の里を置いたが､740 年頃里は廃止され郷制に移行した｡以後､地方行政の末











たやすく他人の腫脚はれあしを發露あらはさむ｡)｣『三教指帰』巻中､定本巻七 pp.55-56､弘全三 p.334  




























































































定本巻八 p.193､弘全三 p.541 
１５７『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438   
１５８Cf.開経偈(則天武后[在:690-705]が『八十華厳経』の完訳に際し之を歓喜して作したと言われる)｢無上甚深微
妙法｡百千萬劫難遭遇｡我今見聞得受持｡願解如來眞實義｣に通じる   
１５９Cf.｢諸佛興出世 懸遠値遇難 正使出于世 説是法復難 無量無數劫 聞是法亦難 能聽是法者 斯人亦
復難 譬如優曇華｣『添品妙法蓮華経』大正 9・143 上  
１６０Ex.｢[愛法梵志]破骨剥皮以血寫偈<如法應修行 非法不應受 今世亦後世 行法者安隱>」『大智度論』
大正 25・178 下   
１６１三千大千世界に充満するあらゆる種類の珍法を以て佛菩薩に布施して供養するよりも､仏の正法の









心無惓｡于時奉事經於千歳｡爲於法故｡精勤給侍令無所乏｡｣『妙法蓮華経』大正 9・34 下   
１６４一切衆生喜見菩薩は､日月浄明徳如来より『法華経』を受持して､楽って苦行し精進経行して現一切
色身三昧を得た｡歓喜して仏と『法華経』を供養する為に､自ら諸々の香を服し身体に香油を塗り焼身し














１６８曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・450 上－451 上  
１６９中田祝夫『改定新版 東大寺諷誦文稿の国語学的研究』風間書房､1979 年､p.199  































讃曰｡善哉大釋子｡勇猛讀法華｡不久得成佛｡利益諸有情｣僧詳『法華傳記』大正 51・78 中   
１８７参照､中村圭志『宗教のレトリック』2012 年､トランスビュー､pp.24-35､212-220 










１９２『宝鑰』定本巻三 p.137､弘全一 pp.438-439  
１９３法琳撰『破邪論』大正 52・476 下－477 上 
１９４Ex.｢老子西昇經云｡吾師化遊天竺善入泥洹｡符子云｡老氏之師名釋迦文｡直就孔老經書師敬佛處文證
不少｣法琳撰『破邪論』大正 52・477 上 
１９５｢深坑｣は直接的には地獄を指す｡Ex.｢所謂地獄深坑｣『八十華厳経』大正 10・272 上 
 




































２１８吉藏撰『勝鬘寶窟』大正 37・86 下  
２１９道宣撰『廣弘明集』大正 52・257 下  
２２０法琳撰『破邪論』大正 52・482 中  












































所成の眷屬と自受法樂の故に此の三密門を説きたまふ)」『大日経開題(大毗盧遮那)』定本巻四 p.31､弘全一 p.658 
２３７『宝鑰』定本巻三 p.139､弘全一 p.440  



















を揆りて罪を科すること｣という詔勅が記載される｡参照､『続日本紀』巻七､『國史大系』第 2 巻 p.104
及び福島行一｢日本霊異記下巻第三十八縁に就て｣『藝文研究』通号第 10､1960 年､pp.1-9 の p.1 
２５２小田慈舟『十巻章講説』巻下､pp.932-933 及び勝又俊教『<仏典講座 32>秘蔵宝鑰』p.216 参照 




利養而作沙門｡九爲欲求未來王位而作沙門｡十眞實心而作沙門｣『守護国経』大正 19･572 下  












































を忘るるは仁人の務むる所なり)｣｢請赦僧中璟罪｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.66､弘全三 p.445  











２７３第三節の問典 108 を参照のこと 
２７４『史記』夏本紀に説かれる(後の問典 109 の文例) 
２７５『呂氏春秋』順民及び『淮南子』主術訓に典拠が見出される｡(第三節の問典 110 の文例) 
２７６本章第三節の問典 111 を参照のこと 
２７７本章第三節の問典 112 を参照のこと 
 




２７８本章第三節の問典 113 を参照のこと 






明』p.180 参照   




２８５『漢書』律暦志の所説に拠れば､4617 年を号して一元とし､その一元に入って 106 年を｢陽九之厄｣
と言う｡『禮記正義』では､4560 年を以て一元として､最初の 106 年目に陽九(旱九年)､次の 374 年目に陰













２９０『十住心論』巻二､定本巻二 pp.80-92｡資料編の比較対照表 pp.19-20 参照｡この引用部分は第五章第
三節に､『十住心論』中の問答体の事例(問 7)として一部を紹介している 
２９１不空訳『佛爲優填王説王法政論経』 
２９２『宝鑰』定本巻三 pp.141-142､弘全一 pp.442-443  
２９３仏法が果たして国家にとって有益であるか無益であるか､という論点   
２９４Cf.｢見諸衆生嬰惑病 而興廣大悲愍心 以智慧藥悉除滅 此大醫王之住處｣『八十華厳経』大正 10・
424 中  
２９５大聖大覺の仏陀がこの世に出現するのは､必ず大慈と大悲によるの意   
２９６Cf.｢觀音即是四等｡謂慈心欲與樂｡悲心欲拔苦｡喜心慶脱苦得樂｡捨心修於平等｡普門即是四攝｡攝取
衆生｡｣吉藏撰『法華玄論』大正 34・448 中  
２９７仏や菩薩が衆生の生死の苦界に輪廻転生する苦しみを開放して救済すること   
２９８Cf.｢大慈與一切衆生樂｡大悲拔一切衆生苦｡大慈以喜樂因縁與衆生｡大悲以離苦因縁與衆生｡｣『大智





巻中六 p.214 参照） 
３００Cf.同趣意の文､｢發此大慈大悲心｡大慈能與藥大悲能拔苦｡拔苦與樂之本不如絶源(大慈大悲の心を發
すべし｡大慈は能く藥を與へ大悲は能く苦を拔く｡拔苦與樂の本、源を絶たんには如かず)」『三昧耶戒序』定本巻





者は浅い顕教が示される｡(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻中六 p.214 参照） 
 










以愛火故而競入 不知焔炷燒然力 委命火中甘自焚 世間凡夫亦如是 貪愛好色而追求 不知色欲染著人 還







３１０三悪趣の苦界に堕して､久遠の間､呵責され続ける苦痛の極み｡三途の極苦   
３１１善因楽果の道理を説いて､衆生済度の道を示す(抜苦与楽の与楽)こと  















とえに人の盡力に依存すると言い､第十問答の｢法は人に資よって弘まり人は法を待って昇る｣の再説   
３２０法燈を伝承すること｡師資相承して仏法を伝承し､断絶無きよう維持し弘宣する重要性を述べる   
３２１仏道に入りて出家し､剃髪して相貌を僧形に改めることを言う   
３２２｢放｣は解放の義｡支配下･管轄下にある人民･奴婢下僕･子弟子女などへの俗世間的な束縛を解き､出








示導衆生永劫無上慧眼｡慧眼之性[中略]畢成佛道｣(大正 4・376 中－下)と記されるに対応する  
３２６仏法有るが故に[即ち仏･法･僧の三宝が不断に伝承されてきたから]、衆生は仏の法教に依って覚りの眼を開
くこと[即ち修行の果を得ること]が出来るの意   
３２７淨眼･慧眼を得て仏の正しい道を実践し､仏法の大道を過たずに進むが故に､究極的には涅槃寂静･





巻三 pp.120-121､弘全一 p.424  
  
















使書｣『性霊集』巻五､定本巻八 p.78､弘全三 p.454  
３３７Cf.｢喩如雪山雖復成就種種功徳多生諸藥｡亦有毒草｡諸衆生身亦復如是｡雖有四大毒蛇之種其中亦有
妙藥大王｡所謂佛性｡｣曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・411 中及び｢致令雪山採藥爭收毒草｡深水求珠競
持瓦礫｣法琳撰『辯正論』大正 52・493 上 
３３８仁徳広大なる大山には薬草と毒草も入り混じって生い茂る｡善悪の二法が両存することを､｢藥毒雜
生｣が比喩的に表現する   
３３９Cf.｢下觀大海悉見水性魚鼈黿鼉龜龍之屬」曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・374 下  










































３６０虚空の万有包含の徳と対比させて､大地能生の地母(羅 Terra Mater／英 Mother Earth)的特性を説く  
３６１百草は多くの草､百は満数で全ての草の義(｢百草總名亦衆也｣窺基撰『妙法蓮華經玄賛』大正 34・782 中)｡
ここでは大地より萌え出でる全ての草木花卉を｢百草｣と言い表す  
３６２『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
３６３師孔子の教えの奥義に達した者   
３６４濫行は節度を失うこと､乱暴･不埒な振る舞いで､仏教の正行に反する行為｡悪事濫行･不義濫行･濫
悪のこと   
３６５純善は純一に善であること､雑味のない純粋無垢なる善性（仏:la bonté à l état pur）   











り)｣法琳撰『破邪論』大正 52・483 中   
３７１Ex.｢虞舜者､名曰重華｡重華父曰瞽叟[中略]舜父瞽叟盲､而舜母死､瞽叟更娶妻而生象､象傲｡瞽叟愛後
妻子､常欲殺舜｡舜避逃｡及有小過､則受罪｡順事父及後母與弟､日以篤謹[中略]舜父瞽叟頑､母嚚､弟象傲､皆














聚空無所獲｡乃至不得一法之利｡以放逸故惡知識故｣(曇無讖訳『大般涅槃経』大正 12・561 下） 
３７６『宝鑰』定本巻三 pp.143-144､弘全一 p.444  




等｡皆變爲金｡｣菩提流志訳『不空羂索神變眞言経』大正 20･251 下－252 上   
３７９『守護國界主陀羅尼経』巻十阿闍世王授記品（大正 19・571 下－）  
３８０「爾時迦葉波佛爲訖哩枳王｡重説偈言 <貧畏不活而剃落 言得敬養脱貧窮 散亂高擧務多財 内虚不實
如蘆葦 煩惱眷屬所迷醉 斯人遠離大菩提 如負眞金翻棄捐 拾薪荷擔生歡喜 名利縈纒増嬾惰 惰増滅盡淨
信心 信心既滅淨戒無 無戒斷滅人天果 闌若閑林自安處 本求名利及親知 遠離戒定智慧心 但依豪貴親
識住 自求三惡及八難 貧窮下賤邊地生 譬如生盲至寶洲 取石棄於如意寶 放逸馳蕩増勝負 遠離戒行正念
心 墮阿鼻獄極怖中 經倶胝劫難解脱 内心恒爲求名稱 身口現説爲菩提 如鳥飛空遇猛風 飄落生死大苦海 
 
 




薄福耽染天人女 破戒遠離善業因 佛教皆爲欲火燒 如須彌山遇劫火 無菩提味唯求利 恒爲人説求菩提 心
不住於解脱中 如獼猴得堅椰子 如來爲求正法寶 投身懸崖大火坑 既聞法已隨順修 怨親平等皆慈濟 云何






経』大正 19・573 中－下  
３８１『守護國経』の経文を是非知りたい思う者は､この経を閲覧して確かめられるの意  
３８２フランス語の camouflage､déguisement の訳語 
３８３『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435   
３８４同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
３８５同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435   
３８６参照､大津透『律令国家と隋唐文明』pp.78-79  
３８７憂国概念が天皇と結びつく事態は､後世､昭和の作家三島由紀夫の事例に顕著に観察される  
３８８｢奉爲國家請修法表｣『性霊集』巻四､定本巻八 p.54､弘全三 p.436 
３８９聖徳太子制定の『十七条憲法』の第三条に｢君則天之｡臣則地之｡天覆臣載｡四時順行｡萬氣得通｡地
欲覆天｡則致壞耳｣と記される  
３９０『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 pp.435-436   
３９１同上､定本巻三 pp.132-133､弘全一 p.434  
３９２同上､定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438   
３９３同上､定本巻三 p.138､弘全一 p.439   
３９４同上､定本巻三 pp.141-142､弘全一 pp.442-443  
３９５同上､定本巻三 pp.138-139､弘全一 pp.439-440  
３９６同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
３９７同上､定本巻三 pp.136-137､弘全一 p.438   
３９８同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.438   
３９９同上､定本巻三 p.137､弘全一 pp.438-439  
４００同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437   
４０１同上､定本巻三 pp.136-137､弘全一 p.438   
４０２同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435   
４０３同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.443  
４０４同上､定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
４０５同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
４０６同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.439  
４０７同上､定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
４０８同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
４０９同上､定本巻三 pp.133-134､弘全一 p.435   
４１０瞿曇僧伽提婆訳『中阿含経』大正 1・656 下  
４１１求那跋陀羅訳『雜阿含経』大正 2・266 中  
４１２求那跋陀羅訳『大法鼓経』大正 9・296 下  
４１３『宝鑰』定本巻三 pp.139-140､弘全一 pp.440-441  
４１４同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４１５同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435   
４１６同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
４１７同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
４１８同上､定本巻三 p.133､弘全一 pp.434-435  
４１９同上､定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
４２０同上､定本巻三 p.133､弘全一 pp.434-435  
４２１同上､定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
４２２同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
 
 





４２４『宝鑰』定本巻三 pp.142-143､弘全一 p.443  
４２５同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.443  
４２６同上､定本巻三 p.132､弘全一 pp.433-434  
４２７同上､定本巻三 p.134､弘全一 pp.435-436   
４２８同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436 
４２９同上､定本巻三 pp.135-136､弘全一 p.437   
４３０同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.438   
４３１同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
４３２人王の法(王法)と仏法の禁戒とは､その対象となる具体的な事象は異なるけれども､その意義は相通
じる所があるという意 
４３３『宝鑰』定本巻三 pp.143-144､弘全一 p.444 
４３４大津透『律令国家と隋唐文明』pp.104-105  











４４１『宝鑰』定本巻三 pp.130-131､弘全一 pp.432-433  
４４２衆色は各種の色彩｡炫耀は閃耀･照耀の意 bright､shining  
４４３照爛は燦爛に類同｡龍鱗は龍の鱗甲｡[李善注]郭璞曰:如龍之鱗彩也  




４４６『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.432  




４４９『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５０同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５１同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５２同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５３同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５４同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５５『荘子』内篇逍遥遊篇第一､pp.8､10 
４５６『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５７同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４５８『荘子』雑篇則陽篇第二十五､pp.150-151 
４５９『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４６０『荘子』内篇逍遥遊篇第一､pp.9､11 













４６７『宝鑰』定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４６８同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433  
４６９同上､定本巻三 p.132､弘全一 p.433  






４７５『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.433  




４７８『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.433  












４８１『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.433  
４８２参照､神塚淑子『道教経典の形成と仏教』名古屋大学出版会､2017 年､pp.4-5 及び前田繁樹『初期道
教経典の形成』第三章｢老子西昇経の研究｣汲古書院､2004 年  
４８３『宝鑰』定本巻三 p.132､弘全一 p.433  
４８４同上､定本巻三 p.132､弘全一 p.433  
４８５同上､定本巻三 p.132､弘全一 p.433  
４８６同上､定本巻三 p.132､弘全一 p.433  
４８７同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
４８８『老子』pp.61-62 
４８９諸本の間で｢夷｣｢微｣の位置が入れ替わる場合がある｡『老子』p.63 注 3 参照 







４９５同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
４９６『荘子』雑篇外物篇二十六､pp.214-215 
４９７『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.434  









５０１『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
５０２江水は大河の水流｡逆流は倒流する水 countercurrent｡[李善注]言能令二水逆流上潮､二也  
５０３衍溢は水が滿ち溢れること｡漂疾は迅疾の意  
５０４洪は大水 flood｡淋淋は滴り落ちる drip の意､亦た山水の奔流する様  
５０５浩浩は水の勢いの盛大な様｡溰溰は潔白の様  
５０６『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
５０７同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
５０８同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
５０９南斗は南斗六星(いて座の上半身と弓の一部から成る)｡[劉淵林]天官星占曰:南斗主爵祿､其宿六星｡春秋
說題辭曰:南斗為吳  
５１０『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.434  
５１１同上､定本巻三 p.133､弘全一 pp.434-435  
５１２同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５１３同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５１４同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５１５この書は奈良時代に既に日本に伝わっていたとされる｡『弘法大師空海全集(筑摩版)』第五巻､p.794
注 1 参照  
５１６『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.238､弘全三 p.198 
５１７『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５１８同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５１９『荘子』外篇秋水篇第十七､pp.310-314  
５２０『宝鑰』定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５２１同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５２２同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５２３同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５２４同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５２５同上､定本巻三 p.133､弘全一 p.435  
５２６眄は横目で見る意｡顧眄は振り返って流し目を送ること｡遺は贈る､送交の意｡光采は光彩､ここでは
眼差しの光亮華麗なことを言う  
５２７『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435  
５２８『荘子』雑篇列御寇篇第三十二､pp.441-442   
５２９『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435  
５３０同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435  




５３３『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435  
５３４同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435  
５３５同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435  
５３６同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５３７同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５３８同上､本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５３９『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.234､弘全三 p.194 
５４０『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５４１暫勞永逸は一時的な辛苦を長久なる安逸に取り換える意の成語  
５４２『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５４３同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５４４同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５４５『千字文』岩波文庫､岩波書店､1997 年 pp.147-148  
５４６『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５４７同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
 




５４８同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５４９同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.436  
５５０『礼記』經解篇の典拠の指摘は頼瑜『秘蔵寶鑰勘註』巻三 p.67 による   
５５１『宝鑰』定本巻三 pp.134-135､弘全一 p.436  
５５２同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.436  
５５３同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５５４同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５５５同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５５６同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５５７同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５５８Cf.｢如何不療己身之膏肓｡輙爾發露他人之腫脚｡(如何いかんぞ己おのが身の膏肓こうこうを療せずして､輙爾
たやすく他人の腫脚はれあしを發露あらはさむ｡)｣『三教指帰』巻中､定本巻七 pp.55-56､弘全三 p.334  
５５９『宝鑰』定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５６０同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５６１求は尋找｡疵は欠点｡吹毛求疵は毛を吹いて傷を探すように僅かな過失を見逃さないことを言う｡
[李善注]韓子曰:古之人君大體者､不吹毛而求小疵､不洒垢而察難知 
５６２『宝鑰』定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５６３『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.228､弘全三 p.189 
５６４『宝鑰』定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５６５同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
５６６同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５６７『荘子』外篇在宥篇第十一､pp.63-64 
５６８同上､外篇天地篇第十二､pp.154-156 
５６９『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７０同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７１同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７２同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437 
５７３同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７４同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７５同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７６同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７７同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７８同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５７９『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.235､弘全三 p.196 
５８０『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５８１同上､定本巻三 p.136､弘全一 p.437  
５８２同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.438  
５８３同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.438  
５８４同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.438  
５８５同上､定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
５８６晉紀は干寶の著述した国史『晋紀』二十巻｡論は論評  
５８７『宝鑰』定本巻三 p.138､弘全一 p.439  
５８８指南は教導する師｡[薛綜注]言己之惑､不知南北､今先生指以示我､我則足以三隅反也｡善曰:桓譚上便
宜曰:管仲､桓公之指南  
５８９『宝鑰』定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
５９０同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
５９１同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
５９２同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
５９３乞匄は求乞の意､亦た給予･施與｡攜養は宦官の子無き者が他人を收養して養子とすること 










５９８『宝鑰』定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
５９９同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６００同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０１同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０２同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０３同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０４同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０５同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０６同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０７同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  
６０８同上､定本巻三 p.140､弘全一 p.441  








６１３『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.441  
６１４『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.223､弘全三 pp.183-184 
６１５『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
６１６同上､定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
６１７同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.443  
６１８宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻中七 p.220 参照  
６１９『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２０同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２１同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２２同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２３同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２４同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２５同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２６曲池は曲折回繞する形の池のことを言う｡湛湛は水を豊富に湛えて深い様 
６２７清川は清澄なる水の流れ｡華薄は花草の叢生する處のこと｡水辺に花草が咲き乱れると言う 
６２８『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６２９『荘子』外篇知北遊篇第二十二､pp.579-580 
６３０『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  




６３５『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６３６同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
６３７同上､定本巻三 p.143､弘全一 p.444  







６４２『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  
 






６４４『文鏡秘府論』北巻､定本巻六 p.240､弘全三 pp.199-200 
６４５『宝鑰』定本巻三 pp.138-139､弘全一 pp.439-440  
６４６同上､定本巻三 p.120､弘全一 p.424  
６４７同上､定本巻三 p.123､弘全一 p.426  
６４８同上､定本巻三 p.129､弘全一 p.431  
６４９『三教指帰』巻下､定本巻七 pp.84-85､弘全三 p.355 
６５０『宝鑰』定本巻三 p.134､弘全一 p.435   
６５１同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437  
６５２同上､定本巻三 p.137､弘全一 pp.438-439  
６５３同上､定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438   
６５４同上､定本巻三 p.137､弘全一 p.438   




(堀内規之博士のご教示に依る)   
６５７『宝鑰』定本巻三 p.130､弘全一 p.432  
６５８同上､定本巻三 p.135､弘全一 p.437   
６５９『心地観経』所説の四種の恩で､父母･衆生･国王･三宝の恩を言う｡Ex.｢世出世恩有其四種｡一父母恩｡
二衆生恩｡三國王恩｡四三寶恩｡如是四恩」般若訳『大乗本生心地観経』大正 3・297 上 
６６０『宝鑰』定本巻三 p.136､弘全一 pp.437-438   
６６１同上､定本巻三 pp.137-138､弘全一 p.439  
６６２同上､定本巻三 pp.141-142､弘全一 pp.442-443  
６６３同上､定本巻三 pp.142-143､弘全一 p.443  
６６４『十住心論』定本巻二 pp.4-5､弘全一 p.126   
６６５『宝鑰』定本巻三 pp.120-121､弘全一 p.424 
６６６同上､定本巻三 p.121､弘全一 pp.424-425  
６６７同上､定本巻三 p.134､弘全一 pp.435-436   
６６８暫勞永逸は一時的な辛苦を長久なる安逸に取り換える意の成語  
６６９興膳宏｢『帝徳録』に見る駢文創作の理論｣『中国文学理論の展開』所録､p.408 






６７３『宝鑰』定本巻三 p.167､弘全一 p.465  





６７６『宝鑰』定本巻三 p.115､弘全一 p.419   
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*新譯華嚴経１一部    四十卷  六百一十二紙 
大乗理趣六波羅蜜経２一部 十卷  一百六十紙 
守護國界主陀羅尼経３一部 十卷 
造塔延命功徳経４一卷 
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◆松長有慶｢護國思想の起源｣『印度學佛教學研究』通巻第 29 號､1966 年､pp.69-78 






































































   〇竺法護訳『大哀経２８』(大正 No.0398) 
   〇曇無讖訳『大方等大集経』(大正 No.0397)陀羅尼自在王菩薩品２９ 












































 ★『守護国経』陀羅尼品第二之二の五字陀羅尼｢唵吽惹護平娑 ｣と五仏･五色の観 






















     ※｢如微塵｣｢恒沙諸佛｣｢成佛之法｣という『諸仏境界摂真実経』独自のもの 


















◎五大の比喩５４           ◎因･根･究竟の三句と如実知自心 
◎心･虚空･菩提の無二一体   ◎廻向輪陀羅尼５５ 
◎迦樓羅秘密観５６    ◎五字･五仏･五色   
◎五種三昧               ◎守護国界主陀羅尼(唵字陀羅尼母５７) 








   ★大乗(顕教)的要素と密教的要素 

































※陀羅尼門に転じて一切陀羅尼の母である守護国界主陀羅尼７０   
が説かれる｡ 
そして､菩薩の明炬･瓔珞･先導･室宅であるこの陀羅尼門に住して､ 
































































































































































  〇｢金剛頂宗経９８｣が 『真実摂経』『略出念誦経』『瑜祇経』『理趣経』以下省略 








































































  ＊一金剛頂業一人 
     應學十八道一尊儀軌｡及『守護國界主陀羅尼經』一部十巻 
   一胎蔵業一人 
     應學十八道一尊儀軌｡及『六波羅蜜經』一部十巻 
     右二業人應兼學『三十七尊禮懺經』一巻｡『金剛頂發菩提心論』一巻｡『釋摩訶衍論』
一部十巻。 
   一聲明業一人 


























































































 *阿 聲呼阿※ 名｡表法身名字｡即是聲字也｡法身有何義｡所謂法身者｡諸法本不生義｡即是實














  *陀羅尼母所謂唵 字[中略]一婀 字者是菩提心義是諸法門義｡亦無二義亦諸法果義｡亦是性
義是自在義[中略]又法身義[中略]三世諸佛皆觀此字而得菩提｡故爲一切陀羅尼母｡一切菩薩從此
而生｡一切諸佛從此出現｡即是諸佛一切菩薩諸陀羅尼集會之處１４９｡ 
  *唵字即是一切法門｡亦是八萬四千法門寶炬關鑰｡唵 字即是毘盧遮那佛之眞身｡唵字即是一
切陀羅尼母｡從此能生一切如來｡從如來生一切菩薩１５０｡ 
に呼応して､ 






驚かしたまふ｡)  －『声字義』 
は､『守護国経』陀羅尼品第二之二の菩薩三十二不共事業の冒頭に置かれる 
  *若見一切愚癡重闇長眠大夜無智衆生｡便以智慧先自覺察｡復以智慧覺悟一切愚癡衆生１５３｡(若






















賀 ･阿 ･汙 ・麼 四字の字相・字義の両局面から解き明かす｡諸法の根源である法身如来を











  *陀羅尼母所謂唵 字｡所以者何｡三字和合爲唵 字故｡謂婀 烏 莽 ｡一婀 字者是菩提
心義是諸法門義｡亦無二義亦諸法果義｡亦是性義是自在義｡猶如國王黒白善惡隨心自在｡又法




種攝彼諸法無不括１６１｡(此の吽 は四字を以て一字を成ず｡所謂四字とは､阿 ・訶 ・汙 ・麼 なり｡阿








切の内外･大小･権実･顯密等の教を摂するに摂せざる所無し｡) －『吽字義』  
も､『守護国経』の｢唵 字即是一切法門｡亦是八萬四千法門寶炬關鑰１６３｡(唵 字は即ち是れ一切の法
門なり｡亦た是れ八萬四千の法門の寶炬關鑰なり)｣に呼応していると言えよう｡ 
 上の｢三字和合爲唵 字(三字和合して唵 字と爲る)｣の経文は､『吽字義』の四字実義の離釈の説
段で経証に引かれる｡順序を一部前後させて列挙すれば 























































































































































































































この『宝鑰』所引の重要な一説 E4 を､『十住心論』では空海自身の言葉による総括部分 F.
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三. 三字和合の一字真言唵 字の大日三身 
四. 一切教法･一切諸仏菩薩の根源である唵 字の功徳 
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★因縁は『吽字義』で｢所謂賀 字是因義也｡梵云係怛嚩 二合即是因縁義２１２｣と定義され 








★第九住心の教体として一の 字及びそこから派生する真言(四字和合の )が定立される 
★第九住心深秘釈では､｢普賢＝金剛薩埵｣の心真言 を説き､これを真如の根源(｢真言法教






















































 *普賢菩薩｡以偈頌曰<於此蓮華藏 莊嚴世界海 一切妙寶藏 種種淨光明[中略]是故蓮華藏 世
界海莊嚴 一切虚空界 光明遍充滿[中略]於此蓮華藏 世界海之内 一一微塵中 見一切法界 一

































































































































































   








































































































内容 テクスト 十住心論 秘蔵宝鑰
極無自性心｡今釋此心有二種趣…斯則華嚴三昧之大意
































































































































































































































































































































１般若訳『大方廣佛華厳経(四十華厳)』大正 10・661 上－851 下  
２般若訳『大乘理趣六波羅蜜多経』大正 8・861 上－917 中  
３般若･牟尼室利訳『守護國界主陀羅尼経』大正 19・525 上－577 上  
４般若訳『佛説造塔延命功徳経』大正 19・726 上－728 上   
５『御請来目録』定本巻一 p.19､弘全一 p.84 













伝』定本巻一 p.74､弘全一 pp.9-10 
１５『秘密曼荼羅教付法伝』定本巻一 pp.74-112､弘全一 pp.9-39 




２０高木訷元､同上 p.17  
２１『宋高僧傳』大正 50･737 中｡華厳･密教の融合については高木訷元､p.17 参照 
２２小野塚幾澄｢守護経と大日経との関係｣p.90  
２３高木訷元｢『守護国界主陀羅尼経』解題｣p.20 に記載  
２４『宋高僧傳』巻三の｢釋牟尼室利[中略]十九年徒崇福醴泉寺｡復於慈恩寺請行翻譯事｡乃將奘師梵本｡出
守護國界主陀羅尼經十卷｣(大正 50･721 上)という記事に符合する  
２５如来蔵経典との思想的関係から同じく『守護国経』のインド成立を主張する説もある｡高田仁覚｢密教




２８大正 13･409 上－452 上  
２９大正 13･5 中－28 中  
３０『守護国経』大正 19･532 上－565 中  
３１頼富本宏｢般若三蔵の密教｣p.63  
３２高田仁覚｢密教と如来蔵教学との関係｣別表一｡頼富｢般若三蔵の密教｣､pp.57-61｡高木､解題 pp.30-35  
３３高田仁覚､同上 p.29 
３４『守護国経』大正 19･558 中－529 下  
３５『大日経』大正 18･1 中－下  
３６『守護国経』大正 19･527 下 
３７同上､大正 19･527 下 
３８同上､大正 19･527 下－528 上 
３９小野塚幾澄､pp.94-95｡頼富本宏､pp.66-67｡高木訷元､解題 pp.26-27  
４０『守護国経』大正 19･537 下－538 下｡高木訷元､解題 p.26-27   




４１同上､大正 19･530 下－531 上｡高木訷元､解題 pp.28-29 参照   
４２『諸仏境界摂真実経』大正 18･275 下－276 上｡高田､｢密教と如来蔵教学との関係｣pp.37-38 参照   
４３『守護国経』大正 19･531 上－中   
４４『諸仏境界摂真実経』大正 18･276 下  
４５『心地観経』大正 3･329 上  
４６『守護国経』大正 19･570 下  
４７『真実摂経』大正 18･207 下－208 上 
４８『諸仏境界摂真実経』大正 18･274 上－275 上 
４９『守護国経』大正 19･570 下  
５０大正 18･207 下  
５１『宝鑰』定本巻三 pp.164-166､弘全一 pp.462-464 
５２大正 18･273 中  
５３頼富は｢ある底本をもととした改変･挿入経典と解す｣と表現する(p.55)   
５４『守護国経』大正 19･526 下  
５５同上､大正 19･528 中－529 下｡尸羅達摩訳『仏説迴向輪経』(この経も空海請来である､弘全一 p.84)の全
体を包摂する  
５６同上､大正 19･530 中｡迦樓羅による観行は般若三蔵翻訳による『六波羅蜜経』『心地観経』に共通し
て説かれる｡頼富 p.58 の表を参照 
５７同上､大正 19･565 中－566 上  
５８同上､大正 19･566 中－567 上｡『真実摂経』(大正 18･276 中－280 上)及び『六波羅蜜経』(大正 8･872 下)
と対応する  
５９同上､大正 19･567 中｡『真実摂経』(大正 18･281 下)と対応する 
６０同上､大正 19･568 下－569 上｡不空訳『仏母大孔雀明王経(大正 No.0982)』に呼応する 
６１『御請来目録』定本巻一 pp.36-37､弘全一 p.100 
６２Ex.｢觀自心中所置阿上字｡了一切法本來不生｡即於阿字流出白色光明｡照無邊塵沙世界｡除一切有情身
中無明癡闇｡即想自身轉成毘盧遮那如來[中略]召請即觀本尊心上有圓滿寂靜月輪｡於月輪中右旋安布陀羅尼
字｣不空訳『聖觀自在菩薩心眞言瑜伽觀行儀軌』(大正 20･64 上) 
６３『三学録』定本巻一 p.55､弘全一 p.117 
６４高田仁覚｢密教と如来蔵教学との関係｣p.39 及び高木訷元解題 pp.29-30 参照  
６５『守護国経』大正 19･537 下－538 下｡高田仁覚､同上 p.31 参照   
６６大正 13･10 下－11 中  
６７『守護国経』大正 19･542 上－556 上   
６８同上､大正 19･560 下－562 上   
６９同上､大正 19･562 上－564 下   
７０同上､大正 19･565 下－566 上   
７１同上､大正 19･569 下   
７２『真実摂経』では｢一切義成就菩薩摩訶薩｣(大正 18･207 下)､『諸仏境界摂真実経 』では｢釋迦菩薩｣(大
正 18･273 中)と記される｡   
７３『守護国経』大正 19･565 下   
７４同上､大正 19･566 上   
７５同上､大正 19･566 上   
７６同上､大正 19･566 上   
７７同上､大正 19･566 上   
７８同上､大正 19･566 上－中   
７９同上､大正 19･567 下－568 上   
８０同上､大正 19･571 下   
８１同上､大正 19･572 上－中   
８２十獼猴･十沙門の説段｡『守護国経』大正 19･572 下－573 中   
８３｢今對世尊諸大菩薩衆僧大會發露懺悔｡止息諸惡斷相續心｡我[阿闍世]從今日乃至菩提｡誓持五戒爲優婆
塞｡如佛所説一字陀羅尼一切功能｡以菩提心而爲先導｡從今向去一日三時精勤修習｡以此善根悉皆迴向一切
衆生｡｣『守護国経』大正 19･574 下   
８４『論語』為政篇第二   
８５皇帝の座に就いた者が皇位の安定に腐心し､自らの兄弟･肉親･係累の叛逆を恐れて之を大粛清する凶




行は､秦漢以後清代に到るまで中国史にしばしば見られる   
８６頼富本宏｢般若三蔵の密教｣p.69   
８７栂尾祥雲｢密教經典と護國思想｣pp.2-3 参照   
８８頼富本宏｢般若三蔵の密教｣p.105   
８９頼富本宏､同上､p.71   
９０栂尾祥雲｢密教經典と護國思想｣p.15   
９１『守護国経』大正 19･565 下   
９２同上､大正 19･570 下   
９３例えば､｢阿 字者是一切法教之本｡凡最初開口之音皆有阿聲｡若離阿聲則無一切言説｡故爲衆聲之母｡
又爲衆字之根本｡又一切諸法本不生義｡内外諸教皆從此字而出生也」『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五p.106､
弘全二 p.724｡『大日経疏』大正 39・651 下に基づく 
９４参照､藤井淳『空海の思想的展開の研究』トランスビュー､2008 年､pp.575-582 
９５『東寶記』巻五に記載される文｡小野塚 p.89 及び高木解題 p.22 に依ってここに引く｡但し､小野塚氏
が注記(p.101)するが如く､この上奏文の作者について空海真撰を疑う論が提出される｡守山聖真『文化史
上より見たる弘法大師傳』1931 年､p.532｡この文は､『拾遺雑集』にも採録される､弘全三 p.637 
９６若しくは空海に仮託して撰文した東寺関係者｡上奏文は空海真撰が疑われるにしても､天長二年四月
八日の允許(太政官符)の実在は正しいと認められるようである｡守山､p.533 
９７『三学録』定本巻一 p.55､弘全一 p.117 
９８同上､定本巻一 pp.43-49､弘全一 pp.105-111 
９９同上､定本巻一 pp.49-50､弘全一 p.111 
１００同上､定本巻一 pp.50-55､弘全一 pp.111-117 




１０３『二教論』定本巻三 p.80､弘全一 p.479 






１０８｢宮中眞言院正月御修法奏状｣『性霊集』巻九､定本巻八 pp.162-163､弘全三 pp.518-519  
１０９同上､定本巻八 p.163､弘全三 pp.518-519  
１１０｢祈誓弘仁天皇御厄表｣同上『性霊集』巻九､定本巻八 p.164､弘全三 p.519  
１１１『性霊集』巻九､定本巻八 p.163､弘全三 p.518  
１１２武内孝善『空海伝の研究－後半生の軌跡と思想－』吉川弘文館､2015 年 p.544 参照  
１１３石田尚豊『空海の帰結－現象学的史学－』中央公論美術出版､2004 年､pp.57-58 参照  
１１４『眞言宗三業度人官符』二六､弘全五 pp.447-448  
１１５『六波羅蜜経』大正 8･872 中及び 891 上｡頼富本宏｢般若三蔵の密教｣p.47 参照 
１１６『眞言宗三業度人官符』二五､弘全五 pp.444-445  
１１７同上､弘全五 p.445  




１２０守山聖真 p.860 及び 武内孝善 p.549  
１２１守山聖真 p.860 及び 武内孝善 p.549  
１２２弘全四 pp.755-769  
１２３高木訷元､解題 pp.21-22  
１２４「大師御作云云或石山内供作云云」弘全四 p.769  
１２５弘全四 pp.758-760 
１２６弘全四 pp.760-767  




１２７弘全四 p.768  
１２８弘全四 pp.259-415｡全集収録作としては異例の多量の丁数を備える  
１２９弘全四 p.337  
１３０弘全五 p.683 及び p.686  
１３１大正 59･763 上  
１３２弘全四 pp.312-414  
１３３『守護国経』大正 19･525 上－528 中  
１３４例えば､弘全四 pp.360-366 は『大日経疏』大正 39･603 中－604 下の釈文を延々と引用する  
１３５陳琳｢答東阿王牋｣『文選』巻四十所録  
１３６新羅の僧(?－681)｡弘全四 p.313｡参照､石井公成『華厳思想の研究』春秋社､pp.175-178 
１３７華厳学派の僧で法蔵の弟子(673?－743?)。弘全四 p.332､p.334､p.370  
１３８智儼は華厳宗第二祖､弘全四 p.331､p.333､p.406  
１３９弘全四 p.343､p.347､p.405  
１４０弘全四 p.415 編者曰  
１４１弘全四 p.300  
１４２弘全四 pp.309-310  
１４３弘全四 pp.311-312  







１４７同上､定本巻三 p.40､弘全一 p.526  
１４８『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五 p.106､弘全二 p.724   
１４９『守護国経』大正 19･565 下 
１５０同上､大正 19･570 下   
１５１『守護国経』の当該の経文は､後に示すように『十住心論』巻九､定本巻二 pp.300-301､弘全一
pp.392-393 に全体が引用される   
１５２『声字義』定本巻三 p.35､弘全一 p.521  
１５３『守護国経』大正 19･537 下   
１５４同上､大正 19･565 下   
１５５『二教論』定本巻三 p.107､弘全一 p.503   
１５６小田慈舟『十巻章講説』巻下､高野山出版社､1985 年､p.747   
１５７『吽字義』定本巻三 p.56､弘全一 pp.537-538｡『大日経疏』大正 39・651 下に基づく 
１５８『守護国経』大正 19･570 下    
１５９同上､大正 19･577 上   
１６０同上､大正 19･565 下   
１６１『吽字義』定本巻三 p.67､弘全一 p.548   
１６２同上､定本巻三 p.67､弘全一 p.548  
１６３大正 19･570 下｡この｢關鑰｣は『三十帖冊子』及び『秘蔵宝鑰』では｢關鏁｣と作る  
１６４『吽字義』定本巻三 p.58､弘全一 p.540   
１６５同上､定本巻三 p.65､弘全一 p.546  
１６６同上､定本巻三 pp.56-57､弘全一 p.538   
１６７『守護国経』大正 19･532 中－533 中  
１６８『十住心論』巻十､定本巻二 p.324､弘全一 p.413   
１６９小田慈舟『十巻章講説』巻上 p.354   
１７０『守護国経』大正 19･532 中－533 中､略出   
１７１｢先徳寫本具載本也｣頼瑜『 字義深宗記』上 p.13(『真言宗全書』第十五巻 p.67)  
１７２『十住心論』巻十､定本巻二 p.324､弘全一 pp.412-413   
１７３『守護国経』大正 19･532 上   
１７４同上､大正 19･533 下  




１７５『十住心論』巻九､定本巻二 p.294､弘全一 p.386   
１７６同上､定本巻二 p.295､弘全一 p.387   
１７７同上､定本巻二 p.296､弘全一 p.388   
１７８同上､定本巻二 p.296､弘全一 p.388｡『理趣経』大正 8･748 中の引用   
１７９同上､定本巻二 pp.296-297､弘全一 p.388｡『般若理趣釈』大正 19･609 下の引用｡当該部分は『吽字
義』の典拠でもある   
１８０同上､定本巻二 p.297､弘全一 p.389   
１８１同上､定本巻二 p.300､弘全一 p.392   
１８２『守護国経』大正 19･565 下   
１８３『十住心論』巻九､定本巻二 p.300､弘全一 p.392   
１８４同上､定本巻二 pp.300-301､弘全一 p.392   
１８５『守護国経』大正 19･565 下   
１８６「唵 字即是毘盧遮那佛之眞身｡唵字即是一切陀羅尼母」大正 19･570 下   
１８７『守護国経』大正 19･566 中－567 上   
１８８同上､大正 19･567 中－569 中   
１８９『十住心論』巻九､定本巻二 pp.301-302､弘全一 pp.392-393   
１９０『守護国経』大正 19･570 下   
１９１『宝鑰』定本巻三 pp.164-165､弘全一 pp.463-464   
１９２｢何以故唵字即是一切法門｡亦是八萬四千法門寶炬關鑰｡唵字即是毘盧遮那佛之眞身｡唵字即是一切
陀羅尼母｡從此能生一切如來｡從如來生一切菩薩｡從菩薩生一切衆生乃至少分所有善根｡｣大正 19･570 下   
１９３『十住心論』巻九､定本巻二 p.302､弘全一 p.393   
１９４『大日経』大正 18･3 中  
１９５『十住心論』巻五､定本巻二 pp.174-175､弘全一 pp.278-280   
１９６『守護国経』大正 19･547 上－中   
１９７『宝鑰』定本巻三 pp.145-146､弘全一 pp.446-447   
１９８同上､定本巻三 pp.146-147､弘全一 p.447   
１９９同上､定本巻三 p.147､弘全一 p.447  
２００同上､定本巻三 p.165､弘全一 p.463   
２０１『守護国経』大正 19･570 下   
２０２｢大毗盧遮那｣と作るのは弘全本の本文である   
２０３『宝鑰』定本巻三 p.165､弘全一 p.463   
２０４同上､定本巻三 p.165､弘全一 pp.463-464   
２０５同上､定本巻三 pp.165-166､弘全一 p.464   
２０６『守護国経』大正 19･570 下   
２０７但しこの｢大｣は版によって異同があるから､100％空海の意図に沿った改変であるとは断言できな
い   
２０８『十住心論』巻九､定本巻二 p.302､弘全一 p.393  
２０９宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻中九 p.240   
２１０曇無讖訳『大方等大集経』大正 13･16 下－17 上   
２１１小田慈舟『十巻章講説』巻下 p.973   
２１２｢所謂賀 字は是れ因の義なり｡梵には係怛嚩けいとば＜二合＞hetavaḥ と云ふ｡即ち是れ因縁の義な
り｡｣『吽字義』定本巻三 p.53､弘全一 p.535  
２１３｢因とは因縁なり｡菩提心を因と爲し､大悲萬行を縁と爲して､三密方便を修行し､娑羅樹さらじゅ王の
萬徳華果を成就す｡此の 字に｣『十住心論』巻九､定本巻二 p.295､弘全一 p.387   
２１４｢此の法門に從って受持し讀誦し或いは觀照せば､即ち普賢の門に同じ｡｣同上､定本巻二 p.295､弘全
一 p.387   
２１５同上､定本巻二 p.294､弘全一 p.386   
２１６同上､定本巻二 p.294､弘全一 p.386   
２１７同上､定本巻二 p.297､弘全一 p.387   
２１８同上､定本巻二 p.302､弘全一 p.393  
２１９『吽字義』定本巻三､p.58 弘全一 p.540   
２２０同上､定本巻三 p.62､弘全一 p.543   




２２１同上､定本巻三 p.63､弘全一 p.544  






って皆諸佛の法印と違ふこと無し｡｣『守護国経』大正 19･534 下   
２２４同上､大正 19･534 下－535 上   
２２５『守護經釋』弘全四 p.306   
２２６佛馱跋陀羅訳『六十華厳経』大正 9･434 下   
２２７實叉難陀訳『八十華厳経』大正 10･205 中  
２２８法藏述『華嚴經探玄記』大正 35・189 上   
２２９澄觀撰『大方廣佛華嚴經疏』大正 35・530 上｣   
２３０｢廣大の妙蓮花座有りて其の前に涌現し､種種の色相殊妙の莊嚴有り｡[中略]菩薩は遍身の毛孔より種
種の光を出し､一一の光の中に種種の妙寶蓮華を出生す｡一一の花の上に一の菩薩有り｡遍く十方の無量














ついて」『印度學佛教學研究』第 67 巻第 2 号､2019 年､pp.536-541 参照   
２３３『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 pp.459-460､『十住心論』巻九､定本巻二 p.275､p.369   
２３４『守護国経』大正 19･525 下   
２３５同上､大正 19･570 下   
２３６同上､大正 19･556 中   
２３７同上､大正 19･570 下   
２３８『宝鑰』定本巻三pp.161-162､弘全一pp.460-461､『十住心論』巻九､定本巻二pp.276-277､pp.369-370   
２３９『守護国経』大正 19･538 中   
２４０同上､大正 19･525 上   
２４１同上､大正 19･534 下  
２４２同上､大正 19･547 下   
２４３同上､大正 19･537 中   
２４４同上､大正 19･571 中   
２４５『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 p.462｡『真実摂経』大正 18・207 下   
２４６『十住心論』巻九､定本巻二 p.280､弘全一 p.373｡『三摩地法』大正 18・328 下  
２４７『守護国経』大正 19･527 下   
２４８『宝鑰』定本巻三 pp.162-163､弘全一 p.461､『十住心論』巻九､定本巻二 pp.275-276､弘全一 p.370   
２４９『守護国経』大正 19･525 上  
２５０『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 p.462  
２５１『大日経』住心品大正 18･3 中   
２５２『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 p.462   
２５３即ち､｢等虚空無邊一切佛法｣の句は第十秘密荘厳心の境界に配当される｡参照｢無邊一切佛法依法相
續生ﾉ十一字ｦ脱｡是爲顯非第八ﾉ住心ﾉ當分覺｡第九ﾉ住心ﾉﾆﾓ同如此引證｡[中略]後ﾉ引文ﾆﾊ經[中略]極無自性






正 60・303 上－中 
２５４『十住心論』巻九､定本巻二 p.280､弘全一 p.373  
２５５ここで第二劫に｢一道｣を配するのは『大日経』本文の論理に反して､経文解釈上の問題を孕む  
２５６不空訳『真実摂経』大正 18・207 下   
２５７『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 pp.462-463 
２５８参照｢金剛薩埵者是普賢菩薩｡即一切如來長子｡是一切如來菩提心｡是一切如來祖師｡是故一切如
來｡禮敬金剛薩埵｣不空訳『金剛頂瑜伽金剛薩埵五祕密修行念誦儀軌』大正 20・538 上   
２５９定本は大正蔵本の『真実摂経』に従って｢観察自三摩地｣と作るが､弘全本の｢観察自心三摩地｣の方
が教説に適合すると思われる   
２６０『宝鑰』定本巻三 pp.164-165､弘全一 p.463   
２６１同上､定本巻三 p.165､弘全一 pp.463-464   
２６２『守護国経』大正 19･570 下   
２６３『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442   
２６４『守護国経』大正 19･571 下   





















































































『守護国経』大正 19･572 下－573 中  
２７０『宝鑰』定本巻三 p.139､弘全一 pp.440-441   
２７１同上､定本巻三 pp.130-131､弘全一 p.432   
２７２小田慈舟『十巻章講説』巻下､pp.932-933 及び勝又俊教『<仏典講座 32>秘蔵宝鑰・般若心経秘鍵』、
大蔵出版 1977 年 p.216 参照   
２７３『宝鑰』定本巻三 pp.143-144､弘全一 p.444   
２７４｢名利縈纒増嬾惰 惰増滅盡淨信心 信心既滅淨戒無 無戒斷滅人天果 闌若閑林自安處 本求名




中－下   
２７５頼富本宏｢般若三蔵の密教｣p.108  
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〇『密教の日本的展開２』   第四章｢空海の菩提心観とその思想的源流｣ 
〇   〃         第六章｢十住心思想の成立過程とその背景思想｣ 
〇『弘法大師の思想とその源流３』 第二章｢空海における自心仏の思想｣ 














































  ◎三句(因･根･究竟)の因が菩提心＝一切仏法の因 
  ◎仏のさとり＝｢如実知自心｣＝｢自心｣に菩提と一切智とを尋求する 
  ◎菩提(仏のさとり)＝心＝虚空＝無相 
  ◎大日如来の説法＝菩提心を清浄ならしめることを衆生に覚知せしめる 
という､『大日経』の｢心｣に対する基本的な位置付けが導き出される｡それは､ 
  ※さとり(菩提)を求める心(菩提心)が 
  ※それ自身が本来的に清浄である(則ち仏･虚空と同じである)が故に 


























































  〇『大日経疏』で説かれる｢心の実相｣｢自性清浄｣｢浄菩提心＝心仏｣｢自心曼荼羅｣の思想､ 
およびそれらの基礎となる仏性･如来蔵思想 
  〇『菩提心論』で説かれる行願･勝義･三摩地の三種菩提心 








   菩提心を一向志求一切智智と定義する 
  *菩１)執金剛聞佛所説義｡薩婆若慧唯是自心｡乃至無有少法出此心者｡爲未來衆生斷疑惑故｡


































  *菩 3)希有世尊｡説此諸佛自證三菩提｡不思議法界超越心地１５｡(希有なり世尊､此の諸佛自證の三菩
提､不思議法界の超越せる心地を説きたまふ｡) －『大日経』具縁品 
  *菩 4)又如虚空遠離戲論分別｡故無知解相無開曉相｡諸佛自證三菩提｡當知亦爾｡唯是心自證
心心自覺心１６｡(又虚空の戲論分別を遠離するが故に､知解の相も無く､開曉の相も無きが如く､諸佛の自證の
三菩提も當に亦また爾なりと知るべし｡唯ただし是れ心自みづから心を證し､心自みづから心を覺さとる｡) －『大日経疏』 















































































































*菩 14)覺者覺了自心境界眞實之法也３４｡(覺とは自心の境界眞實の法を覺了するなり｡) －『大日経疏』 
この｢自心の境界｣を覺了することが次の文例の 
*菩 15)即心成佛旨趣難知３５｡(即心成佛の旨趣は知り難し｡) －『大日経疏』 
という｢即心成佛｣概念の実質に相当すると言い得る｡ 






























  *菩 19)人名觀自在王｡法曰蓮華三昧４１｡(人をば觀自在王と名づけ､法をば蓮華三昧と曰ふ｡) －『法華経
開題(開示茲大乗経)』 





















































































































































*菩 35)成淨菩提心妙高山王６４｡(淨菩提心の妙高山王を成す｡) －『大日経疏』 
これは不動明王を喩えて､盤石に安住して動かざること､｢淨菩提心｣の妙高山王の如しと表現
する一句である｡ 
*菩 36)本心常佛６５｡(本心の常佛｡) －『大日経疏』 








































































































































































〇阿 字＝佛部､娑 字＝蓮華部､嚩 字＝金剛部の三字三部 




























































   『菩提心論』所説の行願･勝義･三摩地の三種菩提心 
真言宗所依の論として修学が必須９６とされる伝龍猛造･不空訳９７の『菩提心論』では､真言行者
が実践すべき観菩提心の実践行が､三種類に分けて叙述される｡ 
*菩 55) 求菩提者｡發菩提心｡修菩提行｡既發如是心已｡須知菩提心之行相｡其行相者｡三門分 



















































































































 ◎『大日経』＝胎蔵＝遮情門  と 『金剛頂経』＝金剛界＝表徳門 

































































































るのである｡(『三昧耶戒序』での住心の展開過程は本章第三節 12-3-1 で詳細に観察する｡) 


































































































































〇｢還家(本源 6)｣｢還源(本源 7･9)｣｢還源之思(本源 8)｣｢返本之情(本源 8)｣｢歸宅(本源 11)｣ 
等の語句は､具体的には仏のさとりを求める菩提心を発すことを言い表し､ 
〇文例中で｢覺悟(本源 6･8･11)｣｢醒悟(本源 7)｣と表明される所の 




*本源 12) 真言不思議 觀誦無明除 一字含千理 即身證法如 行行至圓寂 去去入原初 三 


















































































































しているという理趣である｡別の文例で｢本心(本源 13)｣｢本源者自性清浄之心(本源 14)｣｢寶蔵(本源 19)｣
｢法界淨心(本源 17)｣｢曼荼性佛(本源 17)｣｢大我(本源 17)｣等と言い表される所の仏の｢秘密三摩地(菩 7)｣は､
『声字義』の論述中では｢聲字實相｣｢法佛平等之三密｣｢衆生本有之曼荼｣と表現されるのである｡ 











人間の内奥に在って浄菩提心の本拠である心蓮華､｢内心･汗栗駄心 hṛdaya(菩 37)｣を指している｡ 
*本源 23) 何故 字門照於諸法｡謂本性清浄故｡本性清浄者衆生本来清浄之心｡[中略]能照則
字｡所照則法界｡故次有 字門｡ 字者即法界義法身義１７９｡(何が故ゆえぞ 娑字門は諸法を照らすや｡謂
く本性淸淨の故に｡本性清浄とは､衆生本来清浄の心なり｡[中略]能照は則ち 娑字なり｡所照は則ち法界なり｡故 
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*本源 26)所謂開示悟入四字龍猛菩薩釋｡此則与大日経四種 字義趣大同｡初 字菩提因則開
義｡第二 字菩提行則示義｡第三 字證大空則悟義｡第四 字大般涅槃則入義｡第五 字方
便具足義｡此経雖無第五字義理必合有１８６｡(所謂｢開示悟入｣の四字は龍猛菩薩の釋なり｡此れ則ち『大日
経』の四種の 字と義趣大同なり｡初の 字は菩提の因､則ち開の義なり｡第二の 字は菩提の行､則ち示の義な





























































































































































〇仏の｢一心法界(本源 32)｣｢三密虚空(本源 33)｣に遍満する 
〇｢塵刹海會(本源 36)｣の｢仏身｣の実在を 
即心･即身の両面で同時に体証することを意味する｡｢心｣の最秘奥に到達して仏の境界に渉入す 











































  〇｢地獄｣と｢天堂｣  ｢佛性｣と｢闡提｣  ｢煩惱｣と｢菩提｣  ｢生死｣と｢涅槃｣ 
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*心仏 32)常見自性者即常見佛２６８｡(常に自性を見る者は､即ち常に佛を見る｡) －『一切経開題』 
*心仏 33)我法身亦如是｡廣大無邊如虚空無等等者｡[中略]見一切諸佛乃至蠢動含霊本来無差別｡
[中略]行人於行住坐臥一切時中｡常見本性即為有佛亦名見佛｡[中略]若見一切衆生性与自性無別｡

























  ※心仏衆生の三平等無差別と一切衆生悉有仏性 













*心仏 36)衆生亦有本覺法身与佛平等２７２｡(衆生に亦た本覺法身有り､佛と平等なり) －『声字実相義』  
本有本覚の仏性を衆生辺では人に就いて｢本覺法身｣と呼ぶ｡これは衆生内心の自心仏の別名
である｡ 
*心仏 37) 且就初 字有十二轉。 ｡此十二字即一一尊十二地｡除中
間八字｡初後四字即求上門因行證入｡更有 字即是方便具足義｡一一字門五字即各各門五佛


































































※｢佛は即ち常に心に在います(心仏 34)｣｢衆生本有の曼荼(心仏 35)｣ 
という基本認識を理論の前提とする､｢自心仏｣の教門に他ならないのである｡ 





  ★｢心の本源＝浄菩提心＝宝蔵･本覚｣の観点で 36 箇の文例 


























  ※無上菩提は､心の中に大日如来の加持を蒙り｢衆生本有の曼荼(心仏 35)｣に出逢うことである 
  ※自心仏とは｢大秘密究竟心王如來大毘盧遮那(心仏 35)｣であり､それは衆生の心自体である 







  一 ｢住心｣の概念に則して 
















*心品 1)摩訶毘盧遮那世尊｡告金剛手言｡｢善哉佛眞子 廣大心利益 勝上大乘句 心續生之相 

































































































































  〇第一劫：唯蘊無我の心･十二因縁で得る人空→二乗の法空のさとり(｢證寂然界｣解脱･涅槃) 













































































































入於一切如來一體速疾力三昧｡於是世尊 復告執金剛菩薩言｢我昔坐道場 降伏於四魔 以大
勤勇聲 除衆生怖畏 是時梵天等 心喜共稱説 由此諸世間 號名大勤勇 我覺本不生 出









三昧道､如来自内証の境界３４７である｡この経文中､｢我覺本不生 出過語言道 諸過得解脱 遠離




























































*心品 18)爾時世尊而説偈言｡｢祕密主當知 此等三昧道 若住佛世尊 菩薩救世者 縁覺･聲
聞説 摧害於諸過 若諸天世間 眞言法教道 如是勤勇者 爲利衆生故３６７｡(爾の時､世尊は偈を説










































   『平城天皇灌頂文』第二文･第三文の八宗 
『平城天皇灌頂文』の第二文･第三文には､十住心思想と共通する仏教諸法門の教相判釈の思 

















































































 三論宗の空観の妙理の代表を｢八不｣｢空性｣｢絶諸戯論｣とするのは､第三文と同じ(｢心品 21｣) 
である｡ここでは､更に｢一實無生｣｢二諦中道｣｢三毒四魔を焼く火｣｢戯論妄雲を払う風｣の概念が
教理の特徴に付加される｡これらを『宝鑰』の第七住心覚心不生心の記述と対照すると 
    〇八不：越戯論於八不３８８､八不利刀３８９､三論家擧此八不以為究極中道３９０ 
    〇空性：一念觀空３９１､觀空性於無得３９２ 
〇絶諸戯論：越戯論３９３､八不利刀断戯論３９４ 
〇一實無生：悟心性之不生３９５､不生者兼明不生不滅３９６ 
















    〇一乗：開一乗乎三草４０３  
    〇一如：一如本淨４０４ 

















    〇法界圓融：念法界４１２､觀法性圓融４１３､籠法界而為國４１４､真如法界４１５  














































































   〇觀自心於妙蓮：入蓮華三昧觀性徳不染４４４ 
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三摩耶の佛戒なり｡) －『三昧耶戒序』  
 心が｢無自性｣であることを鍵として､第一住心から第九住心までのそれぞれの段階から次の
ステージに転昇できることを述べる｡その機縁となるものを 
  ▲第一→第二：善知識の教誘に遇って､愚童持齊の心を起こす 
  ▲第二→第三：因果を信じて､生天護戒の心を起こす 
  ▲第三→第四･第五：殊勝の解脱智(仏果)を願い､二乗の心を起こす 
  ▲第四･第五→第六：諸佛の驚覺を蒙り､大乗の心を起こす 
  ▲第六→第七：最勝の果を願って､覚心不生の心を起こす 
  ▲第七→第八：自性無きが故に､一道如実の心を起こす 
  ▲第八→第九：諸佛の驚覺を蒙って､極無自性心を発す 
  ▲第九→第十：究竟最勝の金剛の心を願って､秘密莊嚴の心を発す 
  ◎全ての段階で､皆､心に自性が無いことに由って､進んだ住心に展轉勝進する 
と明示するから､各住心の教理内容は別問題として､住心のレベルが遷移する｢展轉勝進｣の構図 








   『般若心経秘鍵』の分別諸乗分について 
 従来､十住心思想と関連して論じられてきた４８２著作に『般若心経秘鍵』が挙げられる｡これは
『秘鍵』の記述中に 
  〇大意序に｢七宗行果４８３｣と言及され､これが『灌頂文』第二文の｢八宗(心品 22)｣に類する 
〇分別諸乗分４８４に｢建･絶･相･二･一｣の五乗が挙げられ､その中で 
  建：建立如来(普賢菩薩)の三摩地門＝華厳宗 
  絶：無戯論如来(文殊菩薩)の三摩地門＝三論宗 
  相：摩訶梅多羅冐地薩怛嚩(弥勒菩薩)の三摩地門＝法相宗 
  二：二乗の三摩地門＝唯蘊無我(依聲得道声聞)･拔業因種(因縁佛縁覚) 



















































*頌曰｢總持有文義 忍呪悉持明 聲字與人法 實相具此名(頌に曰く｢總持に文･義･忍･呪･有り 
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及び『秘鍵』の大きな影響下５０２に置かれる伝空海作５０３の『理観啓白』第 112－131 句にも､ 
*諸法體相 法陀羅尼 一切教門 皆是能詮 義門差別 皆悉所詮 諸法理趣 義陀羅尼 一
切教門 皆是能詮 功德差別 皆悉所詮 神驗加持 呪陀羅尼 一切教門 皆是能詮 入位差
別 皆悉所詮 得悟果利 忍陀羅尼５０４｡－『理観啓白』 
と同趣意の内容が説かれている｡従って､『秘鍵』と『字母釈』『理観啓白』との間には､密教的
な四種陀羅尼概念に関して同じ理解が共有されていると判断できる｡そして 
























  一 七宗の指す対象が曖昧で､『灌頂文』第二文の八宗定義の明瞭さを欠く 









































 〇第二：三綱五常→君臣父子之道有序 〇第三：六行四禪→厭下欣上之觀 
 〇第四：遮我→八解六通   〇第五：因縁修身→空智拔種 
 〇第六：唯識遣境→二障伏断四智轉得 〇第七：不生覺心→獨空慮絶･寂靜不二無相 














   ※｢曼荼の莊嚴｣が開く   ※五部の諸佛が森羅と並ぶ 













して金場きんぢゃうに入る｡) －『宝鑰』序   
と､詔勅で｢十住｣の心地を説く当該の『宝鑰』を撰述したと述べる｡この｢十住｣は著作そのもの
を示し､心の段階が十有ることを別に｢十種｣と明言する｡帰敬序の末尾には､自問自答の形で 






*十宝 7)第五章 5-2-4 の｢頌宝 4５２１｣に同じ(Ｅ:十住心の各住心名を説明する偈頌) 







































































































   第三住心：嬰童無畏心 
外道の天乗である第三住心は､住心名の名義の説明で始まる｡ 











































  〇経･律･論の三蔵  〇苦･集･滅･道の四聖諦 〇三十七菩提分法 〇四向四果 
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〇六識  〇三生･六十劫の成仏  〇二百五十戒  〇四念処観 
〇八背捨  〇布薩と夏安居  〇剃髪･袈裟  〇禅定 






























































  〇大乗菩薩  〇二空   〇唯識三性  〇四量 
〇四攝  〇利他行   〇第八阿頼耶識  〇四弘願行 
〇五位の修行 〇唯識無境の観  〇四智･転識得智 〇癈詮談旨 
〇勝義勝義諦 〇三大阿僧祇劫の修行 〇五種性  〇仏の三身 


































   第七住心：覚心不生心 
 第七住心｢覚心不生心｣は､中観･空思想を宗旨とする三論宗の境界に配当される｡第七住心の
大綱及び総括･住心頌で提示される､空思想･三論法門の教理用語の主要概念５８３は以下の通り｡ 
  〇空性    〇假有と假有非有 〇絶離の空理  〇無自性空 
〇宛然空  〇色即是空空即是色  〇水波の不離  〇金荘の不異 
〇不一不二  〇二諦   〇四中   〇癈詮談旨 
〇八不  〇断滅諸戲論  〇菩薩の五十二位 〇自覚の行 










































































  〇開一乗乎三草 〇界外一車  〇灑一雨圓音  〇霑草木之芽葉 
〇蓮華三昧  〇觀性徳不染   〇放白毫一光  〇表修成遍照 
〇會三歸一  〇指本遮末  〇久遠実成  〇寶塔騰踊 
〇二佛同座  〇髻中明珠  〇羊鹿二車  〇大白牛車一乗教 
〇龍女成仏  〇十如是  〇止觀   〇寂光如来 
〇融境智   〇濕金即照影  〇照影即金水  〇法花三昧 





































































*十宝 34) 釋曰謂無相虚空相及非青非黄等言並是明法身真如一道無為之真理｡佛説此名初 
法明道｡智度名入佛道初門｡言佛道者指金剛界宮大日曼荼羅佛｡於諸顯教是究竟理智法身｡望
真言門是則初門｡大日尊及龍猛菩薩並皆明説不須疑惑７１１｡(釋して曰く､謂く無相･虚空相及び非青･


































































  〇盧舎那佛  〇普賢等諸大菩薩 〇法界    〇七処･八会 
〇海印三昧  〇法性圓融   〇心佛不異  〇攝九世於刹那 
〇舒一念於多劫 〇一多相入  〇理事相通  〇帝網重重 
〇錠光喩其隱隱 〇文殊と普賢(善財の師) 〇善財の求法  〇如来の十身 
〇初発心時成等正覺 〇相性不殊  〇三種世間  〇十玄縁起 


























































*十宝 37) 故大日如来告秘密主言｡所謂空性離於根境無相無境界｡越諸戯論等同虚空｡離有 
為無為界離諸造作離眼耳鼻舌身意極無自性心生７６０｡(大日如来､秘密主に告げて言のたまはく､｢所謂い
はゆる空性は根境を離れて相も無く境界も無し｡諸もろもろの戯論を越へて虚空に等同なり｡有為無為界を離れ､ 





















●つまり｢十宝 37｣は｢第八: 無相無境界｣→｢第九: 極無自性｣の勝進の次第をメインに説く 
〇二回目の｢十宝 38｣は｢無邊一切佛法依此相續生｣が第十秘密荘厳心に配当され 
〇かつ極無自性心を｢初心｣｢成佛因｣と説く部分まで新たに引くから 
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   第十住心：秘密荘厳心 
最終段階である第十住心は､前九住心の心薬とは画然と次元を異にする､最勝且つ究極の真実
の教え｢真言密教｣である｡この第十秘密荘厳心は､『十住心論』においては､ 
〇秘密漫荼羅金剛界宮７９８  〇三秘密五相成身四種曼荼究竟真實金剛心殿７９９ 




*十宝 42)九種住心無自性 轉深轉妙皆是因 真言密教法身説 秘密金剛最勝真 五相五智法

































































    *本有金剛界<此は性徳法界體性智を明す８２４> 
という割注が『瑜祇経』の経文に対して付されることからも見て取れるように､『金剛頂
経』系統の本有本覚･浄菩提心思想に結びついた概念である 










































































  第一 法身説法(真言密教法身説) 
  第二 密教の最優越性(秘密金剛最勝真) 
  第三 金剛界(五相成身観･五智五仏･法界体性智･四種曼荼羅･四智印) 
  第四 自心仏･曼荼羅･即身成仏(即心の曼荼･即身の成仏) 
  第五 一一の字門に無量無邊の義を具す(一一字門含萬象) 












































*於是世尊復告執金剛菩薩言｡＜我昔坐道場 降伏於四魔 以大勤勇聲 除衆生怖畏 是時梵






































































  〇東方：阿閦佛＝大圓鏡智･金剛智      〇南方：寶生佛＝平等性智･灌頂智 
  〇西方：阿彌陀佛＝妙觀察智･蓮花智･轉法智  〇北方：不空成就佛＝成所作智･羯磨智 
  〇中方：毗盧遮那佛＝法界智･法界體性 






















































*十宝 53)准毗盧舎那経疏｡釋阿 字具有五義｡一者阿 字(短聲)是菩提心｡二阿 字(引聲)是菩









  *十宝 53α)所謂字輪者｡從此輪轉而生諸字也｡輪是生義｡如從阿 字一字即來生四字｡謂阿
是菩提心｡阿長 是行｡暗 是成菩提｡噁 是大寂涅槃｡噁長 是方便｡如阿字者｡當知迦 字
亦五字｡乃至佉等凡二十字｡當知亦爾｡[中略]當知此字輪｡即遍一切眞言之中｡若見阿 字｡當知
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  〇 菩提心(因)･ 菩提行(行)･ 證菩提(證)･  般涅槃(入)･悪 具足方便の五転 





















































































































































































  〇『宝鑰』第九住心の｢極無自性心→秘密荘厳心｣勝進の､入法界曼荼羅の構造を伏蔵し 













不起于座能成一切佛事｡讃菩提心曰｢若人求佛慧 通達菩提心 父母所生身 速證大覺位｣９６５｡
(此の菩提心は能く一切諸佛の功徳の法９６６を包蔵する９６７が故に､若もし修證し出現９６８すれば則ち一切の導師と為























〇月輪(満月)･浄菩提心(十宝 47)   〇月輪の十六分(十宝 48) 
〇五智五仏･四波羅蜜菩薩(十宝 49)  〇十六大菩薩･三十七尊(十宝 50) 
〇十六空･月の十六分＝･一分の浄性(十宝 51) 〇阿字観(十宝 52) 
〇阿字本不生･阿字五転(十宝 53)  〇阿字菩提心(十宝 54) 
〇阿字圓明淨識卷舒自在(十宝 55)   〇三密行(十宝 56) 
〇五相成身観(十宝 57)    〇三摩地の仏果(十宝 58) 

























































   『宝鑰』巻上の｢心｣に関する表現 
 第一に序詩の中の一句に｢心｣を動詞として用いる例を挙げる｡ 
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*心宝 4)頓越三妄入心真９９１｡(頓とんに三妄を越えて心真に入らむ｡) －『宝鑰』序 
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｢心真｣は初地真浄の菩提心で､『大日経』成就悉地品に｢無垢妙淨清 圓鏡常現前 如是眞實心 
古佛所宣説９９２｣と説かれる｢眞實心｣に同じであると解釈される９９３｡初地浄菩提心であるから､範
疇｢A｣に分類される｡ 










*心宝 7)外道發心願天樂９９７｡(外道は發心して天の樂を願ひ｡) －『宝鑰』第三住心 
第三住心嬰童無畏心の住心頌の一句で､天乗の修行者が諸天に帰依する心をここで｢發心｣と
する｡善を志向する求上の心地であるから､当然範疇｢A｣である｡ 
   『宝鑰』巻中の｢心｣に関する表現 









*心宝 10) 借顏子之敏心１０００｡(顏子がんしが敏心びんしんを借りて｡) －『宝鑰』十四問答：問宝 15＝十四-1)：













十四問答：問宝 20＝十四-6)答 4 の一部 





*心宝 13)如来治衆生心病１００３｡(如来､衆生の心病しんびゃうを治したまふこと｡) －『宝鑰』十四問答：問宝 24


































   『宝鑰』巻下の｢心｣に関する表現 
 『宝鑰』上中の二巻に比すと､巻下では｢心｣｢心主心王｣｢心仏｣に関する言及が増え､その語句
が教説全体に占める重要性が増大する｡ 
*心宝 18)専注幻焔似心１０１８｡(幻焔げんえんの似心じしんに專注せんしゅ１０１９す｡) －『宝鑰』第六住心：｢十宝 25｣ 



















*心宝 20)心海湛然無波浪[中略]不知自心為天獄 豈悟唯心除禍灾 六度萬行三劫習 五十二
位一心開１０２７｡(心海湛然として波浪無し[中略]､自心の天獄為たることを知らず､豈あに唯心１０２８の禍灾[災禍災厄＝









































*心宝 23)一心本自湛然澄[中略]心通無礙入佛道 從此初門移心亭１０４０(一心は本自より湛然として澄 
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心の所作で平等無差別であることを表現する(Ex.｢心如工畫師 畫種種五陰 一切世界中 
無法而不造 如心佛亦爾 如佛衆生然 心佛及衆生 是三無差別 諸佛悉了知 一切從心轉｣『六十華
厳経』１０７６)｡この｢心｣は一切を含む範疇｢C｣に属する 
◎｢心佛｣の教えは甚深独尊で､｢聲縁の識｣｢薩埵の智｣も不可知である 



























































































































〇仏菩薩の相好具足の身･像[大曼] ：大智印  
〇仏菩薩の印契･幖幟(三昧耶形)[三曼] ：三昧耶智印 































































〇十住心思想の心続生･心品転昇に関わる全 42 の事例(12-3-1) 
〇『宝鑰』中の十住心の展開に関わる全 60 の事例(12-3-2) 








































































































































































































































































































*旅 17)仰善之客庶暁其趣矣１１６２｡(仰善の客かく､庶こひねがはくは其の趣を暁さとれ｡) －『御請来目録』 



























 文例｢旅 22｣で暗示される所の 














































〇｢人天乗｣ → ｢二乗｣ → ｢菩薩｣ → ｢権佛｣→  [真言乗] 
  〇｢三趣四生･極苦･火宅｣→｢小城･化城｣→｢菩薩･權佛二宮｣→ ｢龍宮･究極金剛界｣ 
  〇｢羊鹿車｣ → ｢大小二牛車｣→     [神通の寶輅]  
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  〇｢蜃樓幻化之行宮(大自在安樂無爲)｣  →   ｢究竟真實金剛心殿｣ 
  〇｢淺｣        →     ｢深｣ 







秘密なり) (心品 1)｣と説く｡十住心思想の本質が､ 
  ※自心に菩提を追求する｢三平等無差別｣｢轉妙轉樂｣｢曼荼羅開顕｣の教門 








   『宝鑰』巻上の｢旅｣に関する表現 
『宝鑰』冒頭の序詩から二例を掲げる｡ 
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*旅宝 18)心通無礙入佛道 從此初門移心亭１２２２(心通無礙にして佛道に入る｡此の初門從り心亭に移 
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  〇｢初法明道[大日経]｣｢入佛道の初門[大智度論]｣＝｢顕教究竟の理智法身｣  ＝｢一道無為之真理｣ 
  ◎｢佛道｣                ＝｢金剛界宮大日曼荼羅佛｣＝｢真言門｣ 
という､ 
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※第八一道無為心[因] → 第九極無自性心 [果：顕教極致] 




































































身追をって尋ぬ可し｡) －『宝鑰』第九住心  
の二句が見出される｡大綱で述べた 
※極無自性心[因：仏道初心] → 第十秘密荘厳心＝秘心 
の構図に相応する 






の因と説きたまふ｡) －『宝鑰』第九住心 :「十宝 38｣の一部 
という重要な経文を挙げて､極無自性心の｢初心の佛｣｢成佛の因｣という位置付けを確定させる｡
同時に､伝統的な解釈では｢無邊一切佛法｣は真言密教の境地とされ１２５５､『大日経』経文に 
※極無自性心＝｢初心の佛｣｢成佛の因｣ → 第十秘密荘厳心＝｢無邊一切佛法｣ 
を読み込むものとされる｡『宝鑰』での細かな引用操作から､この配当を空海自身の意図に基づ
くものと考えても誤りではないであろう｡そして､この｢無邊一切佛法｣が金剛界に転昇して､虚
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たり殃わざはひを招き､後１３１２には無間獄に墮せん云云｡) －『宝鑰』第十住心  
空海が引く『金剛頂経』は不空訳『金剛頂経一字頂輪王瑜伽一切時處念誦成佛儀軌』(大正 No. 
0957)で､原文の｢此教法｣を｢毗盧舎那三摩地法｣と言い換え､更に秘密瑜伽の法教の一字たりと





















※諸仏と一切仏法が全て ･ ･ 等の一字真言に摂し尽される総持の構造が説かれない 
※真言＝法界に周遍する法仏平等の身口意三密＝声字実相＝曼荼羅の深秘が説かれない 


















て森羅たり｡四種の曼荼は法體に住して駢塡へんてんたり｡) －『宝鑰』序：｢十宝 3｣の一部 
と予告される｡また､第六住心では｢秘蔵之寶(旅宝 17)｣､第八住心では真の仏道を｢金剛界宮大日曼
荼羅佛(旅宝 20)｣､第九住心では｢自心之佛(心宝 28)｣｢萬徳(旅宝 24)｣と言及されて､住心を高昇し､最終的







*心曼 2)四曼四印此心陳 刹塵渤駄吾心佛 海滴金蓮亦我身[中略]萬徳自性輪圓足１３１４｡(四曼四
印､此の心[第十秘密荘厳心]に陳ず｡刹塵の渤駄ぼだ[仏陀]は吾が心の佛なり､海滴の金蓮は亦た我が身なり｡[中略]萬


























の寶蔵を受用せしむ。)：｢心仏 2｣の一部を含む －『十住心論』巻一･序 
と､明快極まりない表現で 
    ★第十住心＝秘密漫荼羅金剛界宮･秘密曼荼羅金剛心殿･荘嚴秘蔵･無盡荘嚴寶蔵 























































  ※第十秘密荘厳心＝自心の源底に覚知証悟した心の曼荼羅(｢即心の曼荼｣) 
〃    ＝胎蔵海會曼荼羅･金剛界會曼荼羅･金剛頂十八會曼荼羅 


































































































































                  ↓ [開顕･住処] 
















  〇如来：大曼荼羅身(具縁品所説の胎蔵曼荼羅) 〇金剛：三昧耶曼荼羅身(密印･幖幟) 


















〇大日如来 ：法界胎蔵三昧･入佛三昧耶  〇釋迦牟尼仏 ：寶處三昧 
〇普賢菩薩 ：佛境界荘嚴三昧  〇弥勒菩薩  ：發生普遍大慈三昧 
〇觀自在菩薩：普觀三昧   〇金剛手秘密主：大金剛無勝三昧 















































































































































































  〇五智：大圓鏡智･東／平等性智･南／妙觀察智･西／成所作智･北／法界體性智･中 






  〇四種法身：自性身 受用身 變化身 等流身 
の名称が列挙され､この四種類の仏身に｢横＝自利｣｢竪＝利他｣の二義を具すと注される｡ 
*心曼 21)於本有金剛界 <此明性徳法界體性智也｡> 自在大三昧耶 <此則妙觀察智也｡> 自覺


























*東方阿閦仏[金剛部]の四親近菩薩 ：金剛薩埵 ･金剛王菩薩･金剛愛菩薩･金剛喜菩薩 
*南方宝生仏[宝部]    〃   ：金剛宝菩薩･金剛光菩薩･金剛幢菩薩･金剛笑菩薩 
*西方阿弥陀[法部]    〃   ：金剛法菩薩･金剛利菩薩･金剛因菩薩･金剛語菩薩 
*北方不空成就仏[羯磨部]  〃   ：金剛業菩薩･金剛護菩薩･金剛牙菩薩･金剛拳菩薩 
によって構成される｡その他に掲げられるのが､ 
  〇四攝行天女使   ：金剛鉤･金剛索･金剛鎖･金剛鈴の四菩薩１３６８ 
  〇金剛内の四供養菩薩：金剛嬉･金剛鬘･金剛歌･金剛舞の四菩薩１３６９ 
  〇金剛外の四供養菩薩：金剛香･金剛華･金剛燈･金剛塗の四菩薩１３７０ 
の諸々の尊格で､この十二尊に十六大菩薩と五智五仏､そして当該の経文には触れられない四波 




























*心曼 25) 以金剛自性<阿閦佛印｡> 光明遍照<寶光佛印｡> 清淨不染<清淨法界身也｡> 種種業







 五仏印は先に｢心曼 20｣で言及された五智五仏に基本的に対応する｡則ち､ 
  〇阿閦佛印＝  東方阿閦佛の大圓鏡智  〇寶光佛印＝ 南方寶生佛の平等性智 
  〇清淨法界身＝ 西方阿彌陀佛の妙觀察智 〇羯磨智身印＝北方不空成就佛の成所作智 




  〇大慈悲徳＝弥勒菩薩の四無量心の徳 〇説法智印＝文殊菩薩の智慧と説法の徳 











































































  *我即同心位 一切處自在 普遍於種種 有情及非情 阿字第一命 嚩字名爲水 囉字名爲火 
䙖字名忿怒 佉字同虚空１３９１｡(我即ち心位に同なり｡一切處に自在にして､普く種種の有情及び非情に遍ぜ
り｡阿 字は第一命なり｡嚩 字を名づけて水と為す｡囉 字を名づけて火と為す｡吽 字を名づけて風と為す｡




























  *金剛手菩薩金剛  金剛王菩薩摩尼  金剛染菩薩蓮花  金剛稱菩薩羯磨  虚空藏菩薩金剛
藏  金光菩薩金剛光  虚空旗菩薩金剛旗  虚空笑菩薩金剛旛  觀自在菩薩金剛智  妙吉祥
菩薩摩尼行  轉法輪菩薩蓮花定  金剛言菩薩羯磨  金剛業菩薩瑜伽  金剛護菩薩瑜伽  
金剛蓋菩薩瑜伽  金剛持菩薩瑜伽  四方如來一切如來本有金剛性･一字心密  四波羅蜜菩薩一字





















































〇中台八葉･蓮実 ：中胎の四佛四菩薩は｢醍醐の果德｣(衆寶) － 垂拱の帝王 
〇第一重･鬢蘂 ：金剛手等の第一重の｢金剛密恵の差別智印(諸の内眷属) － 王族 
〇第二重･花蔵 ：摩訶薩埵の第二重の｢大悲万行波羅蜜門｣(諸大眷属) － 朝廷百官 
〇第三重･根莖條葉 ：三乗六道教化の無量應身＝第三重の｢普門方便門｣(一切衆生喜見随類 
の身) － 地方の行政長官 
法身大日如来の中核(｢佛菩提の自證の徳｣)から､如来の加持を蒙って､大日内証の智徳･功徳が 






★第三重 → 第二重 → 第一重 → 中胎(仏のさとりの世界) 






















〇 東:寶幢仏    南:開敷花王仏   西:無量壽仏   北:天鼓雷音仏 








































    → 自心の心蓮華(｢胎中｣)を八葉に開いて四仏四菩薩を発生させる 
〇『理趣経』の象徴である 字を他の本尊に思念し､｢五股金剛杵｣を出現させる 
    → [月輪の中の] 字の中央把手部分に｢十六大菩薩｣を発生させる 
 そして最終的には自他の別を交錯させ､ 
※｢八葉蓮華 字｣  の観音･胎蔵九仏･大悲門の  ｢理｣法界(胎蔵曼荼羅) 
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〇 字＝菩提之心 ＝因＝東方寶幢仏 ＝大円鏡智･金剛智 
〇 字＝菩提之行 ＝行＝南方開敷花王仏 ＝平等性智･灌頂智 
〇 字＝成無上菩提 ＝証＝西方無量壽仏 ＝妙觀察智･蓮花智･轉法智 





































































  〇大日如来：観音の｢遍法界體性智｣  〇阿閦如来：観音の｢圓鏡自性の金剛智｣ 
  〇多寶(寶生)如来：観音の｢福徳聚身１４２１｣ 〇無量壽(阿弥陀)如来：観音の｢妙觀壽命智｣ 
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  ◎仏のさとり＝｢如実知自心｣＝｢自心｣に菩提と一切智とを尋求する 
  ◎菩提(仏のさとり)＝心＝虚空＝無相 











  〇『菩提心論』で説かれる行願･勝義･三摩地の三種菩提心 




｢衆生の自心を菩提と規定する思考法｣  ｢自心を清浄と見なす思想(自性清浄心)｣ 









































  ※無上菩提は､心の中に大日如来の加持を蒙り｢衆生本有の曼荼(心仏 35)｣に出逢うことである 
  ※自心仏とは｢大秘密究竟心王如来大毘盧遮那(心仏 35)｣であり､それは衆生の心自体である 













  ▲第二→第三：因果を信じて､生天護戒の心を起こす 
  ▲第三→第四･第五：殊勝の解脱智(仏果)を願い､二乗の心を起こす 
  ▲第四･第五→第六：諸仏の驚覺を蒙り､大乗の心を起こす 
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  ▲第六→第七：最勝の果を願って､覚心不生の心を起こす 
  ▲第七→第八：自性無きが故に､一道如實の心を起こす 
  ▲第八→第九：諸仏の驚覺を蒙って､極無自性心を発す 


























   第一.法身説法      第二.密教の最優越性  
第三.金剛界      第四.自心仏･曼荼羅･即身成仏 
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  ※第十秘密荘厳心＝自心の源底に覚知証悟した心の曼荼羅(｢即心の曼荼｣) 
〃    ＝胎蔵海會曼荼羅･金剛界會曼荼羅･金剛頂十八會曼荼羅 
〃    ＝各々に四種曼荼羅･四智印を具す刹塵海滴の諸仏の集会 
という曼荼羅の世界としての第十住心の本質が定義されるのを確認した｡その後の記述から 
  ※因行證入方便の五字から五仏を導き出す観法＝衆生自心の中に曼荼羅の仏を見出す過程 
※｢身語意平等句の法門｣｢身語意平等の三無盡荘嚴蔵＝四種曼荼羅｣＝法身説法の内実 


















































































































汝應觀自心 既聞是説已 如教觀自心 久住諦觀察 不見自心相 復想禮佛足 白言最勝尊 
我不見自心 此心爲何相 諸佛咸告言 心相難測量 授與心眞言 如理諦觀心 
唵一質多鉢囉二合底二微鄧迦嚕彌三 Oṃ citta-prativedhaṃ karomi  [通達菩提心] 
念頃便見心 圓滿如淨月[中略]清淨無瑕穢 長時積福智 喩若淨滿月[中略]自心如滿月 踊躍 
心歡喜 復白諸世尊 我已見自心 清淨如滿月 離諸煩惱垢 能執所執等 諸佛皆告言 汝 
心本如是 爲客塵所翳 菩提心爲淨 汝觀淨月輪 得證菩提心 授此心眞言 密誦而觀照 
唵一菩提質多二母怛跛二合娜夜彌 Oṃ bodhi-cittam utpādayāmi  [修菩提心] 
能令心月輪 圓滿益明顯 諸佛復告言 菩提爲堅固 善住堅固故 復授心眞言 
唵一底瑟姹二合麼折囉二 Oṃ tiṣṭha vajra  [成金剛心] 
汝於淨月輪 觀五智金剛 令普周法界 唯一大金剛 應當知自身 即爲金剛界 
唵一麼折囉引怛麼句含二 Oṃ vajrātmako ’ham  [証金剛身] 
自身爲金剛 堅實無傾壞 復白諸佛言 我爲金剛身 時彼諸如來 便勅行者言 觀身爲佛形 
復授此眞言  
唵一曳他二薩婆怛他蘖多三薩怛他含 Oṃ yathā sarva-tathāgatas tathā’ham 
 [佛身圓満] 
以證心清淨 自見身爲佛 衆相皆圓備 即證薩婆若 定中遍禮佛 願加持堅固 一切諸佛聞 










































４『大日経』住心品･大正 18・1 中－下 
５『吽字義』定本巻三 p.70､弘全一 pp.550-551 
６『大日経』住心品･大正 18・1 下 
７同上､大正 18・1 下 
８『十住心論』定本巻二 pp.7-8､弘全一 p.129 
９同上､定本巻二 p.307､弘全一 p.397  






四 p.27､弘全一 pp.654-655／『大日経開題(隆崇頂不見)』定本巻四 pp.46-47､弘全一 p.672／『大日経開
題(關以受自樂)』定本巻四 p.62､弘全一 p.688 
１３『大日経疏』大正 39・588 上 
１４同上､大正 39・611 下 
１５『大日経』具縁品･大正 18・4 上 
１６『大日経疏』大正 39・587 下 
１７同上､大正 39・645 下 
１８同上､大正 39・680 中 
１９『三昧耶戒序』定本巻五 pp.7-8､弘全二 p.136 
２０同上､定本巻五 p.8､弘全二 pp.136-137 




２１『大日経疏』大正 39・588 上 
２２別本に｢原｣と作る 
２３『大日経疏』大正 39・589 上 
２４Ex.｢衆生悉有佛性[中略]佛性者猶如虚空[中略]衆生未來具足莊嚴清淨之身得見佛性｡是故我言佛性未來
[中略]何故説言一切衆生悉有佛性[中略]衆生佛性非内非外｡猶如虚空非内非外｣曇無讖訳『大般涅槃経』大
正 12・562 中－下) 
２５Cf.｢開方便門｡此是融凡小大之人法也｡一切世間治生産業｡皆與實相不相違背｡即客作者是長者子｡此是








鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』巻一方便品第二・大正 9・7 上 
２７Ex.智顗撰『四教義』大正 46・768 上 
２８『大日経疏』大正 39・589 中 
２９Ex.｢義名諸法實相不生不滅法相常住如涅槃｡知是義故名爲佛｡是義中常覺悟無錯謬｡於是義以種種名相
法令衆生解第一實義｣『大智度論』大正 25・656 上  
３０Ex.｢且如諸法實相｡即云百界千如心佛衆生三無差別｡｣湛然述『法華玄義釋籤』大正 33・858 下  
３１『大日経疏』大正 39・590 上 
３２同上､大正 39・646 中－下 
３３同上､大正 39・651 下｡『吽字義』に引用される｡定本巻三 p.56､弘全一 pp.537-538 
３４同上､大正 39・737 中 
３５同上､大正 39・609 下 
３６求那跋陀羅訳『勝鬘師子吼一乘大方便方廣経』大正 12・222 中－下 
３７『大日経疏』大正 39・587 上 
３８同上､大正 39・603 中 
３９同上､大正 39・621 中 








４４『大日経疏』大正 39・646 下 
４５｢我覺本不生｡出過語言道｡諸過得解脱｡遠離於因縁｡知空等虚空｡如實相智生｡已離一切暗｡第一實無
垢｡｣『大日経』具縁品､大正 18・9 中の引用｡『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.466 に引用される  
４６『大日経疏』大正 39・657 下 
４７『大日経』住心品､大正 18・1 下 
４８｢入佛智慧｡有無量方便門｡今此宗｡直以淨菩提心爲門｡若入此門｡即是初入一切如來境界｣『大日経疏』
大正 39・590 上 
４９『大日経疏』大正 39・688 中 
５０同上､大正 39・705 中 
５１同上､大正 39・738 中 
５２佛陀跋陀羅訳『大方等如来蔵経』大正 16・458 中 
５３『大日経疏』大正 39・586 下－587 上 
５４同上､大正 39・591 下 
５５同上､大正 39・604 下 
５６同上､大正 39・625 下 




５７同上､大正 39・654 上 
５８同上､大正 39・657 上 
５９同上､大正 39・704 下 
６０同上､大正 39・704 下 
６１同上､大正 39・606 中 
６２同上､大正 39・608 下 
６３同上､大正 39・624 上 
６４同上､大正 39・633 中 
６５同上､大正 39・661 中 
６６『大日経』具縁品､大正 18・11 上 
６７『大日経疏』大正 39・678 上－中 
６８同上､大正 39・695 上 
６９『大日経』悉地出現品､大正 18・18 中－下 
７０｢内｣字は別本に｢肉｣と作る 
７１『大日経疏』大正 39・705 下 
７２同上､大正 39・707 中 
７３曇無讖訳『大般涅槃経』壽命品､大正 12・379 下 
７４『大日経』入祕密漫荼羅位品､大正 18・37 上 
７５『大日経疏』大正 39・789 上 
７６同上､大正 39・608 下 
７７同上､大正 39・621 中 
７８同上､大正 39・631 中－下 
７９｢内心妙白蓮 胎藏正均等 藏中造一切 悲生漫茶羅｣『大日経』具縁品､大正 18・6 下 
８０真言宗豊山派宗務所篇『大日経疏』上､p.286 の本文と注 63･注 64 参照 
８１『大日経疏』大正 39・635 下－636 上 
８２同上､大正 39・654 上 
８３同上､大正 39・656 下 
８４同上､大正 39・674 中－下 
８５『大日経』具縁品､大正 18・12 下   
８６『大日経疏』大正 39・705 中 
８７｢摩訶薩意處 説名漫茶羅 諸眞言心位 了知得成果｣『大日経』成就悉地品､大正 18・21 下   
８８『大日経疏』大正 39・705 下 





『大日経疏』大正 39・724 中 
９１『大日経疏』大正 39・731 中 
９２｢祕密漫荼羅 決定聖天位 大悲根本生 無上摩訶衍 諸佛最祕密｣『大日経』祕密漫荼羅品､大正 18・
32 上を釈す 
９３『大日経疏』大正 39・748 下－749 上 
９４『大日経』入祕密漫荼羅品､大正 18・36 下  
９５『大日経疏』大正 39・749 下－750 上 
９６小田慈舟『十巻章講説』下 p.1233 参照 
９７作者問題については､小田慈舟『十巻章講説』下 pp.1234-1235､1243-1244 に伝統的な四説が提示さ
れている 
９８『菩提心論』大正 32・572 下 
９９これを｢三昧耶仏戒｣とも呼称する｡｢住此乗者以此戒檢知自身心教化他衆生｡即是秘密三摩耶佛戒也｡｣
『三昧耶戒序』定本巻五 pp.9-10､弘全二 p.138｡小田慈舟『十巻章講説』下 p.1253 参照 
１００『辯顕密二教論』定本巻三 p.93､弘全一 p.491 
１０１『菩提心論』大正 32・572 下 
１０２小田慈舟『十巻章講説』下 p.1254 参照 




１０３『菩提心論』大正 32・573 上－中 
１０４『大日経』住心品の｢虚空相是菩提無知解者｡亦無開曉｡何以故｡菩提無相故｡祕密主諸法無相｡謂虚空
相｣大正 18・1 下を引く  
１０５小田慈舟『十巻章講説』下 p.1268 
１０６全文は『八十華厳』の｢悲先慧爲主 方便共相應 信解清淨心 如來無量力 無礙智現前 自悟不由
他 具足同如來 發此最勝心 佛子始發生 如是妙寶心 則超凡夫位 入佛所行處 生在如來家 種族無
瑕玷 與佛共平等 決成無上覺 纔生如是心 即得入初地 志樂不可動 譬如大山王｣實叉難陀訳『大方廣
佛華嚴經(八十華厳経)』第三十四･十地品､大正 10・184 上  
１０７『菩提心論』大正 32・573 中－下  
１０８曇無讖訳『大般涅槃經』卷第三十八･迦葉菩薩品第十二之六､大正 12・590 上の偈  
１０９『大日経』本文では｢菩提心｣とする  
１１０『大日経』住心品､18・1 中－下を引く  




順慈悲道 信解極廣大 志樂亦清淨 爲求佛智慧 發此無上心 淨一切智力 及以無所畏 成就諸佛法 救攝群
生衆 爲得大慈悲 及轉勝法輪[中略]發生廣大心 量等虚空界 悲先慧爲主」實叉難陀訳『大方廣佛華厳経(八
十華厳経)』第三十四･十地品（大正 10・181 中－184 上） 
１１３曇無讖訳『大般涅槃経』巻第二･壽命品第一之二（大正 12・372 中） 
１１４『菩提心論』大正 32・573 中－下  
１１５勝又俊教『密教の日本的展開』p.118 
１１６『守護國界主陀羅尼経』大正 19・571 下－572 上 
１１７勝又俊教『密教の日本的展開』pp.118-119 の指摘に基づく  
１１８『守護國界主陀羅尼経』大正 19･527 下 
１１９『三昧耶戒序』定本巻五 p.4､弘全二 p.133 
１２０『大智度論』大正 25・63 上 
１２１『三昧耶戒序』定本巻五 p.5､弘全二 p.134 
１２２Ex.｢大慈與一切衆生樂｡大悲拔一切衆生苦｡大慈以喜樂因縁與衆生｡大悲以離苦因縁與衆生｣『大智度
論』大正 25・256 中  
１２３『宝鑰』定本巻三 p.141､弘全一 p.442  
１２４『三昧耶戒序』定本巻五 pp.5-7､弘全二 pp.134-136 
１２５同上､定本巻五 p.8､弘全二 p.137 
１２６勝又俊教『弘法大師の思想とその源流』p.73 
１２７勝又俊教､同上 p.59 
１２８｢奉為四恩造二部大曼荼羅願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.108､弘全三 p.476 
１２９勝又俊教『弘法大師の思想とその源流』p.58 
１３０『十住心論』巻二､定本巻二 p.5､弘全一 p.127｡『大日経開題(衆生狂迷)』冒頭(定本巻四 p.14)も類同
の文を含む 
１３１『平城天皇灌頂文』第一文､定本巻五 p.13､弘全二 p.154 
１３２Ex.｢如心佛亦爾 如佛衆生然 心佛及衆生 是三無差別 諸佛悉了知 一切從心轉 若能如是解 彼人見
眞佛 心亦非是身 身亦非是心 作一切佛事 自在未曾有 若人欲求知 三世一切佛 應當如是觀 心造諸如來」
佛馱跋陀羅訳『六十華嚴経』大正 9・465 下－466 上｡所謂､｢唯心偈｣である 
１３３藤井淳『空海の思想的展開の研究』第二編第五章｢空海と言尽意論｣pp.131-132 及び p.425 
１３４筆者はこれを間テクスト性として把握している｡本論附篇の｢安然『真言宗教時義』における空海テ
クストの反映について｣を参照のこと 
１３５『三昧耶戒序』定本巻五 pp.7-8､弘全二 p.136 
１３６『大日経開題(三密法輪)』定本巻四 p.52､弘全一 p.678 









如化如幻如乾闥婆城無有實事｣『大智度論』大正 25・691 上）と同一視される  
１４０『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.418 
１４１龜毛は亀の甲羅に生えた毛､実際には有り得ないものを実有と固執する誤った認識･迷妄の比喩で
ある｡Cf.｢求不可得｡譬如兔角龜毛常無｡復次十八界十二入五衆實有｡而此中無人｡更有佛法中方廣道人言｡




水｣『大智度論』大正 25･102 中 
１４３跳猿は動轉輕躁にして飛び跳ね回り制御不可能な猿猴で､狂象と並んで五根を喩える 
１４４『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 p.168､弘全一 p.768 
１４５｢有人為先師修法事願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.156､弘全三 p.514 
１４６『最勝王経開題』定本巻四 p.233､弘全一 p.820 
１４７Cf.｢十惡快心日夜作｣『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.418／｢營營日夕繋衣食之獄｣同前､定本巻三
p.117､弘全一 p.421 
１４８｢於平城東大寺供三宝願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.117､弘全三 p.484 
１４９｢喜雨歌｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.13､弘全三 p.405 
１５０『吽字義』定本巻三 p.59､弘全一 p.541  
１５１如如不可得の理､則ち本不生の理のこと｡これは本源常住の無為の理ことわりであるから､さとりの真
理と同定される｡小田慈舟『十巻章講説』上 p.367 参照 
１５２飽くことを知らず禽獣を追って猟をすること。殺生を常として生死流転の苦界に彷徨い、菩提を求
める心のないことを表現する｡小田慈舟『十巻章講説』上 p.368 参照 
１５３衆生は迷妄の世界に狂い彽徊して､そもそも自心に仏のさとりの智慧が本有に具有することに気付
かず､本源から離れてこれに戻らないこと 
１５４『秘鍵』定本巻三 p.11､弘全一 p.561 
１５５Cf.｢初心之佛其徳不思議｡萬徳始顯一心稍現｣『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.461  
１５６｢觀誦｣は観想しながら真言を唱える行｡Cf.｢如此經論等所詮無量經義等｡悉攝文殊一  字眞言盡｡若
觀誦此一字則證大空三昧等同文殊菩薩｣『十住心論』巻七､定本巻二 p.259､弘全一 p.355  
１５７Cf.｢觀念誦習此一字時｡能滅一切妄想煩惱業障等｡頓證得本有菩提之智｡是名能得忍陀羅尼｣『梵字悉
曇字母幷釋義』定本巻五 p.103､弘全二 p.721  
１５８｢含千理｣は一の声字＝種子真言＝法曼荼羅身に無辺の義理法門を具する總持攝盡の徳を言い表す。
Cf.｢此一一字門具無量無邊顯密教義｡一一聲一一字一一實相周遍法界｡爲一切諸尊三摩地門陀羅尼門｣『十
住心論』巻十､定本巻二 pp.322-323､弘全一 p.411  
１５９｢法如｣は『秘鍵』大綱序の｢夫佛法非遙｡心中即近｡真如非外｡弃身何求｡迷悟在我｡則發心即到｡
明暗非他｡則信修忽證｣に掲げられる｢佛法｣と｢真如｣に対応する 





１６２『一切経開題』定本巻四 p.272､弘全一 p.850 
１６３同上､定本巻四 p.276､弘全一 pp.851-852 
１６４『金剛頂経開題』定本巻四 p.82､弘全一 p.703 
１６５『教王経開題』定本巻四 pp.103-104､弘全一 pp.720-721 
１６６Ex.｢密義五智佛名一切如来｡聚一切諸法共成五佛身故｡此五佛則諸佛之本體諸法之根源｡故名一切如
来(密の義は五智の佛を一切如来と名づく｡一切の諸法を聚めて共に五佛の身を成ずるが故に｡此の五佛は則ち諸佛の






『金剛頂経開題』定本巻四 p.73､弘全一 pp.694-695 









來｡具足圓滿過恒沙徳常明淨故｣『釈摩訶衍論』大正 32・613 下 
１７０Cf.田中悠文｢唐代瑜伽部密教のマンダラ論｣『現代密教』第 8 号､1996 年 pp.41-61 のうちの図 I～
Ⅲ､pp.57-59  
１７１『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 p.3､弘全一 p.633 
１７２『即身義』定本巻二 p.29､弘全一 p.517 
１７３同上､定本巻二 pp.28-29､弘全一 pp.516-517 
１７４｢心佛及衆生 是三無差別｣という『六十華厳経』の｢唯心偈｣を指す 
１７５『梵字悉曇字母幷釋義』定本巻五 p.105､弘全二 pp.722-723 
１７６『声字義』定本巻二 p.35､弘全一 p.521 
１７７『金勝王経秘密伽陀』定本巻四 p.242､弘全一 p.826 
１７８『実相般若経答釈』定本巻四 p.141､弘全一 p.749 





全一 pp.556-557  
１８１『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 pp.179-180､弘全一 pp.778-779  
１８２『法華経釈』定本巻四 p.205､弘全一 pp.786-787  
１８３染浄本覚･清浄本覚･一心法界本覚･三自本覚･一如本覚･不二本覚の六(『法華経開題(重圓性海)』定本巻
四 p.169､弘全一 p.769 に六種本覚が明記される｡)『釈摩訶衍論』所説(大正 32 の 602､613､637)に依る 
１８４『妙法蓮華経』大正 9・7 上の略抄｡ 
１８５Ex.｢時婆伽梵大毘盧遮那如來｡常住一切虚空｡一切如來身口心金剛｡一切如來互相渉入｡一切金剛界
覺悟智薩埵｡一切虚空界微塵金剛｡加持 所生智藏｡一切如來無邊故｡大金剛智灌頂寶｡一切虚空舒遍眞如智｡
爲現證三菩提｡一切如來自身｡性清淨故｡自性清淨一切法｡｣『真実摂経』大正 18・207 上 
１８６『法華経釈』定本巻四 pp.205-206､弘全一 p.787  
１８７『梵網経開題』定本巻四 pp.228-229､弘全一 pp.817-818  
１８８｢諸佛智慧甚深無量｡其智慧門難解難入｣『妙法蓮華経』方便品第二､大正 9・5 中  
１８９｢爾時盧舎那佛即大歡喜｡現虚空光體性本原成佛常住法身三昧｡示諸大衆｡是諸佛子｡諦聽善思修行｣
『梵網経』盧舎那佛説菩薩心地品第十､大正 24・997 下  











１９４『妙法蓮華経』五百弟子受記品第八､大正 9・29 中 
１９５『大日経開題(三密法輪)』定本巻四 p.53､弘全一 p.678 
１９６Cf.｢輪廻三界跉跰四生｣『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418 
１９７『大日経開題(今釈此経)』定本巻四 p.24､弘全一 p.652 
１９８『金剛般若波羅蜜経開題』定本巻四 p.262､弘全一 p.842 
１９９『大日経』住心品､大正 18・1 上 
２００『大日経疏』大正 39・585 下 




２０１『吽字義』定本巻三 p.54､弘全一 p.536｡『大日経疏』大正 39・656 上の引用  
２０２同上､定本巻三 p.55､弘全一 p.537｡『大日経疏』大正 39・649 中の引用  
２０３同上､定本巻三 pp.55-56､弘全一 pp.537-538｡『大日経疏』大正 39・651 下の引用  
２０４同上､定本巻三 pp.56-57､弘全一 p.538｡『大日経疏』大正 39・651 下及び『守護国経』大正 19・5651
下の引用  
２０５衆生が自ら因縁生の諸法に迷い､煩悩妄心によって迷いの世界を作り上げること｡三界唯心の唯識




２０９『吽字義』定本巻三 p.57､弘全一 p.539  
２１０Cf.｢三辰戴頂暗同狗眼｣『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421 
２１１『吽字義』定本巻三 p.57､弘全一 p.539  
２１２同上､定本巻三 pp.61-62､弘全一 p.543  
２１３同上､定本巻三 pp.62-63､弘全一 p.544  
２１４同上､定本巻三 pp.63-64､弘全一 pp.544-545 




定本巻二 p.308､弘全一 p.398  
２１７覚鑁『眞言淨菩提心私記』『興教大師全集』上､pp.213-214 
２１８『十住心論』巻一､定本巻二 pp.6-7､弘全一 pp.128-129  
２１９｢謂十界者｡一一切佛界｡二一切菩薩界｡三一切縁覺界｡四一切聲聞界｡五一切天界｡六一切人界｡七一
切阿修羅界｡八一切傍生界｡九一切餓鬼界｡十一切捺落迦界｡自外種種界等攝天鬼及傍生趣中盡｡｣『声字義』
定本巻三 p.39､弘全一 p.525 
２２０『平城天皇灌頂文』第二文､定本巻五 p.18､弘全二 pp.158-159 
２２１『釈摩訶衍論』の｢清淨覺者｡即是法身如來自性自體故｡依此法身説名本覺者｡本有法身自性徳中｡而
作歸依｡建立清淨本覺稱｣(大正 32・615 中)及び｢清淨本覺從無始來｡不觀修行非得他力｡性徳圓滿本智具足｣
(大正 32・637 下)に基づく 





２２５『平城天皇灌頂文』第二文､定本巻五 p.22､弘全二 p.162 
２２６『即身義』定本巻二 pp.28-29､弘全一 pp.516-517 
２２７『三昧耶戒序』定本巻五 p.4､弘全二 p.133 
２２８同上､定本巻五 p.5､弘全二 p.134 
２２９勝又俊教『弘法大師の思想とその源流』p.68 
２３０｢遊山慕仙詩｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.10､弘全三 p.402 
２３１『大日経疏』大正 39・580 中｡『十住心論』巻十に引用される(定本巻二 pp.312-313､弘全一 p.402) 
２３２『吽字義』定本巻三 p.65､弘全一 p.546  
２３３｢喜雨歌｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.14､弘全三 p.406 
２３４｢中寿感興詩幷序｣『性霊集』巻三､定本巻八 p.43､弘全三 p.429  
２３５｢天長皇帝爲故中務卿親王捨田及道場支具入橘寺願文｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.94､弘全三 p.466  
２３６『般若心経秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554  
２３７｢天長皇帝爲故中務卿親王捨田及道場支具入橘寺願文｣『性霊集』巻六､定本巻八 p.95､弘全三 p.467  
２３８Cf.｢今日開 字本宮此時登自性蓮臺｣『大日経開題(隆崇頂不見)』定本巻四 p.50､弘全三 p.676 
２３９Cf.｢遊法界宮觀胎藏之海會｡入金剛界禮遍智之麻集｣｢恵果和尚碑文｣『性霊集』巻二､定本巻八 p.34､
弘全三 p.422  
２４０｢奉爲四恩造二部大曼荼羅願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.108､弘全三 p.476 
２４１｢為弟子僧真體設亡妹七七齋幷奉入傳燈料田願文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.134､弘全三 p.495 




２４２同上､『性霊集』巻八､定本巻八 p.135､弘全三 p.496 
２４３｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.140､弘全三 p.500 
２４４三等真言は入佛三昧耶の真言(｢曩莫三曼多没駄南阿三迷底里三迷三摩曳娑縛訶
 ）を指す 
２４５『念持真言理観啓白』定本巻五 p.97､弘全二 p.186 
２４６｢奉勧諸有縁衆應奉寫秘密法蔵合三十五巻｣『性霊集』巻九､定本巻八 p.175､弘全三 p.528 
２４７同上､『性霊集』巻九､定本巻八 p.176､弘全三 p.529 
２４８Cf.｢若人求佛惠 通達菩提心 父母所生身 速證大覺位(若し人佛慧を求めて菩提心に通達すれば､父母
所生の身に速やかに大覺の位を證す)」『菩提心論』大正 32・574 下｡『寶鑰』定本巻三 p.174 や『即身義』
定本巻三 p.18 に引用される 
２４９｢詠如泡喩｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.210､弘全三 p.556 
２５０Ex.｢是菩薩作是念三界虚妄但是一心作｡論曰｡但是一心作者｡一切三界唯心轉故｣『十地經論』大正
26・169 上､及び｢一切唯識｡如經中説三界唯心｣窺基撰『成唯識論述記』大正 43・230 下 
２５１『吽字義』定本巻三 p.54､弘全一 p.536｡『大日経疏』大正 39・656 上の引用  
２５２『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 p.3､弘全一 p.633 
２５３この二文の関係は第四章第三節(4-3-2 の１：｢秀 10｣｢秀 11｣)を参照のこと 
２５４『大日経開題(衆生狂迷)』定本巻四 p.15､弘全一 p.643 
２５５『大日経開題(隆崇頂不見)』定本巻四 p.42､弘全一 p.668 
２５６同上､定本巻四 pp.50-51､弘全一 p.676 
２５７『大日経開題(大毗盧遮那)』定本巻四 pp.34-35､弘全一 p.661 
２５８『大日経開題(三密法輪)』定本巻四 pp.52-53､弘全一 p.678 
２５９同上､定本巻四 p.53､弘全一 p.679 
２６０勝又俊教『弘法大師の思想とその源流』p.69 
２６１『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.160､弘全一 p.760  
２６２｢如心佛亦爾 如佛衆生然 心佛及衆生 是三無差別 諸佛悉了知 一切從心轉 若能如是解」佛馱跋陀
羅訳『六十華厳経』大正 9・465 下－466 上 
２６３『梵網経開題』定本巻四 p.226､弘全一 p.815  
２６４『金勝王経秘密伽陀』定本巻四 p.246､弘全一 p.829 
２６５『金剛般若波羅蜜経開題』定本巻四 pp.257-258､弘全一 pp.838-839 
２６６『二教論』定本巻三 pp.81-82､弘全一 pp.479-480 
２６７『釈摩訶衍論』大正 32・668 上の略抄  
２６８『一切経開題』定本巻四 p.272､弘全一 p.850 
２６９同上､定本巻四 p.275､弘全一 pp.850-851 
２７０同上､定本巻四 p.276､弘全一 p.851 
２７１『声字義』定本巻二 p.35､弘全一 p.521 
２７２同上､定本巻二 p.35､弘全一 p.521 
２７３『十住心論』巻十､定本巻二 p.310､弘全一 pp.399-400 
２７４「  迦上字門一切法離作業故」(不空譯『瑜伽金剛頂經釋字母品』大正 18・338 下)｡作業 kārya の頭「ka」
を取って、作業を迦  字の字相、離作業無所得を迦 字の字義とする｡参照､｢ 迦上字門一切法離作






云｡迦上字印者遠離世論無作者故已上」淨嚴撰『三密鈔』大正 84・794 上－中  
２７５｢我即同心位 一切處自在 遍於種種 有情及非情 阿字第一命」『大日経』大正 18・38 下  
２７６｢空者謂阿字也｡阿字即本不生不可得空也｡猶此畢竟不可得不可得空具足衆徳｡普攝一切佛法也」『大








２７８『金剛頂経開題』定本巻四 p.77､弘全一 p.699  
２７９『十住心論』巻十､定本巻二 pp.311-312､弘全一 pp.400-402 
２８０｢一時薄伽梵｡住如來加持廣大金剛法界宮｡一切持金剛者皆悉集會｣『大日経』住心品､大正 18・1 上 
２８１｢時薄伽梵廣大法界加持｡即於是時｡住法界胎藏三昧｡從此定起説｡入佛三昧耶持明｣『大日経』具縁品､
大正 18・12 下 
２８２｢時釋迦牟尼世尊｡入於寶處三昧｡説自心及眷屬眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 下 
２８３｢時普賢菩薩｡即時住於佛境界莊嚴三昧｡説無閡力眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 上 
２８４｢時彌勒菩薩｡住發生普遍大慈三昧｡説自心｡眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 上 
２８５｢爾時金剛手｡住大金剛無勝三昧｡説自心及眷屬眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 中 











の所住を加持處と名づくるなり｡)｣『大日経疏』大正 39・580 上  
２８９『大日経』住心品､大正 18・2 上 
２９０｢心品転昇｣は真言密教のテクニカルタームとして定着しているが､｢心品｣｢転昇｣共に定本･弘全両
エディションの索引に登場しない語句である｡杲寶の『大日經疏演奧鈔』に｢隨信隨法次第轉昇｣(大正 59・
34 上)､｢猶有轉昇餘乘之義｣(大正 59・515 中)の表現があり､宥快『大日經疏鈔』には｢今ノ六心約捨劣得勝




２９１『大日経』住心品､大正 18・2 上 
２９２『十住心論』巻十､定本巻二 p.325､弘全一 p.413 
２９３｢住心雖無量｡且擧十綱攝之衆毛｣『十住心論』巻一､定本巻二 p.8､弘全一 p.130 
２９４勝又俊教『密教の日本的展開』p.194 
２９５『大日経』住心品､大正 18・2 上－中 
２９６｢虚妄分別の所由を釋す｣『大日経疏』大正 39・592 下 
２９７Cf.『宝鑰』定本巻三 p.119､弘全一 pp.422-423 
２９８『大日経疏』大正 39・594 下 
２９９『大日経』住心品､大正 18・2 中 
３００Cf.『宝鑰』定本巻三 p.122､弘全一 p.425 
３０１勝又俊教『密教の日本的展開』p.194 
３０２『大日経』住心品､大正 18・2 中 
３０３Cf.『宝鑰』定本巻三 pp.126-127､弘全一 pp.429-430 
３０４『大日経』住心品､大正 18・2 中 
３０５Cf.『宝鑰』定本巻三 p.127､弘全一 p.430 
３０６『大日経』住心品､大正 18・3 上－中 
３０７Cf.『宝鑰』定本巻三 p.144､弘全一 p.445 
３０８Cf.『宝鑰』定本巻三 pp.147-148､弘全一 p.448 
３０９『大日経』住心品､大正 18・3 中 
３１０『大日経疏』大正 39・600 下 
３１１同上､大正 39・601 下 
３１２大塚伸夫教授の教示に依る 
３１３勝又俊教『密教の日本的展開』p.193  
３１４『大日経』住心品､大正 18・3 中 




３１５Cf.『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 pp.451-452 
３１６Ex.｢是菩薩作是念三界虚妄但是一心作｡論曰｡但是一心作者｡一切三界唯心轉故｣『十地經論』大正
26・169 上､及び｢一切唯識｡如經中説三界唯心｣窺基撰『成唯識論述記』大正 43・230 下 
３１７『大日経疏』大正 39・603 上 
３１８『大日経』住心品､大正 18・3 中 
３１９Cf.『宝鑰』定本巻三 p.154､弘全一 p.453 
３２０『大日経疏』大正 39・603 上 
３２１同上､大正 39・603 中 
３２２『大日経』住心品､大正 18・3 中 
３２３Cf.『宝鑰』定本巻三 p.159､弘全一 p.458 
３２４Cf. 同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462 
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其義也｡彼種子真言曰 ｡爲 阿字諸法本不生義者即是地大｡嚩字離言説謂之水大｡清淨
無垢塵者是則囉字火大也｡因業不可得者訶字門風大也｡等虚空者欠字字相即空大也｡我覺者識大｣『即身義』
定本巻三 pp.19-20､弘全一 p.508  
３５１『大日経』具縁品､大正 18・9 下 
３５２『大日経疏』大正 39・647 下 
３５３同上､大正 39・647 下 
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４３４Cf.｢聚落分衞麁飯吐想｣『宝鑰』定本巻三 p.130､弘全一 p.431   
４３５Cf.｢觀因縁於十二｣『宝鑰』定本巻三 p.145､弘全一 p.445   
４３６『三昧耶戒序』定本巻五 p.3､弘全二 p.132 




４３７Cf.｢四智法王之号本無今得｣『宝鑰』定本巻三 p.150､弘全一 p.450   
４３８『三昧耶戒序』定本巻五 pp.3-4､弘全二 pp.132-133 
４３９Cf.｢今八不横破八迷竪窮五句｡以求彼生滅不得故言不生不滅｡生滅既去｡不生不滅亦生滅亦不生滅｡
非生滅非不生滅五句自崩｣『十住心論』巻七､定本巻二 p.251､弘全一 p.347｡『大乗玄論』からの引用  
４４０菩提流支訳『入楞伽經』大正 16・530 下  
４４１『釈摩訶衍論』巻二､大正 32・605 下－606 上  
４４２『三昧耶戒序』定本巻五 p.4､弘全二 p.133 
４４３｢第八如實一道心：一如本淨 境智倶融 知此心性 号曰遮那｣『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.420   
４４４『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.456   
４４５同上､定本巻三 p.116､弘全一 p.420   
４４６同上､定本巻三 p.157､弘全一 p.456   
４４７『三昧耶戒序』定本巻五 p.4､弘全二 p.133 
４４８『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.462   
４４９同上､定本巻三 p.163､弘全一 p.462   
４５０同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.460   
４５１同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.461   
４５２同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.461   
４５３『三昧耶戒序』､定本巻五 p.6､弘全二 pp.134-135 
４５４同上､定本巻五 p.6､弘全二 p.135 
４５５同上､定本巻五 p.6､弘全二 p.135 
４５６『宝鑰』定本巻三 p.125､弘全一 p.428   
４５７『三昧耶戒序』定本巻五 p.6､弘全二 p.135 
４５８Cf.｢六十三生觀｣『宝鑰』定本巻三 p.144､弘全一 p.445   
４５９Cf.｢修習百劫具神通｣『宝鑰』定本巻三 p.147､弘全一 p.448   
４６０『宝鑰』定本巻三 p.149､弘全一 p.449｡『菩提心論』大正 32・573 上からの引用文    
４６１『三昧耶戒序』定本巻五 p.6､弘全二 p.135 
４６２同上､定本巻五 pp.6-7､弘全二 p.135 
４６３『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.420   
４６４同上､定本巻三 p.160､弘全一 p.459   
４６５同上､定本巻三 p.116､弘全一 p.420   
４６６同上､定本巻三 p.157､弘全一 p.456   
４６７同上､定本巻三 p.160､弘全一 p.459   
４６８同上､定本巻三 p.157､弘全一 p.456   
４６９同上､定本巻三 p.159､弘全一 p.458   
４７０同上､定本巻三 p.156､弘全一 p.456   
４７１同上､定本巻三 p.157､弘全一 p.456   
４７２同上､定本巻三 p.159､弘全一 p.458   
４７３同上､定本巻三 p.160､弘全一 p.459   
４７４Cf.｢佛説此名初法明道｡智度名入佛道初門｣『宝鑰』定本巻三 p.159､弘全一 p.458   
４７５『宝鑰』定本巻三 p.159､弘全一 p.458   
４７６『三昧耶戒序』定本巻五 p.7､弘全二 pp.135-136 
４７７｢以自性成就真言自恣而誦｣『宝鑰』定本巻三 p.165､弘全一 p.463   
４７８｢又極無自性心明眞如法身蒙驚覺縁力更進金剛際｣『十住心論』巻九､定本巻二 p.280､弘全一 p.373  
４７９『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.460   
４８０同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462   
４８１『三昧耶戒序』定本巻五 pp.9-10､弘全二 p.138 
４８２勝又『密教の日本的展開』pp.187-188 
４８３『秘鍵』定本巻三 p.4､弘全一 p.555  
４８４同上､定本巻三 pp.7-9､弘全一 pp.558-560 
４８５勝又俊教『講座宝鑰・般若心經秘鍵』大蔵出版、1977 年、pp.377-378 参照 
４８６拙論『空海精髄の開明と探究 － 『念持真言理観啓白文』を中心として－』､平成 29 年度大正大学
大学院修士論文､pp.180､198､201-202 
４８７讃州覚城院三等(1678-1746) の『般若心經秘鍵蛇鱗記』(『續真言宗全書』巻二十、秘鍵部 332 上－





４８８小田慈舟『十巻章講説』下 p.1229 参照 
４８９勝又俊教『講座宝鑰・般若心經秘鍵』p.496  
４９０大澤聖寛｢『般若心經秘鍵』の文献学的研究｣『空海思想の研究』山喜房佛書林､2013 年､p.230 参照 
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５３６『宝鑰』定本巻三 p.122､弘全一 p.425｡『大日経』住心品､大正 18・2 中からの引用｡｢愚童凡夫{類
猶如羝羊}或時有一法想生｣の{ }内二重下線部は省略される 






る不安から解き放たれた状態を指す(勝又俊教『講座宝鑰』註釈 p.92 註 3） 
５４２『宝鑰』定本巻三 p.123､弘全一 p.426｡『大日経』住心品､大正 18・1 中からの引用 
５４３当該の経文は､『十住心論』第三住心の深秘釈に引用される｡『十住心論』巻三､定本巻二 p.145､弘
全一 p.251  




５４５同上､定本巻三 p.127､弘全一 p.430｡『大日経』具縁品､大正 18・9 下からの引用 
５４６同上､定本巻三 p.127､弘全一 p.430｡『大日経』具縁品､大正 18・9 下からの引用｡偈頌の全体は｢祕
密主當知 此等三昧道 若住佛世尊 菩薩救世者 縁覺･聲聞説 摧害於諸過 若諸天世間 眞言法教
道 如是勤勇者 爲利衆生故｣ 








５５０『宝鑰』定本巻三 p.129､弘全一 p.431 
５５１｢廓｣は大の義､がらんとして広々とした様子｡等持三昧の清涼寂靜なる境界の大いなる様を表わす 
５５２『宝鑰』定本巻三 p.144､弘全一 p.445。『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用  
５５３同上､定本巻三 p.144､弘全一 p.445。『大日経』具縁品､大正 18・9 下からの引用  
５５４同上､定本巻三 p.144､弘全一 p.445。『大日経』具縁品､大正 18・10 上からの引用｡原典は｢救世者








５５６『声字義』定本巻三 p.37､弘全一 p.523 
５５７『十住心論』巻十､定本巻二 p.322､弘全一 p.411 














５６３『宝鑰』定本巻三 pp.147-148､弘全一 p.448｡『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用｡但し､｢縁
覺｣の一語は引用者である著者空海の付加である  
５６４同上､定本巻三 p.148､弘全一 p.448｡『大日経』具縁品､大正 18・9 下からの引用  
５６５『大日経』具縁品の再引用｡原典は｢救世者真言 若聲聞所説 一一句安布｣の語順 








５６８同上､定本巻三 pp.150-151､弘全一 pp.450-451 
５６９通常は阿頼耶識と称される第八識が｢陀那｣と記されるのは､『大日経疏』の｢無縁乗とは､此の僧祇
に至って始めて能く阿陀那深細の識を觀察して､三界唯心なり､心の外に更に無一法として得可き者無し






大正 31・46 下 
５７２｢似｣は非有似有の義､｢心｣は行者の観心(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下一 p.262)｡唯識観に住して､依他起の
一切諸法は皆自心の作り出す実体の無い像であって､それらは幻や陽炎の如く非有似有なるものと考え












弘全一 p.292｡『大日経疏』大正 39・602 上の文 






５７７『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 pp.451-452｡『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用 
５７８同上､定本巻三 p.152､弘全一 p.452｡『菩提心論』大正 32・573 上からの引用 
５７９法相宗の見解では､菩薩の行に通別を分かち､六度を通修とし三十七道品を別修とする｡ここでは六
波羅蜜行を指す（宥快『發菩提心論鈔』第七 p.103 参照） 
５８０｢皆悉具足｣は因行具足の義､則ち自利利他の万行を悉皆具足する意(宥快『發菩提心論鈔』第七 p.107) 
５８１｢然證佛果｣は果徳円満の義､四智三身の妙果に相当する(宥快『發菩提心論鈔』第七 p.107 参照) 
５８２階級次第が修行にあること｡則ち「五位[資糧位・加行位・通達位・修習位・究竟位]の浅深｡三祇の階級[第
一劫:三賢位、第二劫:初地～七地、第三劫: 不動地･善慧地･法雲地]｡凡聖因果等の次第」(宥快『發菩提心論鈔』第







絶中｡悟心性之不生知境智之不異｡斯乃南宗之綱領也｡｣『宝鑰』定本巻三 pp.153-154､弘全一 pp.452-453 
５８４『宝鑰』定本巻三 pp.153-154､弘全一 p.453 
５８５諸法が空であるという性質､無自性空のこと｡三論宗の宗極は性空･諸法本性空寂に存すると定義さ
れる｡Ex.｢標玄旨於性空｡以爐冶之功驗之｡唯性空之宗最得其實｡詳此意安公明本無者｡一切諸法本性空寂」






































６００『大日経疏』大正 39・603 中 
６０１『宝鑰』定本巻三 p.154､弘全一 p.453 と定本巻三 p.155､弘全一 p.455｡『大日経』住心品､大正 18・
3 中からの引用 













































講説』下 p.1022 参照） 
６２２｢覺自心本不生｣の内実は、上に述べてきた所の､心王心所共に清浄無垢にして､心王は前後際を超越
し本有常住である実際を了知することを言う 








転入すると言い表す｡（宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下五・三百十二及び小田慈舟『十巻章講説』下 p.1015 参照） 
６２４阿 字門は､一切の眞如法界法性實際等の理の根源であり､大日如来の総徳を示す 




６２７『中論』巻三に｢諸法實相者 心行言語斷 無生亦無滅 寂滅如涅槃｣(大正 30・24 上)と説かれる｡中道
正観では､諸法は縁起所生であり自性無きことを｢無生｣と言い表す。則ち｢無生｣は中道にして空理。因縁
所生の仮法は即体無生と観るが故に空理であり､｢無生｣は空と中の二諦に通じる（宥快『發菩提心論鈔』第
九 p.125 参照）｡ここでは一切法空を指して｢無生｣と言う 
６２８｢心體｣は一切法の無生を悟る時の能観の心を指し､その能観の心は自然に真如にあることを説く
（宥快『發菩提心論鈔』第九 p.125 参照） 
６２９色心一如をさとること｡｢不見身心｣は常途浅略の顕教的理解(空理遮情の法門)では､色心性空･智境不
二と観ずる意の表現であるに対し､真言密教的には身心の体性の平等を覚知することを意味する（宥快『發






説』下 p.1284 参照）  
６３４妄心に随順してはならない｡これを第七住心に即すれば､一念妄心が起これば生滅断常一異去来の
八迷の戯論が生ずるから､諸法は因縁生無自性にして無自性であるが故に畢竟空であると知って妄心に











即般若般若即境｡故云無境界｡｣『宝鑰』定本巻三 pp.156-157､弘全一 pp.455-456 
６３７｢一實之理｣は仏の本懐である一實(一乗眞實)中道の妙理で､法華一乗を指す｡(勝又俊教『講座宝鑰』註










なる｡(小田慈舟『十巻章講説』下 p.1054 参照) 
６４３天台で重視される止観の行相を理智不二･智境冥合の概念にまとめ､これが『大日経』に｢所謂空性｡
離於根境｡無相無境界｡越諸戲論｡等虚空無邊一切佛法｣(大正 18・3 中)と述べられる｢無境界｣に同一である










を配する(小田慈舟『十巻章講説』下 p.1054 参照) 
６４６『十住心論』巻八､定本巻二 pp.262-264､弘全一 pp.357-358  
６４７｢者｣は説者の補足  

















































大我也｣『大日経疏』大正 39・588 中 
６６９以下､｢非青非黄非赤非白非紅非紫非水精色｣の青･黄･赤･白･紅･紫･水精色等は顯形表三色(『瑜伽師



















































































































７１７『宝鑰』定本巻三 p.159､弘全一 p.458｡『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用 
７１８この引用箇所で説き明かされる内容は､法華一乗天台法門の究竟の教理､真如の理世界＝真如理法
身の境界を示すから､ここで｢亦是明理法身｣と表現する 







昧之大意｡｣『宝鑰』定本巻三 pp.162-163､弘全一 pp.460-461 及び｢風水龍王一法界 真如生滅歸此岑 輪
花能出體大等 器衆正覺極甚深 縁起十玄互主伴 呑流五教海印音 重重無礙喩帝網 隱隱圓融錠光心 
花嚴三昧一切行 果界十尊諸刹臨｣『宝鑰』定本巻三 pp.163-164､弘全一 p.462 









































７４２第九の次に控える第十住心､秘密荘厳心､則ち真言密教の法門を指す   
７４３真言門に対する初心･初門   
７４４｢初發心時便成正覺｣は､発菩提心がそのまま究竟の果位に渉入するという華厳の代表的な教理を反
映する｡Ex.｢疾得一切諸佛功徳｡常樂觀察無二法相｡斯有是處｡初發心時便成正覺｡知一切法眞實之性｡具足

































７５９『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418   
７６０同上､定本巻三 p.163､弘全一 p.461｡『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用 
７６１同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462｡『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用 
７６２同上､定本巻三 p.163､弘全一 p.461｡『大日経疏』大正 39・612 中に基づく 
７６３『大日経疏』大正 39・612 中 
７６４安然作『眞言宗教時義』大正 75・402 中－403 中｡安然の解釈については本論の附論第三節で詳し
く論じている 





普賢｡成最正覺｣『金剛頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』大正 18・328 下 
７６７『宝鑰』定本巻三 p.167､弘全一 p.465  
７６８同上､定本巻三 p.166､弘全一 p.464｡『菩提心論』大正 32・573 中からの引用 











鈔』第八 p.118 参照）  
７７２無明煩悩に依って輪廻転生の苦果を招き､三界六道の有為生死を輾転するは仏教の共通教義である。
この妄法縁起の義を観じてその迷妄をさとれば(＝成道する)､根本無明の煩悩も枝末の随煩悩も悉く消滅


















田慈舟『十巻章講説』下 p.1096 参照） 
７７９勝義･行願の菩提心を具足すること 
７８０勝義大智は自利行､行願大悲は利他行で､この二行を具足する二益を示す 
７８１小田慈舟『十巻章講説』下 p.1285 参照  
７８２『宝鑰』定本巻三 p.166､弘全一 pp.464-465｡『釈摩訶衍論』巻三､大正 32・622 上からの引用 
７８３｢性淨本覺｣は自性清浄なる本来的な仏のさとりの覚体(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下八半 p.462)｡清浄本覺
に同義｡清浄本覺の定義は､｢云何名爲清淨本覺｡本有法身從無始來｡具足圓滿過恒沙徳常明淨故」(『釈摩訶
衍論』大正 32・613 下)｡即ち清浄本覚とは､現象界の本来･真如･真実の在り方[＝本有法身]である  
７８４自性清浄の本有の覚体(性淨本覺)は､三種世間として統合される一切法の中に遍満して､[逆に一切法は
本覺智を出離することは無いから]一切法から皆悉く離れることは無く､三種世間を熏習するの意｡(勝又俊教『講





























大正 35・122 上 
７９４『即身義』定本巻三 pp.21-22､弘全一 p.510 
７９５『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.459 
７９６同上､定本巻三 p.162､弘全一 p.461 
７９７同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462 
７９８『十住心論』序､定本巻二 p.5､弘全一 p.127  
７９９同上､定本巻二 p.6､弘全一 pp.127-128  
８００同上､定本巻二 p.6､弘全一 p.128  
８０１同上､定本巻二 p.7､弘全一 p.129  
８０２同上､定本巻二 p.7､弘全一 p.129  
８０３『十住心論』巻十､定本巻二 p.307､弘全一 p.397  
８０４『宝鑰』定本巻三 pp.167-168､弘全一 pp.465-466 
８０５轉深轉妙は第一住心から第二住心､更に住心を輾転と転昇して浅い処から甚深微妙の奥深い場処・
一心の宮殿へと昇進することを言う｡Cf.｢従淺至深従近迄遠｡雖云轉妙轉樂(淺より深に至り近より遠に迄る
まで轉妙轉樂なりと云ふと雖も)｣『十住心論』定本巻二 p.6､弘全一 p.127 
８０６顕教究竟の第九極無自性心では未だ開明されざる所の､五相成身の秘観や五智五佛･六大體大､四種
曼荼羅･四智印の相大､及び三密加持の用大などの深秘の教えが､至極の第十住心に於いて開陳されるこ
とを言う   
８０７無量無数の諸佛の海会である曼荼羅が、衆生本有の自心仏であることを言い表す   
８０８荘嚴仁は秘密荘厳を体現した人､即ち佛を意味する 
８０９｢諸法無自性故去卑取尊｣『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.460 
８１０｢是因是心望前顯教極果｡於後秘心初心｣『宝鑰』定本巻三 p.162､弘全一 p.460 
８１１『宝鑰』定本巻三 p.175､弘全一 pp.472-473 
８１２『宝鑰』第七住心及び第九住心に引用される｡『菩提心論』勝義段(｢十宝 31｣｢十宝 40｣)の論理に通じる 
８１３『弁顕密二教論』巻上に詳論される｡定本巻三 pp.77-87､弘全一 pp.475-485 
８１４｢一切如来秘奥之敎自覺聖智修證法門｣『二教論』定本巻三 p.101､弘全一 pp.497-498 
８１５｢法身大毗盧遮那如来与自眷属法身如来於秘密法界心殿中自受法樂故常恒不斷演説此自内證智三摩
地法｣『広付法伝』定本巻一 pp.68-697､弘全一 p.5 
８１６宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下九半 p.471 参照 





住心論』定本巻二 p.6､弘全一 pp.127-128 
８２０『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 p.462   





８２４『弁顕密二教論』定本巻三 p.104､弘全一 p.497 
８２５不空訳『都部陀羅尼目』大正 18・898 下－899 上 




８２６『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 pp.471-472  
８２７『声字実相義』への参照であると同時に､『大日経疏』｢如來一一三昧門聲字實相｡有佛無佛法如是
故｡即是故不流即是如來本地法身｡爲欲以此法身遍施衆生故｡還以自在神力｡加持如是法爾聲字｡故此聲字｣




８２９『十住心論』巻十､定本巻二 pp.322-324､弘全一 pp.411-413 
８３０『吽字義』定本巻三 pp.69-70､弘全一 p.550 
８３１不空訳『大樂金剛不空眞實三昧耶經般若波羅蜜多理趣釋』大正 19・607 中 
８３２宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下九半 p.476 参照 
８３３『宝鑰』定本巻三 p.168､弘全一 p.466｡『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用 






に通じる定と釈される阿 字三昧である｡(小田慈舟『十巻章講説』下 pp.1119 参照）  
８３７大日如来が説く｢我覺本不生出過語言道…｣の偈頌は､如来自證の菩提の実義を説き､『即身義』での
配釈からも明らかな如く､六大体大の義を示すから､これを｢法界體性三昧｣と言う｡(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻
下九半 p.179 参照）   
８３８｢謂六大者五大及識｡大日経所謂｢我覺本不生 出過語言道 諸過得解脱 遠離於因縁 知空等虚空｣｡是
其義也｡彼種子真言曰 ｡爲  阿字諸法本不生義者即是地大｡嚩字離言説謂之水大｡清
淨無垢塵者是則囉字火大也｡因業不可得者訶字門風大也｡等虚空者欠字字相即空大也｡我覺者識大｣『即身
義』定本巻三 pp.19-20､弘全一 p.508  
８３９｢爲亡弟子智泉達嚫文｣『性霊集』巻八､定本巻八 p.140､弘全三 p.501 
８４０｢入法界體性三昧｡修習五字旋陀羅尼｡<諸法本不生 自性離言説 清淨無垢染 因業等虚空 旋復
諦思惟 字字悟眞實 初後雖差別 所證皆歸一 不捨是三昧 兼住無縁悲 普願諸有情 如我無有異>」 
大正 18・331 上   
８４１『二教論』定本巻三 pp.93-94､弘全一 p.491｡『菩提心論』大正 32・572 下からの文を含む 
８４２同上､定本巻三 p.94､弘全一 p.491  










釋』『著作全集』第１巻 p.112 参照) 
８４７｢甚深秘密瑜伽｣は五秘密瑜伽を指す(本圓『菩提心論密談鈔』巻二 p.18)｡甚深は鑁 字の性海､秘密は阿
字の奥地､瑜伽は金胎の大日に通じ､｢説此甚深秘密瑜伽｣で､法身大日如来内証の三密荘厳の境界を説
















無量の智徳を包蔵することを歎じる一句(小田慈舟『十巻章講説』下 p.1300 参照) 
８５６｢潔白｣は純白で無垢清浄なること｡｢満月｣は菩提心の相､｢潔白｣は菩提心の体に当る(本圓『菩提心論














８６２『宝鑰』定本巻三 p.169､弘全一 p.467｡『菩提心論』大正 32・573 下からの引用 
８６３通常は 15 日で１サイクルとするが､晦日[30 日]を出発点として新月[1 日]･繊月[2 日]・三日月[3 日]～弓
張月[8 日]～十三夜月[13 日]･待宵月[14 日]･満月[15 日]と到達する過程を想定すれば､十六段階となる   
８６４決定証得の法界体性智＝摩訶毘盧遮那如来の仏身に於て印成し､そこから出生流出するの意 
８６５文相としては四波羅蜜を出生する四智四佛が､中台法界体性の大日如来から流出する次第を言う 
８６６『宝鑰』定本巻三 pp.169-170､弘全一 pp.467-468｡『菩提心論』大正 32・573 下－574 上からの引
用 







法故修行般若波羅蜜多｡不爲<1 内空故修行般若波羅蜜多｡不爲 2 外空 3 内外空 4 大空 5 空空 6 勝義空 7 有爲
空 8 無爲空 9 畢竟空 10 無際空 11 散無散空 12 本性空 13 自共相空 14 一切法空 15 無性空 16 無性自性空>故
修行般若波羅蜜多｡不爲眞如故修行般若波羅蜜多｡不爲法界法性實際故修行般若波羅蜜多｡何以故｡舍利子｡
諸菩薩摩訶薩修行般若波羅蜜多時｡不見諸法性差別故｣大正 7・437 中－下 






















黒月十五日衆行皆盡｡喩般涅槃」(大正 39・618 下) 
８８１『宝鑰』定本巻三 p.171､弘全一 p.468｡『菩提心論』大正 32・574 上からの引用 
８８２盡智の後に起こす無漏智で、既に四諦の理を覚って更にさとるべきものはないと知る智慧(勝又俊教
『講座宝鑰』註釈 p.318 註 1)｡佛果の無生智で、阿 字の本来不生･本初不生の義に通じる 
８８３快全『菩提心論三摩地段抄』p.12 参照 
８８４勝又俊教『講座宝鑰』註釈 p.318 註 2 及び 3 参照 
８８５『宝鑰』定本巻三 p.171､弘全一 p.469｡『菩提心論』（大正 32・574 上－中）からの引用 
８８６小田慈舟『十巻章講説』下 p.1301 参照 
８８７勝又俊教『講座宝鑰』註釈 p.318 註 1 参照  
８８８『大日経疏』大正 39・723 中 
８８９『大日経義釋』巻八､續天台宗全書版 pp.401-402 
８９０清水明澄「『大日経』の注釈書の書誌学的研究」『密教文化』第 219 号､2007 年 pp.29-31､及び同










８９４大正 18・328 中 
８９５『宝鑰』定本巻三 p.171､弘全一 p.469｡『菩提心論』大正 32・574 中からの引用 
８９６｢一肘｣は観想される蓮華の大きさを示す単位｡肘から手の先までの距離を基準にする｡概ね一尺五


















談鈔』巻五 p.72 参照） 


























眞言｡ < 唵一菩地二室多三牟致波二合四陀邪五弭六 Oṃ bodhicittam utpādayāmi>｡此陀羅尼具大威徳｡能令行
者不復退轉｡去來現在一切菩薩｡在於因地初發心時｡悉皆專念持此眞言｡入不退地速圓正覺｡善男子｡時彼行
者｡端身正念｡都不動搖｡繋心月輪成熟觀察｡是名菩薩觀菩提心成佛三昧｣(大正 3・328 下－329 上) 






















2011 年版 p.109 註 27) 
９２９Oṃ citta-prativedhaṃ karomi  
９３０｢世尊如來我遍知已｡我見自心形如月輪｣『真実摂経』大正 18・207 下 
９３１Oṃ bodhi-cittam utpādayāmi  
９３２｢以此性成就眞言｡令發菩提心｡時彼菩薩｡復從一切如來承旨｡發菩提心已｡作是言｡如彼月輪形｡我亦
如月輪形見如｣『真実摂経』大正 18・207 下 
９３３｢汝已發一切如來普賢心｡獲得齊等金剛堅固善住此一切如來普賢發心｡於自心月輪｡思惟金剛形｣『真
実摂経』大正 18・208 上 
９３４Oṃ tiṣṭha vajra  
９３５｢菩薩白言｡世尊如來我見月輪中金剛｡一切如來咸告言｡令堅固一切如來普賢心金剛｡以此眞言｣『真実
摂経』大正 18・208 上 




９３６Oṃ vajrātmako ’ham  
９３７｢一切如來身口心金剛界｡以一切如來加持悉入於薩埵金剛｣『真実摂経』大正 18・208 上 
９３８｢又極無自性心明眞如法身蒙驚覺縁力更進金剛際｣『十住心論』巻九､定本巻二 p.280､弘全一 p.373  
９３９｢一切薩埵金剛｡具一切形成就｡觀自身佛形｡以此自性成就眞言｡隨意而誦「Oṃ yathā sarvatathā- 
gatas tathā’ham  ｣作是言已｡金剛界菩薩摩訶薩｡現證自身如來｡盡禮一切如來
已｡白言｡唯願世尊諸如來｡加持於我｡令此現證菩提堅固｡作是語已｡一切如來入金剛界如來彼薩埵金剛中｡｣
『真実摂経』大正 18・208 上 































９５４『宝鑰』定本巻三 pp.173-174､弘全一 p.471｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用 
９５５『真実摂経』大正 18・207 下－208 上の取意｡第九住心の経証に引かれた段及び五相成身観の教
説を含む 
９５６虚空に遍満する胡麻油(＝恒河沙過刹塵)の仏菩薩､一切如来｡この盡虚空法界の微細法身･無際智は一





會圓敎菩薩外迹以爲眞言之行｣濟暹撰『金剛頂發菩提心論私抄』大正 70・27 中 
９５９｢今之人｣は､末法の人と解する釈と『菩提心論』に只今この時に接している真言行人と見る釈が成
り立つ｡論の構造からすれば､『菩提心論』冒頭の｢上根上智之人｣(大正 32・572 中)に呼応すると解すべき 
９６０大決心を以て信を貫き､真実を諦あきらめるならば 
９６１｢不起于座(座を起たたずして)｣はその場に於て直ちに､即座にの意｡速疾頓成の義を示す 










９６４『真実摂経』大正 18・207 下－208 上 






















９７１｢若人求佛慧｣の句は『法華経』に記される表現である｡｢若人求佛慧 於八十萬億 那由他劫數 行五
波羅蜜[中略]若復懃精進 志念常堅固 於無量億劫 一心不懈息[中略]以是因縁故 能生諸禪定[中略]持此一心






























二字」濟暹撰『金剛頂發菩提心論私抄』大正 70・28 上－中 
９８１『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.417 




９８６『大日経』巻五阿闍梨真実智品､大正 18・38 中－下 
９８７『宝鑰』定本巻三 p.113､弘全一 p.418 
９８８同上､定本巻三 p.115､弘全一 p.419 
９８９第十住心､密教の秘密荘厳心を指す   
９９０心内の庫､秘密内証の仏のさとりの教え   
９９１『宝鑰』定本巻三 p.115､弘全一 p.419 
９９２『大日経』成就悉地品､大正 18・22 上 
９９３宥快『秘蔵宝鑰鈔』巻上三 p.55 参照 




９９６『宝鑰』定本巻三 p.121､弘全一 p.425 
９９７同上､定本巻三 p.126､弘全一 p.429 
９９８同上､定本巻三 p.130､弘全一 p.431 
９９９同上､定本巻三 pp.130-131､弘全一 p.432 
１０００同上､定本巻三 p.131､弘全一 p.433 
１００１同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435   
１００２同上､定本巻三 p.134､弘全一 p.435   
１００３同上､定本巻三 pp.137-138､弘全一 p.439  
１００４同上､定本巻三 p.139､弘全一 p.440  
１００５同上､定本巻三 p.142､弘全一 p.443  
１００６『宝鑰』定本巻三 p.143､弘全一 p.444  








１０１１『宝鑰』定本巻三 pp.148-149､弘全一 p.449｡『菩提心論』大正 32・573 上からの引用  





前進 此是化城耳[中略]故以方便力 權化作此城 汝等勤精進 當共至寶所 我亦復如是[中略]諸佛方便力 分









大乗心(二乗の人は諸佛の驚覺を蒙るが故に他縁大乗心を起す)」『三昧耶戒序』定本巻五 pp.9-10､弘全二 p.138 
１０１６梵 upāya､衆生を仏の真実の教えに導くために仮に採用する便宜的な手段のこと  
１０１７大乗の大慈大悲の心を発する意｡これに就き､衆生本有の仏性の力を内薫の因とし､如来諸菩薩の
大悲加持力を外縁とする｡(杲寶『菩提心論聞書』第五 p.84）  




１０２１『宝鑰』定本巻三 p.150､弘全一 p.450 
１０２２｢三種練磨｣は菩薩の五位の修行のうち､第一資糧位に於て陥りやすい三種の懈怠心(広深退･難修


















１０３０宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下二 p.281 参照  






又俊教『講座宝鑰』註釈 p.247 訳文参照）  
１０３５｢一切行者断一切悪修一切善超十地到無上地圓滿三身具足四徳｡如是行者無明分位非明分位｣『釋
摩訶衍論』大正 32・637 下 
１０３６Cf.｢心外礦垢於此悉盡(心外の礦垢､於此に悉く盡き)｣『宝鑰』定本巻三 p.115､弘全一 p.418 及び｢九
種心藥拂外塵而遮迷(九種の心藥は外塵を拂って迷ひを遮し)」同､定本巻三 p.115､弘全一 p.419(心宝 3 の一部) 
１０３７『宝鑰』定本巻三 pp.153-154､弘全一 p.453 
１０３８Cf.｢当等住心ﾉ王所分別ﾉ意ﾊ｡第八識ﾊ是ﾚ心王也｡七轉識ﾊ心所也｡其ﾉ故ﾊ海水波浪ﾉ喩ｦ以ﾃ王所ﾉ不
同ｦ明ｽﾄ見ﾀﾘ｡然ﾆ楞伽経ﾆ藏識海常住七識波浪轉(｢藏識海常住 境界風所動 種種諸識浪[中略]如海共波浪 心倶和





１０４０『宝鑰』定本巻三 p.155､弘全一 p.454 
１０４１絶待中道･第一義諦の一心は､湛寂常住にして澄明清浄であることを言う｡長行釈の中の『大日経
疏』からの引用文に｢心王猶如池水性本清淨｣とあるに相当する 
１０４２『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455｡『釈摩訶衍論』大正 32・637 下からの引用 
１０４３『釈摩訶衍論』大正蔵本には｢絶絶離離｣と記される｡仏のさとりの境界が言語表現を出離した言






１０４５小田慈舟『十巻章講説』下 p.1028 参照 
１０４６『宝鑰』定本巻三 p.157､弘全一 p.456 
１０４７常寂光土を依土とするが故に寂光如來と言う｡Ex. ｢言常寂光土者[中略]如本門中地湧菩薩下方空
中住｡從地出已｡亦詣虚空七寶妙塔｡彼此虚空倶表寂光｣湛然述『法華玄義釋籤』大正 33・922 上 





















を言い表す(宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下十 p.377 参照)   






無量性徳自然本有非得他力｡｣『釋摩訶衍論』大正 32・600 上－601 下  










て以て高きことを成す)」｢綜藝種智院式｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.187､弘全三 p.536  













大亦無邊際｣般若訳『四十華嚴経』大正 10・696 下 
１０６６Cf.｢夫佛法非遙心中即近｡真如非外弃身何求(夫それ佛法遙かに非ず､心中にして即ち近し｡真如外に非ず､










を解せず｡三界に輪轉し四生に沈溺す)」『字母釋』定本巻五 p.105､弘全二 pp.722-723｢本源 19｣ 
１０６７實叉難陀訳『大方廣佛華厳経』大正 10・66 上 
１０６８この遍虚空法界の無盡の佛が我が仏であるという概念は密教にも継承される｡Ex.｢能所無礙
六丈夫 如是自他四法身 法然輪圓我三密 天珠渉入遍虚空 重重無礙過刹塵(能所無礙の六丈夫と 是の如
くの自他の四法身は 法然として我が三密に輪圓し 天珠の如くに渉入して虚空に遍じ 重重無礙にして刹塵に過ぎた
まへる)」『十住心論』巻一帰敬序､定本巻二 p.4､弘全一 p.125  









探玄記』大正 35・107 上－中  
１０７１『大日経』秘密曼荼羅品第十一･大正 18・31 中  
１０７２『十住心論』巻十､定本巻二 pp.311-312､弘全一 p.401  




弘全一 p.128  
１０７５宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下三下半 p.417 参照  
１０７６佛馱跋陀羅訳『大方廣佛華厳経』大正 9・465 下－466 上  






１０８１ Cf.｢衆生盲瞑迷心佛 不識自有無盡珍 我託祕藏本有義(衆生盲瞑にして心佛に迷い 自ら無盡の珍
有ることを識らず 我祕藏本有の義に託し｡)｣ 『金勝王経秘密伽陀』定本巻四 p.241､弘全一 p.826｢本源 21｣
及び｢自心曼荼 有佛無佛 性相常住(自心の曼荼は有佛無佛､性相常住なり)」『理観啓白』『定本全集』定本




『三昧耶戒序』定本巻五 p.7､弘全二 pp.135-136  














１０８７『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.461  
１０８８｢示心佛不異｣は自心と仏と衆生の三が無差別であること､則ち迷悟を含む一切が心の所作で平等
無差別であることを表現する   
１０８９勝又俊教『講座宝鑰』註釈 p.288 註 5｡Ex.｢譬如日出｡先照一切諸大山王｡次照一切大山｡次照金剛
寶山｡然後普照一切大地[中略]先照菩薩摩訶薩等諸大山王｣『六十華嚴経』大正 9・616 中｡Cf.｢華嚴經者｡
斯乃集海會之盛談｡照山王之極説｡理智宏遠｡盡法界而亘眞源｣(法藏述『華嚴經探玄記』大正 35・107 上）   
１０９０『六十華厳経』大正 9・616 中   
１０９１『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 p.462 
１０９２同上､巻三 p.162､弘全一 p.461 
１０９３同上､巻三 p.162､弘全一 p.461 
１０９４Cf.｢因陀羅網參互影而重重｡錠光頗黎照塵方而隱隱｡一即多而無礙｡多即一而圓通｡攝九世以入刹那｡
舒一念而該永劫｣法藏撰『華嚴經文義綱目』大正 35・493 上 
１０９５宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻下五下半 p.442 
１０９６『宝鑰』定本巻三 p.165､弘全一 p.463｡『真実摂経』大正 18・207 下からの引用 
１０９７『菩提心論』は経ではないので､ここでは『金剛頂経』経典の範囲から除外して考える 
１０９８第十一章第四節･第五節参照 
















『十巻章講説』下 p.1097 参照) 
１１０４第九住心極無自性心の到達した顕教究竟の勝れた境地､五重問答の第四重の本覚 
１１０５『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.462 
















１１１０『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 pp.418-419 
１１１１同上､定本巻三 p.176､弘全一 p.473 
１１１２『三教指帰』定本巻七 p.73､弘全三 p.347 
１１１３陳は列･並の意｡夙は早いこと｡駕は馬車に馬を繋ぐの意｡星陳夙駕で星夜に駕車出行すること 
１１１４掌徒は徒役を掌管する人､徒歩にて従う従者の長 
１１１５肅は整肅にする put in order の意｡征旅は出征する軍隊のこと 
１１１６『三教指帰』定本巻七 pp.82-83､弘全三 p.353 
１１１７同上､定本巻七 p.85､弘全三 p.355｡｢輅｣字は定本では｢路｣に作るが､ここでは海陸の道程を示す意
味で｢輅｣字を正として採用する 




１１２１｢爲大使與福州觀察使書｣『性霊集』巻五､定本巻八 pp.77-80､弘全三 pp.454-456 
１１２２同上､『性霊集』巻五､定本巻八 pp.78-79､弘全三 pp.454-455 
１１２３三浦章夫編『弘法大師傳記集覧』pp.110-112  
１１２４陵は丘陵｡緣は沿 along の意｡流澤は車騎を密生した山林から沼沢に向かわすこと  
１１２５雲布雨施は遍布の比喩｡[李善注]善曰:韓子曰:雲布風動｡周易曰:雲行雨施也  
１１２６貔豹は貔貅ひひょう､虎･豹に似た猛獣｡生は生け捕りの意｡[李善注]韋昭曰:生､謂生取之也  
１１２７豺はヤマイヌ jackal｡狼はオオカミ wolf｡搏は捕捉の意 




１１３１白虎 white tiger は四神の一､西方を守護する｡絝は袴｡[李善注]郭璞曰:絝､謂絆絡之也  





１１３５｢與越州節度使求内外經書啓｣『性霊集』巻五､定本巻八 p.83､弘全三 p.458 











１１４２玄奘訳『大般若波羅蜜多経』巻三百九十八､大正 6・1062 下－1063 上  
１１４３｢奉為四恩造二部大曼荼羅願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.108､弘全三 p.476 
１１４４｢軷祖求伽梵｣『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.419  
１１４５｢僧壽勢爲先師入忌日料物願文｣『性霊集』巻七､定本巻八 p.114､弘全三 p.481 
１１４６澄觀述『大華嚴經略策』大正 36・702 下  
１１４７｢綜藝種智院式｣『性霊集』巻十､定本巻八 pp.188-189､弘全三 p.537 
１１４８取意｢漫茶羅位初阿闍梨｡應發菩提心｡妙慧慈悲兼綜衆藝｡善巧修行般若波羅蜜｡通達三乘｡善解眞




言實義｡知衆生心｡信諸佛菩薩｡得傳教灌頂等｡妙解漫茶羅畫｣『大日経』具縁品､大正 18・4 上  
１１４９取意｢此處菩薩於菩提有五種障[中略]對治是障有五始終[中略]證大無礙智地故｡如經得大無礙智地故｡
[中略]大菩提願大菩提念不忘失故｡如經憶念不忘菩提心故｡[中略]如經教化成就一切衆生界故｡[中略]於五明處
通達分別故｡如經通達分別一切處法故｣天親造･菩提流支訳『十地経論』大正 26・125 上－中  
１１５０『六十華厳経』巻五十八､入法界品第三十四之十五､大正 9・773 中  
１１５１『大般若波羅蜜多経』大正 6・1063 上－下 
１１５２｢與本國使請共歸啓｣『性霊集』巻五､定本巻八 p.85､弘全三 p.461 
１１５３運敞『遍照發揮性霊集便蒙』巻五 p.162 
１１５４『法華経釈』には｢據六波羅蜜經｣と作られる｡定本巻四 p.200､弘全一 p.782 









教論』定本巻三 pp.95-97 に引用される 
１１５７『六波羅蜜経』の記載名に随う｡般若訳『大乘理趣六波羅蜜多經』大正 8・868 中－下 
１１５８｢奉勸諸有縁衆應奉寫秘密法蔵合三十五巻｣『性霊集』巻九､定本巻八 pp.174-175､弘全三 p.528 
１１５９｢綜藝種智院式｣『性霊集』巻十､定本巻八 p.190､弘全三 p.538 
１１６０｢答叡山澄法師求理趣釋經書｣『性霊集』巻十､定本巻八 pp.203-204､弘全三 p.550 
１１６１『菩提心論』大正 32・573 上 
１１６２『御請来目録』定本巻一 p.19､弘全一 p.83 
１１６３同上､定本巻一 p.39､弘全一 p.102 
１１６４『秘密曼荼羅教付法伝』定本巻一 p.112､弘全一 p.44 
１１６５『二教論』定本巻三 p.76､弘全一 p.475 
１１６６同上､定本巻三 p.85､弘全一 p.483 
１１６７『般若心経秘鍵』定本巻三 p.3､弘全一 p.554 
１１６８『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 pp.7-8､弘全一 pp.637-638 
１１６９『十住心論』巻一序､定本巻二 pp.5-6､弘全一 pp.127-128 
１１７０この｢權佛｣は､当該箇所の直前の｢十宮｣中の｢一道無為宮｣に相当するから､一仏乗を指す 
１１７１『大日経開題(法界浄心)』定本巻四 p.7､弘全一 p.637 
１１７２｢漸次背闇向明求上之次第｣『十住心論』巻十､定本巻二 p.307､弘全一 p.397 
１１７３『大日経』住心品､大正 18・2 上｡『十住心論』巻十､定本巻二 p.307､弘全一 p.397 に引かれる 
１１７４『宝鑰』定本巻三 pp.113､弘全一 p.417  
１１７５同上､定本巻三 pp.113､弘全一 p.417  






１１７８宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻上一 p.14 参照   
１１７９『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418   
１１８０下界･人間の短命の世界を苦･麁･障として厭い､浄･妙･離なる天上の長命を樂欲すること､則ち六
行智観の行相を言う   
１１８１観行を深めてさらに勝れた瞑想の境地へと輾転上昇すること   



















１１８６『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.419 
１１８７目的地である第十秘密荘厳住心＝第十金場＝本有金剛心殿に至って､その内庫に於て秘密蔵の法
身大日如来の曼荼羅教を体証することを言う 
１１８８小田慈舟『十巻章講説』下 p.821 参照  
１１８９宥快『秘蔵寶鑰鈔』巻上三 p.56 参照 























１１９５『宝鑰』定本巻三 p.120､弘全一 p.423    
１１９６同上､定本巻三 p.120､弘全一 p.424  
１１９７同上､定本巻三 p.120､弘全一 p.423    






１２０１『宝鑰』定本巻三 p.122､弘全一 p.425    
１２０２同上､定本巻三 p.132､弘全一 p.434  
１２０３同上､定本巻三 p.142､弘全一 p.443  
１２０４同上､定本巻三 p.144､弘全一 p.445  
１２０５｢游泳湛寂之潭優遊無為之宮｣『宝鑰』定本巻三 p.145､弘全一 p.446  
１２０６『宝鑰』定本巻三 p.144､弘全一 p.445  






１２０８『宝鑰』定本巻三 pp.148-1492､弘全一 p.449｡『菩提心論』大正 32・573 上からの引用  
１２０９｢廻心向大｣は二乗の小心を廻らして大乗に趣向する義を示す｡(宥快『發菩提心論鈔』第六 p.97)  
１２１０Cf. ｢二乗之人蒙諸佛驚覺故起他縁大乗心(二乗の人は諸佛の驚覺を蒙るが故に他縁大乗心を起す)」『三
昧耶戒序』定本巻五 pp.9-10､弘全二 p.138 
１２１１菩薩の修行の階梯を順に辿っての意 
１２１２菩薩が仏の果位に到る三劫の六度万行を｢難行苦行｣と表現する｡Cf.｢獲得甚深微妙智 難行苦行恒
沙劫 是故能成調御師 佛證自然一切智 住眞寂滅難思議 唯佛如來自證知 能現無邊佛境界｣『六波羅蜜経』
大正 8・910 中 
１２１３｢然得成佛｣で二乗の人が無余涅槃から大乗に廻心して､三劫に亘る六度万行の難行苦行を修した
その果徳を表現する 
１２１４『宝鑰』定本巻三 p.150､弘全一 p.450 
１２１５｢爪犢遥望不近｡建聲何得窺窬｣『宝鑰』定本巻三 p.145､弘全一 p.445 
１２１６『宝鑰』定本巻三 p.152､弘全一 p.452｡『菩提心論』大正 32・573 上からの引用 
１２１７同上､定本巻三 p.152､弘全一 p.452｡『釋摩訶衍論』大正 32・637 下を引く  
１２１８｢三身｣は仏身について法相宗が説く､自性身･受用身･変化身(法身･報身･応身)の三の仏身   
１２１９｢無明｣は未だ迷妄不覚にあること､真実究竟の仏の境界に達していない未極･未達の修行者を指
す｡ ｢分位｣は配置配分された場所･段階･境界   
１２２０第十住心秘密荘厳心を｢心内｣とし､これに対する前の九住心を｢心外｣と表現する   
１２２１広くは大日如来自内証の教説である真言秘密蔵そのもの｡つより具体的には､自心本有の浄菩提
心･自心仏を開いた曼荼羅を指す 
１２２２『宝鑰』定本巻三 p.155､弘全一 p.454 
１２２３参照､『大智度論』の｢入實法相門｡如是入竟｡是中深入諸法實相時｡心忍直入無諍無礙｡是名法等忍｡
如偈説<諸法不生不滅 非不生非不滅 亦不生滅非不生滅 亦非不生滅 非非不生滅>｡已得解脱空非空
是等悉捨滅諸戲論言語道斷｡深入佛法心通無礙不動不退｡名無生忍｡是助佛道初門以是故説已得等忍」大正
25・97 中－下 
１２２４『大智度論』大正 25・97 中－下 
１２２５『宝鑰』定本巻三 p.156､弘全一 p.455｡『釋摩訶衍論』大正 32・637 下を引く  
１２２６同上､定本巻三 p.159､弘全一 p.458 
１２２７｢淨菩提心門｣は真言密教の入仏の法門であると規定される｡Ex.｢入佛智慧｡有無量方便門｡今此宗｡
直以淨菩提心爲門｡若入此門｡即是初入一切如來境界｣『大日経疏』大正 39・590 上 
１２２８『宝鑰』定本巻三 p.160､弘全一 p.459 




の十喩]｡復成戲論｡故曰越諸戲論｣『大日経疏』大正 39・604 上 





１２３４『宝鑰』定本巻三 p.161､弘全一 p.460  








と解釈する(頼瑜『秘蔵寶鑰勘註』巻七 pp.146-147 参照） 





１２３８『宝鑰』定本巻三 pp.161-162､弘全一 pp.460-461  
１２３９『大日経』大正 18・3 中  
１２４０『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.461  
１２４１｢漸次背闇向明求上之次第｣『十住心論』巻十､定本巻二 p.307､弘全一 p.397 
１２４２『宝鑰』定本巻三 p.163､弘全一 p.461  
１２４３一切智智を一向志求する求法菩薩行の最終段階に､善財童子が理徳の普賢菩薩に帰依することを
言い表す   
１２４４般若訳『四十華厳経』大正 10・677 中－下  
１２４５Cf. ｢約菩薩求法會者如善財童子｡於覺城東娑羅林大塔廟處｡文殊師利初爲諸大衆及善財童子一會
説法｡如是次第乃至末後｡普賢菩薩於金剛藏道場所｡爲於大衆及善財等現法界身雲之法｡爲末後第五十四會」
法藏撰『華嚴經文義綱目』大正 35・496 下 






加持義中我即法界是也｡又云｡法身而有自在神變加持｣『大日経疏』大正 39・789 中 
１２４８般若訳『四十華厳経』大正 10・848 中  





我也」法藏述『華嚴一乘教義分齊章』大正 45・489 下  
１２５１五十三の善知識を次に列挙する。 
1.文殊師利菩薩 2.功徳雲比丘 3.海雲比丘 4.善住比丘 5.良医弥伽 6.解脱長者 7.海幢比丘 8.体捨優婆夷 9.毘目
多羅仙人 10.方便命婆羅門 11.弥多羅尼童女 12.善現比丘 13.釈天主童子 14.自在優婆夷 15.甘露頂長者 16.法
宝周羅長者 17.普眼妙香長者 18.満足王 19.大光王 20.不動優婆夷 21.随順一切衆生出家外道 22.青蓮華香長者
23.自在海師 24.無上勝長者 25.獅子奮迅比丘尼 26.婆須密多女 27.安住長者 28.観世音菩薩 29.正趣菩薩 30.大
王天 31.安住道場地神 32.婆娑婆陀夜天 33.甚深妙徳離垢光明夜天 34.喜目観察衆生夜天 35.妙徳救衆生護夜天 
36.寂静音夜天 37.妙徳守護諸城夜天 38.開敷樹華夜天 39.願勇光明守護衆生夜天 40.妙徳円満林天 41.瞿夷夫人 
42.摩耶夫人 43.天主光童女 44.遍友童子師 45.善知衆芸童子 46.賢勝優婆夷 47.堅固解脱長者 48.妙月長者 49.




１２５３『宝鑰』定本巻三 p.164､弘全一 p.462   
１２５４同上､定本巻三 p.164､弘全一 p.462｡『大日経』住心品､大正 18・3 中からの引用 






第八第九ﾉ住心ﾆﾊ不許之意也｣宥快撰『大日經疏鈔』大正 60・303 上－中  
１２５６『宝鑰』定本巻三 p.165､弘全一 p.463｡『守護国経』大正 19･570 下からの引用  
１２５７｢大｣字は弘全本･高野版『十巻章』･長谷版『十巻章』では採用されるが､定本版には採られない  




正 70・27 中  








１２６１『宝鑰』定本巻三 p.167､弘全一 p.465｡『釈摩訶衍論』大正 32・637 下を引用する 
１２６２同上､定本巻三 pp.167-168､弘全一 pp.465-466 
１２６３｢法界體性三昧｣の語句は『大日経』には記されず､『三摩地法』(大正 18・331 上) から採る｡原文
は｢結三摩地印｡入法界體性三昧｡修習五字旋陀羅尼｡<諸法本不生 自性離言説 清淨無垢染 因業等虚空 
旋復諦思惟 字字悟眞實 初後雖差別 所證皆歸一 不捨是三昧 兼住無縁悲 普願諸有情 如我無有異>｣で､
下線部は『即身義』に証文として引用される(定本巻三 p.20､弘全一 p.509)  






徳に通じる定と釈される阿 字三昧である｡(小田慈舟『十巻章講説』下 pp.1119 参照）  
１２６７大日如来が説く｢我覺本不生出過語言道…｣の偈頌は､如来自證の菩提の実義を説き､『即身義』で
の配釈からも明らかな如く､六大体大の義を示すから､これを｢法界體性三昧｣と言う｡(宥快『秘蔵寶鑰鈔』




字を除外した｢    ｣の十二字を指すとする｡又別には『大日経』秘密曼荼羅品に
説く「十二句真言王」＝  とする説もある(  は中尊大日如来､  は西方無







秘が中の極秘なり)」『般若心経秘鍵』定本巻三 p.12､弘全一 p.562 
１２７２『宝鑰』定本巻三 p.169､弘全一 pp.466-467｡『菩提心論』大正 32・573 下からの引用 
１２７３｢普賢｣は本有門(果位)に約すれば金剛界三十七尊に通じ､修生門(因位)に約すれば金剛薩埵を指す。
｢普賢大菩提心｣はここでは普賢所求の大菩提心の意味合いになる｡(小田慈舟『十巻章講説』下 p.1299 参照） 
１２７４『大日経疏』大正 39・621 中 
１２７５『宝鑰』定本巻三 p.169､弘全一 pp.466-467｡『菩提心論』大正 32・573 下からの引用 
１２７６｢照見｣は物事の本質･実相を明らかに見極めることを言う 
１２７７『宝鑰』定本巻三 p.169､弘全一 p.467｡『菩提心論』大正 32・573 下からの引用 
１２７８同上､定本巻三 p.172､弘全一 p.469｡『菩提心論』大正 32・574 中からの引用 
１２７９同上､定本巻三 p.172､弘全一 pp.469-470｡『菩提心論』大正 32・574 中からの引用 
１２８０同上､定本巻三 p.172､弘全一 p.470｡『菩提心論』大正 32・574 中からの引用 
１２８１同上､定本巻三 pp.172-173､弘全一 p.470｡『菩提心論』大正 32・574 中からの引用 
１２８２同上､定本巻三 p.173､弘全一 pp.470-471｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用 
１２８３同上､定本巻三 p.173､弘全一 pp.470-471｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用 
１２８４Cf.｢二乗之人有法執故久久證理沈空滯寂｡限以劫數然發大心｡又乗散善門中経無數劫｡是故足可厭
離不可依止｣『宝鑰』定本巻三 p.173､弘全一 p.470｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用 
１２８５Cf.｢諸佛慈悲従真起用救攝衆生｡應病与藥施諸法門随其煩惱對治迷津｣『宝鑰』定本巻三 p.166､弘
全一 p.464｡『菩提心論』大正 32・573 中からの引用 
１２８６Cf.｢十方諸佛｡以勝義行願爲戒｡但具此心者｡能轉法輪｡自他倶利｣『菩提心論』大正 32・573 中｡下
波線部分は『宝鑰』定本巻三 p.166､弘全一 p.464 に引用される 
 





１２８８『菩提心論』大正 32・573 下  
１２８９『大日経』悉地出現品（大正 18・19 中）の引用 
１２９０『大日経』真言行学処品(大正 18・45 中－下)饒益衆生を説く偈頌の引用 
１２９１『宝鑰』定本巻三 pp.173-174､弘全一 p.471｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用 






１２９５『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.471｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用 
１２９６濟暹撰『大日經住心品疏私記』大正 58・716 下－717 上 
１２９７『菩提心論』大正 32・572 下 
１２９８『宝鑰』定本巻三 p.174､弘全一 p.471｡『菩提心論』大正 32・574 下からの引用 
１２９９同上､定本巻三 p.174､弘全一 p.472 
１３００同上､定本巻三 p.174､弘全一 p.472 
１３０１同上､定本巻三 p.176､弘全一 p.473 
１３０２同上､定本巻三 p.176､弘全一 p.473 
１３０３同上､定本巻三 p.174､弘全一 pp.471-472  
１３０４『十住心論』巻十､定本巻三 pp.322-324､弘全一 pp.411-413  
１３０５『一字頂輪王時處儀軌』大正 18・321 上 
１３０６『宝鑰』定本巻三 pp.174-175､弘全一 p.472  
１３０７｢小機｣は小乗･権教などの浅略な教えしか理解できない劣った機根(宗教的資質)を言う  
１３０８『一字頂輪王時處儀軌』大正 18・321 上｡｢爲求成就故 乃至登佛位 恒持不暫捨 於此教法中 一字
不應向 未灌頂者説 本尊諸教法 除本受法師 設諸同行人 亦不得爲説 縱已得成就 纔説便散失 現招諸殃
禍 中夭墮地獄 是故常守護 此三麼耶禁 諸佛共演説 衆聖皆保持 應學勿違越｡｣『宝鑰』の引用文では｢無
間獄｣｢不得説一字｣と原文よりも禁止命令の度合いが更に強調されている 






１３１３『宝鑰』定本巻三 p.114､弘全一 p.418    
１３１４同上､定本巻三 pp.167-168､弘全一 p.465 




秘が中の極秘なり)」『般若心経秘鍵』定本巻三 p.12､弘全一 p.562 
１３１７｢瑜伽中金剛薩埵至金剛拳有十六大菩薩｣『宝鑰』定本巻三 p.169､弘全一 p.467｡『菩提心論』大
正 32・573 下からの引用 
１３１８『十住心論』巻一､定本巻二 p.4､弘全一 p.127  
１３１９同上､定本巻二 pp.6-7､弘全一 pp.128-129  
１３２０『十住心論』巻十､定本巻二 p.307､弘全一 p.397  
１３２１『金剛頂経開題』定本巻四 pp.68-73､弘全一 pp.691-695  
１３２２『十住心論』巻十､定本巻二 p.308､弘全一 p.398  
１３２３『大日経』百字果相応品､大正 18・40 中  
１３２４同上､大正 18・40 中  
１３２５『十住心論』定本巻二 p.308､弘全一 p.398  
１３２６『大智度論』大正 25・336 下  
１３２７『十住心論』巻十､定本巻二 p.310､弘全一 pp.399-400｡『大日経』百字果相応品､大正 18・40 中









１３２９『十住心論』巻十､定本巻二 pp.310-311､弘全一 p.400 
１３３０『大日経疏』大正 39・631 中－下 
１３３１『秘密漫荼羅教付法傳』定本巻一 p.67､弘全一 p.3 








名聲如佛者｡則其義也｣『大日経疏』大正 39・579 下－580 上 
１３３４『十住心論』巻十､定本巻二 pp.311-312､弘全一 p.401｡『大日経』秘密曼荼羅品､大正 18・31 中
の引用を含む 
１３３５『十住心論』巻十､定本巻二 p.312､弘全一 pp.401-402｡『大日経』具縁品､大正 18・12 下及び普
通真言蔵品大正 18・14 上の引用を含む 
１３３６空海の理解では『大日経』具縁品､大正 18・9 中の｢我覺本不生｡出過語言道｡諸過得解脱｡遠離於
因縁｡知空等虚空｡如實相智生｡已離一切暗｡第一實無垢｣を法界体性三昧の表現とする｡『宝鑰』定本巻三
pp.168-169､弘全一 p.466 参照 
１３３７『大日経』具縁品､大正 18・12 下の文｡入佛三昧耶の真言は引用されない 
１３３８｢時釋迦牟尼世尊｡入於寶處三昧｡説自心及眷屬眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 下 
１３３９｢時普賢菩薩｡即時住於佛境界莊嚴三昧｡説無閡力眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 上 
１３４０｢時彌勒菩薩｡住發生普遍大慈三昧｡説自心｡眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 上 
１３４１｢爾時金剛手｡住大金剛無勝三昧｡説自心及眷屬眞言曰｣『大日経』具縁品､大正 18・14 中 
１３４２『十住心論』巻十､定本巻二 pp.312-313､弘全一 p.402｡『大日経疏』大正 39・580 中の引用 
１３４３『大日経疏』大正 39・584 中 
１３４４『十住心論』巻十､定本巻二 p.313､弘全一 pp.402-403｡『大日経』住心品､大正 18・1 上及び『大
日経疏』大正 39・580 下の引用を含む 
１３４５『大日経』住心品､大正 18・1 上の引用 
１３４６『大日経疏』大正 39・580 下の取意 
１３４７Cf.｢毘盧遮那遍一切處平正心地｡方作大悲漫荼羅｣『大日経疏』大正 39・615 中 
１３４８Cf.｢如是如來智寶之所集成｡祕密莊嚴法界樓觀｣『大日経疏』大正 39・580 下 
１３４９Cf.｢今此宗明義｡言師子者｡即是勇健菩提心｡從初發意以來｡得精進大勢｡無有怯弱｣『大日経疏』大





18・1 上｡{ }内は｢乃至｣の言を以て省略される 
１３５１『十住心論』巻十､定本巻二 p.314､弘全一 p.403｡『大日経疏』大正 39・582 上の引用 
１３５２『大日経』住心品､大正 18・1 中 
１３５３『十住心論』巻十､定本巻二 p.314､弘全一 p.403｡｢及普賢菩薩｡慈氏菩薩｡妙吉祥菩薩｡除一切蓋障
菩薩等諸大菩薩｡前後圍繞而演説法｣『大日経』住心品､大正 18・1 上 
１３５４｢次列菩薩衆以四聖者而爲上首｡前明諸執金剛一向是如來智印｡今此菩薩義兼定慧又兼慈悲｡故別
受名也｡亦是毘盧遮那内證功徳｡｣『大日経疏』大正 39・582 上－中の引用 
１３５５『十住心論』巻十､定本巻二 pp.314-315､弘全一 p.404｡『大日経疏』大正 39・582 中－下の引用 
１３５６『大日経疏』大正 39・582 中 
１３５７同上､大正 39・582 中 




１３５８同上､大正 39・582 中 
１３５９同上､大正 39・582 中 




正 39・583 上 
１３６２『秘密漫荼羅教付法傳』定本巻一 p.67､弘全一 p.3 
１３６３『十住心論』巻十､定本巻二 pp.315-316､弘全一 p.405｡『大日経疏』大正 39・583 中の引用 
１３６４『二教論』定本巻三 pp.103-105､弘全一 pp.500-502 
１３６５『十住心論』巻十､定本巻二 pp.316-317､弘全一 pp.405-406｡『瑜祇経』大正 18・253 下－254
上の引用と空海の割注 
１３６６同上､定本巻二 p.317､弘全一 p.406｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海の割注 









１３７１『十住心論』巻十､定本巻二 p.317､弘全一 p.406-407｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海の
割注 
１３７２同上､定本巻二 pp.317-318､弘全一 p.407｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海の割注 
１３７３同上､定本巻二 p.318､弘全一 p.407｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海の割注 
１３７４金剛の如く堅固な本性､理智具足の大菩提心の一徳｡不空訳『金剛界礼懺』に｢金剛堅固自性身阿
閦佛｣(大正 18・336 上)と説かれる 
１３７５南方の福徳の光が遍く法界を照らすこと｡Cf.｢寶生如來於内心｡證得虚空寶大摩尼藏功徳三摩地智
[中略]流出虚空寶光明｡遍照十方世界｣(不空説『金剛頂瑜伽略述三十七尊心要』大正 18・293 下） 
１３７６清浄にして汚れない仏の自性を示す｡Cf.｢觀自在王如來於内心｡證得大蓮華智慧三摩地智[中略]蓮












があるが一定しない(小田慈舟『十巻章講説』下 pp.729-730 参照)   
１３８２『十住心論』巻十､定本巻二 p.318､弘全一 p.407｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海の割注 
１３８３同上､巻十､定本巻二 p.318､弘全一 p.407｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海の割注 






を説く   




１３８６『十住心論』巻十､定本巻二 p.318､弘全一 p.407｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海の割注 
１３８７Cf.｢應修十種廣大行願｡何等爲十｡一者禮敬諸佛｡二者稱讃如來｡三者廣修供養｡四者懺悔業障｡五者
隨喜功徳｡六者請轉法輪｡七者請佛住世｡八者常隨佛學｡九者恒順衆生｡十者普皆迴向｣『四十華厳経』入不
思議解脱境界普賢行願品(大正 10・844 中) 
１３８８『十住心論』巻十､定本巻二 p.318､弘全一 pp.407-408｡『瑜祇経』大正 18・254 上の引用と空海
の割注 
１３８９『声字義』定本巻三 p.39､弘全一 pp.524-525 
１３９０『即身義』定本巻三 pp.20-21､弘全一 p.509 
１３９１『大日経』阿闍梨真実智品､大正 18・38 中－下 
１３９２地水火風空の五大の種子 を五智五仏に配当する思考法は､空海入唐時より後代に成立し
たとおぼしき(Cf.松長有慶｢三種悉地と破地獄｣『密教文化』1978 年､121 号､pp.1-13)､伝善無畏訳『三種悉地軌』
(大正 0905)に｢ 阿字是東方阿閦如來､ 鑁字西方阿彌陀如來､ 藍字是南方寶生如來､ 唅字北方不空
成就如來､ 欠字是上方毘盧遮那大日如來也｣(大正 18・910 中)と記されて､儀軌に定式化される 
１３９３『瑜祇経』大正 18・254 上－255 中 
１３９４『大日経疏』大正 39・749 下－750 上 
１３９５『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四 p.160､弘全一 p.760  
１３９６同上､定本巻四 pp.160-161､弘全一 pp.760-761｡同文が別本『法華経開題(重圓性海)』定本巻四
pp.174-175､弘全一 pp.774-775 に記載される｡『大日経疏』大正 39・610 上－中からの引用  
１３９７『大日経疏』大正 39・610 上－中からの引用  
１３９８弘全本に｢百僚｣と作る  
１３９９弘全本には｢行｣を｢従｣と作る｡意味的には｢従｣を正とするべき  
１４００『大毘盧遮那成仏経疏文次第』定本巻四 p.306  




釈』定本巻四 pp.202-205､弘全一 pp.783-786 に収録される  
１４０４『大日経』入祕密漫荼羅位品､大正 18・36 下   






１４０８『大日経疏』大正 39・705 下－706 中からの部分的引用   
１４０９『法華経開題(重圓性海)』定本巻四 pp.179-181､弘全一 pp.778-790｡『大日経疏』大正 39・705
下－706 中の引用  




燈帝網の如し｡故に等持珠網と曰ふ)｣『梵網経開題』定本巻四 p.228､弘全一 p.817  
１４１２｢軌持｣は法のこと(｢法謂軌持｡軌謂軌範可生物解｡持謂住持不捨自相｣窺基撰『成唯識論述記』大正 43・239 下)｡
真理の軌範(＝法)を保持する一切智智の特性という｢軌持｣が｢法門｣と規定される｡Cf.｢達磨云法｡分廣經
云｡軌則名法｡成唯識云｡法謂軌持｡能持自相軌生解故｣(窺基撰『大乘法苑義林章』大正 45・345 下) 
１４１３Cf.｢此一字法能與諸法自作軌持｡於一字中任持一切諸法｡是名法陀羅尼(一には､此の一字の法､能く諸
法の與ために自から軌持と作り､一字の中に於て一切の諸法を任持す｡是れを法陀羅尼と名づく｡)『字母釋』定本巻
五 p.103､弘全二 p.721  
１４１４Cf.｢具足成就第五 惡引字｡是方便善巧智圓滿義也｡此心即是蓮華三昧之心(具足成就の第五 字な
り｡是れ方便善巧智圓滿の義なり｡此の心は即ち是れ蓮華三昧の心なり｡)『法華経開題(開示茲大乗経)』定本巻四
p.166､弘全一 p.766  
１４１５Cf.｢世尊當云何名此漫茶羅｡漫茶羅者其義云何｡佛言此名發生諸佛漫茶羅｡極無比味無過上味｡是故









名づく)｣『理趣経開題(生死之河)』定本巻四 p.116､弘全一 p.728 が挙げられる 
１４１７Cf.｢法曼荼羅本尊種子真言｡若其種子字各書本位是｡又法身三摩地及一切契経文義等皆是亦名法智
印(法曼荼羅は本尊の種子真言なり｡若し其の種子の字を各本位に書する､是れなり｡又法身の三摩地と及び一切契経
の文義等をも､皆是れ亦た法智印と名づく｡)｣『即身義』定本巻三 pp.24-25､弘全一 p.513 
１４１８『秘密漫荼羅教付法傳』定本巻一 p.67､弘全一 p.3 
１４１９『法華経開題(殑河女人)』定本巻四 pp.192-193､弘全一 pp.801-802｡同趣意の文が別本『法華経釈』
定本巻四 pp.208-209､弘全一 pp.789-790 に収録される 
１４２０｢分身｣は『妙法蓮華経』観世音菩薩普門品所説(大正 9･57 上－中)の観音の三十三身を指す 
１４２１類本の『法華経釈』には｢福聚身｣と記される(定本巻四 p.208､弘全一 p.789)  
１４２２『法華経釈』には｢化業智｣と記される(定本巻四 p.208､弘全一 p.789)  
１４２３『法華経釈』定本巻四 pp.207-208､弘全一 p.789  




曼荼羅三昧耶法門事業｡量同虚空｡｣不空譯『金剛頂經瑜伽十八會指歸』大正 18・286 中－287 下  
１４２６『即身義』定本巻三 p.19､弘全一 p.507  
１４２７Cf.｢若人求佛惠 通達菩提心 父母所生身 速證大覺位」『菩提心論』大正 32・574 下  
１４２８『即身義』定本巻三 p.22､弘全一 pp.510-511｡『大日経』秘密曼荼羅品､大正 18・31 上 
１４２９『大日経疏』大正 39・727 下 
１４３０覚鑁撰『五輪九字明祕密釋』大正 79・12 下－13 上 
１４３１『即身義』定本巻三 p.19､弘全一 p.507  
１４３２『真実摂経』大正 18・207 下 
１４３３『十住心論』巻九､定本巻二 p.280､弘全一 p.374 
１４３４金剛智訳『金剛頂經瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』大正 No.0876 
１４３５『三摩地法』大正 18・328 下－329 中 
１４３６『宝鑰』定本巻三 pp.174-175､弘全一 p.472  
１４３７『広付法伝』定本巻一 p.70､弘全一 p.6 
１４３８無論已に灌頂を受けた真言行者は､経典儀軌に随い如法に三密行を修するのであるから､別段の
入門者用説明書は不要なのであるが 
１４３９｢入山興｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.17､弘全三 p.407    
１４４０｢喜雨歌｣『性霊集』巻一､定本巻八 p.14､弘全三 p.406 
１４４１Cf. ”If the doors of perception were cleansed every thing would appear to man as it is, 
Infinite.”  ― William Blake, The Marriage of Heaven and Hell  
１４４２『秘鍵』定本巻三 p.11､弘全一 p.561 
１４４３『三昧耶戒序』定本巻五 pp.7-8､弘全二 p.136 
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各 章 の 概 要 
本論文は､空海撰述の著作『秘蔵宝鑰』に関し､論点を 











































  〇天皇：嵯峨天皇(第二節)･淳和天皇(第三節) 
〇弘仁･天長期の天皇の側近：良岑安世･藤原冬嗣･藤原三守(第四節) 





































◎『宝鑰』＝九顕一密浅略門  『十住心論』＝九顕十密深秘門 
という理解が依然として有効であるが､それを含めた大枠での相違点･共通項を述べると､ 
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  ★｢九顕十密･深秘釈｣を述べる､真言密教教理綱要の正統であり 




























































































































































  △パターン A｢直接｣：『老子』『荘子』から直接『宝鑰』に引用される 
  △パターン B｢間接｣：老荘→『文選』等に採録された漢･三国･六朝の代表的詩文→空海 
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  △パターン C｢訳語･術語｣：仏典の漢訳時に老荘の語彙が翻訳語として採用される 





















































































































  ◎両者の意見の遣り取りを通して､当初の二人の主張を止揚して 








  〇国王の理想と徳の在り方 〇国王･帝王の事績(興隆と衰亡) 〇国王･帝王と臣下の交流 
〇君臣の道徳が保たれない場合の畏怖すべき惨憺たる結末 






  ※仏教の存在理由の本質の一つを｢鎮護国家｣の効験に置き 
  ※臣下(道俗)の改心と国家安寧･衆生救済の重責を一身に担う聖帝天皇への報謝を要請する 
  ※天皇と文人官僚に向けた､道俗(仏教と国家･天皇)の両者に共通する教令テクスト 
という目的を具す文章が｢十四問答｣の本質であり､その真の主題は 
































































  〇『菩提心論』で説かれる行願･勝義･三摩地の三種菩提心 





















  ※証無上菩提は､大日如来の加持を蒙り自心の中で｢衆生本有の曼荼｣に出逢うことである 
  ※自心仏とは｢大秘密究竟心王如来大毘盧遮那｣であり､それは衆生の心自体である 






















































































































 [①への回答]：★宗義説明書として正式に奏上されたのは『十住心論』であり､『宝鑰』は         
別の撰述目的､｢仏教の鎮護国家の効験と天皇の道徳的立場･理念｣＋｢十
住心教判｣を兼ねて説く著作であるという仮説(第十章第六節参照) 






















































  *il[Degas] se plaignit à lui[Mallarmé] du mal extrême que lui donnait la composition poétique :  
《Quel métier! criat-il, j’ai perdu toute ma journée sur un sacré sonnet, sans advancer 
d’u pas…Et cependant, ce ne sont pas les idées qui me manquent… J’en suis plein… 
J’en ai trop…》Et Mallarmé, avec sa douce profondeur: 《Mais, Degas, ce ne sont point 





















１『宝鑰』定本巻三 p.117､弘全一 p.421  
２『大日経』住心品､大正 18・3 中 
３『宝鑰』定本巻三 p.116､弘全一 p.419  
４小林秀雄｢オリムピア｣『栗の樹』講談社文芸文庫 p.41(初出『文藝春秋』1940 年 11 月号)  
５VALÉRY, Paul. “Degas Danse Dessin”, Pièces sur l’Art in Œvres II p.1208, Pléiade, Gallimard, 
1960｡イタリックの強調は原文に基づく  
６『大日経』阿闍梨真実智品､大正 18・38 中－下 
７｢命いのちに付く名前なまえを＜心こころ＞と呼ぶ 名もなき君にも 名もなき僕にも｣中島みゆき｢命の別
名｣『中島みゆき全歌集 1987－2003』朝日新聞出版､2015 年､pp.338-340 (初リリース 1998 年 2 月 4 日､｢糸｣
とのカップリング) 
























































































 資料篇｢Ⅱ.安然『教時義』と空海関連テクストの対応一覧表｣所録の全 51 項目の中から､




















此約世間共知以説｡今宗意者｡如『文字實相義』云<五大皆有響 十界具言語 六塵悉文字 
法身是實相> <顯形表等色 内外依正具 法然隨縁有 能迷亦能悟>云云 故以<迷悟依
正>皆爲文字亦爲眞言１８｡－『教時義』巻三 
｢太子｣は釋尊､悉達太子を指す｡安然が指示するのは『声字義』中の二つの偈頌 
*頌曰 <五大皆有響 十界具言語 六塵悉文字 法身是實相> 釋曰｡頌文分四｡初一句竭
聲體｡次頌極真妄文字｡三盡内外文字｡四窮實相１９｡－『声字義』 



















































































































































































































































































































  第四：『菩提心論』に違反する過失｡『菩提心論』の所説で､ 
       行願：諸大乗菩薩の行願に対応 





























































*萬法攝盡門: 問四種曼荼羅一切法攝盡耶 答攝盡也 問如何攝盡耶 答世間出世間
内外一切教法攝法曼荼羅｡世間出世間一切人攝大曼荼羅｡世間出世間一切所依器界攝於 
三昧耶曼荼羅｡世間出世間一切事業攝於羯磨曼荼羅也１２６｡－伝空海『四種曼荼羅義口決』 
に類同する１２７｡ただし､これは『理観啓白』第 74－85 句の 
*世出世間 一切教法 攝法曼荼 世出世間 一切有情 攝大曼荼 世出世間 
一切器界 攝平等壇  世出世間  一切事業 攝羯曼荼 (第 74－85 句) 
との顕著な類縁性を顕示する｡『教時義』の「世出世間 内外一切教一切法 攝法曼荼羅 世
出世間 一切有情 攝大曼荼羅 世出世間 一切器界 攝平等也 世出世間 一切事業 攝 
 


















   
句No 『理觀啓白』 安然『教時義』 項目No
74-76 世出世間　一切教法　攝法曼荼 世出世間内外一切教一切法攝法曼荼羅 46
77-79 世出世間　一切有情　攝大曼荼 世出世間一切有情攝大曼荼羅 46
80-82 世出世間　一切器界　攝平等壇 世出世間一切器界攝平等也[壇] 46








91-93 内外一切　文字點畫　無非阿字 凡點畫者無非阿字 47









106-109 所有一切　小乘大乘　顯示祕密　皆是能詮 一切小乘大乘顯示祕密教門能詮 51
110-111 字句差別　皆悉所詮 字句差別所詮 51
112-113 諸法體相　法陀羅尼　 諸法體相是法陀羅尼 51
114-117 一切教門　皆是能詮　義門差別　皆悉所詮 一切教門能詮　義門差別所詮 51
118-119 諸法理趣　義陀羅尼 諸法理趣是義陀羅尼 51
120-121 一切教門　皆是能詮　功德差別　皆悉所詮 一切教門能詮｡功徳差別所詮 51
124-125 神驗加持　呪陀羅尼 神驗加持是呪陀羅尼 51
126-127 一切教門　皆是能詮　入位差別　皆悉所詮 一切教門能詮｡入位差別所詮 51
130-132 得悟果利　忍陀羅尼　此四總持 得悟果利是忍陀羅尼｡陀羅尼者此云總持 51
133-136 一切如来　甘露智水　三世諸佛　醍醐妙藥　
137-140 一字入臟　萬病不生　卽身證得　佛身空寂
141-143 謂一字中　總攝無量　一切法門 謂一字中總持無量法門 51
144-146 謂一音中　總持無邊　諸法理趣 及一音中總持無量理趣 51
147-149 一切法門　互相持故　含持萬藏 一切諸法互相總持故名總持 51
150-152 若一法下　持一切法　名爲法持 是故若一法下持一切法名爲法持 51
153-155 若一義下　持一切義　名爲義持 若一義下持一切義名爲義持 51
156-158 若一聞下　持一切音　名爲聞持 若一聞下持一切音名爲聞持 51
159-161 若一根下　持一切理　名爲根持 若一根下持一切理名爲根持 51
162-164 若一覺下　持一切藏　名爲藏持 若一覺下持一切藏名爲藏持 51
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１初出､『大正大学大学院研究論集』第 44 号､2020 年､pp.84-104  
２稻田祖賢｢五大院先徳傳考｣ 『安然和尚の研究』叡山学会、1979 年､pp.9-12 参照  
３参照「事理倶密教｡謂大日金剛頂蘇悉地經等能説世俗勝義圓融不二｡亦説三密行相」(安然抄『胎藏
金剛菩提心義略問答鈔』大正 75・471 下)  
４「安然には獨自の見解､信念に基いて學説を取捨し傳統、宗派等に拘泥しない純粋學究的態度が實
に濃厚に感じられる｡」酒井敬淳｢安然和尚と眞言宗｣ 『安然和尚の研究』叡山学会、1979 年､p.78 















１３安然集『諸阿闍梨眞言密教部類總録』(大正 55・1116 中) 
１４別所弘淳 pp.159-160 及びその注 44&45(p.164)を参照のこと  
１５『理観啓白』成立の目的と存在意義については､拙稿『空海精髄の開明と探究－『念持真言理
















１７『教時義』大正 75・420 中 
１８同上､大正 75・421 上 
１９『声字義』定本巻三 p.38  
２０同上､定本巻三 p.41  
２１同上､定本巻三 pp.36-45  
２２『教時義』大正 75・421 上－下  
２３『声字義』定本巻三 p.39  
２４『教時義』大正 75・437 中  
２５同上､大正 75・421 下－422 上  
２６同上､大正 75・422 上  
２７古くは 1931 年の吉祥眞雄「東密に對する安然師の態度」『安然和尚の研究』叡山学会、1979
年（再版)､pp.55-59 に於いて､安然の論難の紹介とそれに対する東密側の反駁の例が紹介されてい





２８『宝鑰』定本巻三 pp.159-161  
２９「先發淨菩提心｡如普賢觀經次第｡乃至毘盧遮那遍一切處｡常樂我淨波羅蜜等之所攝成｡皆是淨菩
提心也」『大日経疏』大正 39・787 下－788 上､『義釈』巻十四（續天台宗全書版 p.654）  
３０「然此八葉及中胎五佛四菩薩｡豈異身乎｡即一毘盧遮那耳｡爲欲分別如來内證之徳表示于外故｡於
一法界中｡作八葉分別説耳｡且如四菩薩東南｡普賢者何也｡普賢者是菩提心也」『大日経疏』大正 39・
787 下､『義釈』巻十四（續天台宗全書版 p.654） 
３１『教時義』大正 75・390 上－中 
３２同上､大正 75・390 中 
３３Cf.『教時義』大正 75・384 中&387 下｡Also｢今祕藏中亦以大悲胎藏妙法蓮華｡爲最深祕吉祥｡一切







宗全書版 pp.28-19）  
３５Cf.｢離清淨法者離於自性清淨心法｡凡夫具惑遇縁猶能求清淨法｣（智顗説･智顗略『維摩經略疏』大正
38・622 中）  
３６福貴山寺道詮(安然撰『教時諍論』大正 75・366 中)｡著書『箴誨迷方記』で真偽が問題となっていた
『釈摩訶衍論』を真経と判定した。Cf.『教時義』大正 75・375 中､及び｢福貴和上『群家諍論』云眞
言新起者｡沙門蓮剛定宗論破」大正 75・431 上  
３７｢及｣は別本には「爲」と作る。文意的に「爲眞論」を正とするべきか  
３８Cf.｢『摩訶衍論』昔者戒明和上將來之時有諸道俗論定僞論｡又南大寺新羅國僧珍聰傳云｡是論新羅
國大空山沙門月忠撰也｡｣『教時義』大正 75・375 中  
３９Cf.｢初轉法輪｡自他共許｡但約教時廣狹｡衆家不共許耳｣最澄撰『守護國界章』大正 74・137 上  











４２『教時義』大正 75・374 下－375 中参照 
４３『宝鑰』定本巻三 pp.161-167  
４４『教時義』大正 75・392 上－中 
４５同上､大正 75・392 中 
４６『宝鑰』定本巻三 pp.154-156  
４７同上､定本巻三 pp.150-152  
４８『教時義』大正 75・393 中 
４９同上､大正 75・399 上－中 
５０同上､大正 75・400 下－401 上 
５１同上､大正 75・401 上 
５２同上､大正 75・401 上 
５３同上､大正 75・401 上－中 
５４同上､大正 75・401 中－下 
５５同上､大正 75・401 下 




５６同上､大正 75・401 下 
５７同上､大正 75・401 下 
５８同上､大正 75・401 下 
５９同上､大正 75・401 下－402 上 
６０同上､大正 75・402 上 
６１『教時義』巻二(大正 75・401 下－402 上)､『宝鑰』定本巻三 p.164､『大日経』大正 18・3 中の
引用 
６２『教時義』大正 75・402 中 
６３『大日経疏』(大正 39・612 中)｡『義釋』巻三（續天台宗全書版 pp.87-88） 
６４「觀察蘊阿頼耶｡知自性如幻陽焔影響旋火輪乾闥婆城祕密主｡彼如是捨無我｡心主自在覺自心本不
生｡何以故｡祕密主｡心前後際不可得故｡如是知自心性｡是超越二劫瑜祇行」『大日経』大正 18・3 中  
６５「觀蘊阿頼耶覺自心本不生｡即攝諸經八識三無性義」『大日経疏』大正 39・612 中  
６６Cf.｢乘此無縁心｡而行大菩提道故名無縁乘也｡楞伽解深密等經瑜伽唯識等論所説｡八識三性三無性
皆是此意也｡法相大乘以此爲宗｡此則所謂菩薩乘也」『十住心論』巻六､定本巻二 p.191  
６７Cf.「覺此心本不生是漸入阿字門｡如是無爲生死縁因生壞等義｡如勝鬘經寶性佛性論等中廣明｡謂本
不生者兼明不生不滅不斷不常不一不異不去不來等｡三論家擧此八不以爲究極中道｡故吉藏法師二諦方
言佛性等章盛談此義」『宝鑰』定本巻三 pp.154-155  
６８｢所謂空性｡離於根境｡無相無境界｡越諸戲論｡等虚空無邊一切佛法｡依此相續生｡離有爲無爲界｡離
諸造作｡離眼耳鼻舌身意｡極無自性心生｣『大日経』大正 18・3 中  
６９｢祕密主若眞言門修菩薩行諸菩薩｡深修觀察十縁生句｡當於眞言行通達作證｡云何爲十｡謂如幻｡陽
焔｡夢｡影｡乾闥婆城｡響｡水月｡浮泡｡虚空華｡旋火輪｣『大日経』大正 18・3 下  
７０｢若生極無自性心｡得入如上漫荼羅海會｡名阿闍梨｣『大日経疏』大正 39・611 下  
７１｢説極無自性心十縁生句｡即攝花嚴般若種種不思議境界｣『大日経疏』大正 39・612 中  
７２三句の法門｡｢如是一切智智｡爲諸天世人利樂｡世尊如是智慧｡以何爲因｡云何爲根｡云何究竟｡如是
説已｡毘盧遮那佛｡告持金剛祕密主言[中略]吾今説之｡金剛手言｡如是世尊願樂欲聞｡佛言菩提心爲因｡
悲爲根本｡方便爲究竟｡祕密主云何菩提｡謂如實知自心｣『大日経』大正 18・1 中－下   
７３｢從此[極無自性心]復有十重深行｡乃至於解三密人中｡最爲上首如金剛薩埵｡是名阿闍梨」『大日経疏』









耳鼻舌身意｡極無自性心生｡祕密主如是初心｡佛説成佛因故｣『大日経』大正 18・3 中  





盡大願｡於十法界生根｡乃至漸次増長｡至第八地｡以去皆名方便地｣『大日経疏』大正 39・604 下  
８０｢所謂空性｡離於根境｡無相無境界｡越諸戲論｡等虚空無邊一切佛法｡依此相續生｡離有爲無爲界｡離
諸造作｡離眼耳鼻舌身意｡極無自性心生｡祕密主如是初心｡佛説成佛因故｡於業煩惱解脱｡而業煩惱具
依｣『大日経』大正 18・3 中  
８１『教時義』大正 75・403 中 
８２同上､大正 75・403 中 
８３同上､大正 75・402 中－403 中 
８４同上､大正 75・403 中 
８５Ex｢婆伽梵大菩提心普賢大菩薩｡住一切如來心｡時一切如來｡滿此佛世界｡猶如胡麻爾時一切如來
雲集｡於一切義成就菩薩摩訶薩坐菩提場｡往詣示現受用身｡咸作是言｡善男子云何證無上正等覺菩提｡






男子當住觀察自三摩地｡以自性成就眞言｣不空訳『真実摂経』大正 18・207 上－下  
８６｢所謂金剛界大曼茶羅｡并説毘盧遮那佛受用身｡以五相現成等正覺五相者所謂通達本心修菩提心
成金剛心證金剛身佛身圓滿此則五智通達成佛後｡以金剛三摩地｡現發生三十七智廣説曼荼羅儀則｣不









剛鉤召菩薩摩訶薩｡以金剛鉤｡鉤召一切如來｡説此嗢陀南 <此是一切佛 無上金剛智 成諸佛利益 





音｡告彼菩薩言｡善男子當住觀察自三摩地｡以自性成就眞言」大正 18・207 上－下を指す。  
８９｢極無自性心生｡祕密主如是初心｡佛説成佛因故｣『大日経』大正 18・3 中  
９０『教時義』大正 75・403 中 


















之身｡其身亦即無相法身金剛界身｣『教時義』大正 75・419 中  
９６『教時義』大正 75・403 中 
９７同上､大正 75・403 中－下 
９８｢須知菩提心之行相｡其行相者｡三門分別｡諸佛菩薩｡昔在因地｡發是心已｡勝義｡行願｡三摩地爲戒｡
乃至成佛｡無時暫忘｣『菩提心論』大正 32・572 下  
９９｢初行願者｡謂修習之人｡常懷如是心｡我當利益安樂無餘有情界｡觀十方含識猶如己身｡所言利益者｡
謂勸發一切有情｡悉令安住無上菩提｡終不以二乘之法而令得度眞言行人｡知一切有情｡皆含如來藏性皆
































経』大正 32・328 下－329 上  
１０４｢但取十六大菩薩爲四方佛所攝也｡又摩訶般若經中｡内空至無性自性空｡亦有十六*義｣(『菩提心論』
大正 32・574 上)｡*印｢十六空｣は｢不爲四無所畏四無礙解十八佛不共法故修行般若波羅蜜多｡不爲<1 内
空故修行般若波羅蜜多｡不爲 2 外空 3 内外空 4 大空 5 空空 6 勝義空 7 有爲空 8 無爲空 9 畢竟空 10 無際
空 11 散無散空 12 本性空 13 自共相空 14 一切法空 15 無性空 16 無性自性空>故修行般若波羅蜜多｡不爲
眞如故修行般若波羅蜜多｡不爲法界法性實際故修行般若波羅蜜多｡何以故｡舍利子｡諸菩薩摩訶薩修行
般若波羅蜜多時｡不見諸法性差別故｣(玄奘訳『大般若波羅蜜多經』大正 7・437 中－下)を指す  




般涅槃義｡總而言之具足成就第五惡 字｡是方便善巧智圓滿義也｣『菩提心論』大正 32・574 上－中   
１０６『教時義』大正 75・403 中－下 










39・658 上､『義釋』巻五､續天台宗全書版 p.202  
１１１『大日経義釈』は智儼･温古が空海請来本『大日経疏』二十巻を再治した本で、温古の序
が付せられる｡台密依用の『大日経』注釈書 
１１２｢世俗勝義圓融不二｡是爲理密｣圓仁撰『蘇悉地羯羅經略疏』大正 61・393 中  
１１３｢三世如來身語意密｡是爲事密[中略]如來祕密之旨[中略]究盡如來事理倶密｣圓仁撰『蘇悉地羯羅經















教王經疏』大正 61・39 中  
１１７『教時義』大正 75・403 下 
１１８『般若心経秘鍵』定本巻三 p.11  
１１９『大日経疏』大正 39・588 上 
１２０本論第二部で論述した所の､空海の言語表現上の様々な工夫について､安然は一切関心を示し
ていない｡安然は『宝鑰』に表明された十住心思想の枠組みと経証､解釈を専ら問題とする 
１２１『弘全』第二輯 pp.182-187､定本巻五 pp.93-98 に収録される僅か 1174 文字の偈頌形式のテク
ストである 




１２４『教時義』大正 75・438 中  
１２５Cf「彼義[『即身成佛義』]云｡世間出世間内外教法攝法曼荼羅｡世間出世一切人攝大曼荼羅｡世間出
世所依器界攝三昧耶曼荼羅｡世間出世一切事業攝羯磨曼荼羅」(安然抄『胎藏金剛菩提心義略問答鈔』
大正 75・474 下)  
１２６『弘全』第四輯 p.268  
１２７別本でこれに相当する記述に「問此四種曼荼羅収一切法盡耶 答然｡攝盡 問何 世出世一切
内外教法攝法曼荼羅盡｡世出世一切人攝大曼荼羅盡｡世出世一切所依器界等攝三昧耶曼荼羅盡｡世出
世一切事業等攝羯磨曼荼羅盡」（『四種曼荼羅義』『弘全』第四輯 pp.256-257）  
１２８「釋」は別本に「攝」と記される｡文脈的に当然「攝」を正文として解釈すべきである 


























『定本 弘法大師全集』 全十一巻、高野山大学密教文化研究所、1991年 
空海：参考エディション 
 『弘法大師著作全集』 全三巻、勝又俊教編修、山喜房佛書林、1970年 
 『弘法大師空海全集』 全八巻、弘法大師空海全集編輯委員会編、筑摩書房、1983年 
 『遍照発揮性霊集』（日本古典文学大系７１）、岩波書店、1965年 
 『空海コレクション』 全四巻、ちくま学芸文庫、筑摩書房、2004年（１・２巻）・2013年（3・4巻） 
      『弘法大師著述輯要』、徐文蔚編、國家圖書館出版社、北京、2011年（1922年版の影印） 
 
その他： 
 『真言宗全書』 全四十二巻、真言宗全書刊行会 編､1977年 
 『續真言宗全書』全四十二巻、高野山大学続真言宗全書刊行会、1988年 
 『大正新脩大蔵経』全八十五巻及びSAT大正新脩大藏經テキストデータベース 2012版 





















































































































   Ａ）空海・密教・佛教 
































































































   C）その他 
*井筒俊彦『意識と本質』『井筒俊彦全集』第六巻、慶應義塾大学出版会、2014年 





















* BARTHES, Roland. “Le Plaisir du Texte”, Paris, Éditions du Seuil,1973 
* BORGES, Jorge Luis. Œuvres complètes.  Edition établie par  Jean Pierre Bernès, Paris:  
Bibliotèque de la Pléiade, Gallimard,  2010 (2 vols) 
* FOUCAULT, Michel. OEuvres vol.1&2, Bibliotèque de la Pléiade, Gallimard, 2015 
* FOUCAULT, Michel. Les Mots et les Choses, dans OEuvres vol.1, pp.1033-1457, Bibliotèque  
de la Pléiade, Gallimard, 2015 
* FOUCAULT, Michel. L’Archéologie du savoir, dans OEuvres vol.2, pp.1-224, Bibliotèque de  
la Pléiade, Gallimard, 2015 
* GENETTE, Gérard. Figures III, Poétique, Editions du Seuil, 1972 
* GENETTE, Gérard. Palimpseste, Poétique, Editions du Seuil, 1982 












                    






















































































































































































































































































































































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼀住⼼ 4 ページ
頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表











































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼀住⼼ 5 ページ
頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表
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頁数 頁数
第一異生羝羊心　比較対照表













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第三住⼼ 24 ページ
頁数 頁数
第三嬰童無畏心　比較対照表
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頁数 頁数
第三嬰童無畏心　比較対照表
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頁数 頁数
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頁数 頁数
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頁数 頁数
第三嬰童無畏心　比較対照表
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頁数 頁数
第三嬰童無畏心　比較対照表
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頁数 頁数
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頁数 頁数
第三嬰童無畏心　比較対照表
























































































































































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第四住⼼ 33 ページ
頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表
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頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表
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頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表
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頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表
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頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表
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頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表
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頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表
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頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表









































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第四住⼼ 41 ページ
頁数 頁数
第四唯薀無我心　比較対照表


























































































































































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第五住⼼ 43 ページ
頁数 頁数
第五拔業因種心　比較対照表






































































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第五住⼼ 44 ページ
頁数 頁数
第五拔業因種心　比較対照表

















































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第五住⼼ 45 ページ
頁数 頁数
第五拔業因種心　比較対照表



























































































































































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第六住⼼ 47 ページ
頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表


























































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第六住⼼ 48 ページ
頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表
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頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表
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頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表
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頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表
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頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表
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頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表


































































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第六住⼼ 54 ページ
頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表
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頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表


















































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第六住⼼ 56 ページ
頁数 頁数
第六他縁大乗心　比較対照表



































































































































































































































内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第七住⼼ 58 ページ
頁数 頁数
第七覚心不生心　比較対照表





































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第七住⼼ 59 ページ
頁数 頁数
第七覚心不生心　比較対照表
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頁数 頁数
第七覚心不生心　比較対照表










































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第七住⼼ 61 ページ
頁数 頁数
第七覚心不生心　比較対照表





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第九住⼼ 67 ページ
頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表


















































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第九住⼼ 68 ページ
頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表
内容 『十住心論』 『秘蔵宝鑰』 備考
宗の
至要




















































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第九住⼼ 69 ページ
頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表
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頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表
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頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表
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頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表






























































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第九住⼼ 73 ページ
頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表
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頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表
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頁数 頁数
第九極無自性心　比較対照表




































経云｡云何菩提謂如實知自心｡ 307 － ⼤⽇経
此是一句含無量義｡竪顯十重之淺深｡横示塵數之廣多｡ 307 －























































勤勇聲 除衆生怖畏 是時梵天等 心喜共稱説 由此諸世間 号名大勤
勇｣の句が省略される
『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 77 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表



















































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 78 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表








































































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 79 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表






























































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 80 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表













































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 81 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表






























































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 82 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表


















一時薄伽梵金剛界遍照如來 316 － 瑜祇経
此以總句歎諸尊徳 316 － 空海注
























































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 83 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表




















































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 84 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表


























































































『⼗住⼼論』と『秘蔵宝鑰』の⽐較対照表 第⼗住⼼ 85 ページ
頁数 頁数
第十秘密荘厳心　比較対照表







































































































































































































































































































































































































































頌曰 {風水龍王一法界 眞如生滅歸此岑 輪花能出
體大等 器衆正覺極甚深 縁起十玄互主伴 呑流五
教海印音 重重無礙喩帝網 隱隱圓融錠光心 花嚴































































































































































































頌曰 {因縁生法本無性 空假中道都不生 波浪滅生
但是水 一心本自湛然澄 色空不壞智能達 眞俗宛

























































頌曰 　心海湛然無波浪 識風鼓動爲去來 凡夫眩
著幻男女 外道狂執蜃樓臺 不知自心爲天獄 豈悟



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『教時義』の記述 対応する空海関連テクスト／説明 出典 Ref.
49
四･五種
陀羅尼
門攝盡
一切眞
言教門
75・442
上
又海和上『悉曇義釋 』引此四陀羅尼及説五種持｡
一法持｡謂持誦名句文身｡二義持｡謂誦持諸法義理｡
三聞持｡謂聞持名句文身｡四根持｡謂意根了持諸義
法理｡五藏持｡謂淨識薫持謂諸法體性｡由此五持轉
九識而得五智也｡彼文 廣釋｡具如彼文云云｡今謂｡
以此四種陀羅尼攝盡顯示祕密一切教法義理｡驗力｡
證果｡故以今教爲陀羅尼
又有五種總持｡謂一者聞持｡二法持｡三義持｡四根
持｡五藏持｡一聞持者｡謂耳聞此一字聲｡具識五乘之
法教及顯教密教之差別｡不漏不失即不妄聽也｡二法
持者｡謂念不生不忘流於蘊中｡三義持者｡謂假實二
法因縁性空｡四根持者｡謂六縁念更無餘境｡五藏持
者｡謂第九阿磨羅識即佛性淨識是也｡如是五種亦約
人釋｡若約法釋更有五種｡恐繁不述　是五種四種陀
羅尼即明如來四智五智之徳｡佛地經等顯教則但説
四智｡故佛地瑜伽等論説四種陀羅尼｡若於大毘盧遮
那及金剛頂經等祕密藏中｡具説如來自受用五智等
相應之趣｡故説五種陀羅尼｡如是五種智爲根本｡
『字母
釈』
定本第5
巻
pp.103-
104
50
一切教
法は皆
陀羅尼
門
75・442
上
密藏實義…『大圓覺經 』以八萬四千法藏名八萬
四千陀羅尼門｡故知一切教法皆陀羅尼｡
八萬四千　法藏皆是　八萬四千　陀羅尼門　故此
總持　名無盡藏
『理観
啓白』
第190-
195句
51
四種陀
羅尼･五
持陀羅
尼総攝
一切教
門
75・442
上－中
問｡今眞言宗意以此四･五種陀羅尼釋[攝] 一切顯
示祕密教法云何　答｡一切小乘大乘顯示祕密教門
能詮｡字句差別所詮｡諸法體相是法陀羅尼｡一切教
門能詮義門差別所詮｡諸法理趣是義陀羅尼｡一切教
門能詮｡功徳差別所詮｡神驗加持是呪陀羅尼｡一切
教門能詮｡入位差別所詮｡得悟果利是忍陀羅尼｡陀
羅尼者此云總持 ｡謂一字中總持無量法門｡及一音
中總持無量理趣｡一切諸法互相總持故名總持｡是故
若一法下持一切法名爲法持｡若一義下持一切義名
爲義持｡若一聞下持一切音名爲聞持｡若一根下持一
切理名爲根持｡若一覺下持一切藏名爲藏持｡今眞言
人以此五持普持一切小乘大乘顯示祕密無量教門無
不盡攝｡故以此教名陀羅尼｡此約隨自他意語以説｡
若約隨自意語上來諸教爲一圓教用四五持｡若約隨
他意齊顯示教用四五持云云
所有一切　小乘大乘　顯示祕密　皆是能詮　字句
差別　皆悉所詮　諸法體相　法陀羅尼　一切教門　
皆是能詮　義門差別　皆悉所詮　諸法理趣　義陀
羅尼　一切教門　皆是能詮　功德差別　皆悉所詮　
神驗加持　呪陀羅尼　一切教門　皆是能詮　入位
差別　皆悉所詮　得悟果利　忍陀羅尼　此四總持　
一切如来　甘露智水　三世諸佛　醍醐妙藥　一字
入臟　萬病不生　卽身證得　佛身空寂　謂一字中　
總攝無量　一切法門　謂一音中　總持無邊　諸法
理趣　一切法門　互相持故　含持萬藏　若一法下　
持一切法　名爲法持　若一義下　持一切義　名爲
義持　若一聞下　持一切音　名爲聞持　若一根下　
持一切理　名爲根持　若一覺下　持一切藏　名爲
藏持　以此五持　普持一切　小乘大乘　顯示祕密　
無量教門　無不盡攝
『理観
啓白』
第106-
170句
安然『教時義』と空海関連テクストの対応⼀覧表 106
